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本
学
園
高
等
学
校
長
、
本
学
教
授
秋
山
先
生
は
、
今
年
満
七
十
歳
の
古
稀
寿
を
む
か
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
同
学
・
後
学
の
諸
先
生
が
相

集
い
、
相
議
し
て
本
学
機
関
紙
「
棲
神
」
六
十
五
号
を
先
生
の
古
稀
記
念
号
と
し
て
出
版
し
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
先
生
の
学
恩
の
一
端
の

報
恩
に
擬
し
感
謝
の
微
衷
に
資
し
奉
り
た
い
と
、
先
生
縁
故
の
諸
先
生
に
記
念
論
文
の
献
呈
を
お
願
い
申
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
賛
同
の
論

文
を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、
関
係
者
一
同
、
あ
つ
く
感
謝
申
し
あ
げ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
の
本
学
園
御
就
任
は
昭
和
二
十
一
年
で
、
こ
の
こ
ろ
は
大
東
亜
戦
の
終
戦
時
の
混
乱
期
で
、
先
生
の
御
追
憶
に
よ
る
と
そ
の
講
義

は
英
語
・
国
漢
・
日
本
史
の
多
岐
に
わ
た
り
、
更
に
体
操
ま
で
う
け
持
た
さ
れ
、
陸
軍
中
尉
で
原
隊
復
帰
を
さ
れ
た
先
生
は
軍
隊
式
の
体

操
で
一
時
間
を
ど
う
に
か
す
ま
せ
た
、
と
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

加
う
る
に
当
時
、
敗
戦
後
の
日
本
の
経
済
情
態
は
最
悪
で
、
食
糧
不
足
は
い
わ
ず
も
が
な
、
給
料
の
遅
配
は
普
通
、
ま
ご
ま
ご
す
る
と

欠
配
も
珍
ら
し
か
ら
ぬ
有
様
で
し
た
。
食
料
不
足
で
す
か
ら
闇
米
を
買
出
し
に
出
れ
ば
、
経
済
警
察
が
戦
中
の
特
高
の
よ
う
に
暴
力
を
ふ

る
い
、
苦
労
し
て
か
つ
い
で
き
た
わ
ず
か
な
米
や
野
菜
を
没
収
す
る
、
我
々
は
何
も
で
き
ず
に
涙
を
の
む
、
こ
う
し
た
四
苦
八
苦
の
生
活

が
つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
生
活
の
中
に
祖
山
学
院
か
ら
現
在
の
短
期
大
学
に
な
り
、
二
千
余
の
学
徒
を
送
っ

今
、
我
々
は
こ
の
伝
統
の
上
に
更
』

翼
た
ら
ん
と
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

我
々
は
こ
の
伝
統
の
上
に
更
に

て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

四
年
制
の
大
学
へ
改
組
転
換
し
て
新
時
代
に
即
応
す
る
教
育
体
制
を
と
と
の
え
、
四
海
帰
妙
の
一

秋
山
智
孝
先
生
の
古
稀
寿
を
迎
え
て



身
延
山
総
務
、
本
学
理
事
長
藤
井
教
雄
先
生
は
本
学
教
職
員
並
び
に
本
山
役
員
の
先
頭
に
立
っ
て
勉
励
指
導
さ
れ
、
昨
年
十
月
の
本
学

同
窓
会
総
会
で
は
、
四
年
制
大
学
改
組
転
換
に
全
会
一
致
、
全
面
的
援
助
を
確
約
し
、
こ
れ
を
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

高
等
学
校
も
本
年
中
に
は
新
し
く
三
階
立
て
の
新
校
舎
が
設
立
さ
れ
、
秋
山
先
生
は
新
校
舎
の
初
代
校
長
と
し
て
臨
ま
れ
ま
す
。
先
生

が
壮
者
を
し
の
ぐ
活
力
を
も
っ
て
更
に
新
し
い
任
務
を
遂
行
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
五
年
三
月

宮
崎
英
修



秋山智孝教授



学
一
、
昭
和

一
、
同

一
、
同

一
、
得
度

一
、
本
籍

職
歴

一
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月

一
、
同
二
十
三
年
四
月

一
、
同
二
十
五
年
四
月

一
、
同
二
十
八
年
四
月

歴十
三
年年

十
七
年

秋
山
智
孝
先
生
歴
年
譜

三
月

四
月

九
月

山
梨
県
立
身
延
中
学
校
卒
業

立
正
大
学
予
科
二
学
年
編
入
学

立
正
大
学
文
学
部
佛
教
学
科
卒
業

山
梨
県
身
延
町
下
山
二
二
七
一

大
正
九
年
九
月
十
二
日
秋
山
智
照
・
茂
里
志
の
長
男
と
し
て
生
れ
る

昭
和
十
年
四
月
八
日
藤
井
日
静
上
人
に
就
い
て

身
延
山
専
門
学
校
講
師
・
祖
山
中
学
校
教
諭

身
延
山
高
等
学
校
教
諭

身
延
山
短
期
大
学
講
師
・
学
生
主
事

身
延
山
短
期
大
学
助
教
授



一
、
昭
和
五
十
七
年
五
月

一
、
同
五
十
七
年

一
、
同
五
十
六
年
十
月

一
、
同
二
十
一
年

一
、
同
四
十
二
年

一
、
昭
和
十
九
年
九
月

一

、

同

一

、

一一

、 、

同同
｜
、
洞
五
鞍
雪
崩

一
、
桐
巫
什
吐
騨
馳
朋

一
、
同
四
十
二
年

一

、

宗
門
・
久
遠
寺
関
係

霊 霜
三
主

六
十
年
二
月

四
年
十
月

三
年
四
月

年
三
月

七
月

一

月

第
三
回
住
職
担
任
認
証
式
管
長
名
代

制
度
研
究
委
員
会
委
員

昭
和
五
十
七
年
度
特
別
信
行
道
場
訓
育
主
任

同
協
議
員

十
九
教
区
乙
参
事

山
梨
県
本
国
寺
住
職

山
梨
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
理
事

身
延
山
短
期
大
学
図
書
館
長

山
梨
県
私
学
協
会
理
事

身
延
山
高
等
学
校
長

身
延
山
短
期
大
学
図
書
館
長

身
延
山
短
期
大
学
教
授

学
校
法
人
身
延
山
短
期
大
学
学
園
理
事

同



社
会
関
係

一
、
昭
和
二
十
一
年

一
、
同
二
十
三
年

一
、
同
二
十
五
年

一
、
同

一
、
同
二
十
八
年

一
、
同
三
十
年

一
、
同

一
、
同
三
十
一
年

一
、
同
三
十
二
年

一
、
昭
和
五
十
八
年

一
、
瀞
六
十
舜

一
、
平
成
二
年

一
、
同
三
年

一
、
同
四
年

四
月

九
月

四
月

五
月
祖
山
中
心
体
制
調
査
委
員
会
委
員

十
月
日
蓮
宗
勧
学
院
講
学

五
月
宗
宝
調
査
委
員
会
委
員

四
月
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
客
員
所
員

四
月
立
正
大
学
法
華
文
化
研
究
所
特
別
所
員

四
月

四
月

四
月

四
月

民
生
委
員
（
三
期
）

下
山
立
正
保
育
園
設
・
理
事
長

少
年
保
護
司

下
山
村
社
会
教
育
委
員

下
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

身
延
町
選
挙
管
理
委
員

郡
保
育
連
合
会
会
長

身
延
町
社
会
教
育
委
員
（
三
期
）

郡
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長



研
究
論
文

同
廣
中
師
に
つ
い
て

宗
歌
の
曲
譜
に
つ
い
て

受
賞

一
、
昭
和
四
十
二
年
四
月

一
、
同
三
十
八
年
十
月

一
、
同
四
十
四
年
十
月

一
、
同
五
十
二
年
十
月

一
、
同

一
、
同
五
十
五
年
七
月

一
、
同
五
十
六
年
三
月

一
、
平
成
二
年
十
月

一
、
同
年
十
二
月

一
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

一
、
同
四
十
二
年
四
月

宗
務
所
長
感
謝
状

県
社
会
福
祉
協
議
〈
天
云
長
表
彰
（
保
育
事
業
功
労
）

山
梨
県
知
事
表
彰

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

身
延
山
短
期
大
学
学
園
永
年
勤
続
表
彰

宗
祖
七
百
遠
忌
記
念
保
育
研
修
身
延
大
会
管
長
表
彰

宗
会
議
員
永
年
勤
続
管
長
表
彰

文
部
大
臣
表
彰
（
短
大
四
十
週
年
記
念
大
会
）

山
梨
県
知
事
表
彰
（
私
学
教
育
功
労
）

下
山
公
民
館
長

身
延
町
文
化
財
審
議
委
員

棲
神
二
九
号

同
三
一
号

昭
和
二
八
年
九
月

昭
和
三
一
年
十
月



資
料
紹
介

西
谷
檀
林
先
聖
録
、
西
渓
学
校
妙
玄
庵
歴
世
目
録

御
本
尊
筆
法
等
之
事

日
朝
上
人
御
義
日
伝
上
人
御
講

摩
訶
止
観
円
頓
章
私
記

六
牙
潮
師
と
川
口
巴
禅
師
に
つ
い
て

仏
教
保
育
の
基
本
問
題

宗
教
と
教
育
に
つ
い
て
１
日
蓮
聖
人
に
関
連
し
て

宗
教
と
音
楽
ｌ
宗
門
の
現
代
化
に
関
連
し
て

日
伝
上
人
堂
供
養
法
則
に
つ
い
て

身
延
に
関
す
る
紀
行
に
つ
い
て

身
延
裏
参
道
考

草
山
要
路
考

西
渓
檀
林
談
義
録
目
録

同
六
一
号

同
六
二
号

棲
神
六
○
号

曇盟：：：ご塗教

紀九八五二○七六報
要号号号号号号号一

○
○ 八
号 号

平
成
元
年
三
月

平
成
二
年
三
月

昭
和
六
三
年
三
月

昭
和
三
三
年
六
月

昭
和
三
七
年
十
月

昭
和
三
九
年
一
月

昭
和
四
二
年
十
二
月

昭
和
四
五
年
三
月

昭
和
四
八
年
二
月

昭
和
五
一
年
三
月

昭
和
六
二
年
三
月

平
成
五
年
三
月



宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宮

Ｉ
御
遷
化
記
録
を
中
心
と
し
て
ｌ

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
冠

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中

法
華
経
に
お
け
る
信
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
望

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
宗
教
の
大
衆
化
（
そ
の
一
）
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
高

Ｉ
律
蔵
に
於
け
る
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
團
泥
の
意
味
す
る
も
の
Ｉ

序
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
学
長
宮
崎
英
修

秋
山
智
孝
先
生
歴
年
譜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…

「
円
教
の
意
味
」
１
１
円
頓
章
釈
１
１
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
浅
井
円
道
乃
）

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
Ｈ
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
上
田
本
昌
（
き

Ｉ
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
１

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
庵
谷
行
亨
（
ざ

棲
神
第
六
十
五
号
目
次

崎
英
修
（
鉦
）

橋月尾

堯海 賢

昭淑堯一
へへへへ
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ーーｰー



学
園
錘

編
集
後

ノ
ー
ト

新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
辺
寛
勝
（
轡

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
尾
真
樹
鋤
）

罰
四
冒
鼻
画
門
鼠
習
亀
の
曾
胃
四
ｍ
色
目
屋
８
昌
口
ｇ
場
冒
日
切
口
目
巴
呉
巴
凹
召
富
田
（
ご

…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
望
月
海
慧
（
１
）

研
究
ノ
ー
ト

智
慧
と
慈
悲
（
承
前
川
・
３
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
町

ｌ
実
践
と
し
て
の
智
慧
Ｉ

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
四
…
…
…
…
…
…
…
中
山

記 報
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
麺
）

田
是
正
励
）

勝
励
）



と
。
中
の
「
専
」
Ⅱ
「
純
」
で
あ
る
。

で
は
、
円
教
と
は
何
か
、
そ
の
意
味
を
包
括
的
に
認
知
す
る
こ
と
が
天
台
思
想
の
特
徴
、
引
い
て
は
法
華
経
の
特
徴
を
知
る
所
以
で
あ

る
。
そ
こ
で
周
知
の
「
円
頓
章
」
を
手
掛
り
と
し
て
、
こ
の
こ
と
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

天
台
智
顎
に
よ
る
と
、
法
華
経
は
「
純
円
」
の
経
で
あ
る
。
例
え
ば

ナ
リ
ニ
シ
テ
ス
ト

当
し
知
華
厳
兼
、
三
蔵
但
、
方
等
対
、
般
若
群
、
此
経
無
シ
復
謂
但
対
帯
一
専
是
正
直
無
上
之
道
。
故
称
為
二
妙
法
一
也
（
玄
義
、
会

う
し

叶
帆
背
机
・
綴
一
実
璽
・
篝
境
既
藍
菱
貢
夷
了
壁
警
塁
。
ど
一
壽
涜
塁
。
一
色
一
盆
額
圭
刺
直
・
部
界
及
依

ナ
レ
ハ
シ

界
衆
生
界
亦
然
。
陰
入
皆
如
無
二
苦
可
鯵
捨
、
無
明
塵
労
嬰
智
樋
蝿
一
集
臥
恥
辺
邪
皆
中
正
無
二
道
可
画
修
、
生
死
即
浬
築
無
こ

そ
リ

ナ
レ
ハ
ク
ノ
キ
ツ

ナ
レ
ハ
ク
ノ
キ
ス

本
一
上
７
）

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

「
円
教
」
の
意
味

１
円
頓
章
釈
Ｉ

一

は
じ
め
に

浅
井
円
道

(I3)



①
の
「
縁
」
「
造
」
は
「
観
ず
る
」
の
意
味
。
「
実
相
」
、
「
中
」
、
「
真
実
」
は
妙
境
で
あ
る
。
「
初
め
よ
り
実
相
を
縁
ず
」
と
は

初
心
か
ら
実
相
を
所
観
と
す
る
の
謂
、
「
境
に
造
る
に
即
ち
中
に
し
て
真
実
な
ら
ざ
る
な
し
」
と
は
円
教
の
所
観
の
境
は
中
道
で
あ
り
、

従
っ
て
一
切
が
真
実
で
あ
る
の
謂
で
あ
る
。
つ
ま
り
別
教
で
は
地
前
は
従
仮
入
空
・
従
空
入
仮
の
二
観
を
修
し
、
こ
れ
を
方
便
道
と
し
て

地
上
に
進
み
中
道
観
を
修
す
る
が
（
類
文
多
出
）
、
円
教
で
は
初
心
か
ら
後
心
ま
で
一
貫
し
て
中
道
を
観
ず
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
法
華
玄
義
で
宗
（
因
果
）
玄
義
を
明
す
と
き
、
は
じ
め
に
宗
玄
義
と
体
玄
義
（
諸
法
実
相
）
と
の
同
異
を
考
え
る
が
、
な

ノ
キ
ス
ク
キ
ー
ク

滅
可
ロ
証
。
無
し
苦
無
レ
集
故
無
二
世
間
一
、
無
し
道
無
し
滅
故
無
二
出
世
間
一
・
組
一
実
柤
莞
福
外
更
頚
一
別
法
一
・
脚
性
寂
為
智
咳
止
、

ク
牛
ニ
シ

寂
腋
鴬
嚥
鴛
亀
駿
一
臺
初
懲
捜
二
穣
別
。
是
名
二
円
頓
止
観
一
（
止
観
、
会
本
一
ノ
ー
９
～
ｕ
）

ヲ
ク

は
じ
め
に
「
円
頓
」
と
は
止
観
第
四
摂
法
章
の
中
で
漸
頓
を
明
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

甑
君
。
次
第
一
、
籍
幽
浅
酎
四
策
匪
頓
智
。
頓
足
頓
極
一
（
略
）
三
教
止
観
悉
皆
是
漸
、
円
教
止
観
名
し
之
為
し
頓
（
会
本
三
ノ
四
詔
）

一

一

ノ
ハ
ク
レ

ノ
ハ
チ
ワ
ス
ト

ノ
ニ

シ
テ
ハ
ニ
ズ
Ｐ
一
シ
テ
ハ
ハ
チ
ハ
〆
ノ
ー
ス
キ
ズ
ル
ハ

と
、
妙
楽
の
説
明
に
よ
れ
ば
「
足
極
二
名
有
し
通
有
し
別
、
通
則
倶
通
二
初
後
一
、
別
則
極
後
足
初
、
初
心
所
観
萬
法
具
足
、
惑
尽
徳
満

リ
テ
二
二
マ
ル

至
レ
後
方
極
」
（
同
）
と
。
故
に
蔵
通
別
三
教
の
止
観
は
空
仮
二
観
を
方
便
と
し
て
中
道
観
に
入
る
（
特
に
通
別
二
教
）
次
第
の
漸
次
止

観
で
あ
る
が
、
円
教
の
止
観
は
初
心
よ
り
司
職
暦
足
り
頓
に
極
ま
る
」
止
観
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ノ

次
に
ま
た
妙
楽
に
よ
っ
て
円
頓
章
を
分
段
す
れ
ば
、
①
は
「
所
観
妙
境
」
、
②
は
「
能
観
」
、
③
は
「
無
作
（
四
）
諦
」
④
は
「
結
無

ニ
ル
モ

作
諦
」
、
⑤
は
「
功
用
有
二
浅
深
一
性
徳
行
依
婚
終
無
レ
ニ
」
を
謂
う
と
い
う
。
以
下
順
を
追
っ
て
天
台
・
妙
楽
の
更
ら
な
る
説
明
を
窺
お

》
っ
。

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

一
一

(狸）



か
に
お
い
て
先
ず
種
々
の
異
見
を
述
べ
、
次
い
で

ク
ニ
シ
テ
モ
ナ
リ
シ
テ

ニ
モ
ス
ヲ
二
ル
ト
ト
ー
ク
シ
レ
テ
ハ
ヲ
ク
ト
ト
ー
ク

今
言
不
異
而
異
、
約
二
非
因
非
果
一
而
論
二
因
果
一
、
故
有
二
宗
体
之
別
一
耳
。
釈
論
云
若
離
二
諸
法
実
相
一
皆
名
二
魔
事
一
、
普
賢
観
云

ノ
ト
ハ

ノ
ト
ハ

ナ
リ
ト
チ

ノ
ハ
ジ
テ
ル
モ
ニ
ノ
メ
ニ
シ
ヲ
ノ
リ
ニ
ス
ヲ

大
乗
因
者
諸
法
実
相
、
大
乗
果
者
亦
諸
法
実
相
、
即
其
義
也
。
当
し
知
実
相
体
通
而
非
二
因
果
一
、
行
始
弁
し
因
、
行
終
論
し
果
（
略
）

ク
ヲ

ヲ
ケ
ト

ス
ル
ヲ
ヲ
ク
卜

開
二
仏
知
見
一
名
二
円
因
一
、
究
二
寛
妙
覚
一
名
二
円
果
一
（
会
本
九
下
４
～
５
）

シ
ニ
ス
ノ
ヲ

ノ
ト
ハ

ナ
リ

と
い
う
。
中
に
お
い
て
普
賢
観
経
の
本
文
は
「
汝
今
応
三
当
観
二
大
乗
因
一
、
大
乗
因
者
諸
法
実
相
」
（
平
楽
寺
本
、
真
訓
両
読
開
結
六
三

一
頁
）
で
あ
る
が
、
天
台
は
こ
れ
に
「
大
乗
果
者
亦
諸
法
実
相
」
の
一
句
を
添
加
し
た
わ
け
で
あ
る
。

法
華
の
宗
と
体
と
は
「
不
異
而
異
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
法
華
の
宗
は
非
因
非
果
な
る
実
相
中
道
の
理
体
に
約
し
て
因
果
を
論
じ
る
か

ら
で
あ
る
と
。
さ
す
れ
ば
法
華
の
行
は
初
心
よ
り
後
心
に
至
る
ま
で
諸
法
実
相
を
所
観
の
妙
境
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
唯
仏
与
仏
乃
能
究

尽
の
諸
法
実
相
を
法
説
周
で
は
仏
知
見
と
称
し
、
仏
知
見
の
開
示
悟
入
を
行
相
と
す
る
か
ら
、
ま
た
換
言
し
て
初
心
の
円
因
か
ら
後
心
の

円
果
ま
で
す
べ
て
仏
知
見
の
開
発
に
外
な
ら
な
い
と
も
い
う
。

同
様
の
こ
と
は
法
華
玄
義
の
位
妙
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
ら
れ
る
。

ニ
シ
テ

ル
ヲ
二
ス
ル
ニ
ヲ
ノ
カ
ア
ラ
ン
シ
ニ
ス
ル
ハ
ヲ
ク
ノ
ノ
シ
ニ
ズ
ル
ハ
ヲ
シ
ル
二

今
実
相
平
等
雛
し
無
二
次
位
一
見
二
実
相
一
者
判
二
次
位
一
何
舎
（
略
）
若
見
真
判
レ
位
如
一
江
河
深
浅
一
、
若
実
相
判
し
位
如
二
入
し
海
深

ノ
二

浅
一
、
故
普
賢
観
云
大
乗
因
者
諸
法
実
相
、
大
乗
果
者
亦
諸
法
実
相
（
会
本
五
上
７
）

と
、
中
道
実
相
の
理
は
非
因
非
果
で
あ
り
平
等
で
あ
る
。
そ
の
理
を
初
心
か
ら
後
心
に
至
る
ま
で
観
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
元
来
は
位
次

の
隔
た
り
は
な
い
。
し
か
し
実
相
の
見
え
方
に
は
浅
深
の
差
が
あ
る
か
ら
、
位
次
を
設
け
て
も
矛
盾
に
は
な
ら
な
い
。
空
の
見
え
方
で
の

判
位
（
蔵
・
通
）
は
江
河
の
浅
深
の
如
く
深
み
が
な
い
。
実
相
中
道
の
見
え
方
で
の
判
位
は
大
海
の
浅
深
の
如
く
淵
底
を
極
め
る
と
。

法
華
玄
義
の
最
初
（
七
番
共
解
の
標
章
段
）
に
妙
宗
と
は
何
ぞ
や
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

ノ
ノ
ヲ
テ
ス
ト

仏
自
行
因
果
以
為
レ
宗
（
会
本
一
上
Ⅳ
）

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

(I5)



②
は
能
観
。
「
法
界
」
と
は
妙
楽
に
よ
る
と
「
中
道
即
法
界
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
界
と
は
実
相
中
道
の
拡
が
り
で
あ
り
、
中
道
の
ま

ま
の
界
差
別
で
あ
る
。
万
差
の
法
界
を
中
道
と
し
て
観
る
こ
と
を
「
繋
縁
法
界
一
念
法
界
」
と
表
現
し
た
も
の
と
思
う
。
す
る
と
「
一
色

一
香
無
非
中
道
」
と
い
う
観
方
が
生
れ
る
。

妙
楽
は
こ
れ
を
一
色
一
香
に
も
皆
仏
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
に
拡
大
解
釈
し
て
、
こ
こ
で
「
無
情
仏
性
惑
耳
驚
心
」
の
名
句
を
発
し
、

以
下
十
義
を
立
て
て
無
情
有
仏
性
を
論
じ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
要
は
、
中
道
に
お
い
て
一
切
の
存
在
価
値
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で

セ
ハ
ノ
ヲ

ニ
ズ
ヲ

ノ
ナ
ル
モ
ル
レ
ハ
セ
チ
ナ
リ
ヤ
ヲ
ヤ
シ
テ
ヲ

セ
ハ
ル

開
一
稜
行
一
者
低
頭
挙
手
、
歌
詠
散
心
皆
已
成
二
仏
道
一
、
三
蔵
最
浅
尚
被
レ
開
即
妙
、
況
通
別
等
、
可
二
以
レ
意
得
一
、
開
下
依
二
小

一

一

ノ
ヲ
ノ
モ
シ
ト
シ
テ
ル
コ
ト
セ

乗
一
常
行
等
方
法
上
小
小
微
善
無
三
不
二
成
仏
一
（
会
本
九
上
記
）

と
。
要
を
と
っ
て
い
え
ば
、
低
頭
挙
手
（
方
便
品
の
人
天
開
会
の
文
）
、
著
法
之
衆
（
不
軽
々
穀
衆
）
、
散
善
微
因
（
人
天
開
会
）
、
歌

詠
散
心
（
人
天
開
会
）
等
の
小
々
の
微
善
も
こ
れ
を
「
決
了
」
「
開
決
」
「
開
」
す
れ
ば
皆
妙
因
と
な
る
と
い
う
。
法
華
に
開
会
さ
れ
れ

ば
、
い
か
な
る
小
善
も
皆
妙
因
と
な
る
。
開
会
と
は
実
相
中
道
観
に
よ
る
法
界
観
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
亦
の
べ
る
。

因
み
に
「
横
行
」
と
は
守
脱
の
講
義
に
よ
る
と
「
横
該
二
所
行
一
」
つ
ま
り
、
横
に
広
く
大
小
の
諸
行
を
該
括
す
る
の
謂
で
あ
る
。

体
玄
義
の
末
尾
に
も

と
銘
打
っ
て
い
る
の
も
同
意
で
あ
る
。

で
は
初
心
よ
り
実
相
を
観
じ
る
と
い
う
の
は
、
一
体
ど
う
い
う
行
棺
な
の
か
。
宗
玄
義
で
緯
妙
を
明
す
と
こ
ろ
で
は

ス
ル
ニ
ワ
シ
ク
ジ
ワ
ス
ル
ニ
ノ
ヲ
ク
ズ
ヲ
ニ

モ

そ
ジ
ヲ
ニ
シ
ズ
ト
イ
ウ
コ
ト
ノ
ー

戸
一

決
二
了
麓
因
一
同
成
二
妙
因
一
決
二
諸
麓
果
一
同
成
二
妙
果
一
、
故
低
頭
挙
手
著
法
之
衆
皆
成
二
仏
道
一
更
無
し
非
二
仏
道
因
一
、
仏
道
既

ズ
ゾ
ン
＊
ル
ヲ

ノ
モ

ス
ル
ニ
ク
レ
ナ
リ
ヤ
ヲ
ヤ
ヤ
ヲ
ヤ

成
、
那
得
三
猶
有
二
非
仏
之
果
一
、
散
善
微
因
今
皆
開
決
悉
是
円
因
、
何
況
二
乗
行
、
何
況
菩
薩
行
（
会
本
九
下
皿
）

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

三

(16)



③
は
無
作
四
諦
。
五
「
陰
」
・
十
二
「
入
」
も
「
無
明
塵
労
」
も
「
辺
邪
」
も
「
生
死
」
も
み
な
真
「
如
」
「
菩
提
」
「
中
正
」
「
浬

桑
」
で
あ
る
か
ら
、
捨
っ
べ
き
「
苦
」
も
、
断
ず
べ
き
「
集
」
（
煩
悩
）
も
、
修
す
べ
き
「
道
」
も
、
証
す
べ
き
「
滅
」
も
な
い
。
故
に

迷
の
「
世
間
」
と
悟
の
「
出
世
間
」
と
の
差
も
な
い
。
一
切
は
「
純
ら
一
実
相
」
で
あ
り
、
実
相
以
外
に
は
何
も
な
い
と
。

こ
の
こ
と
を
最
も
簡
明
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、
法
華
玄
義
の
境
妙
段
に
お
い
て
四
諦
を
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る

あ
る
。
そ
こ
に
円
教
の
立
場
が
あ
る
。

迷
理
尚
議
羅
剛
Ⅱ

ゞ

尚

無
作
四
諦

霞
尚
纈
鰹
脊

無無
量生
四四
諦諦

｜ ｜
別通
教教

生
滅
四
諦
ｌ
三
蔵
教

註
摩
訶
止
観
第
一
大
意
章
の
発
大
心
の
顕
是
（
会
本
一
ノ
三
妬
～
配
）
オ
オ
オ

大
本
四
教
義
第
一
章
釈
四
教
名
（
卍
続
三
三
ノ
五
妬
～
焔
）
・
第
四
章
明
判
位
不
同
（
同
、
四
灯
）

４
４
４

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

四

（
会
本
二
下
妬
～
弘
、
私
に
図
示
）

に
も
見
え
る
。

(17)



煩
悩
即
菩
提
で
あ
る
な
ら
ば
煩
悩
は
断
じ
な
く
て
も
よ
い
。
生
死
即
浬
桑
で
あ
る
な
ら
ば
生
死
の
苦
か
ら
出
離
し
た
い
と
念
願
す
る
必

要
は
な
い
。
諸
教
に
お
い
て
は
煩
悩
を
断
じ
た
と
こ
ろ
に
菩
提
が
あ
る
、
出
離
生
死
し
た
と
こ
ろ
に
浬
桑
が
あ
る
と
教
導
す
る
か
ら
、
我

等
凡
夫
は
一
体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
我
々
は
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
で
あ
る
、
仏
教
を
信
仰
す
る
資
格
は
我
々
に
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
悩
む
（
菩
提
是
煩
悩
）
。
と
こ
ろ
が
円
教
で
は
煩
悩
は
断
じ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々

に
と
っ
て
は
大
変
親
し
み
や
す
い
、
大
い
に
心
丈
夫
で
あ
る
。

信
解
品
第
四
に
、
幼
稚
に
し
て
父
城
を
逃
逝
し
た
窮
子
が
「
五
十
余
年
」
に
わ
た
っ
て
四
方
に
衣
食
を
求
め
て
傭
昏
罵
藤
Ｅ
た
あ
げ
く
、

「
遂
に
其
の
父
の
所
止
の
城
に
到
り
い
」
と
い
う
。
ど
う
い
う
偶
然
か
ら
父
城
の
前
を
通
る
こ
と
に
な
り
、
而
も
父
の
目
に
と
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
天
台
は
法
華
文
句
で

ヲ
ニ
フ

従
二
退
大
一
已
後
処
々
遊
腿
撤
蕊
玉
華
苦
一
（
略
）
以
レ
苦
為
レ
機
扣
二
於
大
悲
一
故
言
二
遂
到
父
城
一
（
会
本
十
六
財

リ

テ
ヲ
シ
テ
ト
ク

４
畳

つ
ぷ

他
国
の
処
々
を
遊
歴
し
て
備
さ
に
辛
苦
を
な
め
た
、
そ
の
苦
が
機
感
を
育
て
た
の
が
縁
と
な
っ
て
仏
の
応
を
克
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
と
い
う
。
苦
は
捨
離
の
対
象
で
あ
る
よ
り
は
機
の
熟
成
の
資
け
で
あ
る
。
「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
さ
せ
よ
」
と
い
う
か
、
生
死
即

浬
藥
と
は
こ
の
謂
で
あ
る
。
決
し
て
中
古
天
台
の
そ
れ
で
は
な
い
。

円
五
口
撃
拠
甑
一
五
欲
流
麗
一
諸
哩
、
具
肩
悩
箪
能
蹴
一
如
来
秘
密
之
蔵
一
（
玄
義
智
妙
、
会
本
三
上
翌

ヲ

、
ス
ヲ

ハ
ラ
テ
ニ
モ
リ

テ
ニ
モ
ハ
、

シ
テ
セ
ヲ
リ
ニ
シ
テ

ニ
乗
怖
二
畏
生
死
一
（
略
）
菩
薩
不
し
爾
、
於
二
生
死
一
而
有
レ
勇
、
於
二
浬
桑
一
而
不
レ
味
（
略
）
不
し
断
二
煩
悩
一
而
入
一
連
藥
一
、
不
し

ろ
で
は
、
浬
唾

位
し
て
い
る
。

つ
ま
り
簡
単
に
い
え
ば
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
浬
梁
を
円
教
教
理
の
特
色
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
大
本
四
教
義
の
四
教
判
位
の
と
こ

う
で
は
、
浬
桑
即
生
死
・
菩
提
即
煩
悩
は
理
即
、
生
死
即
浬
藥
・
煩
悩
即
菩
提
を
「
知
」
る
は
名
字
即
以
上
で
あ
る
（
同
岬
ウ
下
）
と
判

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

(I8)



ヲ

体
性
こ
の
釈
文
に

道
滅
即
苦
集
、
苦
集
即
道
蹴
釧
（
玄
義
行
妙
、
会
本
四
上
翌

と
「
不
断
五
欲
」
「
不
断
而
断
」
「
苦
集
即
道
滅
」
等
と
説
く
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
浬
桑
の
円
教
意
で
あ
る
。
な

お
摩
訶
止
観
第
一
大
意
章
・
修
大
行
の
中
の
非
行
非
坐
三
昧
の
と
こ
ろ
で
観
悪
を
説
く
と
こ
ろ
（
会
本
ニ
ノ
四
１
）
も
往
見
の
こ
と
。

種
善
一
這
這
一
穂
秘
叩
浄
名
（
仏
道
品
）
云
一
切
煩
悩
之
儒
為
二
如
来
種
一
、
此
明
下
由
二
煩
悩
道
一
即
有
中
般
若
上
也
。
又
（
弟
マ
曹
叩
）

ヲ
ス
ト
ト
レ
ス
テ

ニ
チ
ル
コ
ト
ヲ

ズ
ト
ノ
ヲ
レ
テ
ニ
ル
ノ
ハ
チ
ノ
ニ
シ
テ
ト
カ
ラ
ス
レ

云
五
無
間
皆
生
二
解
脱
相
一
、
此
由
二
不
善
一
即
有
一
書
法
解
脱
一
也
。
（
又
菩
薩
品
云
）
一
切
衆
生
即
浬
桑
相
不
レ
可
二
復
滅
一
、
此

シ
テ
ニ
ス
ト

レ
テ
ニ
ス
ヲ

即
二
生
死
一
為
二
法
身
一
也
。
此
就
二
相
対
一
論
し
種
（
会
本
十
九
焔
）

こ
こ
に
「
煩
悩
道
」
、
「
五
無
間
」
業
道
、
「
一
切
衆
生
」
の
「
生
死
」
苦
道
が
法
身
・
般
若
・
解
脱
と
相
即
す
る
こ
と
を
「
相
対
種
」

テ
ノ
ミ
し
り
ノ
ノ

こ
の
円
教
相
即
論
の
こ
と
を
天
台
は
亦
「
相
対
種
」
の
開
会
と
も
呼
ん
だ
。
法
華
文
句
の
薬
草
聡
品
「
唯
有
二
如
来
一
知
二
此
衆
生
種
相

ヲ
ス
ト
ヲ

愛
一
起
二
於
明
脱
一
。
（
同
邨
）

セ
ワ
ム
ヲ

断
一
五
欲
一
而
浄
二
諸
根
一
（
止
観
、
観
煩
悩
境
ノ
観
不
思
議
境
、
会
本
八
ノ
ー
別
～
躯
）

所
豐
一
隊
背
義
耽
多
泌
ｗ
略
説
蔵
八
、
一
教
円
、
二
理
円
、
二
一
智
円
、
四
断
円
、
五
行
円
、
六
位
円
、
七
因
円
、
八
果
円
（
略
）

一
一

断
円
背
不
眺
流
噸
無
明
惑
断
也
（
大
本
四
教
義
、
卍
続
三
五
ノ
五
轡

シ
セ
ハ
ニ
ク
テ
ニ
ス
ヲ
レ
シ
ニ
セ
ハ
ワ
ク
ク
ワ
シ
ナ
セ
モ
ス
ト
ハ

若
約
二
別
教
一
多
就
二
実
相
一
論
し
断
、
即
是
思
議
智
断
明
峰
シ
》
大
乗
之
拙
度
也
。
若
円
教
明
レ
義
多
説
二
不
断
一
、
不
し
断
而
断
者
即

レ

ニ
シ
テ
ズ
シ
テ
ニ
テ
ス
ヲ
ニ
レ

ナ
リ
二

二
ク
ノ

ナ
リ
ト
ク
シ
テ
セ

是
不
思
議
断
非
二
次
位
一
以
明
一
一
次
位
一
、
正
是
大
乗
巧
度
之
義
。
故
此
（
維
摩
）
経
云
婬
怒
凝
性
即
是
解
脱
、
又
云
不
レ
断
二
痴

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

五

(I9)



④
は
且
く
措
く
。
⑤
は
「
功
用
有
浅
深
、
性
徳
行
体
始
終
無
二
」
だ
か
ら
位
妙
に
相
当
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
円
頓
章
の
「
初
後
」
は

初
心
と
後
心
、
そ
の
「
無
二
無
別
」
が
円
教
法
華
の
位
妙
で
あ
る
。

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

ノ
ミ
シ

と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
妙
楽
は
こ
こ
で
相
対
種
の
こ
と
を
「
敵
対
相
翻
」
と
呼
び
、
「
別
教
哺
乱
富
類
之
種
一
而
無
相
対
一
」
「
蔵
通

ニ
ハ
ク
シ

両
教
全
無
一
此
義
一
」
と
て
敵
対
種
の
開
会
は
円
教
に
の
み
有
る
こ
と
を
念
注
し
て
い
る
。
い
う
と
こ
ろ
の
「
種
類
種
」
と
は
、
天
台
は

「
就
類
種
」
と
呼
び
、
小
善
即
大
善
と
開
会
す
る
こ
と
を
指
す
。

こ
れ
を
さ
ら
に
実
例
を
挙
げ
て
わ
か
り
易
く
解
説
す
る
の
が
、
法
華
玄
義
の
三
法
妙
の
中
の
類
通
三
道
の
く
だ
り
で
あ
る
。

テ
ノ
ニ

セ
ン
ヲ

フ
ガ
ヲ
二
ニ
プ
ヲ

資
成
即
業
碁
恩
息
葛
驫
慧
亦
頼
零
文
一
憲
鬼
入
二
其
心
罵
一
冒
穀
三
辱
我
一
、
我
等
言
仏
故
皆
箒
忍
二
是
事
一
・
悪

レ
ハ
リ
ヘ

フ
ル
ヲ
ワ
フ
ル
ハ
ワ
ル
ノ
ハ
ル
ニ
、
テ
ノ
ワ
ス
ル
カ
二
二
テ
フ

不
二
来
加
一
不
し
得
し
用
し
念
、
用
し
念
由
二
於
悪
加
一
云
云
。
又
威
音
王
仏
所
普
法
之
衆
聞
二
不
軽
言
一
罵
腎
打
拍
、
由
悪
業
一
故
還
値
二

一
一

ス
ル
ニ
ク
リ
ヲ

ハ
レ
ナ
リ
ト
ズ
ヤ
チ
ナ
ル
ニ

不
軽
一
、
不
軽
教
化
皆
得
二
不
退
一
・
又
提
婆
達
多
是
善
知
識
。
豈
非
二
悪
即
資
成
一
（
会
本
五
下
訂
）

勧
持
品
の
偶
に
よ
れ
ば
強
敵
が
罵
晉
殴
辱
の
悪
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
行
者
に
仏
を
念
う
信
心
を
発
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
他
の
悪
が
自
の
善
を
資
け
た
わ
け
で
あ
る
。
不
軽
々
殴
衆
は
不
軽
菩
薩
へ
の
加
害
、
聞
法
が
縁
と
な
っ
て
遂
に
不
退
を
得
た
と
い
う
こ

と
は
、
自
の
悪
が
自
の
善
の
資
成
と
な
っ
た
例
で
あ
る
。
提
婆
の
生
々
世
々
に
わ
た
る
加
悪
が
釈
尊
に
と
っ
て
は
睾
昂
識
で
あ
っ
た
と
は
、

他
の
悪
が
自
の
善
を
資
け
た
こ
と
に
な
る
。
提
婆
の
「
悪
即
資
成
」
論
は
弘
決
二
之
四
ｕ
、
浄
名
疏
九
８
等
に
も
見
え
る
。

こ
こ
に
純
円
教
の
生
死
苦
即
浬
桑
減
の
真
面
目
が
あ
る
。
日
蓮
聖
人
が
こ
の
教
学
を
常
に
心
に
抱
い
て
日
常
の
克
苦
に
活
現
し
て
お
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
日
蓮
宗
事
典
の
「
相
対
種
・
就
類
種
」
の
項
等
に
述
べ
て
お
い
た
通
り
で
あ
る
。

一
ハ

(20）



等
、
「
畢
寛
発
心
二
不
師

と
て
初
後
不
二
を
詠
う
。

も
し
謂
う
と
こ
ろ
の

も
し
謂
う
と
こ
ろ
の

同
じ
く
騒
定
円
教
の
と
こ
ろ
で
は

ノ

如
来
行
意
也
（
会
本

ま
た
位
妙
の
と
こ
ろ
で
も「

初
発
心
時
」
「
発
心
」
が
初
発
心
住
の
意
味
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
名
字
、
初
随
喜
品
の
初
心
の
意
味
で
は
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
じ
く
法
華
玄
義
の
位
妙
の
と
こ
ろ
に

ノ
ー
チ
ズ
ト
ヲ

ニ
サ
ク
リ

チ
シ
ニ
シ
ナ
ヲ
ス
ト
ヲ

（
十
住
位
）
華
厳
（
旧
経
八
泥
）
云
初
発
心
時
便
成
二
正
覚
一
（
略
）
大
品
明
従
二
初
発
心
一
即
坐
二
道
場
一
転
二
法
輪
一
度
二
衆
生
一
、

ノ
ヲ
ス
シ
ト
ノ

ナ
リ
ル

チ
レ
ノ
ナ
リ
メ
ン
カ
ワ
シ
テ
カ

ヲ

レ
ノ
テ

当
し
知
此
菩
薩
為
し
如
レ
仏
、
亦
是
阿
字
門
所
謂
一
切
法
初
不
生
也
、
即
是
今
経
為
し
令
三
衆
生
開
二
仏
知
見
一
、
亦
是
龍
女
於
二
刹

ノ
ニ
シ

ヲ
ズ
ト

ヲ
チ
レ
ニ
ス
ナ
リ

ト

那
頃
一
発
二
菩
提
心
一
成
二
等
正
覚
一
、
即
是
浬
梁
明
二
発
心
畢
寛
二
不
別
一
（
会
本
五
上
別
）

こ
の
こ
と
は
大
本
四
教
義
の
釈
円
教
名
の
と
こ
ろ
で
も

錐
三
復
初
臨
鋭
溌
後
喝
表
謂
。
曽
塞
（
卍
続
、
同
畑
右
下
）

毛

こ
の
面
を
天
台
に
広
く
求
め
る
と
、
ま
ず
法
華
玄
義
の
行
妙
の
と
こ
ろ
で
は

円
五
瓜
へ
病
行
・
嬰
児
行
・
天
行
・
梵
行
・
聖
行
）
者
大
経
云
復
有
二
一
行
一
是
如
来
行
所
謂
大
乗
大
般
浬
桑
（
略
）
如
二
大
論
云
一

二
ク
リ

レ
ナ
リ
ル

ナ
リ
ト
シ
ニ
カ

リ

ニ
シ
テ
ヲ
ズ
ト
ヲ
シ
ニ
カ
リ

従
二
初
発
心
一
常
観
二
浬
桑
一
行
し
道
。
亦
如
二
大
品
云
一
従
二
初
発
心
一
徹
里
傾
乃
至
坐
萱
場
赤
侃
壁
曙
畢
寛
謂
些
祇
辿
皆

ノ

如
来
行
意
也
（
会
本
四
下
１
～
２
）

、
シ
テ

ニ
ズ

ク
ル
ハ
二

円
教
所
説
戒
定
智
慧
皆
約
二
真
如
実
相
仏
性
浬
薬
一
而
弁
（
略
）
種
々
法
門
位
行
階
級
無
し
不
下
与
二
実
相
一
相
応
上
摂
二
一
切
法
一
、
従
ニ

ノ

セ
ス

ヲ
リ

シ
ル
ハ
七

初
一
地
一
無
し
不
し
具
二
足
一
切
諸
地
聿
（
同
畑
左
上
）

「
畢
寛
発
心
二
不
別
」
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
「
発
心
畢
寛
二
不
別
」
「
初
臨
後
臨
本
未
曽
異
」
「
位
行
階
級
錘
令
与
実
相
相
応
」

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

(2I)



以
上
、
円
頓
章
の
指
示
を
た
よ
り
に
、
天
台
章
疏
の
中
か
ら
名
玄
義
・
迩
門
十
妙
の
中
の
境
妙
・
行
妙
・
位
妙
・
三
法
妙
お
よ
び
宗
玄

義
の
文
を
検
索
し
て
円
教
の
何
た
る
か
を
略
説
し
た
が
、
類
文
は
甚
だ
多
い
。
ま
た
ま
だ
こ
れ
で
充
全
だ
と
い
う
わ
け
に
も
ゆ
か
ぬ
が
、

天
台
の
円
教
理
論
は
大
体
に
お
い
て
以
上
の
よ
う
な
筋
で
一
貫
し
て
い
る
。

最
後
に
煩
悩
即
菩
提
を
円
教
の
極
意
と
し
た
天
台
の
意
趣
を
窺
う
に
足
り
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
を
出
し
て
締
め
た
い
。
摩
訶
止
観
第
一

大
意
章
に
お
い
て
修
大
行
を
締
め
く
く
っ
て
、
仏
意
に
達
し
な
い
で
悪
意
に
「
非
道
即
解
脱
道
」
を
解
釈
し
実
行
に
移
し
た
場
合
の
悪
例

を
挙
げ
終
り
、
次
に
こ
れ
を
誠
め
て

タ
マ
フ
ハ
テ
ヲ
シ
メ
シ
テ
ノ
ニ
シ
テ
シ
テ
ハ
テ
ノ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
．
シ
セ
ハ
ニ
キ
ヲ
ム
コ
ト

仏
説
二
貧
欲
即
是
道
一
者
仏
見
二
機
宜
一
知
乙
一
種
衆
生
底
下
薄
福
決
不
レ
能
下
於
二
善
中
一
修
上
し
道
、
若
任
二
其
罪
一
流
転
無
甲
し
已
、

ム
テ
ニ
セ
ヲ
メ
テ
ル
カ
ム
ヲ
ニ
タ
マ
フ
ヲ

令
下
於
二
貧
欲
一
修
中
習
止
観
上
、
極
不
し
得
し
止
故
作
二
此
説
一
（
会
本
ニ
ノ
五
吃
）

ハ
カ
ニ
ス
ヲ
、
シ
ワ
ハ
シ
テ
ワ
ス
ヲ
レ
ノ
ナ
リ

初
品
円
信
二
法
界
一
、
上
信
二
諸
仏
一
下
信
二
衆
生
一
皆
起
二
随
喜
一
、
是
円
家
慈
停
心
（
同
皿
）

ノ

五
品
已
円
解
二
一
実
（
無
作
）
四
諦
一
、
其
心
念
々
与
二
法
界
諸
波
羅
蜜
一
相
応
宰
偏
体
無
二
（
二
乗
）
邪
（
僻
）
、
（
蔵
通
菩
薩
迂
）

二
ニ
カ
ニ
ス
ノ

ヲ

ー
ー

ノ

ク

曲
、
（
別
菩
薩
）
偏
（
依
仏
界
）
等
倒
一
、
円
伏
二
枝
客
根
本
（
惑
）
一
、
故
名
二
伏
忍
一
、
諸
教
初
心
無
一
一
此
気
分
一
（
同
調
）

ノ

ノ

カ
ン
ス

ヲ

ク
ト

レ
ハ

ワ
デ
ス
卜

＊
リ
ニ
ヤ
ワ

円
教
謂
心
畷
し
未
し
入
し
位
（
Ⅱ
名
字
即
）
能
知
二
如
来
秘
密
之
蔵
一
即
喚
作
し
仏
、
初
心
尚
然
、
何
況
後
位
乎
（
同
的
）

等
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
明
か
に
初
後
不
二
の
初
は
名
字
、
初
随
喜
品
位
に
も
亘
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
会
本
五
上
９
）

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

ト
ハ

ナ
リ

ク

ニ
シ
テ

ス
ン
デ
ガ
ヲ
ヲ
ハ
ぷ
ス
二

円
行
者
一
行
一
切
行
（
略
）
謂
一
念
平
等
具
足
不
し
可
二
思
議
一
、
傷
二
己
昏
沈
一
慈
及
一
二
切
一
（
略
）
是
名
二
円
教
初
随
喜
品
位
一

七
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と
。
中
に
「
一
種
の
衆
生
」
と
あ
る
が
、
省
み
れ
ば
全
衆
生
が
底
下
薄
福
で
あ
り
罪
障
持
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
貧
欲
即
是
道
の
仏
説
が
大

き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
教
弥
実
位
弥
下
の
建
前
で
あ
る
。
〈
以
上
〉

「
円
教
」
の
意
味
（
浅
井
）

(謡）



身
延
在
山
九
年
間
の
日
蓮
聖
人
に
つ
い
て
、
西
谷
に
於
け
る
動
向
を
知
る
こ
と
は
、
晩
年
の
最
も
重
要
な
時
期
で
、
人
間
的
に
も
教
義

の
上
で
も
完
成
の
域
に
達
し
た
時
な
の
で
、
そ
の
意
義
は
す
こ
ぶ
る
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

従
来
、
聖
人
を
取
り
ま
く
人
間
関
係
は
、
専
ら
そ
の
遺
文
を
通
し
て
の
考
察
が
主
で
あ
っ
た
が
、
本
論
で
は
既
に
観
察
し
て
き
た
如
く
、

身
延
期
の
曼
茶
羅
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
授
与
者
を
通
し
、
当
時
の
聖
人
と
関
係
の
深
か
っ
た
僧
俗
を
探
り
つ
つ
、
聖
人
の
身
延
時
代
を

更
に
詳
し
く
考
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
誌
の
第
六
○
号
に
於
い
て
初
期
の
曼
茶
羅
を
拝
し
、
更
に
第
六
一
号
で
中
期
の
曼
茶
羅
を
拝
見
し
て
き
た
の
で
、
本
論
で
は
後
期

（
弘
安
年
間
）
に
つ
い
て
の
曼
茶
羅
を
通
し
、
授
与
者
と
の
人
間
関
係
を
探
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
立
正
安
国
会
編
の
『
御

本
尊
集
目
録
』
を
、
前
回
同
様
参
照
す
る
こ
と
に
し
た
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
｜
）
（
上
田
）

ｌ
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
Ｉ

ま
え
が
き

一

、

上
田
本
昌
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日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

（
１
）

建
治
四
年
二
月
二
十
九
日
改
元
と
な
り
、
弘
安
元
年
と
な
っ
た
が
、
聖
人
に
よ
れ
ば
「
疫
病
故
歎
。
」
と
あ
る
如
く
、
悪
性
の
流
行
病

が
当
時
は
猛
威
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
改
元
す
る
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
、
幕
府
は
全
国
の
社
寺
に
疫
病
退
散
の
祈
願

を
折
り
あ
る
ご
と
に
命
じ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
文
永
十
一
年
の
「
文
永
の
役
」
以
来
、
亀
山
上
皇
が
諸
宗
に
対
し
て
、
毎
年
の
如
く
異

（
慾
）

国
降
伏
を
祈
願
さ
せ
た
の
と
平
行
し
て
、
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

国
内
で
は
病
魔
に
攻
め
ら
れ
、
国
外
か
ら
は
大
蒙
古
国
か
ら
の
攻
略
に
よ
る
脅
威
を
感
じ
つ
つ
国
民
は
神
仏
に
縄
る
し
か
生
き
る
道
の

な
い
こ
と
を
知
り
、
俄
か
に
祈
願
の
情
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
身
延
山
の
西
谷
に
居
ら
れ

た
聖
人
の
も
と
へ
も
、
こ
う
し
た
世
情
は
日
々
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

弘
安
年
間
に
入
る
と
門
下
か
ら
の
要
請
も
加
わ
り
曼
茶
羅
の
執
筆
回
数
は
、
次
第
に
増
加
し
て
七
十
七
幅
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
既
に
本

誌
に
お
い
て
文
永
年
間
の
一
干
五
幅
と
、
建
治
年
間
の
一
干
一
幅
に
つ
い
て
は
、
考
究
を
終
え
て
い
る
の
壷
、
こ
れ
よ
り
弘
安
年
間
の
七

十
七
幅
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
考
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
即
ち
聖
人
の
後
期
に
お
け
る
曼
茶
羅
に
つ
い
て
、
そ
の
執
筆

さ
れ
た
時
代
背
景
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
に
如
何
な
る
目
的
で
授
与
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
、
も
っ
て
聖
人
の
曼

茶
羅
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず
弘
安
元
年
の
も
の
と
し
て
、
明
確
に
図
顕
の
年
時
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
九
幅
あ
り
、
元
年
頃
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が

二
幅
、
計
十
一
幅
あ
る
。
『
御
本
尊
集
目
録
滝
の
第
四
七
に
は
左
下
に
「
弘
安
元
年
駄
琶
一
百
十
六
日
」
と
あ
り
、
首
題
と
釈
迦
・
多
宝

の
二
仏
の
他
に
本
化
の
四
菩
薩
が
左
右
に
分
れ
て
各
一
行
に
配
さ
れ
、
天
台
・
伝
教
の
両
大
師
の
み
で
右
下
に
日
親
の
署
名
と
花
押
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。
右
上
に
「
不
老
」
左
上
に
「
不
死
」
と
あ
り
、
更
に
「
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
若
人
有
病
得
聞
是
経

病
即
消
滅
」
の
経
文
が
配
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
こ
の
曼
茶
羅
か
ら
以
降
は
「
南
無
十
方
分
身
諸
仏
」
の
列
座
が
姿
を
消
す
こ
と
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与
者
名
と
考
え
ら
れ
る
。
。

と
れ
た
型
と
な
っ
て
い
る
。

弘
安
と
改
元
せ
ざ
る
を
え
な
い
程
に
疫
病
が
蔓
延
し
て
い
た
事
を
考
え
る
と
、
門
下
に
も
相
当
数
の
病
人
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
充

分
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
西
谷
の
聖
人
は
こ
う
し
た
人
々
に
対
し
当
病
平
癒
の
祈
願
を
こ
め
て
、
染
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

曼
茶
羅
は
本
尊
で
あ
る
と
同
時
に
、
御
守
謹
を
蒙
る
こ
と
の
で
き
る
「
お
守
り
」
と
し
て
の
意
味
も
、
充
分
に
加
味
し
て
い
た
こ
と
が
、

こ
う
し
た
讃
文
か
ら
も
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
尚
、
こ
の
曼
茶
羅
よ
り
首
題
の
「
経
」
の
字
が
第
三
期
唾
入
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
に
四
月
廿
一
日
に
優
婆
塞
日
専
に
授
与
さ
れ
た
二
枚
継
ぎ
の
第
四
八
曼
茶
羅
が
あ
る
。
現
在
京
都
の
立
本
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

日
専
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
西
谷
の
聖
人
か
ら
親
し
く
教
化
を
受
け
て
い
た
檀
越
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
で

き
る
。
特
に
讃
文
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
十
界
勧
請
で
、
四
天
王
の
う
ち
東
方
の
大
持
国
天
王
と
、
北
方
の
大
毘
沙
門
天
王
が
漢
名
で

書
か
れ
、
南
方
に
大
毘
模
博
叉
天
王
、
西
方
に
は
大
毘
模
勤
叉
天
王
を
配
し
て
い
る
。
右
下
に
「
優
婆
塞
日
専
」
と
あ
る
の
で
そ
れ
が
授

与
者
名
と
考
え
ら
れ
る
。
弘
安
後
期
の
曼
茶
羅
と
比
較
す
る
と
、
首
題
と
四
天
王
並
に
梵
字
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
全
体
的
に
調
和
の

に
な
る
。
讃
文
か
ら
考
え
て
前
例
も
あ
る
如
く
、
門
下
の
病
人
に
対
し
、
そ
の
当
病
平
癒
を
祈
念
さ
れ
て
の
曼
茶
羅
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と

は
間
違
い
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
『
御
本
尊
集
目
録
』
で
も
通
称
を
「
病
即
消
滅
御
本
尊
」
と
し
て
い
る
。
一
紙
に
書
か

れ
た
こ
の
曼
茶
羅
は
現
在
市
川
市
中
山
の
法
宣
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
特
定
の
授
与
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
広
く
門
下
の
当

病
平
癒
を
祈
願
さ
れ
た
御
本
尊
で
あ
っ
た
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
し
、
又
は
中
山
方
面
の
人
々
を
特
に
対
象
と
し
た
病
即
消
滅
の
祈
願
を

さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

二
、
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次
に
七
月
五
日
に
は
二
幅
の
曼
茶
羅
が
図
顕
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
第
五
○
と
第
五
一
の
二
幅
で
、
こ
の
中
の
第
五
○
は
七
月
三
日
に
妙

法
尼
御
前
か
ら
、
法
華
経
に
つ
い
て
不
審
の
点
を
あ
げ
、
質
問
を
し
て
き
た
の
に
対
し
、
御
返
事
を
記
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
十
界

勧
請
の
大
曼
茶
羅
で
三
枚
継
ぎ
で
あ
る
。
現
在
は
京
都
の
頂
妙
寺
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
左
下
に
「
沙
門
日
門
授
与
之
」
と
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
門
弟
の
日
門
へ
与
え
ら
れ
た
御
本
尊
で
あ
る
。
日
門
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
頂
妙
寺
の
旧
記
に
よ
る
と
「
竹
内
御

（
７
）

本
尊
記
」
と
い
う
一
文
書
が
あ
り
、
一
本
の
竹
筒
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
、
「
竹
内
御
本
尊
」
と
も
称
さ
れ
、
下
総
若
宮
の
法
華
堂

で
感
得
し
た
の
で
、
「
若
宮
御
本
尊
」
と
も
別
称
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
頂
妙
寺
の
開
祖
日
祝
は
正
中
山
第
六
世
の
日
薩
に
師
事
し
た
こ

と
、
法
華
堂
に
詣
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
考
え
合
せ
る
と
、
日
門
も
そ
の
方
面
の
門
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
で
き

る
が
、
『
仏
祖
統
紀
電
に
よ
る
と
、
日
門
は
一
乗
阿
闇
梨
と
呼
び
、
中
老
僧
の
一
人
で
常
州
妙
光
寺
開
山
だ
と
し
て
い
る
。
果
し
て
同
一

人
物
で
あ
る
か
否
か
は
さ
だ
か
で
な
い
。

摘
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

弘
安
元
年
の
七
月
に
は
三
幅
の
曼
茶
羅
が
図
顕
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
う
一
幅
こ
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
曼
茶
羅
が
あ
る
の
で
、

加
え
る
と
四
幅
と
な
る
。
先
ず
『
御
本
尊
集
目
録
』
第
四
九
の
曼
茶
羅
で
あ
る
が
、
左
下
に
「
弘
安
元
年
駄
爾
七
月
日
」
と
あ
り
、
首

題
の
他
に
釈
迦
・
多
宝
と
四
菩
薩
、
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
、
日
月
天
子
、
天
照
八
幡
、
及
び
天
台
伝
教
の
両
大
師
と
二
梵
字
の
み
で
あ
り
、

第
四
七
と
同
様
に
「
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
」
の
薬
王
品
が
讃
文
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
御
本
尊

も
ま
た
富
士
方
面
の
檀
信
徒
に
対
し
、
病
魔
退
散
の
祈
願
を
こ
め
て
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
岩
本
実
相
寺
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
曼
茶
羅
よ
り
花
押
の
変
貌
を
『
御
本
尊
集
目
録
電
で
は
認
め
て
い
る
。
ま
た
天
照
・
八
幡
の
二
神
に
つ
い
て
も
、

従
来
そ
の
位
置
が
多
少
の
移
動
を
み
せ
て
い
た
が
、
こ
の
図
顕
以
降
は
専
ら
「
経
」
の
左
右
に
定
位
置
を
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
指
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八
月
に
入
る
と
清
水
市
海
長
寺
所
蔵
の
第
五
三
番
目
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
こ
れ
は
右
下
の
「
大
毘
模
勤
叉
天
王
」
に
接
し
て
「
日
頂
上

人
授
与
之
」
と
あ
る
。
し
か
し
左
下
の
「
大
毘
槙
博
叉
天
王
」
に
接
し
て
「
因
幡
国
富
城
五
郎
入
道
息
伊
与
阿
闇
梨
日
頂
舎
弟
寂
仙
房

付
嘱
之
」
と
日
興
筆
の
添
書
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
御
本
尊
集
目
録
』
で
は
、
日
興
が
寂
仙
房
日
澄
に
対
し
、
文
永
十
一
年
十
一

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

第
五
一
も
同
様
に
五
日
の
図
顕
で
、
同
日
一
緒
に
筆
を
執
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
授
与
者
名
が
削
損
し
て
あ
り
、
誰
に
与

え
ら
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
第
五
○
と
同
じ
く
三
枚
継
ぎ
で
あ
り
、
現
在
は
京
都
の
本
圀
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
十
界
勧
請
で
座

配
も
第
五
○
と
全
く
同
様
で
、
同
日
一
対
を
な
す
も
の
と
い
え
る
。
表
装
の
裂
地
の
紋
様
か
ら
「
輪
宝
御
本
尊
」
と
も
称
さ
れ
て
い
認
）

ま
た
第
五
二
の
御
本
尊
も
前
二
幅
と
同
型
式
で
あ
り
、
大
き
さ
も
ほ
ぼ
類
似
し
て
お
り
三
枚
継
ぎ
で
あ
っ
て
筆
蹟
も
相
似
し
て
い
る
点

か
ら
考
え
て
み
る
と
こ
の
御
本
尊
も
あ
る
い
は
同
日
の
三
幅
対
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
左
下
の
授
与
者
名
「
比
丘

日
賢
授
与
之
」
の
上
に
、
図
顕
の
年
月
日
が
あ
っ
た
も
の
を
、
誰
人
か
に
よ
っ
て
削
損
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
の
で
、
明
確
で
は
な
い
が
前

二
幅
と
同
様
七
月
五
日
の
染
筆
と
も
考
え
ら
れ
う
る
。
日
賢
に
つ
い
て
は
前
記
日
門
と
同
様
に
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
比
丘
と
あ
る

の
で
門
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
し
う
る
。
佐
賀
県
勝
妙
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
七
月
七
日
に
「
種
種
物
御
消
息
」
が
記
さ
れ
、

翌
八
日
に
は
「
時
光
殿
御
返
事
」
が
、
ま
た
十
四
日
に
は
妙
法
尼
宛
の
書
簡
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
お
り
、
西
谷
へ
の
僧
俗
門
下
の
出

入
り
は
此
の
頃
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
過
文
に
は
名
の
出
て
こ
な
い
僧
俗
、
殊
に
僧
に
つ
い
て
曼
茶
羅
に
し
か
名
の
出
て
こ
な

い
人
々
が
西
谷
を
訪
問
し
、
聖
人
か
ら
直
接
法
門
を
教
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
授
与
者
名
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。
更
に
御

本
尊
の
授
与
は
相
当
な
信
仰
心
を
持
っ
た
人
々
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
西
谷
の
聖
人
を
実
際
に
訪
れ
た
人
々
の
中

で
は
、
従
来
遺
文
や
曼
茶
羅
の
授
与
者
と
し
て
、
名
の
知
ら
れ
て
い
る
者
の
他
に
も
、
相
当
数
の
門
下
僧
俗
が
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
て

で
は
、
従
来
遺
文
《

く
る
こ
と
に
な
る
。

(”）



日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
｜
）
（
上
田
）

月
と
弘
安
元
年
八
月
の
当
御
本
尊
の
両
幅
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
聖
人
が
日
昭
・
日
向
の
両
名
に
重
ね
て
授
与
さ
れ
た
例
を
あ

げ
、
「
深
甚
の
留
意
を
要
す
る
事
項
」
だ
と
し
て
い
る
。
同
一
人
に
追
加
さ
れ
て
曼
茶
羅
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
し
か
に
稀

な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
御
本
尊
の
場
合
に
は
、
「
有
供
養
者
福
過
十
号
若
悩
乱
者
頭
破
七
分
読
者
開
罪
於
元
間
讃
者
積
福
於

安
明
」
の
讃
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
、
祈
願
を
こ
め
て
の
図
顕
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
華
経
並
に
そ
の
行
者
を
供
養
し
た
者
は
、

仏
の
十
号
に
過
ぎ
た
る
福
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
随
自
意
御
書
』
の
中
で
も
、
「
山
中
の
法
華
経
へ
孟
宗
が
た
か
ん
な
（
筆
）
を
を

く
ら
せ
給
。
福
田
に
よ
き
た
れ
を
下
さ
せ
拾
が
。
師
と
あ
り
、
更
に
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
餡
な
ど
そ
の
他
の
御
書
の
中
で
も
、
同
様
の

う

趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
讃
文
か
ら
推
察
す
る
と
、
西
谷
へ
供
養
の
品
を
届
け
て
き
た
事
に
対
す
る
お
礼

の
意
味
を
込
め
て
の
授
与
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
し
た
ら
、
西
谷
の
聖
人
へ
種
々
の
供
養
を
し
た
人
々
は
祖
書
に
出
て

く
る
僧
俗
の
他
に
、
曼
茶
羅
を
授
与
さ
れ
た
人
々
の
中
に
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

従
来
、
身
延
期
に
お
け
る
聖
人
と
の
関
係
者
は
、
専
ら
祖
書
の
上
か
ら
主
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
祖
書
に
名
を
つ
ら
ね
て

い
な
い
人
々
で
も
、
こ
う
し
た
面
か
ら
の
考
察
に
よ
っ
て
、
ま
た
新
た
な
人
間
関
係
を
知
る
上
で
の
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

八
月
に
は
更
に
も
う
一
幅
こ
の
形
式
と
同
様
で
讃
文
も
全
く
同
文
の
曼
茶
羅
第
五
四
番
が
あ
る
。
特
徴
と
し
て
は
前
の
第
五
三
と
同
じ

く
「
天
台
智
者
大
師
」
と
「
智
者
」
が
加
わ
り
、
「
章
安
大
師
」
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
右
下
に
授
与
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
の
を

削
損
し
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
弱
）
当
初
は
或
る
人
物
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
何
故
に
消
去
し
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
個
人
の
所
有
と
せ
ず
、
講
社
又
は
特
定
の
信
仰
集
団
等
で
共
有
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
聖
人
が
記
入
し

た
授
与
者
名
を
、
わ
ざ
わ
ざ
削
損
す
る
か
ら
に
は
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
聖
人
と
の
人
間
関
係
を
知
る
上
で
は

誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
曼
茶
羅
も
身
延
山
か
ら
地
方
の
供
養
者
で
あ
る
檀
越
に
、
祈
願
を
こ
め
て
の
授
与
で
あ
っ
た

(30）



弘
安
元
年
畦
函
後
十
月
十
九
日
に
は
、
通
称
「
鴛
鴦
御
本
尊
」
と
い
う
一
幅
が
あ
る
。
京
都
本
圀
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
第
五
一
番
と
同
様
に
表
装
の
紋
様
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
五
六
番
は
、
一
紙
に
や
や
細
目
の
筆
跡
で
四
天
王
も
前
六
幅
と
比
較

し
て
小
さ
く
、
勧
請
の
諸
菩
薩
も
本
化
の
四
菩
薩
の
他
は
普
賢
・
文
殊
の
二
菩
薩
の
み
と
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
讃
文
に
つ
い
て
は

建
治
三
年
十
一
月
ご
染
筆
の
第
四
六
番
に
「
仏
滅
度
後
二
千
二
百
二
十
余
年
」
と
「
二
十
余
年
」
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
「
三
十

余
年
」
と
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
こ
こ
で
は
又
「
二
十
余
年
」
と
な
り
、
こ
の
後
も
三
十
年
と
二
十
年
が
並
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

ろ
う
こ
と
は
、
そ
の
讃
文
か
ら
見
て
首
肯
で
き
よ
う
。
京
都
本
能
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

次
に
図
顕
の
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
富
士
の
日
興
に
よ
る
「
因
幡
国
富
城
寂
仙
房
日
澄
母
尼
弘
図
三
年
九
月
申
与
之
」
と
添
書
さ
れ

た
第
五
五
番
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
ま
た
右
下
に
「
可
為
本
門
寺
重
宝
也
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
興
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、

寂
仙
房
日
澄
母
尼
に
ま
つ
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
一
幅
で
、
こ
れ
は
京
都
の
妙
覚
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
五
三
の
曼
茶
羅
が
日
頂

の
弟
寂
仙
房
に
付
嘱
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
、
こ
れ
は
そ
の
母
へ
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
日
興
と
日
頂
・
日
澄
・
母
尼
と
い
っ
た
一
連

の
人
間
関
係
が
、
相
当
に
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寂
仙
房
日
澄
は
兵
部
阿
闇
梨
と
称
し
、
新
六
人
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

初
め
は
日
向
に
つ
い
て
学
ん
だ
が
、
後
に
日
興
の
弟
子
と
な
る
。
「
金
吾
殿
御
返
事
」
な
ど
の
写
本
が
あ
り
、
真
蹟
の
欠
失
部
分
を
補
う

箇
所
が
あ
っ
て
、
貴
重
な
写
本
と
な
っ
て
い
る
。
重
須
談
所
の
学
頭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
し
て
、
富
士
派
で
は
重
責
を
担
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
恐
ら
く
日
興
ら
と
共
に
西
谷
を
訪
れ
、
聖
人
か
ら
直
接
講
義
を
受
け
た
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
『
仏
祖
統
紀
稲
に
よ
る
と
、
重
須
常
林
寺
第
二
代
と
し
て
、
詳
し
く
伝
記
を
記
し
て
い
る
。

三
、

(鉦）



日
蓮
聖
人
後
期
の
異
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

次
に
十
一
月
二
十
一
日
付
の
大
曼
茶
羅
が
沼
津
市
岡
宮
の
光
長
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
丈
が
二
四
三
糎
、
幅
が
一
二
四
糎
と
い
う
最

大
の
御
本
尊
で
、
第
五
七
番
目
に
当
っ
て
い
る
。
「
優
婆
塞
藤
太
夫
日
長
」
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
左
下
の
花
押
の
そ
ば
に
小
字

で
記
さ
れ
て
い
る
。
大
小
二
十
八
枚
の
紙
を
つ
な
ぎ
合
せ
た
こ
の
大
曼
茶
羅
は
、
首
題
と
四
天
王
が
紙
幅
一
杯
に
大
書
さ
れ
て
お
り
、
諸

仏
諸
尊
は
首
題
に
比
較
し
て
細
字
で
あ
る
。
こ
の
優
婆
塞
藤
太
夫
日
長
な
る
人
物
が
、
如
何
な
る
人
で
あ
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
伝

（
臆
）

承
に
よ
る
と
「
古
く
甲
州
南
津
留
郡
小
立
村
妙
法
寺
に
謹
持
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
同
村
の
渡
辺
藤
太
夫
に
授
与
し
た
も
う
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
こ
の
曼
茶
羅
の
授
与
者
は
、
小
立
村
の
住
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
『
高
祖
年
譜
』
に
よ
る
と
、
弘
安
三
年
十
一
月

の
項
に
「
二
十
一
日
接
二
二
十
八
紙
一
筆
二
本
尊
一
、
授
二
渡
辺
藤
太
夫
一
・
堀
と
あ
り
『
孜
異
』
で
は
、
渡
辺
藤
太
夫
に
つ
い
て
、
「
法
名

テ

ヲ
メ

ク

ノ

（
Ⅳ
）

日
長
、
甲
州
鶴
郡
小
立
村
人
、
子
孫
今
尚
蕃
昌
ス
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
弘
安
三
年
に
つ
い
て
は
、
「
明
ら
か
に
誰
伝
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。
「
元
年
」
を
「
三
年
」
と
見
あ
や
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
年
譜
』
に
よ
る
と
、
文
氷
六
年
の
項
の
中
に
、

テ
ミ
ノ
ー
テ
ス

ノ
ト

ク
ト

ル

ヲ

聖
人
が
法
華
経
の
全
峡
を
書
し
、
「
以
痙
二
富
嶽
半
嶺
一
以
為
一
一
後
世
流
布
之
苗
根
一
、
世
名
一
一
経
嵩
一
、
環
路
過
一
一
小
立
村
一
乞
二
本
尊
一
者

ニ
テ
ル
ヲ

ニ
十
八
人
、
恥
鐸
而
授
駕
、
冠
と
あ
り
更
に
『
孜
異
』
で
は
、
こ
の
本
尊
に
関
し
て
「
文
永
六
年
木
立
求
二
本
尊
一
者
、
一
干
八
人
各
供
二ス

ヲ

テ

ヲ
ス
ヲ
ス
ト
ノ

ト
（
旧
）
テ
ノ
ワ
ト
二

一
紙
一
、
大
士
接
為
一
二
幅
一
書
焉
、
是
称
二
岡
宮
大
曼
茶
羅
一
」
と
あ
り
、
「
後
弘
安
三
年
十
一
月
廿
一
日
火
二
初
廿
八
幅
一
為
し
墨
以
新

テ

ヲ

ヲ
テ

ー
ー

ナ
ル
ニ

キ
二
二
ニ
シ
ノ
ノ
二
コ
ｆ

接
二
廿
八
紙
一
為
一
二
幅
一
、
以
書
二
本
尊
一
代
二
廿
八
人
一
以
与
二
渡
辺
藤
太
夫
者
一
、
健
如
二
岡
宮
一
間
二
寺
主
一
如
二
土
人
語
一
、
而
火
二
本

ヲ

、
力

尊
一
難
し
信
、
恐
恵
伝
耶
、
」
と
も
伝
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
二
十
八
紙
に
図
顕
さ
れ
た
と
い
う
大
曼
茶
羅
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
由
来
も
生
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
渡
辺
藤
太
夫
と
そ
の
人
に
ま
つ
わ
る
人
々
が
、
共
に
聖
人
の
信
徒
と
し
て

存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
尚
、
「
藤
太
夫
の
商
藤
兵
衛
」
な
る
者
も
い
て
、
信
仰
は
相
続
さ
れ
て
い
っ
た

も
の
の
如
く
で
あ
る
。
但
し
こ
の
御
本
尊
が
如
何
な
る
由
来
に
よ
っ
て
岡
宮
へ
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
推
察

(銘）



し
て
み
る
に
先
ず
大
小
二
十
八
枚
の
紙
を
使
用
し
二
四
三
・
九
糎
の
長
さ
と
、
一
二
四
・
九
糎
の
幅
を
持
っ
た
御
本
尊
を
奉
安
す
る
場
所

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
相
当
の
屋
敷
を
持
っ
た
者
で
な
い
と
不
可
能
で
あ
る
。
一
般
家
庭
は
勿
論
、
寺
院
で
も
大
堂
伽
藍
で
な
い
と
奉

安
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
。
表
装
し
た
場
合
を
考
慮
に
入
れ
る
と
尚
更
で
あ
る
。
従
っ
て
当
の
渡
辺
藤
太
夫
は
当
時
、
そ
の

地
方
の
豪
族
で
あ
り
大
き
な
家
屋
敷
を
構
え
た
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
弘
安
元
年
と
い
え
ば
身
延
へ
入
山
さ
れ
て
四
年
目
で
あ
り
、
各
地
か
ら
西
谷
を
訪
れ
る
人
々
も
増
加
し
て
き
て
い
る
頃
に
当
っ
て

い
る
の
で
、
藤
太
夫
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
孜
異
』
の
文
か
ら
す
る
と
二
十
八
人
を
代
表
し
て
藤
太
夫
に
授
与

さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
勿
論
の
こ
と
紙
が
尊
か
っ
た
の
で
、
二
十
八
人
が
大
小
所
持
の
紙
を
持
ち
よ
り
、
こ
れ
を
継
ぎ
合

せ
て
の
大
曼
茶
羅
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
小
立
村
ま
で
の
帰
途
は
折
り
た
た
ん
で
の
所
持
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
村

の
妙
法
寺
に
奉
安
さ
れ
、
一
族
並
に
近
隣
の
人
々
に
よ
っ
て
格
護
さ
れ
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
後
に
法
縁
の
関
係
か

ら
岡
宮
光
長
寺
へ
移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
長
大
な
御
本
尊
で
あ
る
の
で
、
個
人
を
対
象
と
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
檀
越
講
中
へ
宛
た
ご
染
筆
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
従
っ
て
当
時
甲
斐
の
南
津
留
郡
に
は
小
立
村
を
中
心
と
し
た
法
華
集
団
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
藤
太
夫
が
そ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
尚
、
中
尊
と
四
天
王
並
に
ご
署
名
と
花
押
は
大
書
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
釈
迦
・
多
宝
を
始
め
と
す
る
諸
尊
は
、
小
細
で
讃
文
も
同
様
で
あ
る
が
、
祈
祷
本
尊
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
若
悩
乱
者
、
頭
破
七
分
」
と

い
っ
た
讃
文
の
上
か
ら
首
肯
で
き
よ
う
。

こ
の
一
幅
の
御
本
尊
を
通
し
て
、
当
時
の
南
津
留
郡
下
に
お
け
る
信
徒
集
団
の
一
群
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
一

例
で
あ
り
、
そ
の
他
の
地
域
に
も
、
こ
う
し
た
信
徒
の
集
団
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
曼
茶
羅
の
数
か
ら
考
え
て
も
推
察
で
き
る
と
い
え
よ

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

(”）



弘
安
二
年
に
入
る
と
二
月
に
妙
心
へ
授
与
さ
れ
た
第
五
九
の
御
曼
茶
羅
が
あ
る
。
三
枚
継
ぎ
で
市
川
の
浄
光
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

首
題
が
上
段
に
お
さ
ま
り
四
天
王
も
「
持
国
天
王
、
広
目
天
王
、
毘
沙
門
天
王
、
増
長
天
王
」
と
あ
っ
て
「
大
」
の
字
は
冠
さ
れ
て
い
な

い
し
、
従
来
の
東
・
北
二
天
は
漢
名
で
書
か
れ
、
南
・
西
の
二
天
は
梵
名
で
表
さ
れ
て
い
る
の
が
多
い
の
に
、
四
天
王
共
に
漢
名
で
あ
る
。

ま
た
「
有
供
養
者
、
福
過
十
号
、
若
悩
乱
者
、
頭
破
七
分
」
と
い
う
讃
文
か
ら
す
る
と
妙
心
が
西
谷
へ
ご
供
養
の
品
を
届
け
に
来
た
折

り
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
妙
心
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
駿
河
の
高
橋
氏
又
は
西
山
氏
の
妻
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

聖
人
か
ら
は
建
治
元
年
に
一
通
と
弘
安
三
年
に
一
通
、
計
三
通
の
書
状
が
送
ら
れ
て
い
る
論
英
の
病
中
に
尼
と
な
り
、
夫
の
死
後
は
そ
の

菩
提
を
弔
っ
て
信
仰
を
深
く
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

同
二
月
に
は
第
六
○
の
ご
染
筆
が
あ
る
。
「
釈
子
日
目
授
与
之
」
と
あ
り
、
桑
名
の
寿
量
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
「
有
供
養
者
福

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

う
。
御
遺
文
に
名
の
出
て
こ
な
い
信
徒
が
西
谷
を
訪
れ
、
聖
人
か
ら
の
教
化
に
浴
し
て
い
た
こ
と
の
一
例
と
し
て
貴
重
な
証
拠
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
曼
茶
羅
は
一
幅
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
代
表
者
へ
宛
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
信
徒
の
実
数
は
相
当
に
多
く
存
在
し
て

い
た
こ
と
も
合
せ
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
優
婆
塞
と
は
い
え
「
日
長
」
と
日
号
を
名
の
っ
て
い
る
点
や
、
特
大
の
曼
茶
羅
が
授
与
さ

れ
て
い
る
点
等
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
豪
族
の
中
で
も
篤
信
の
徒
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
相
異
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

次
に
第
五
八
の
曼
茶
羅
は
丈
八
三
・
六
糎
、
幅
四
○
・
三
糎
と
ほ
ぼ
普
通
サ
イ
ズ
に
も
ど
り
絹
本
で
あ
る
。
し
か
し
下
部
が
摩
耗
し
て

い
て
天
照
・
八
幡
以
下
は
読
み
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
京
都
の
要
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
年
時
も
授
与
者
も
さ

だ
か
で
な
い
。
わ
ず
か
に
花
押
の
筆
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
弘
安
初
期
の
ご
染
筆
と
し
て
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

四
、

(認）



山
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
六
二
の
曼
茶
羅
も
同
日
の
図
顕
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
「
優
婆
塞
日
田
投
倒
凶
」
と
な
っ
て
い
る
。
日
田
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る

が
、
先
の
朗
向
二
師
と
同
日
の
授
与
か
ら
考
え
て
、
恐
ら
く
は
二
師
の
い
づ
れ
か
に
従
っ
て
西
谷
を
訪
れ
、
釈
尊
降
誕
会
に
参
列
し
た
折

り
の
授
与
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
玉
沢
妙
法
華
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
推
す
と
駿
河
近
辺
の
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
広

目
、
増
長
の
二
天
は
再
び
梵
名
に
な
っ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

続
い
て
四
月
八
日
の
釈
尊
降
誕
会
に
当
り
、
「
日
向
法
師
授
与
之
」
の
第
六
一
御
本
尊
が
あ
る
。
茂
原
の
藻
原
寺
に
格
護
さ
れ
て
い
る

が
、
讃
文
は
「
若
悩
乱
者
頭
破
七
分
」
と
最
初
に
あ
り
、
そ
の
後
は
前
の
第
六
○
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
『
高
祖
年
識
』
の
弘
安
二
年

の
項
に
は
「
四
月
八
日
授
二
曼
茶
羅
干
朗
向
二
子
曇
竜
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
外
に
も
日
朗
宛
並
に
次
の
第
六
一
一
の
三
幅
が
同
日
図
顕
さ
れ

ヲ

た
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
『
孜
異
』
に
は
「
本
尊
未
し
詳
二
所
在
一
、
華
黍
冒
砕
二
其
模
暉
冬
長
幅
也
電
と
あ
る
の
で
、
日
朗
授
与
の
分

テ

ヲ

に
つ
い
て
は
、
既
に
そ
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
く
て
朗
向
二
師
を
始
め
直
弟
子
等
も
折
り
あ
る
毎
に
身
延
へ
登

下
山
し
、
大
一

行
っ
て
い
る
。

過
十
号
若
悩
乱
者
頭
破
七
分
」
と
い
う
讃
文
が
右
側
に
あ
る
の
に
対
し
、
左
側
に
は
「
讃
者
積
福
於
安
明
誇
者
開
罪
於
無
間
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
「
提
婆
達
多
」
の
左
側
に
「
龍
王
女
」
が
配
列
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
墨
葉
羅
に
限
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
尚
、
大
広
目
天
王
の
そ
ば
に
日
興
の
添
書
が
あ
っ
た
の
を
削
損
し
て
い
る
形
跡
が
窺
え
る
。
『
本
尊
分
与
帳
』
に

よ
る
と
、
「
新
田
卿
公
日
目
者
、
日
興
第
一
弟
子
也
。
価
所
二
申
与
認
如
睦
件
ｏ
電
と
あ
る
の
で
恐
ら
く
は
同
様
の
添
文
が
記
さ
れ
て
い
た

ノ

テ

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
目
が
西
谷
を
訪
れ
ご
供
養
の
品
を
届
け
た
際
の
御
図
顕
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
後
に
日
目
は
日
興
と
共
に
身
延
を

下
山
し
、
大
石
寺
の
第
二
祖
と
な
っ
た
。
「
号
二
蓮
蔵
房
一
豆
州
波
多
郷
Ⅳ
也
・
亀
と
い
わ
れ
奥
州
に
縁
が
有
っ
て
布
教
し
新
寺
建
立
を
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日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

四
月
に
は
も
う
一
幅
、
第
六
三
の
図
顕
が
あ
る
。
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
「
比
丘
日
弁
授
与
之
」
と
あ
る
の
で
越
後
房
日
弁
に
与
え
ら

フ
ル
シ

シ

キ
二

れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
興
の
『
本
尊
分
与
帳
』
に
よ
る
と
、
「
越
後
房
者
日
興
弟
子
也
。
価
所
二
申
与
一
如
レ
件
。
但
弘
安
年
中
背
二
白
蓮
一

両
。
噂
と
あ
る
の
で
本
尊
の
分
与
は
な
さ
れ
た
も
の
の
後
に
日
興
に
対
し
違
背
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
千
葉
県
多
古
町
の
妙
興
寺
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
『
当
家
諸
門
流
継
図
之
事
』
に
よ
る
と
、
日
忍
が
鷲
栖
か
ら
日
弁
に
授
与
さ
れ
た
三
枚
続
の
御
本
尊
を
持
参
し
て
下

総
へ
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
中
山
日
祐
が
存
笹
の
頃
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
蕊
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
日
興
に
背
い
た
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
日
弁
が
祖
滅
後
に
北
総
中
村
の
地
へ
布
教
し
、
妙
興
寺
を
創
し
て
こ
の
御
本
尊
を
奉
安
し
た
こ
と
に
は
間
違
い
が
な
か

ろ
う
。
い
づ
れ
に
し
て
も
四
月
に
西
谷
を
日
弁
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
に
相
違
は
な
い
も
の
と
い
え
る
。
尚
、
日
弁
は
「
駿
州
富
士
郡
之
人

父
姓
者
源
氏
熱
原
甚
四
郎
国
重
長
男
也
。
唖
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
六
月
に
入
る
と
第
六
四
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
比
丘
尼
日
符
へ
授
与
さ
れ
た
三
枚
継
ぎ
で
、
市
川
市
の
法
宣
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

女
性
宛
の
御
本
尊
は
珍
ら
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
比
丘
尼
」
を
冠
し
た
授
与
者
名
は
数
少
な
い
。
西
谷
へ
は
女
性
信
者
並
に
比
丘
尼

の
訪
れ
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
日
符
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
御
本
尊
の
授
与
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考

え
る
に
、
比
丘
尼
の
中
で
も
特
に
篤
信
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

翌
七
月
に
は
「
沙
門
日
法
」
宛
の
三
枚
継
が
あ
る
。
岡
宮
の
光
長
寺
所
蔵
で
あ
る
が
、
「
若
於
一
劫
中
常
懐
不
善
心
作
色
而
罵

仏
痩
無
量
重
罪
」
（
以
下
略
）
と
い
う
一
連
の
讃
文
が
全
紙
に
渡
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
第
五
七
の
曼
茶
羅
と
同
様
で
あ
る
。

恐
ら
く
は
日
法
を
代
表
と
す
る
法
華
信
仰
者
一
団
へ
の
授
与
と
み
な
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
讃
文
の
「
其
有
読
調
持
是
法
花
経

者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
又
先
の
渡
辺
藤
太
夫
の
例
か
ら
推
し
て
も
、
日
法
個
人
と
い
う
よ
り
は
そ
の
同
信
の
一
団
へ
与
え
ら
れ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
西
谷
へ
日
法
と
そ
の
信
仰
者
ら
が
訪
れ
た
折
り
の
染
筆
と
し
て
み
た
と
き
、
供
養
者
を
讃
え
る
と
共
に

(妬）



誇
法
者
を
誠
し
め
る
讃
文
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
当
然
窺
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
法
は
周
知
の
如
く
中
老
僧
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、

甲
州
立
正
寺
の
開
山
で
あ
る
。
和
泉
阿
闇
梨
と
呼
び
、
岡
宮
光
長
寺
へ
往
き
、
大
い
に
布
教
に
専
念
し
て
い
蕊
。

た
だ
し
日
法
に
つ
い
て
は
、
後
出
の
弘
安
三
年
十
一
月
に
図
顕
さ
れ
た
第
一
○
○
番
で
は
「
比
丘
日
法
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
沙
門

日
法
と
同
一
人
物
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
一
人
と
み
な
し
え
よ
う
。
も
し
一
年
四
か
月
後
に
同
一
人
に
再
び
授
与
さ
れ
た

と
な
る
と
、
こ
の
第
六
五
の
方
は
、
集
団
の
代
表
者
に
対
し
て
、
第
一
○
○
の
方
は
日
法
個
人
に
対
し
て
の
授
与
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
「
沙
門
」
と
「
比
丘
」
の
微
妙
な
差
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
「
沙
門
」
は
「
本
朝
沙
門
」
と
い
う
よ
う
に
法
華
信
仰
者

の
日
本
に
お
け
る
代
表
と
い
っ
た
響
き
が
強
い
も
の
で
あ
り
、
比
丘
の
方
は
出
家
者
の
一
人
と
し
て
の
個
人
を
意
味
す
る
場
合
が
強
い
と

考
え
ら
れ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
こ
の
頃
の
西
谷
は
、
集
団
の
代
表
者
ら
或
い
は
個
人
の
僧
俗
ら
に
よ
っ
て
、
大
勢
の
出
入
り
が
多
か
っ

た
こ
と
が
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

九
月
に
は
「
日
仰
優
婆
塞
授
与
之
」
の
御
本
尊
が
あ
る
。
第
六
六
番
だ
が
首
題
と
二
仏
（
釈
迦
・
多
宝
）
並
に
四
大
菩
薩
の
み
で
署
名

と
花
押
の
部
分
が
誰
か
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
山
蓮
心
寺
の
所
蔵
で
讃
文
は
「
今
此
三
界
皆
是
我
有
」
の
経
文
で
あ
り
、
諸
尊
の
勧

請
は
略
さ
れ
て
い
る
。
何
ん
の
為
に
署
名
と
花
押
の
部
分
が
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
判
全
と
し
な
い
。
謎
を
秘
め
た
ま
ま
で
あ
る
。
何

れ
後
人
が
何
か
の
理
由
で
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
仰
に
つ
い
て
も
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
不
詳
で
あ
る
。
讃
文
か
ら
す
る
と

「
お
守
り
本
尊
」
即
ち
祈
願
の
為
の
御
本
尊
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。

十
月
に
は
「
沙
弥
日
徳
授
与
之
」
の
御
本
尊
が
あ
る
。
第
六
七
で
こ
れ
も
三
枚
継
で
戸
田
市
妙
顕
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
通
称
は

「
子
安
御
本
尊
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
『
高
祖
年
譜
孜
異
』
に
よ
る
と
聖
人
が
佐
渡
へ
渡
る
時
に
武
州
新
曽
城
主
の
黒
田
時
光
の
妻
がシテ

難
産
で
あ
っ
た
の
で
、
聖
人
に
安
産
の
祈
祷
を
願
い
無
事
に
出
産
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
後
に
弘
安
二
年
身
延
へ
参
詣
し
「
祝
髪

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）
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第
六
九
は
右
下
に
「
沙
門
日
永
授
与
」
と
あ
り
、
京
都
の
立
本
寺
所
蔵
で
あ
る
。
日
興
の
『
本
尊
分
与
帳
』
に
よ
る
と
、
「
因
幡
房
者
、

日
興
弟
子
也
。
価
所
二
申
晟
一
流
陸
偽
呉
紛
勢
い
罰
と
あ
る
。
因
幡
房
日
永
は
最
初
日
興
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
後
で
離
反
し
た
こ
と

ノ

テ

が
こ
の
一
文
で
わ
か
る
。
日
興
は
甲
斐
の
出
身
で
あ
る
の
で
甲
駿
両
国
が
地
盤
で
あ
り
、
弟
子
信
徒
も
多
い
の
で
日
永
も
そ
の
手
づ
る
で

入
信
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
に
故
に
背
い
た
か
は
詳
し
い
こ
と
が
不
明
で
あ
る
が
、
先
の
越
後
房
日
弁
や
波
木
井
氏
と
の
例
も
あ

キ
ヌ

る
の
で
、
「
背
了
」
の
理
由
は
一
方
的
な
判
断
の
み
で
は
決
め
難
い
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
の
第
七
○
は
優
婆
塞
日
久
宛
の
一
紙
小
型
で
あ
り
、
千
葉
市
の
随
喜
文
庫
所
蔵
で
あ
る
。
こ
の
御
本
尊
は
頭
初
伊
豆
韮
山
の
江
川
吉

特
色
を
示
し
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

号
二
日
徳
一
大
士
与
二
手
書
本
尊
一
俗
称
二
子
安
本
尊
一
。
（
写
）
と
そ
の
縁
起
を
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
沙
弥
日
徳
は
武
士
で
城
主
で
あ
っ
た
こ

ス
ト

ノ

ナ
リ

と
が
わ
か
る
。
但
し
「
統
紀
九
老
伝
日
、
時
光
即
総
州
黒
田
村
高
橋
五
郎
時
光
此
説
未
し
詳
」
と
も
あ
る
の
で
、
果
し
て
高
橋
五
郎
で
あ
っ

た
か
否
か
は
速
断
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
い
づ
れ
に
も
せ
よ
弘
安
二
年
の
十
日
に
日
徳
が
西
谷
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
は
相
異
な
い
も
の

と
い
え
よ
う
。
尚
、
『
蓮
公
行
状
年
譜
電
に
も
聖
人
が
武
蔵
の
来
目
川
へ
着
か
れ
た
時
に
、
難
産
の
女
性
へ
大
曼
茶
羅
を
授
け
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
本
化
別
頭
高
祖
伝
『
篭
に
『
仏
祖
統
紀
霊
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
御
本
尊
で
は
「
華
」

の
字
体
が
、
他
の
曼
茶
羅
と
異
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

十
一
月
に
入
る
と
三
幅
の
染
筆
が
あ
る
。
即
ち
第
六
八
・
六
九
・
七
○
の
三
幅
で
あ
る
。
先
ず
六
八
の
御
本
尊
は
「
優
婆
塞
日
安
授
与

之
」
で
あ
り
、
沼
津
妙
海
寺
所
蔵
で
あ
る
。
特
別
な
讃
文
も
見
ら
れ
ず
、
日
安
が
如
何
な
る
人
物
か
を
知
る
手
が
か
り
も
な
い
が
、
優
婆

塞
で
あ
る
の
で
駿
河
方
面
の
篤
信
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
既
に
日
号
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、
余
程
の
信
行

に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。
も
う
こ
の
頃
に
な
る
と
四
天
王
と
両
脇
の
梵
字
が
、
す
っ
か
り
雄
大
に
な
り
弘
安
型
の
図
顕
の

(細）



シ
テ

ー
ー

久
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
。
即
ち
「
是
月
書
二
曼
茶
羅
一
授
二
豆
州
江
川
吉
久
一
其
四
天
王
者
萱
工
大
蔵
臥
蟄
電
と
あ
り
、

ク

ノ
チ
テ

ニ
ス

テ
ニ
ス

ヒ

更
に
『
孜
異
』
に
よ
る
と
「
称
二
太
郎
右
衛
門
一
泉
州
人
後
来
二
豆
州
韮
山
一
而
居
、
弘
長
中
依
二
大
士
一
受
戒
弘
安
二
年
賜
二
本
尊
及
法

名
一
号
二
日
久
斗
藍
）
と
あ
る
の
で
日
久
の
人
物
が
わ
か
る
。
ま
た
『
御
本
尊
集
目
録
』
に
よ
る
と
、
そ
の
後
「
明
治
の
初
年
に
故
有
て
京
都

つ

の
村
上
家
に
移
っ
た
が
、
再
び
転
じ
て
現
在
で
は
、
随
喜
文
庫
Ⅱ
立
正
安
国
会
に
謹
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
罰
と
し
て
い
る
。
特
徴

は
御
本
尊
の
上
方
に
理
路
が
毘
沙
門
天
と
持
国
天
が
描
か
れ
、
下
方
に
は
華
台
と
広
目
天
と
増
長
天
が
共
に
多
彩
で
描
か
れ
て
い
る
。
後

人
が
絹
で
加
え
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
御
本
尊
に
は
四
天
王
は
な
く
大
書
さ
れ
た
梵
字
と
略
勧
請
の
諸
尊
で
あ
る
。

十
一
月
に
こ
う
し
て
三
幅
が
優
婆
塞
と
沙
門
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
こ
の
月
は
西
谷
へ
の
人
の
出
入
り
が
相
当
に
あ
っ

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
御
本
尊
の
授
与
者
の
み
で
も
三
名
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
三
名
の
随
行
者
は
も
と
よ
り
、
他
に

も
身
延
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
人
々
の
数
は
少
な
く
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
即
ち
弘
安
二
年
は
正
月
三
日
は
上
野
殿
か
ら
正
月
用
の
餅

や
ま
の
い
も

九
十
枚
と
薯
蘋
五
本
が
「
わ
ざ
と
御
使
を
も
っ
て
罰
）
送
ら
れ
て
き
た
の
を
始
め
、
二
月
に
日
眼
女
、
三
月
に
松
野
殿
後
家
尼
御
前
、
五
月

に
新
池
殿
・
窪
尼
御
前
・
富
木
殿
、
七
月
に
乗
明
上
人
、
八
月
に
曽
谷
殿
、
九
月
に
四
條
金
吾
・
寂
日
房
・
伯
耆
殿
、
十
一
月
に
持
妙
尼
・

富
城
殿
女
房
尼
御
前
・
兵
衛
志
殿
女
房
・
中
興
入
道
、
十
二
月
に
は
右
衛
門
大
夫
、
窪
尼
等
其
の
他
の
僧
俗
か
ら
の
御
使
者
や
本
人
自
身

が
来
訪
し
て
い
る
。
主
な
出
入
り
に
限
っ
て
み
て
も
右
の
よ
う
な
毎
月
の
参
詣
で
あ
り
、
こ
れ
に
曼
茶
羅
の
授
与
者
を
入
れ
る
と
、
相
当

尚
、
こ
の
年
は
八
月
に
熱
原
法
難
が
起
り
、
弥
四
郎
が
打
ち
首
と
な
り
、
九
月
に
は
農
民
の
信
徒
ら
二
十
名
が
不
当
に
弾
圧
を
受
け
て

い
る
。
十
月
に
神
四
郎
ら
三
人
は
斬
罪
と
な
り
十
七
人
は
入
獄
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
電
曼
茶
羅
に
も
行
者
守
護
の
讃
文
が
多
く
み
ら
れ

る
の
も
、
そ
の
為
の
影
響
と
も
受
け
と
れ
よ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
西
谷
へ
の
出
入
り
も
、
い
つ
も
の
年
よ
り
は
げ
し
く
な
っ
て
い
っ

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

の
人
数
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(細）



駿
河
方
面
の
僧
俗
は
こ
の
法
難
の
対
応
に
つ
い
て
、
西
谷
か
ら
の
指
示
に
依
り
、
団
結
と
信
仰
を
益
々
深
い
も
の
と
し
て
い
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
が
、
人
の
往
来
は
法
難
関
係
の
要
件
を
も
含
め
、
従
来
よ
り
一
層
密
度
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

初
め
に
も
述
べ
た
如
く
、
本
論
で
は
聖
人
の
曼
茶
羅
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
考
究
で
は
な
く
、
曼
茶
羅
を
通
し
て
西
谷
に
於
け
る
聖
人

と
の
弟
子
や
檀
越
と
の
人
間
関
係
を
探
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
、
曼
茶
羅
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
縁
起
は
、
既
に
究
明
も
さ
れ
て
い

る
点
も
多
い
の
で
、
な
る
べ
く
省
略
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
讃
文
に
つ
い
て
も
「
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
（
又
は
三
十
）
余
年

之
間
一
間
浮
提
之
内
未
曽
有
大
曼
茶
羅
也
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
直
接
授
与
者
と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
以
外
に
つ
い
て
は
、
差
で

は
他
へ
譲
る
こ
と
に
し
た
。

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

弘
安
三
年
以
降
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
ま
た
次
の
機
会
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

弘
安
改
元
事
定
遺
一
四
五
四
頁

『
仏
教
史
年
表
』
（
法
蔵
館
）
二
○
○
頁

「
棲
神
」
第
六
○
号
並
に
第
六
一
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
御
本
尊
集
目
録
」
（
立
正
安
国
会
）
を
参
照
。

『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
七
一
頁

同
七
四
頁

同
七
六
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
十
一
’
十
五

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

(”）
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『
宗
全
興
尊
全
集
』
二
二
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
」
十
二
’
九

『
高
祖
年
譜
』
四
五

『
高
祖
年
譜
孜
異
』
下
三
四

『
宗
全
興
尊
全
集
』
二
二
頁

『
宗
全
史
伝
旧
記
部
こ
一
六
三
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
十
一
’
十
三

同
十
一
’
一

『
高
祖
年
譜
孜
異
』
中
二
九

『
蓮
公
行
状
年
譜
』
四
五

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

『
御
本
尊
集
目
録
』
七
八
頁

同
八
一
’
八
二
頁

随
自
意
御
書
定
遺
一
六
一
八
頁

上
野
郷
主
等
御
返
事
同
一
六
二
二
頁

『
御
本
尊
集
目
録
』
八
三
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
十
二
’
十
三

『
御
本
尊
集
目
録
』
八
七
頁

『
高
祖
年
譜
』
四
七

『
高
祖
年
譜
孜
異
』
下
三
九

『
高
祖
年
譜
』
一
九

『
高
祖
年
譜
孜
異
」
中
一
四

妙
心
尼
御
前
御
返
事
（
定
遺
二
○
二
頁
・
二
○
五
頁
・
一
七
四
七
頁
）
に
よ
る
と
、
西
谷
へ
御
供
養
の
品
を
送
り
、
聖
人
に
深
く
帰
依
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(鉦）
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日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
一
）
（
上
田
）

『
本
化
別
頭
高
祖
伝
』
下
’
九

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
六
’
二
五

『
宗
全
興
尊
全
宗
」
二
三
頁

『
高
祖
年
譜
』
四
六

『
高
祖
年
譜
孜
異
』
下
’
三
七

「
御
本
尊
集
目
録
』
一
○
六
頁

上
野
殿
御
返
事
定
遺
一
六
二
一
頁

『
新
編
日
蓮
宗
年
表
』
三
四
頁
’
三
五
頁

(〃）



日
蓮
聖
人
の
宗
教
が
法
華
経
本
門
の
教
え
に
立
脚
す
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
末
法
の
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
さ
れ
る
久
遠
釈

尊
の
御
本
意
を
法
華
経
本
門
に
覚
知
し
た
日
蓮
聖
人
は
、
仏
教
思
想
史
上
、
類
を
見
な
い
本
門
法
華
の
仏
教
を
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
華
経
本
門
は
久
遠
釈
尊
の
実
事
を
説
き
明
か
さ
れ
た
教
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
門
仏
教
と
は
釈
尊
の
純
粋
精
神
を
顕
揚
し
た
宗
旨

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
日
蓮
聖
人
は
釈
尊
の
教
え
に
身
心
を
投
入
し
、
依
法
不
依
人
の
態
度
を
貫
徹
し
て
「
釈
尊
の
真
実
」
に
生
き
よ
う

と
さ
れ
た
。
日
蓮
聖
人
の
行
動
と
そ
の
思
想
信
仰
は
、
久
遠
釈
尊
へ
の
絶
対
随
順
の
な
か
に
生
ま
れ
、
そ
し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
、
久
遠
釈
尊
に
身
を
逗
じ
、
久
遠
釈
尊
に
お
い
て
生
き
た
日
蓮
聖
人
の
宗
教
的
実
存
の
世
界
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
小
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
お
け
る
顕
本
の
意
義
を
概
観
し
て
み
た
い
。

日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
お
け
る
顕
本
の
意
義
を
大
別
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
三
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

㈲
久
遠
の
人
の
開
顕
。
ロ
久
遠
の
法
の
開
顕
。
日
久
遠
の
土
の
開
顕
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
（
庵
谷
）

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義

二
顕
本
の
意
義

一
は
じ
め
に

庵
谷
行
亨

(“）



久
遠
の
人
と
は
久
遠
実
成
の
釈
尊
を
い
う
。
し
か
し
、
法
華
経
本
門
正
宗
分
で
は
、
地
涌
菩
薩
の
久
遠
教
化
に
つ
い
て
の
疑
念
（
略
開

近
顕
遠
動
執
生
疑
）
が
本
師
釈
尊
の
久
遠
実
成
を
開
顕
し
て
い
く
よ
う
に
、
本
師
の
久
遠
開
顕
は
所
化
の
久
遠
教
化
開
示
と
一
体
に
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
久
遠
の
人
の
開
顕
と
は
久
遠
の
師
弟
の
開
顕
と
も
言
い
う
る
。

久
遠
の
本
師
は
「
寿
量
品
の
仏
」
「
三
身
即
一
の
仏
」
「
久
成
の
三
身
」
「
三
徳
具
足
の
仏
」
「
久
遠
実
成
実
修
実
証
の
仏
」
「
五
百

塵
点
乃
至
所
顕
の
仏
」
「
無
始
の
古
仏
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
教
主
釈
尊
で
あ
る
。
こ
の
教
主
釈
尊
は
一
切
の
諸
仏
を
能
統
一
し
た
絶
対

的
な
伽
で
、
法
華
経
本
門
の
教
相
に
よ
っ
て
そ
の
真
実
性
が
証
明
さ
れ
詫
毎

久
遠
の
教
主
は
一
切
衆
生
を
救
済
す
る
慈
悲
の
体
現
者
で
あ
り
、
本
尊
と
し
て
帰
依
尊
崇
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
相
に
よ
っ
て
詮

顕
さ
れ
た
教
主
は
衆
生
の
信
心
と
感
応
道
交
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
尊
と
し
て
の
真
実
義
を
成
就
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
門

の
教
相
に
裏
づ
け
ら
れ
た
衆
生
の
信
心
に
道
交
す
る
教
観
相
即
の
教
主
こ
そ
が
、
閻
浮
の
衆
生
を
済
度
す
る
末
法
の
本
尊
（
本
門
の
本
尊
）

で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
（
庵
谷
）

本
門
は
久
遠
実
成
の
釈
尊
が
開
顕
さ
れ
、
仏
の
絶
対
性
・
永
遠
性
・
普
遍
性
・
真
実
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
釈
尊
が
久
遠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
釈
尊
所
説
の
法
と
釈
尊
所
住
の
土
も
ま
た
久
遠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
釈
尊
の
久

遠
開
顕
は
法
と
土
の
久
遠
開
顕
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

久
遠
の
弟
子
と
は
法
華
経
従
地
涌
出
品
に
涌
出
し
、
如
来
神
力
品
に
別
付
属
を
受
け
た
本
化
地
涌
菩
薩
で
あ
る
。

本
化
地
涌
菩
薩
は
如
来
滅
後
末
法
時
に
出
現
し
、
如
来
別
付
の
大
事
を
成
し
遂
げ
る
使
命
を
帯
び
た
如
来
所
遣
の
導
師
で
あ
る
。

三
久
遠
の
人
の
開
顕

(“）



本
化
地
涌
菩
薩
は
歴
史
上
の
特
定
の
人
師
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
大
地
よ
り
涌
出
す
る
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、
社
会
大
衆
を
意
味
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
師
に
久
遠
教
化
さ
れ
た
本
弟
子
と
は
、
「
三
五
の
二
法
」
（
久
遠
下
種
）
を
被
っ
た
一
切
衆
生
を
意
味
す
る
。

三
五
の
無
始
久
遠
に
本
師
釈
尊
か
ら
下
種
を
受
け
、
不
滅
の
結
縁
を
成
じ
た
一
切
衆
生
こ
そ
本
化
地
涌
菩
薩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
本
師
の
久
遠
開
顕
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
久
遠
の
弟
子
と
は
本
師
釈
尊
の
「
久
遠
の
愛
子
」
で
あ
る
一
切
衆
生
で
あ
る
。

一
切
衆
生
は
本
師
の
久
遠
開
顕
に
よ
っ
て
、
久
遠
下
種
結
縁
の
本
事
を
開
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
切
衆
生
は
久
遠
釈

尊
の
「
種
」
を
受
け
た
「
久
遠
の
愛
子
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
一
切
衆
生
が
救
済
さ
れ
る
べ
き
必
然
の
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
、
逆
誇
の
重
病
者
で
あ
る
末
法
の
衆
生
を
療
治
す
る
た
め
に
、
久
遠
釈
尊
は
偏
重
の
慈
悲
を
寄
せ
て
救
済
の
力
を
強
化
さ
れ
る
。

末
法
悪
世
の
誇
徒
が
救
済
さ
れ
る
根
拠
は
無
始
久
遠
の
下
種
結
縁
に
あ
り
、
衆
生
が
信
心
を
発
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ
の
仏
種

を
因
と
す
る
。
衆
生
の
信
心
は
仏
種
で
あ
る
か
ら
、
本
師
の
久
遠
開
顕
は
衆
生
の
信
心
の
開
顕
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

久
遠
釈
尊
に
よ
っ
て
開
顕
さ
れ
た
衆
生
の
信
心
が
妙
法
五
字
の
受
持
を
喚
起
し
、
さ
ら
に
衆
生
教
化
の
仏
事
を
促
す
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
久
遠
教
化
の
弟
子
は
本
師
釈
尊
か
ら
末
法
弘
教
を
付
属
さ
れ
た
本
化
地
涌
菩
薩
、
久
遠
下
種
の
衆
生
は
本
師
釈
尊
か
ら
代

慧
の
信
心
を
頂
受
し
た
久
遠
の
愛
子
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
と
信
心
に
生
き
る
末
法
の
仏
子
こ
そ
末
法
の
導
師
で
あ
り
、
真
の
法
華
経
の
行

者
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
、
本
化
地
涌
の
自
覚
の
な
か
で
、
如
説
に
法
華
経
を
行
じ
て
い
か
れ
た
。
そ
の
具
体
的
信
行
は
唱
題
・
立
正
安
国
の
宗
旨

に
表
象
さ
れ
る
法
華
経
の
実
践
で
あ
っ
た
。
題
目
受
持
の
実
践
に
興
起
し
た
数
々
の
法
難
を
行
者
の
真
実
性
を
証
す
る
如
来
の
は
か
ら
い

と
領
受
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
は
、
法
華
経
に
生
き
る
法
悦
の
な
か
で
、
宿
罪
の
消
滅
を
実
感
し
、
即
身
成
仏
・
霊
山
往
詣
の
自
然
得
益
と
立

正
安
国
の
実
現
を
確
信
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
（
庵
谷
）

(妬）



喚
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
五
重
相
鯲
）
．
五
重
三
段
（
四
種
三
既
一
な
ど
の
独
自
な
教
判
に
立
脚
し
て
こ
れ
を
論
証
し
、
本
化
地
涌
へ
の
別
付
属
の
要

法
が
「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
さ
れ
輝
子
そ
れ
は
単
な
る
客
観
的
論
証
で
は
な
く
、
本
化
地
涌
の
自
覚
の
な
か
に

醸
成
さ
れ
た
宗
教
的
分
別
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
本
化
地
涌
に
付
属
さ
れ
た
久
遠
の
大
法
が
本
化
地
涌
の
自
覚
者
に
よ
っ
て
詮
顕
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
華
経
世
界
に
お
け
る
必
然
の
歴
史
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
妙
法
五
字
の
開
示
は
久
遠
釈
尊
が
法
華
経
の
行
者
に

付
託
さ
れ
た
末
法
の
仏
事
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
法
華
経
に
生
き
る
日
蓮
聖
人
の
主
体
的
実
践
に
末
法
の
大
法
「
妙
法

蓮
華
経
の
五
字
」
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
は
末
法
の
教
法
で
あ
る
と
同
時
に
一
切
衆
生
の
信
心
受
持
す
べ
き
行
法
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
教
法
は
衆

生
の
信
行
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
教
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
法
華
経
本
門
に
開
顕
さ
れ
た
久
遠
の
妙
法
は
末
法
の
衆
生
に

と
っ
て
受
持
必
然
の
道
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
教
法
の
開
顕
が
行
法
の
開
示
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
教
に
即
し
た
衆
生
の
信
心
と
信
行
が

時
に
久
遠
本
法
の
開
顕
で
も
あ
る
。

す
れ
ば
「
本
因
本
熟
〕
「
因
行
果
津

「
宝
珠
」
等
と
嚥
顕
さ
れ
て
い
る
。

教
主
釈
尊
の
久
遠
本
事
の
開
顕
は
久
遠
の
妙
法
の
開
顕
で
あ
り
、
久
遠
の
妙
法
の
開
顕
は
久
遠
の
道
法
の
開
示
で
あ
る
。
教
と
行
が
と

久
遠
の
法
と
は
法
華
経
本
門
の
肝
心
「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
を
い
う
。
法
華
経
本
門
の
久
遠
成
道
は
久
遠
釈
尊
の
開
顕
で
あ
る
と
同

に
久
遠
本
法
の
開
顕
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
経
典
に
即
し
て
表
明
さ
れ
た
の
が
「
寿
量
品
文
厩
〕
「
内
証
寿
量
融
〕
で
あ
り
、
釈
尊
に
即

れ
ぱ
「
本
因
本
熟
〕
「
因
行
果
繊
〕
と
な
る
。
天
台
大
師
は
こ
れ
を
「
五
重
玄
義
」
「
四
句
要
法
」
と
釈
し
、
法
華
経
に
は
「
良
薬
」

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
（
庵
谷
）

四
久
遠
の
法
の
開
顕

(46）



釈
尊
の
久
遠
開
顕
は
、
同
時
に
釈
尊
所
住
の
国
土
の
常
住
不
滅
を
証
し
た
も
の
で
、
本
土
の
開
顕
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
開
目

抄
』
の
「
今
爾
前
述
門
に
し
て
十
方
を
浄
土
と
が
う
（
号
）
し
て
此
土
を
稔
土
と
と
か
れ
し
を
打
か
へ
し
て
、
此
土
は
本
土
と
な
り
、

十
方
浄
土
は
垂
迩
の
稜
土
と
な
蔀
〕
の
言
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ノ
す
な
わ
ち
、
久
遠
釈
尊
は
不
生
不
滅
の
仏
身
を
現
じ
て
こ
の
娑
婆
国
土
に
常
住
し
、
永
遠
に
一
切
衆
生
を
教
化
さ
れ
る
。
そ
の
久
遠
釈

尊
常
住
の
土
こ
そ
が
久
遠
の
浄
土
で
あ
り
、
こ
れ
を
本
国
土
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

五
濁
充
満
の
娑
婆
世
界
は
釈
尊
の
久
遠
開
顕
に
よ
っ
て
常
住
不
滅
の
浄
土
と
な
り
、
そ
こ
に
一
切
衆
生
の
成
仏
の
道
が
開
か
れ
た
の
で

あ
る
。
一
切
衆
生
は
久
遠
釈
尊
御
教
示
の
久
遠
本
法
を
信
心
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
久
遠
の
因
果
を
自
然
頂
受
し
、
得
脱
の
利
益
を

あ
る
。
一
切
衆
生
は
ん

行
者
の
本
法
受
侍
は
仏
意
随
順
の
菩
薩
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
久
遠
釈
尊
の
慈
悲
に
生
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
立
正
安
国
の
実

践
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
（
庵
谷
）

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
に
釈
尊
の
久
遠
開
顕
に
立
脚
す
る
ゆ
え
に
、
教
観
は
釈
尊
本
壊
の
久
遠
の
大
法
と
し
て
末
法
の
衆
生
に
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
教
観
相
即
の
一
大
秘
法
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
」
で
あ
る
。

釈
尊
の
顕
本
を
行
者
の
信
行
の
視
点
か
ら
論
じ
れ
ば
、
末
法
の
観
心
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
開
顕
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
釈
尊
の
顕
本
は
久
遠
の
教
法
「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
の
開
顕
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
末
法
の
観
心
「
南
無
紗
藍
襄
誇
荏

の
開
顕
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
久
遠
の
土
の
開
顕

(47）



以
上
の
通
り
、
法
華
経
本
門
の
開
顕
は
、
一
人
教
主
の
久
遠
成
道
に
と
ど
ま
ら
ず
、
久
遠
の
人
（
師
弟
）
、
久
遠
の
法
、
久
遠
の
土
を

開
顕
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
、
末
法
の
教
主
・
末
法
の
道
法
・
末
法
の
本
土
と
正
統
な
る
末
法
の
導
師
、
末
法
の
衆
生
の
あ

る
べ
き
姿
が
詮
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
末
法
の
宗
教
の
全
体
に
わ
た
る
法
門
の
開
顕
が
日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
お
け
る
顕
本
の
意
義
で
あ
り
、
こ
こ
に
本
門
事
一

念
三
千
の
本
質
的
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
観
心
本
尊
抄
』
に
心

と
表
明
さ
れ
て
い
読
毎

実
現
す
る
本
国
士
妙
で
あ
る
。

土
に
生
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
『
開
目
抄
』
五
七
六
～
八
頁
、
『
観
心
本
尊
抄
』
七
○
五
～
二
頁
、
七
一
二
～
三
頁
、
『
法
華
取
要
抄
』
八
一
二
頁
、
「
一
代
五
時
図
』
二

久
遠
釈
尊
と
信
心
行
者
の
感
応
道
交
に
本
時
の
娑
婆
世
界
が
事
実
と
し
て
活
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
切
衆
生
の
永
遠
の
救
い
を

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
（
庵
谷
）

唱
題
と
立
正
安
国
の
実
践
を
表
裏
一
体
と
し
た
五
字
受
持
が
久
遠
釈
尊
に
随
順
す
る
信
行
で
あ
れ
ば
、
受
持
は
そ
の
ま
ま
仏
の
久
遠
浄

こ
れ
を
『
立
正
安
国
論
』
で
は
「
実
乗
之
一
善
」
に
帰
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
「
不
衰
の
仏
国
」
「
不
壊
の
宝
土
」
と
表
現
唾
〉

観
心
本
尊
恥
碆
に
は
「
所
化
」
も
ま
た
「
不
滅
不
生
の
仏
」
と
「
同
体
」
と
な
る
「
常
住
の
浄
土
」
、
す
な
わ
ち
「
本
時
の
逵
疲
薄
畠
盆

六
む
す
び

(‘8）
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三
四
一
～
三
頁
等
参
照
。
（
日
蓮
聖
人
遺
文
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
よ
る
）

（
２
）
法
華
経
寿
量
品
で
開
顕
さ
れ
た
「
久
遠
の
仏
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
に
つ
い
て
は
先
師
の
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
古
く
は
無
作
三
身
の

法
身
顕
本
論
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
に
お
い
て
は
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
の
成
果
に
立
脚
し
て
、
三
身
即
一
正
在
報
身

論
が
主
流
の
説
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
顕
本
論
に
つ
い
て
の
主
な
関
連
論
稿
は
次
の
と
お
り
。
溝
田
在
庵
稿
「
顕
本
論
よ
り
見
た
る
成
仏
」

（
『
棲
神
』
第
八
号
所
収
）
、
菊
地
泰
旭
稿
「
当
家
顕
本
論
概
要
」
（
『
棲
神
』
第
九
号
所
収
）
、
堀
内
義
光
稿
「
寿
通
本
仏
論
」
（
『
棲
神
』

第
一
七
号
所
収
）
、
望
月
欲
厚
稿
「
寿
通
所
顕
本
覚
三
身
論
」
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
三
・
一
四
・
一
五
号
所
収
）
、
高
田
恵
忍
稿
「
日
蓮
上

人
の
寿
量
本
仏
観
」
（
『
大
崎
学
報
」
第
六
三
号
所
収
）
、
執
行
海
秀
稿
「
日
蓮
の
『
観
心
本
尊
妙
』
に
現
れ
た
る
仏
身
観
に
つ
い
て
」
（
『
印

度
学
仏
教
学
研
究
」
第
一
巻
第
一
号
所
収
）
、
田
村
芳
朗
稿
「
親
鷺
・
日
蓮
両
師
に
お
け
る
久
遠
仏
思
想
の
対
比
」
（
『
印
度
字
仏
敷
茎
騏
逵

第
五
巻
第
二
号
、
「
日
本
仏
教
論
」
所
収
）
、
同
稿
「
日
本
仏
教
の
仏
身
論
ｌ
久
遠
仏
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
仏
の
研
究
』
、
罪
書
笛
箱
誕
堅

所
収
）
、
同
稿
「
理
顕
本
と
事
常
住
」
（
『
法
華
思
想
と
日
隆
教
学
』
、
『
本
覚
思
想
論
』
所
収
）
、
浅
井
要
麟
稿
「
祖
書
に
交
錯
せ
る
無
作

三
身
思
想
」
（
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
」
所
収
）
、
浅
井
円
道
稿
「
日
蓮
聖
人
の
仏
身
論
の
特
徴
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
二
八
巻

第
二
号
所
収
）
、
北
川
前
肇
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
寿
量
本
仏
観
」
（
『
日
蓮
教
学
研
究
」
所
収
）
、
他
。

第
二
号
所
収
）
、
北
川
苗

『
開
目
抄
』
五
三
九
頁
。

『
立
正
安
国
論
』
一
二
六
頁
。

『
観
心
本
尊
抄
』
七
一
二
頁
。

『
開
目
抄
』
五
七
六
頁
。

弓司コヨ

観観開観
心心目心
本本抄本

;鯰§
ｰｰ三一
七七五七
一一1一
二三九一
1 1頁頁
九四・ ・
頁頁
⑥ ◎

司

曾
谷
入
道
殿
許
御
書
一

九
○

リ
三

頁
◎

『
開
目
抄
』
五
五
二
頁
。

『
観
心
本
尊
抄
』
七
一
五
頁
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
顕
本
」
の
意
義
（
庵
谷
）

(鋤）



御
遷
化
記
録
は
宗
祖
の
伊
豆
伊
東
の
流
罪
と
、
佐
渡
流
罪
、
身
延
入
山
と
、
身
延
を
出
て
武
州
池
上
に
入
ら
れ
た
こ
と
を
略
記
し
、
弘

安
五
年
十
月
八
日
、
一
弟
子
、
即
ち
本
弟
子
六
人
の
定
め
の
状
、
同
十
三
日
の
入
滅
、
ひ
き
つ
づ
い
て
御
葬
送
次
第
、
宗
祖
御
遺
言
の
条

シ
ス

目
を
、
十
月
十
六
日
付
で
白
蓮
阿
闇
梨
日
興
が
こ
れ
を
記
録
し
、
な
お
一
弟
子
六
人
の
定
は
「
此
状
六
人
面
々
可
し
帯
等
云
々
日
興
一

筆
也
」
と
し
る
し
て
い
る
か
ら
、
六
人
そ
れ
ぞ
れ
が
一
部
ず
つ
所
持
し
た
よ
う
で
あ
る
。

而
し
て
、
葬
送
後
に
御
遺
物
の
配
分
が
行
わ
れ
、
翌
年
正
月
、
百
カ
日
忌
は
二
十
三
日
に
当
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
諸
弟
子
は
日
昭
・
日

朗
等
を
中
心
に
身
延
に
集
ま
り
守
塔
輪
番
を
議
し
定
め
た
。
こ
れ
ら
の
記
録
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
を
「
御
遷
化
記
録
」
と
い
う
。

こ
の
記
載
の
媚
哩
序
は

一
、
宗
祖
の
御
一
代
略
記

一
、
本
弟
子
六
人
の
定
十
月
八
日

一
、
御
葬
送
次
第

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題

ｌ
御
遷
化
記
録
を
中
心
と
し
て
Ｉ

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

宮
崎
英
修

(鉦）



花
押
花
押
花
押
他
行
他
行
花
押

即
ち
一
番
上
の
花
押
が
日
昭
、
次
が
日
朗
、
次
が
日
興
、
一
番
最
後
が
日
持
で
あ
る
。
他
行
・
他
行
と
あ
る
の
は
日
向
と
日
頂
が
花
押
を

据
え
る
場
所
で
あ
る
が
、
欠
席
の
た
め
据
え
て
い
な
唾
。
こ
の
記
録
は

本
弟
子
が
そ
れ
ぞ
れ
に
所
持
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
欠
席
し
て
い
た
日
向
と
日
頂
は
果
し
て
所
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
六
人
の

嫡
弟
日
昭
は
当
然
所
持
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
日
昭
の
本
拠
で
あ
る
玉
沢
妙
法
華
寺
に
は
現
在
は
格
護
さ
れ
て
い
な
い
。
戦
国
動

乱
の
時
に
紛
失
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
室
町
時
代
中
ご
ろ
に
は
厳
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
の
久
遠
成
院
日
親
は
「
伝
灯
抄
」

に
玉
沢
十
世
常
楽
坊
日
伝
に
あ
い
玉
沢
の
重
宝
、
註
法
華
経
、
撰
時
抄
と
共
に
か
の
「
番
帳
を
も
披
見
致
し
誌
ぬ
、
去
ル
程
に
当
門
家
に
（
３
）

も
元
来
か
の
番
帳
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
在
所
は
浜
の
法
華
寺
、
執
箪
は
富
士
の
日
興
の
御
羊
跡
に
て
正
本
た
る
間
、
即
ち
写
し
て
所
港
嵯
ご

と
い
っ
て
中
山
に
は
正
本
の
な
か
っ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
か
ら
、
伊
予
房
日
頂
は
御
遷
化
記
録
の
配
布
を
う
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
日
朗
所
持
の
分
は
散
逸
し
て
御
遺
物
配
分
の
う
ち
一
紙
し
か
現
存
し
て
い
な
い
が
、
も
と
は
自
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
興
所
持
分
は
西
山
本
門
寺
に
格
護
さ
れ
て
い
る
。
日
向
の
分
は
日
頂
と
同
じ
く
配
分
に
あ
ず
か
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
身
延

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

一
、
御
遺
言

十
月
十
六
日

一
、
輪
番
帳
弘
安
六
年
正
月
日

一
、
御
遺
物
配
分
弘
安
五
年
十
月
日

以
上
が
弘
安
六
年
正
月
日
ま
と
め
ら
枕
、
こ
の
記
録
は
長
老
た
ち
が
、
継
目
々
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
花
押
を
裏
判
と
し
て
押
し
て
い
る
。
そ

の
判
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(銘）



す
な
わ
ち
そ
の
こ
ろ
は
軸
物
に
装
頓
さ
れ
て
い
た
一
巻
を
記
録
し
て
い
る
か
ら
、
身
延
に
一
本
を
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
明
日
で
あ
る
。
但

し
、
明
治
八
年
正
月
十
日
の
大
火
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
な
お
、
日
持
の
分
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
或
は
日
持
の
分
は
、
日
持
の
海

外
布
教
出
発
の
時
、
或
は
身
延
山
に
お
さ
め
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
記
に
は
身
延
を
た
っ
て
池
上
宗
仲
の
館
に
つ
か
れ
た
の
を

弘
安
五
年
丙
午
九
月
十
八
日
武
州
ノ
池
上
二
入
御
袖
翻
棚

と
書
き
、
次
に
十
月
八
日
に
本
弟
子
六
人
の
定
状
を
あ
げ

同
十
三
日
辰
ノ
時
御
滅
認
十
琴
即
時
二
大
地
震
動
ス

同
十
四
日
戌
ノ
時
御
入
棺
叩
軸
子
ノ
時
御
葬
也

と
あ
る
。
次
の
葬
送
行
列
は
池
上
・
四
條
・
富
木
・
大
田
・
南
条
・
大
学
等
十
六
人
が
輿
の
前
後
に
そ
い
、
輿
は

次
御
棺
御
輿
也

山
に
は
こ
れ
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
寂
照
日
乾
の
「
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
宝
記
録
」
に

（
４
）

裏
二
昭
・
朗
・
興
・
持
ノ
四
人
ノ
御
判
有
し
之

と
記
し
、
遠
沽
日
亨
の
「
西
土
蔵
宝
物
録
」
に

御
葬
送
次
第
記
一
巻

御
葬
礼
次
第
等
折
紙
二
紙

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

(錨）



後
陣
辨
阿
闇
梨

前
陣
大
国
阿
闇
梨

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

右 左 右 左

太
夫
公

筑
前
公

帥
公

丹
波
公

白
蓮
阿
闇
梨

伊
賀
公

摂
津
公

信
乃
公

但
馬
公

卿
公

和
泉
公

出
羽
公

下
野
公

蓮
華
阿
闇
梨

侍
従
公

治
部
公

(認）



而
し
て
御
遺
物
の
配
分
は

次
に
御
遺
言
二
カ
条

と
行
列
が
組
ま
れ
て
い
る
。

註
法
華
経
一
部
十
巻
辨
阿
闇
梨

御
本
尊
一
体
郵
趣
大
国
阿
闇
梨

御
馬
一
匹
、
小
袖
一
佐
渡
公

御
太
刀
一
、
小
袖
一
、
袈
裟
代
五
貫
文
侍
従
公

衣
一
、
小
袖
一
、
袈
裟
一
越
前
公

御
馬
一
疋
轆
項
煕
鵯
、
小
袖
一

白
蓮
阿
闇
梨

御
腹
巻
、
銭
三
貫
文
伊
豫
阿
闇
梨

御
馬
一
疋
、
小
袖
一
、
手
鉾
蓮
華
阿
闇
梨

御
小
袖
一
卿
公

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

テ価
任
二
御
遺
言
一
所
記
如
レ
件

ジ
ク
メ
キ

同
寵
二
置
墓
所
寺
一
六
人
香
花
当
番
時
、
可
レ
披
二
見
之
一
自
余
聖
教
非
二
沙
汰
之
限
一
云
々

ノ

仏
者
蝉
煙
墓
所
併
可
二
立
置
一
云
々

経
者
認
錘
鰯
澱

弘
安
五
年
十
月
十
六
日
執
筆
日
興
花
押

(弱）



い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
吋

全
不
祖
御
臨
終
に
つ
い
て
〉

御
遷
化
記
録
に
は
宗
祖
の
臨
終
の
模
様
に
つ
い
て
は
何
等
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
元
祖
化
導
記
」
に

ノ
ノ
ワ

或
記
云
、
十
月
十
一
百
酉
刻
（
六
時
）
北
二
向
テ
坐
シ
玉
ヘ
リ
、
御
軋
幽
玲
供
し
花
焼
レ
香
年
来
御
安
置
立
像
釈
迦
仏
立
参
セ
ン

御
小
袖
一
八
人

衣
一
一
人

銭
一
貫
文
十
人

銭
二
貫
文
四
人

き
い
一
二
人

染
物
一
人

馬
一
疋
鞍
皆
具
一
人

こ
の
配
分
か
ら
見
る
と
、
御
経
、
御
仏
等
の
法
財
は
日
昭
・
日
朗
へ
、
世
財
は
日
興
・
日
向
・
日
頂
・
日
持
等
諸
僧
俗
に
配
分
さ
れ
て

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
で
御
遷
化
記
録
の
内
容
の
一
班
と
伝
承
、
そ
れ
に
葬
送
と
遺
物
配
分
を
見
た
。

そ
の
他
に 宗

祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

御
馬
一
疋
、
小
袖
一
、
御
念
珠
筑
前
公

御
小
袖
一
、
衣
一
、
帷
一
、
治
部
公

御
小
袖
一
、
頭
帽
子
根
津
公

御
馬
一
疋
、
小
袖
一
大
夫
公

(56）



と
或
ル
記
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
化
導
記
の
成
っ
た
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
よ
り
十
八
年
ば
か
り
前
、
寛
正
二
年
（
一

四
六
一
）
に
中
山
本
妙
寺
学
僧
本
成
坊
日
実
の
著
「
当
家
宗
旨
名
目
」
に
は

ニ
シ
テ

ヲ
テ

ヲ
シ

ヲ
マ
イ
ラ

テ

十
月
十
二
日
、
北
向
御
坐
時
、
御
前
二
文
机
立
焼
香
散
花
致
釈
迦
像
立
進
セ
、
同
御
本
尊
懸
進
セ
テ
候
ト
申
時
見
上
御
覧
ジ
面
ヲ
振

上
給
時
、
白
蓮
阿
闇
梨
、
御
筆
曼
茶
羅
懸
碆
候
テ
此
ノ
釈
迦
像
ノ
方
ヘ
ョ
セ
妙
法
蓮
華
経
ノ
御
本
尊
ヲ
懸
ヶ
奉
ル
、
御
覧
ア
リ
一
澆

ノ

と
、
二
書
殆
ん
ど
同
じ
で
当
時
こ
の
所
伝
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
日
興
の
新
弟
子
六
人
い
わ
ゆ
る
新
六
の
一
人
、
西
山
本

門
寺
開
祖
蔵
人
阿
闇
梨
日
代
（
羅
秤
三
蛙
九
八
才
）
は
日
尹
（
大
夫
日
尊
の
弟
子
）
に
与
え
た
書
状
に
、
立
像
仏
を
よ
け
さ
せ
て
大

曼
茶
羅
を
掛
け
た
こ
と
を
の
べ
て

御
円
寂
ノ
時
、
件
ノ
漫
茶
羅
ヲ
尋
ネ
出
サ
レ
懸
ケ
奉
ル
事
顕
然
通

と
し
る
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
曼
茶
羅
を
か
け
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
真
実
を
伝
え
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
ま
た
宗
祖
の
遺
骸
を
舎
利
と
し

て
身
延
へ
送
る
や
否
や
に
つ
い
て
も
「
化
導
記
」
は

或
記
云
、
御
終
焉
近
ク
ナ
テ
日
朗
以
下
ノ
老
僧
達
二
対
シ
テ
仰
セ
ラ
レ
ヶ
ル
ハ
、
我
死
ス
ル
ナ
ラ
パ
全
身
ヲ
瓶
二
奉
納
シ
テ
其
儘
身
延

山
二
送
り
之
ヲ
置
ク
ベ
シ
云
々
、
日
朗
申
サ
レ
ケ
ル
ハ
、
一
日
半
日
ノ
間
ナ
ラ
パ
仰
セ
ノ
如
ク
可
し
有
し
之
歎
、
既
二
三
日
、
四
日
ノ

路
次
ノ
傳
デ
野
二
臥
シ
山
二
臥
ス
様
ニ
テ
ハ
届
ヶ
申
シ
難
ク
、
存
生
ノ
折
節
サ
ヘ
誇
者
充
満
ノ
国
ナ
レ
バ
路
頭
モ
鞠
ス
カ
ラ
ズ
、
況
ャ

御
身
骨
ヲ
左
様
ニ
致
サ
ン
コ
ト
ハ
叶
難
カ
ル
ベ
シ
、
簡
要
隠
便
二
葬
送
シ
奉
テ
、
御
身
骨
ヲ
残
サ
ズ
身
延
山
二
入
し
奉
ル
ベ
キ
ノ
由
申

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

テ
ヲ

ト
申
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
目
ヲ
ア
ゲ
テ
御
覧
有
面
振
り
玉
フ
、
ア
ル
御
弟
子
御
直
筆
大
漫
茶
羅
ヲ
可
レ
奉
レ
懸
耶
ト
伺
イ
申
サ
レ
ヶ
レ
パ
、

ウ
シ
回

最
モ
、
ト
答
サ
セ
玉
フ
間
仏
像
ヲ
少
シ
傍
へ
押
シ
寄
セ
参
セ
テ
、
其
ノ
後
二
御
直
筆
ノ
妙
法
蓮
華
経
ノ
漫
茶
羅
ヲ
懸
ヶ
玉
フ
ヲ
御
覧
有

ﾘ§

(57）



宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

サ
レ
ケ
レ
バ
、
此
義
最
モ
ナ
リ
、
然
レ
バ
日
朗
等
宜
シ
ク
相
計
ル
ベ
キ
ノ
旨
、
仰
サ
レ
ケ
リ
ト
云
々
。
此
趣
ハ
下
総
本
土
寺
開
山
日
典

ノ
記
録
抄
物
ニ
コ
レ
ア
リ
、
日
朝
慥
カ
ニ
之
ヲ
見
、
注
シ
オ
ク
者
迩

日
典
は
日
朗
門
家
九
鳳
の
一
人
、
の
ち
典
を
傳
に
改
め
大
円
阿
闇
梨
日
傳
と
い
い
、
宗
祖
御
入
滅
の
弘
安
五
年
は
三
十
六
才
の
時
で
、
日

朝
は
こ
の
人
の
抄
物
に
よ
っ
た
と
い
う
。
即
ち
宗
祖
は
は
じ
め
生
身
の
遺
骸
を
そ
の
ま
ま
身
延
に
と
ど
け
さ
せ
た
か
っ
た
が
、
世
箪
金
喫

道
中
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
う
日
朗
等
の
申
し
入
れ
に
よ
っ
て
茶
毘
し
て
お
く
る
こ
と
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。
日
朝
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
円
明

日
澄
は
「
日
蓮
大
聖
人
註
萱
讃
」
に
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
伝
承
を
う
け

終
焉
近
ヅ
ク
時
二
臨
ン
デ
朗
公
等
ノ
長
弟
二
歴
告
シ
テ
曰
ク
、
我
レ
死
セ
パ
全
身
ヲ
瓶
二
納
レ
テ
身
延
山
二
送
り
置
ケ
ト
、
日
朗
ノ
云

ク
一
日
半
日
ノ
道
ナ
ラ
パ
尊
命
二
任
ス
ベ
シ
道
ス
デ
ニ
三
、
四
日
二
及
く
り
、
誇
法
充
満
ノ
国
ナ
レ
パ
御
存
日
ノ
往
復
ノ
路
、
尚
ヲ
容

（
皿
）

易
ナ
ラ
ズ
、
只
如
法
二
茶
毘
シ
奉
テ
御
身
骨
ヲ
残
サ
ズ
延
山
二
納
メ
奉
ラ
ン
ト
、
聖
人
然
可
シ
玉
フ

と
し
る
し
て
い
る
が
、
徳
川
時
代
に
入
り
身
延
三
十
二
世
智
寂
日
省
は
享
保
五
年
（
一
七
二
○
）
本
化
別
頭
高
祖
伝
を
著
わ
し
た
が
、
こ

の
段
を
記
す
に
当
っ
て
大
体
註
豊
讃
に
よ
り

ヘ
ン
コ
ウ

全
身
瓶
二
収
テ
以
テ
空
壊
セ
ョ
、
塚
ヲ
守
ル
コ
ト
ハ
昭
朗
興
向
頂
持
コ
レ
ガ
上
首
ト
シ
テ
輪
次
奉
事
セ
ョ
、
衆
皆
ナ
低
頭
、
叉
手
シ
謹

デ
命
ヲ
間
ク
、
日
朗
進
デ
云
ク
、
我
師
折
伏
徳
部
シ
怨
嫉
モ
随
テ
強
シ
多
日
ノ
駅
次
魔
障
計
り
難
シ
、
シ
ヵ
ジ
茶
毘
シ
テ
以
テ
祀
ン
二

（
皿
）

ハ
、
之
ヲ
セ
ン
コ
ト
イ
カ
ン
、
高
祖
日
ク
、
衆
等
相
議
シ
テ
宜
シ
ク
夫
し
之
ヲ
修
ス
ベ
シ

と
記
し
、
三
十
六
世
六
牙
日
潮
は
そ
の
著
、
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
に
日
省
の
別
頭
高
祖
伝
を
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
う
け
た
記
事
を
の
せ
て
い

る
蝿
、
安
永
八
年
（
一
七
七
六
）
建
立
日
諦
・
玄
得
日
耆
の
共
著
に
な
る
高
祖
年
譜
は

日
朗
ヲ
顧
テ
曰
ク
、
我
ガ
滅
後
必
ズ
屍
ヲ
延
山
二
送
レ
ト
、
朗
泣
テ
曰
ク
在
世
猶
闘
提
有
り
、
況
ャ
滅
後
脩
途
豈
二
虞
リ
ナ
カ
ラ
ン
、

(鉛）



十
四
日
戌
時
御
入
棺
即
蜘
子
時
御
葬
也

日
昭
・
日
朗
の
二
人
が
御
入
棺
の
諸
儀
を
執
行
し
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
に
中
老
、
別
頭
統
紀
に
は
十
八
祖
の
一
人
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
治
部
公
日
位
は
葬
儀
に
は
前
陳
の
左
に
列
し
、
御
遺
物
の
配
分
に
は
御
小
袖
一
・
衣
一
・
帷
一
を
頂
い
て
い
る
。
こ
の
人
に
は
別

に
「
大
聖
人
御
葬
送
日
記
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
大
聖
人
御
遷
化
次
第
と
、
御
葬
送
次
第
、
御
遺
物
配
分
事
」
が
記
録
さ
れ
内
容
は
御
遷

化
記
録
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
葬
列
の
「
先
火
二
郎
三
郎
繊
倉
ノ
住
人
」
と
あ
る
が
「
鎌
倉
ノ
住
人
」
が
「
米
町
」
と
町
名
を

明
記
し
、
次
の
「
大
宝
華
四
郎
次
郎
峠
鍋
總
鯉
」
と
あ
る
所
は
「
上
野
ノ
住
人
四
郎
三
郎
」
と
か
わ
り
、
御
遺
物
配
分
に
御
遷
化
記
録

に
「
御
き
い
一
か
う
し
後
家
尼
」
の
一
人
が
脱
落
し
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
直
接
当
事
者
で
あ
る
日
位

の
記
録
が
現
存
（
静
岡
県
村
松
海
長
寺
蔵
）
し
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
日
位
は
蓮
華
阿
闇
梨
日
持
の
弟
子
で
、

日
持
は
は
じ
め
日
興
の
弟
子
、
の
ち
宗
祖
に
直
参
し
て
本
弟
子
六
人
に
列
な
っ
た
が
、
日
興
は
自
分
の
初
発
心
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
と
て

自
分
の
弟
子
分
と
し
て
あ
つ
か
い
、
そ
の
弟
子
治
部
公
日
位
も
自
分
の
弟
子
分
と
し
、
宗
祖
に
と
り
つ
い
で
御
本
尊
の
授
与
に
あ
ず
か
ら

せ
て
い
る
。
日
興
が
宗
祖
御
本
尊
を
と
り
つ
ぎ
、
分
与
さ
れ
た
目
録
を
「
白
蓮
弟
子
分
与
申
御
筆
御
本
尊
目
録
事
舜
藍
」
略
し
て
本
尊

分
与
帳
と
い
い
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
宗
祖
滅
後
十
七
年
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

（
胸
）

シ
カ
ジ
闇
維
シ
テ
以
テ
遺
骨
ヲ
送
ン
ニ
ハ
、
大
士
ノ
曰
ク
善
シ

宗
祖
の
身
延
山
の
還
帰
に
つ
い
て
遺
骨
と
す
る
や
否
や
は
化
導
記
の
所
伝
が
そ
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
御
遺
骨
収
取
に
つ
い
て
〉

ノ

十
月
十
三
日
辰
時
緬
壁
滅

宗
祖
御
遺
骸
入
棺
に
つ
い
て
御
遷
化
記
録
は

(”）



子
の
刻
（
真
夜
中
十
二
時
）
に
葬
送
の
儀
が
行
わ
れ
茶
毘
の
の
ち
収
骨
さ
れ
身
延
山
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
最
初

の
御
分
骨
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
和
泉
公
日
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
総
鷲
巣
鷲
山
寺
三
世
日
忍
は
同
寺
相
伝
の
宗
祖
御

舎
利
を
三
粒
、
中
山
法
華
堂
（
本
妙
寺
、
今
中
山
法
華
経
寺
）
に
分
与
し
奉
っ
た
と
い
う
、
そ
の
伝
授
状
に
よ
る
と

右
御
舎
利
ハ
武
州
池
上
茶
毘
ノ
庭
二
於
テ
和
泉
公
日
法
脂
鯛
銀
子
ハ
悲
歎
恋
慕
ノ
余
り
、
籟
二
火
中
二
於
テ
之
ヲ
盗
ミ
取
り
当

山
料
轆
轤
蝋
二
入
し
奉
り
畢
ヌ
、
凡
ソ
正
直
ノ
波
羅
門
ハ
籟
二
仏
舎
利
ヲ
身
中
二
納
ム
、
弘
法
沙
門
ハ
忍
テ
尊
師
ノ
御
骨
ヲ
火
中
二

中
公
の
日
号
は
不
明
で
あ
る
。

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

（
脚
）

駿
河
国
四
十
九
院
ノ
住
、
治
部
房
ハ
蓮
華
阿
閣
梨
ノ
弟
子
也
、
価
テ
日
興
之
ヲ
申
与
フ
、
但
シ
聖
人
滅
後
二
背
キ
了
ヌ

と
あ
る
。
つ
い
で
に
師
匠
日
持
の
条
を
見
る
と

松
野
甲
斐
公
日
持
ハ
日
興
最
初
ノ
弟
子
也
、
而
テ
年
序
ヲ
経
テ
後
チ
阿
闇
梨
号
ヲ
給
上
六
人
ノ
内
二
召
シ
具
セ
ラ
ル
。
蓮
華
阿
闇
梨
是

也
、
聖
人
御
滅
後
白
蓮
二
背
テ
五
人
一
同
天
台
門
徒
ト
ナ
レ
リ

と
い
う
。
日
興
が
日
昭
・
日
朗
・
日
向
・
日
頂
・
日
持
を
鎌
倉
方
と
い
い
、
自
か
ら
を
富
士
方
と
称
し
訣
別
す
る
の
は
正
応
元
年
（
一
二

八
八
）
十
二
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
い
ま
は
お
い
て
、
宗
祖
の
御
入
棺
の
儀
に
つ
い
て

同
十
四
日
辰
時
御
入
棺
撫
蹴
役
也
、
同
子
蒔
御
葬
逓

と
い
う
。
御
遷
化
記
録
は
日
昭
・
日
朗
が
奉
行
し
た
と
い
い
、
こ
れ
に
は
「
筑
前
公
、
越
中
公
の
役
」
と
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
日
昭
・

日
朗
が
指
図
を
し
一
般
に
お
こ
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
お
頭
剃
り
、
お
湯
灌
等
は
筑
前
公
・
越
中
公
が
そ
の
役
を
つ
と
め
た
こ
と
を
い
う
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
筑
前
公
は
葬
列
に
は
後
陣
の
右
に
列
し
、
御
遺
物
は
御
馬
一
疋
、
小
袖
一
、
御
念
珠
の
配
に
預
か
り
、
輪
番
は
七
月
伊

賀
公
と
共
に
勤
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
で
あ
る
が
、
越
中
公
は
こ
の
い
ず
れ
に
も
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
筑
前
公
、
越

(”）



得
。
愛
二
故
先
師
日
辨
ヨ
リ
以
来
二
代
相
伝
ノ
間
安
置
ス
ル
事
年
久
シ
ク
崇
敬
日
二
新
ナ
リ
、
然
リ
ト
雛
モ
所
願
成
就
ノ
旨
二
任
セ
テ
御

舎
利
ノ
内
三
粒
ヲ
下
総
国
中
山
法
華
堂
二
分
奉
セ
シ
ム
ル
所
也
、
且
ハ
後
輩
ノ
疑
ヲ
除
カ
ン
ガ
為
、
且
ハ
崇
重
ノ
誠
ヲ
致
サ
ン
ガ
為
、
誓

状
ノ
語
ヲ
載
セ
之
ヲ
録
ス
ル
者
件
ノ
如
シ
。

（
略
）

暦
応
二
年
駄
嘘
十
一
月
廿
六
日
大
法
師
日
忍
花
押

即
ち
和
泉
公
日
法
は
宗
祖
の
御
遺
骨
を
火
中
に
得
て
こ
れ
を
師
匠
越
後
日
撫
の
草
創
し
た
鷲
山
寺
に
お
さ
め
た
。
の
ち
日
弁
は
下
総
多

古
に
妙
興
寺
を
創
し
た
が
、
こ
こ
に
も
鷲
山
寺
奉
納
の
分
か
ら
遷
し
た
ら
し
い
。
日
辨
の
弟
子
日
忍
は
鷲
山
寺
三
世
、
妙
興
寺
二
世
で
あ

る
が
、
中
山
本
妙
寺
三
世
日
祐
に
深
く
帰
依
し
、
か
つ
私
淑
し
た
よ
う
で
、
自
身
の
所
願
成
弁
の
好
機
に
ま
か
せ
て
御
舎
利
三
粒
を
分
奉

し
た
の
で
あ
る
。
日
祐
も
そ
の
記
録
「
一
期
所
修
善
根
記
録
」
の
中
に

多
古
日
忍
阿
闇
梨
御
堂
供
養
延
文
二
年
丁
酉
四
月
三
日

（
肥
）

千
田
荘
多
古
日
忍
遺
蹟
堂
供
養
応
安
二
年
己
酉
六
月
十
四
日

と
日
忍
の
堂
供
養
に
際
し
て
導
師
を
つ
と
め
て
い
る
。
以
て
日
忍
と
日
祐
の
交
誼
を
知
り
得
よ
う
。

こ
れ
が
文
献
上
に
御
分
骨
を
物
語
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
池
上
祖
師
坐
像
の
胎
内
に
納
め
ら
れ
た
唐
金
経
筒
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
本
像
は
、
宗
祖
七
回
忌
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
唐
金
経
筒
に
は
宗
祖
御
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
て

正
面
裏弘安五年壬
午
十
月
十
三
日
辰
刻
御
遷
化

大
別
頭
大
国
阿
閣
梨
日
朗

南
無
多
宝
如
来

南
無
妙
法
蓮
華
経
大
施
主
散
位
大
中
臣
宗
仲

南
無
釈
迦
牟
尼
仏
（
”
》

大
施
主
清
原
氏
女

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

(鉦）



（
酌
）

絵
師
静
珍
花
押

応
永
九
年
五
月
十
五
日

と
記
さ
れ
て
い
る
。
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
は
宗
祖
七
回
忌
に
当
る
。
大
願
主
二
人
の
う
ち
侍
従
公
日
浄
は
葬
送
に
は
日
持
と
共
に
前

陳
左
に
列
し
、
御
遺
物
配
分
に
は
御
太
刀
一
、
小
袖
一
、
袈
裟
代
五
貫
文
と
い
う
上
位
の
配
分
に
預
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
人
が
蓮
華
阿

闇
梨
日
持
と
共
に
大
願
主
と
な
っ
て
い
る
。
本
像
に
は
日
法
が
造
立
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
何
も
の
も
な
い
、
従
っ
て
こ
の
像
が
日
法

の
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
証
蹟
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
本
像
は
宗
祖
滅
後
第
一
還
暦
康
永
元
年
壬
午
、
第
二
回
目
応
永
九

年
壬
午
に
補
修
彩
色
が
行
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
宗
祖
の
像
を
造
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
元
祖
化
導
記
に
或
記
の
説
と
し
て

十
月
一
干
九
日
御
ソ
木
ヲ
取
り
御
影
像
建
立
在
し
之
作
者
御
弟
子
日
法
、
七
々
日
二
御
仏
事
御
入
堂
在
し
趣

３
ギ

を
あ
げ
、
日
法
は
聖
人
御
影
を
造
立
し
て
身
延
山
に
安
置
し
た
と
い
い
、
註
画
讃
も

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

と
あ
る
。
即
ち
池
上
本
門
寺
祖
師
像
胎
内
に
奉
髄
さ
れ
た
御
遺
骨
を
も
っ
て
一
般
的
に
は
最
初
の
御
分
骨
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

池
上
本
門
寺
の
祖
師
坐
像
は
古
く
よ
り
和
泉
公
日
法
の
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
同
像
の
底
銘
に
は

敬
白
御
修
理

敬
白
大
願
主
二
人
大
進
阿
闇
梨
日
厳
誰
靜

侍
従
公
日
浄
無
汁

大
願
主
二
人
大
弐
阿
闇
梨
日
大
花
押

蓮
華
阿
闇
梨
日
持
乖
獄

康
永
元
年
十
月
十
三
日

正
応
元
年
六
月
八
日

(鰯）



日
法
聖
人
御
作
ノ
大
聖
、
身
延
・
池
上
ノ
御
影
ニ
テ
侭

（
訂
）

と
池
上
・
身
延
の
御
影
は
日
法
の
造
立
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
元
祖
化
導
記
の
著
者
日
朝
は
日
住
に
学
ん
だ
事
が
あ
る
か
ら
日
朝
の
著

書
の
中
に
は
当
然
日
住
の
説
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
更
に
日
法
に
つ
い
て
は
応
永
十
三
年
（
一
四
○
六
）
九
月
十

三
日
、
相
模
六
浦
上
行
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
宗
祖
坐
木
像
の
胎
内
納
経
に
は
納
経
書
写
意
趣
ｘ
並
に
奥
書
に
は
一
巻
か
ら
八
巻
に
わ
た
っ

て
「
御
身
之
御
経
書
写
之
人
々
」
の
名
が
記
さ
れ
経
筒
銘
に
は

筆
者
中
山
三
世
日
祐
井
御
弟
子
衆

と
日
法
が
彫
刻
の
名
手
で
あ
り

と
日
法
の
名
を
出
さ
な
い
で
御
影
の
造
立
さ
れ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
思
う
に
こ
の
こ
ろ
日
法
作
の
所
伝
は
天
下
周
知
の
こ
と
で
あ
っ

た
か
ら
記
さ
な
か
っ
た
も
の
か
。
日
法
が
彫
刻
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
の
は
京
都
四
条
門
家
の
学
匠
で
「
寛
正
盟
約
」
を
締
結
し

諸
門
流
和
融
を
な
し
と
げ
た
真
如
日
住
で
あ
蘂
。
日
住
は
関
東
の
中
山
本
妙
寺
の
支
院
浄
光
院
某
に
あ
て
た
書
状
に

ノ

大
聖
御
存
生
御
影
ヲ
パ
岡
宮
日
法
聖
人
御
作
云
々
細
工
ノ
人
ニ
テ
御
座
候
間
、
細
々
二
御
首
二
参
ラ
レ
ヶ
ル
時
、
大
聖
人
ア
ル
時
仰
セ

ラ
ル
ル
様
ハ
、
我
ガ
影
ヲ
作
ル
カ
ト
思
フ
ト
御
提
ア
ル
ニ
付
テ
色
々
物
語
リ
ア
リ
ト
宿
老
申
サ
レ
侯
ヲ
日
住
幼
若
ノ
時
承
り
覚
エ
侭

と
の
べ
て
い
る
。
な
お
、

浄
壇
二
似
像
ヲ
安
湘

御
身
形
稲
作
者
中
老
日
法

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

義書

ミ
エ
イ

同
キ
ー
十
九
日
二
日
法
真
影
ヲ
刻
ミ
四
十
九
日
二
影
堂
二
遷
轌

の
べ
て
い
る
。
な
お
、
日
省
の
本
化
別
頭
高
祖
伝
日
潮
の
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
は
共
に
十
二
月
二
日
、
七
七
日
に

妙
経
全
部

(”）



合
し
、
つ
い
に
池
上
祖
師
像
に
白

く
御
遺
骨
身
延
出
立
に
つ
い
て
〉

日
法
の
盛
名
は
他
門
流
に
お
い
て
も
等
閑
視
し
得
な
く
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
祖
滅
百
五
十
年
ご
ろ
行
学
日
朝
の
こ
ろ
に
は
身
延
祖

師
像
は
日
法
製
作
と
い
う
こ
と
は
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
と
共
に
応
安
八
年
（
一
三
七
五
、
祖
滅
九
四
）
の
こ
ろ
池
上
家
の
末
商

某
、
退
転
し
て
池
上
の
寺
領
三
町
六
段
を
南
小
路
の
道
場
（
禅
宗
で
あ
ろ
う
）
に
寄
進
し
、
寺
を
寿
福
寺
（
臨
済
宗
・
五
山
の
一
）
の
末

寺
に
せ
ん
と
は
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
池
上
当
住
三
世
日
山
は
鎌
倉
管
領
に
訴
え
、
祖
師
像
を
比
企
谷
妙
本
寺
ま
で
遷
座
し
て
祈

り
顕
益
を
得
て
勝
訴
し
た
蝿
こ
れ
は
池
上
祖
師
像
の
霊
験
を
門
家
は
勿
論
、
一
般
庶
民
の
間
に
轟
か
せ
、
中
老
日
法
の
彫
刻
の
伝
承
と
結

合
し
、
つ
い
に
池
上
祖
師
像
に
身
延
祖
師
像
と
共
に
中
老
日
法
の
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
見
え
る
。

と
し
る
さ
れ
て
い
る
か
ら
室
町
初
期
、
宗
祖
滅
後
百
年
ご
ろ
に
は
日
法
の
名
が
一
部
に
知
ら
れ
そ
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に

な
る
と
な
る
と
少
し
有
名
な
祖
師
像
は
殆
ん
ど
日
法
上
人
作
と
な
り
、
富
士
門
流
で
も
日
法
上
人
を
取
り
入
れ
て
自
山
の
霊
宝
を
権
威
づ

け
よ
う
と
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
楠
板
本
尊
製
作
の
紛
飾
が
そ
れ
で
、
大
石
寺
十
一
世
日
有
の
物
語
に
つ
い
て
同
三
十
一
世
日

因
（
一
類
祥
八
三
才
）
が
註
解
し
た
「
娼
御
物
語
聴
聞
佳
跡
」
第
五
十
二
段
の
註
に
よ
る
と
、

日
因
私
二
云
、
身
延
山
九
カ
年
ノ
間
常
随
給
仕
シ
テ
能
ク
細
工
二
長
ズ
。
…
蓮
祖
御
存
生
ノ
弘
安
二
年
二
板
本
尊
ヲ
彫
刻
シ
奉
ル
。
本

門
戒
壇
ノ
御
本
尊
コ
レ
ナ
リ
。
又
一
体
三
寸
ノ
御
影
ヲ
彫
り
奉
り
、
後
御
免
許
ニ
テ
大
聖
人
等
身
ノ
御
影
ヲ
之
ヲ
彫
刻
シ
奉
ル
…
御
本

尊
ノ
寸
尺
、
長
サ
四
尺
七
寸
五
分
、
横
二
尺
一
寸
七
分
、
厚
サ
ニ
寸
二
分
、
御
首
題
、
御
勧
請
皆
金
薄
入
也
。
仏
滅
後
二
千
二
百
廿
余

年
等
ト
云
々
、
御
端
書
、
右
為
現
当
二
世
造
立
如
件
、
本
門
戒
壇
之
願
主
弥
四
郎
国
重
敬
白
法
華
講
衆
等
、
弘
安
二
年
十
月
十
三
日

金
物
施
主
一
瀬
鴎

（
記
）

云
々

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

(“）



、
筆
Ａ
Ｔ
Ｂ
■
典
ヨ
回
Ｌ
Ｊ
９
ｊ
９

御
遷
化
御
舎
利
ハ
同
月
十
九
日
池
上
御
立
チ
有
蝿

十
九
日
出
立
と
明
記
し
て
い
る
。
御
葬
送
に
直
接
参
与
に
あ
ず
か
っ
た
人
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
人
の
十
九
日
出
立
の
方
が
史
料
と
し
て

た
い
や

有
力
で
あ
ろ
う
。
即
ち
十
九
日
は
初
七
日
に
あ
た
る
か
ら
十
八
日
の
お
逮
夜
に
は
門
徒
集
会
し
て
法
要
を
執
行
し
翌
十
九
日
御
適
骨
奉
遷

の
旅
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
化
導
記
所
載
の
宿
々
の
日
程
に
従
え
ば
身
延
到
着
は
二
十
三
日
と
な
る
。
従
っ
て
翌
二
十
四
日
は
少
憩
、
二

十
五
日
は
二
七
日
忌
逮
夜
に
あ
た
る
か
ら
諸
弟
子
門
徒
等
群
集
し
て
通
夜
法
要
を
つ
と
め
、
翌
二
十
六
日
は
法
要
戻
修
の
の
ち
納
骨
さ
れ

た
と
見
る
べ
き
で
、
化
導
記
所
引
の
或
記
は
、
二
十
五
日
・
二
十
六
日
の
逮
夜
と
納
骨
の
日
取
り
を
記
憶
し
て
い
た
の
で
、
宿
々
の
泊
り
、

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

化
導
記
が

送
日
記
」

御
遺
骨
の
出
立
は
普
通
十
月
二
十
一
日
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
元
祖
化
導
記
に
由
来
す
る
。

或
記
二
云
ク
、
御
身
骨
ヲ
パ
御
遺
言
ニ
マ
カ
セ
テ
十
月
二
十
一
日
池
上
ヨ
リ
飯
田
マ
デ
、
二
十
二
日
湯
本
、
二
十
三
日
車
返
シ
、
二
十

四
日
上
野
南
条
七
郎
宿
所
、
二
十
五
日
甲
斐
国
二
入
り
玉
ヘ
リ
、
同
十
月
二
十
九
日
、
御
ソ
木
ヲ
取
り
御
影
像
建
立
コ
レ
ア
リ
、
作
者

ハ
御
弟
子
日
法
、
七
々
日
御
仏
事
御
入
堂
コ
レ
ア
リ
、
一
百
ケ
日
御
墓
建
立
了
ヌ
、
ヤ
ガ
テ
御
舎
利
奉
納
等
云
蝿

こ
の
十
月
二
十
一
日
出
発
の
こ
と
は
化
導
記
の
或
記
の
説
は
こ
の
後
に
出
る
諸
書
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
。

註
画
讃
二
十
一
日
出
発
二
十
五
日
身
延
着
、
蓮
公
行
状
・
別
頭
高
祖
伝
・
別
頭
統
紀
等
は
す
べ
て
二
十
一
日
出
発
と
し
て
い
る
。

十
月
十
九
日
は
初
七
日
に
あ
た
る
が
何
故
に
初
七
日
の
十
九
日
に
出
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
別
頭
高
祖
伝
・
別
頭
統
紀
は
十
九
日
に
初
七

日
忌
を
修
し
、
六
子
（
六
老
僧
）
更
交
説
法
し
能
化
所
化
涕
涙
連
如
た
る
も
の
が
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る
が
、
六
子
中
、
日
向
・
日
頂
は

こ
の
座
に
い
な
い
こ
と
は
御
遷
化
記
録
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
ず
お
き
、
御
遺
骨
の
出
立
は
初
七
日
の
＋
九
日
で
、

化
導
記
が
「
或
記
」
に
依
っ
た
或
記
は
後
日
の
調
整
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
前
述
し
た
治
部
公
日
位
の
「
大
聖
人
御
葬

》
」
＋
隼

(“）



と
記
し
て
い
る
。
日
祐
は
御
塔
頭
と
い
う
が
こ
れ
が
墓
所
の
寺
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
御
塔
頭
は
禅
宗
で
は
相
歸
の
墓
所
の

た
つ
ち
ゅ
う

そ
ば
に
た
て
た
僧
坊
を
塔
頭
と
い
い
、
の
ち
そ
の
寺
域
に
あ
る
支
院
を
総
じ
て
塔
頭
と
よ
び
、
塔
中
と
記
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
祐
の

と
う
と
う

記
す
塔
頭
は
い
う
ま
で
も
な
く
祖
塔
で
、
宗
祖
滅
後
六
十
一
年
目
に
あ
た
っ
て
墓
所
寺
ｌ
塔
頭
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
、
そ
の
柱
立
の
儀

を
拝
し
、
あ
わ
せ
て
御
舎
利
を
拝
し
奉
っ
た
と
い
う
。
日
祐
は
御
塔
頭
を
通
常
の
呼
び
名
「
お
と
う
と
う
」
と
称
し
「
お
た
つ
ち
ゅ
う
」

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

日
数
を
逆
算
考
慮
し
て
二
十
一
日
出
発
と
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
苧

ノ

諸
書
に
は
納
骨
に
つ
い
て
極
め
て
簡
略
に
こ
れ
を
し
る
し
て
い
る
が
、
御
遷
化
記
録
に
は
墓
所
傍
・
墓
所
寺
と
あ
る
、
当
時
の
状
況
を

考
え
る
と
墓
と
寺
と
二
つ
が
一
所
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
白
蓮
日
興
が
弘
安
七
年
十
月
美
作
房
へ
送
っ
た
消
息
に
よ
る
と

何
ご
と
よ
り
も
身
延
沢
の
御
墓
の
荒
は
て
候
て
、
鹿
か
せ
き
の
蹄
に
親
り
か
か
ら
せ
給
候
事
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
事
に
礎

と
宗
祖
の
墓
が
鹿
や
鹿
の
類
の
獣
た
ち
の
蹄
に
墓
所
が
蹴
り
散
ら
さ
れ
て
あ
れ
は
て
て
い
る
の
を
九
月
輪
番
に
あ
た
っ
て
登
山
し
た
日

ノ

興
が
見
て
慨
歎
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
共
に
墓
所
寺
が
あ
り
、
遺
言
に
よ
れ
ば
宗
祖
生
涯
の
随
身
仏
で
あ
る
立
像
の
釈
尊
が
安
置
さ
れ
、

註
法
華
経
が
お
か
れ
て
い
た
。
日
興
は
幕
府
の
本
宗
へ
の
抑
圧
、
諸
弟
子
各
自
の
教
線
の
維
持
の
上
か
ら
輪
番
制
の
謹
持
が
不
可
能
で
あ

る
の
を
見
、
地
頭
南
部
実
長
と
相
談
し
そ
の
結
果
自
身
並
び
に
そ
の
門
下
を
も
っ
て
身
延
を
護
り
、
自
か
ら
身
延
山
院
主
と
し
て
臨
ま
ん

と
し
、
仏
安
八
年
末
よ
り
常
住
す
る
こ
と
と
な
泥
、
し
た
が
っ
て
釈
尊
と
註
法
華
経
は
日
興
が
執
筆
し
た
御
遺
物
配
分
帳
の
約
束
の
如
く

日
朗
と
日
昭
に
そ
れ
ぞ
れ
渡
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
所
で
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
宗
祖
三
十
三
回
忌
に
当
り
時
に
十
七
才
に
し
て
中
山

本
妙
寺
貫
首
と
な
っ
た
同
寺
三
世
日
祐
は
こ
の
年
か
ら
毎
年
身
延
参
詣
を
企
て
た
が

康
永
元
年
壬
午
（
一
三
四
二
）
卯
月
三
日
六
浦
ヲ
立
チ
同
七
日
登
山
、
同
八
日
御
塔
頭
ノ
柱
立
こ
れ
を
拝
し
奉
っ
て
下
向
、
大
聖
人
御

崖
琴
水
一
元
一
ヰ
壬
午
（
一

舎
利
ヲ
拝
し
奉
蝿

(”）



御
遷
記
録
に
「
弘
安
五
年
頂
〒
九
月
十
八
日
武
州
池
上
斤
御
蜘
蕊
鰯
同
十
月
八
日
本
弟
子
六
人
被
二
定
置
一
謡
叙
噸
式
鵠
」
と
あ

る
。
十
八
日
に
武
州
池
上
に
到
着
、
地
頭
池
上
衛
門
大
夫
宗
仲
の
館
に
入
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
日
位
治
部
公
の
大
聖
人
御
葬
送
日
記
に
は

ノ

「
於
二
武
蔵
国
江
原
郡
千
束
郷
池
上
村
本
門
寺
一
御
年
六
十
一
歳
御
遷
化
也
」
と
い
う
。
御
遷
化
記
録
の
書
か
れ
た
こ
ろ
は
、
ま
だ
寺
と
は

い
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
如
く
、
正
応
元
年
、
七
回
忌
に
宗
祖
坐
像
が
造
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、
御
遺
骨
が
唐
金
経

筒
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
胎
内
に
内
蔵
さ
れ
た
。
こ
の
経
筒
の
銘
に

弘
安
五
年
壬
午
十
月
十
三
日
辰
時
御
遷
化

弘
安
五
年
壬
午
十
月
十
三
日
辰
時

と
は
呼
ば
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
康
永
元
年
よ
り
九
年
後
の
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
に
は

身
延
山
久
遠
寺
、
同
御
影
堂
、
大
聖
人
御
塔
頭
、
塔
頭
板
本
尊
金
簿
造
営
ノ
結
縁

ノ

康
永
三
年
七
月
十
九
日
先
師
塔
頭
修
理
畢
。

ノ

応
安
元
年
戊
申
（
一
三
六
八
）
日
高
塔
頭
葺
替
畢
。

等
と
塔
頭
の
修
造
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
が
、
「
た
つ
ち
ゅ
う
」
で
な
く
こ
れ
は
「
お
と
う
と
う
」
「
と
う
と
う
」
と
呼
ん
だ
の
で
は
な

い
か
。
塔
頭
の
「
頭
」
を
「
ち
ゅ
う
」
と
唐
宋
音
で
読
む
禅
崇
風
の
読
み
方
よ
り
呉
音
の
「
と
う
」
の
方
が
当
時
の
仏
教
諸
宗
の
読
み
方

と
し
て
は
親
し
い
か
ら
で
あ
る
。

〈
池
上
本
門
寺
の
建
立
〉

御
遷
記
録
に
「
弘
安
工

大
別
当
大
国
阿
闇
梨
日
朗

大
別
当
大
国
阿
闇
梨
日

大
施
主
散
位
大
中
臣

大
施
主
清
原
氏
女

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

宗
仲
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宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
「
大
別
当
」
と
い
う
。
少
な
く
と
も
正
応
元
年
に
は
池
上
本
門
寺
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
日
朗
は
大
別
当

と
し
て
住
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
池
上
宗
仲
・
宗
長
の
兄
弟
は
右
衛
門
大
夫
志
に
任
じ
た
宗
仲
、
兵
衛
志
に
任
じ
た
宗
長
で
あ
る

が
、
宗
仲
は
御
遷
化
記
録
に
は
衛
門
大
夫
と
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
こ
の
こ
ろ
宗
仲
は
衛
門
尉
に
任
ぜ
ら
れ
、
位
階
も
従
六
位
よ
り
五
位

に
昇
叙
さ
れ
衛
門
大
夫
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
蕊
。
経
筒
に
散
位
と
あ
る
の
は
散
官
と
も
い
い
位
階
だ
け
で
職
務
の
な
い
者
を
い
う
か

ら
宗
仲
は
衛
門
大
夫
に
は
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
別
に
職
務
に
就
か
な
か
っ
た
か
ら
散
位
と
記
し
た
の
で
あ
る
。
中
臣
氏
は
藤
原
氏
で
あ
る

か
ら
池
上
氏
は
藤
原
氏
の
流
れ
を
く
む
氏
族
で
あ
ろ
う
。
宗
仲
の
妻
女
は
清
原
氏
の
氏
族
公
輔
で
あ
る
か
ら
清
原
氏
女
と
記
し
た
の
で
あ

る
。
と
も
か
く
池
上
氏
は
宗
仲
夫
妻
に
よ
っ
て
本
門
寺
を
建
立
し
、
夫
妻
は
大
施
主
、
日
朗
は
別
当
に
請
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
、
宗
祖
滅
後

三
、
四
年
に
し
て
本
門
寺
は
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
位
が
御
葬
送
日
記
を
う
つ
し
た
こ
ろ
は
本
門
寺
は
す
で
に
門
家
に
知
悉
さ
れ
た
寺
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
池
上
村
本
門
寺
」
と
記
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
池
上
本
門
寺
建
立
に
つ
い
て
は
諸
書
に
見
る
所
は
す
ぐ
な
い
が
、
後
世
智
寂
日
省
の
著
で
あ
る
高
祖
伝
に
よ
る
と
宗
祖

は
秋
の
初
め
に
病
気
に
な
ら
れ
た
。
門
人
多
く
集
ま
っ
た
が
比
企
大
学
能
本
、
池
上
宗
仲
も
馬
に
乗
り
馳
せ
見
舞
っ
た
。
人
々
は
身
延
は

不
便
で
良
い
医
師
が
い
な
い
が
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
あ
っ
た
が
宗
祖
は
「
我
に
思
ふ
所
あ
り
、
池
上
本
門
寺
に
往
て
病
を
養
は
ん
と
欲

す
」
と
い
わ
れ
た
の
で
宗
仲
大
い
に
喜
び
池
上
に
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
池
上
に
着
か
れ
た
が
宗
仲
は
「
本
門
寺
未
だ
開
堂

あ
ら
ず
、
欽
ん
で
乞
ふ
、
病
の
暇
に
吉
日
を
卜
し
て
之
を
修
せ
ん
か
、
高
祖
聡
許
す
」
こ
う
し
て
一
日
開
堂
の
式
並
に
仏
事
を
修
し
た
と

い
っ
て
本
門
寺
は
宗
祖
在
世
中
に
開
堂
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
六
牙
日
潮
の
別
頭
統
紀
は
日
朗
伝
の
中
で
、
文
永
十
一
年
三
月
、
宗
祖
佐
渡

流
罪
よ
り
鎌
倉
へ
帰
り
給
う
や
大
学
三
郎
は
館
を
す
て
て
寺
を
た
て
、
宗
祖
の
開
堂
を
請
う
て
長
興
山
妙
本
寺
と
な
し
日
朗
を
主
た
ら
し

め
た
。
翌
建
治
元
年
、
宗
仲
、
能
本
の
捨
宅
為
寺
の
美
挙
を
羨
や
み
宗
祖
に
乞
う
て
長
栄
山
本
門
寺
を
創
し
、
日
朗
を
し
て
両
寺
を
監
せ

(68）



し
め
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
本
門
寺
を
も
つ
三
語
里
倭
世
中
の
建
立
と
い
う
所
伝
は
別
頭
統
紀
並
に
高
祖
伝
の
名
声
と
権
威
に
よ
っ
て

殆
ん
ど
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
実
際
は
後
世
の
紛
飾
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
「
宗
祖
御
遷
化
記
録
」
は
平
成
四
年
十
一
月
二
十
日
付
を
も
っ
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

（
ｕ
）

（
皿
）

（
咽
）

（
必
）

（
妬
）

（
肥
）

日
代
よ
り
宰
相
阿
閣
梨
日
尹
へ
の
状
宗
全
二
’
二
三
五
頁

化
導
記
日
蓮
聖
人
伝
記
集
四
七
頁

註
画
讃
日
蓮
聖
人
伝
記
集
一
○
七
頁

本
化
別
頭
高
祖
伝
日
蓮
聖
人
伝
全
集
五
○
頁

本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
普
通
「
別
頭
統
紀
」
と
い
う
。
一
八
七
頁

高
祖
年
譜
日
蓮
聖
人
伝
記
集
一
七
六
頁

本
尊
分
与
帳
宗
全
二
’
二
三
頁

大
聖
人
御
葬
送
日
記
宗
全
一
’
五
三
頁

宗
全
一
’
四
五
一
頁
正
本
中
山
法
華
経
寺
蔵

同
二
七
五
八
頁

化
導
記
日
蓮
聖
人
伝
記
集

当
家
宗
旨
名
目
下
廿
九
ウ

宗
全
二
’
一
○
一
頁
～
二
○
頁

同
二
’
一
○
七
頁
、
こ
の
裏
判
は
、
去
る
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
八
日
西
山
本
門
寺
で
拝
見
、

伝
灯
抄
宗
全
一
八
’
二
一
頁

定伝同

遺‘
二 二

七一 ’
四茎一
九一○
頁八七

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

四
六
頁

日
蓮
宗
事
典
一
○
二
頁
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）
当
門
徒
継
図
次
第
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こ
の
事
件
は
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
の
こ
ろ
、
日
山
は
永
安
寺
殿
に
訴
訟
し
た
と
い
う
。
永
安
寺
壁
山
道
全
は
貞
治
六
（
一
三
六
七
）
か
ら

応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
ま
で
関
東
管
領
を
勤
め
た
足
利
氏
満
で
あ
る
。
宗
全
一
八
’
六
七
頁

化
導
記
日
蓮
聖
人
伝
記
集
四
八
頁

大
聖
人
御
葬
送
日
記
宗
全
一
’
五
七
頁

す
で
に
日
蓮
教
団
全
史
上
五
一
頁
に
の
べ
た
如
く
で
あ
る
。

中
尾
尭
中
山
法
華
経
寺
史
料
二
五
七
頁

富
士
宗
学
要
集
疏
釈
之
二
’
四
一
○
頁

当
家
諸
門
流
継
図
之
事
、
成
立
は
文
禄
・
慶
長
の
こ
ろ
、
こ
の
こ
ろ
大
石
寺
系
に
は
日
興
身
延
退
出
に
あ
た
っ
て
次
の
伝
説
が
あ
っ
た
。
日
興

は
「
急
に
身
延
に
帰
っ
て
板
御
本
尊
と
岡
ノ
宮
日
法
御
作
の
大
聖
人
御
影
の
木
像
を
取
っ
て
出
山
し
玉
ふ
」
と
い
う
。
す
で
に
日
法
上
人
の
名

を
と
り
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
、
御
影
に
は
大
切
な
条
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
に
は
ま
だ
板
本
尊
は
日
法
上
人
作
と
は
主
張
し
て
い

な
か
っ
た
。
宗
全
一
八
’
一
四
九
頁

同同 別
頭
高
祖
伝
日
蓮

日
蓮
教
団
全
史
上

与
中
山
浄
光
院
書

同
宗
全
八
七
頁

日
蓮

同
上
同
上
昭
和
定
本
遺
文
第
三
巻
巻
頭
写
真

宗
全
一
’
四
四
八
頁

日
蓮
聖
人
伝
記
集
四
八
頁

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

日
興
の
本
尊
分
与
帳
第
九
・
十
項
に
日
弁
と
日
法
の
師
弟
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
全
二
’
二
二
頁

同

聖
人
伝
記
集
五
二
頁

上
三
○
○
頁

薔
宗
全
一
八
’
八
三
頁

別
頭
統
紀
一
九
○
頁

(”）
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美
作
房
御
返
事
宗
全
二
’
一
四
五
頁

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
創
価
学
会
批
判
」
日
蓮
宗
々
務
院
刊
四
○
頁
と
、
日
蓮
教
団
全
史
上
七
二
頁
に
論
述
し
て
お
い
た
。

一
期
所
修
善
根
記
録
の
「
身
延
山
参
詣
之
事
」
宗
全
一
’
四
四
九
頁

和
田
英
松
著
官
職
要
解
衛
門
府
二
九
頁

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
（
宮
崎
）

（河）



静
岡
県
北
山
本
門
寺
（
旧
富
士
門
流
）
に
一
四
○
九
年
頃
、
富
士
門
流
系
の
信
伝
な
る
僧
が
書
写
し
た
写
本
遺
文
を
格
護
す
る
。
こ
こ

で
は
、
こ
の
写
本
遺
文
を
信
伝
本
と
呼
称
す
る
。
合
綴
さ
れ
た
写
本
に
収
録
さ
れ
た
十
一
通
の
遺
文
は
、
伽
定
本
番
号
躯
寺
泊
御
書
②

噸
真
言
諸
宗
違
目
③
獅
聖
人
知
三
世
事
剛
加
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
⑤
池
忘
持
経
事
⑥
麹
道
場
神
守
謹
事
例
燕
富
木
殿
御
書

⑧
”
始
聞
仏
乗
義
⑨
抑
富
木
入
道
殿
御
返
事
⑱
”
諸
経
与
法
華
経
難
易
事
伽
禰
金
吾
殿
御
返
事
の
諸
遺
文
で
あ
る
。
か
つ
、
こ
れ

ら
は
中
山
門
流
初
期
の
目
録
で
あ
る
日
常
目
録
・
日
祐
目
録
に
登
載
さ
れ
、
そ
の
真
筆
の
す
べ
て
が
現
在
も
中
山
法
華
経
寺
に
格
護
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
⑪
金
吾
殿
御
返
事
は
両
目
録
に
未
載
で
あ
る
が
、
そ
の
真
筆
は
中
山
法
華
経
寺
に
存
す
奇
犀

そ
こ
で
次
の
よ
う
な
問
題
が
設
定
さ
れ
よ
う
。
㈲
日
蓮
聖
人
滅
後
ま
も
な
い
時
期
に
、
中
山
法
華
経
寺
に
格
謹
さ
れ
た
宣
霊
を
書
写
じ
、

門
流
の
異
な
る
富
士
門
流
に
伝
え
た
の
は
誰
か
。
口
信
伝
本
の
内
容
は
真
筆
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
の
相
違
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

相
違
の
有
り
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
曰
こ
の
信
伝
本
よ
り
、
や
や
時
代
が
下
が
る
同
じ
関
東
系
写
本
の
平
賀
本
録
内
御
書
（
一
四
四

三
年
頃
の
写
本
を
底
本
と
す
る
）
・
日
朝
本
録
内
御
書
（
一
四
七
○
年
前
後
頃
の
書
写
本
）
収
録
遺
文
と
比
較
し
、
そ
の
内
容
に
い
か
な

る
相
違
が
あ
る
の
か
と
い
う
書
誌
的
問
題
を
考
察
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て

は
じ
め
に

冠

賢

一

（”）



い
。
日
澄
は
ニ

リ
、
富
士
本
四

没
し
て
い
る
。

信
伝
本
に
は
、
そ
の
書
写
年
代
と
伝
来
を
示
す
「
奥
書
」
と
「
本
奥
書
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
、

（
阿
閣
梨
）

私
云
干
時
明
徳
第
三
暦
林
鐘
十
九
日
於
重
須
大
坊
霊
仙
房
遺
跡
自
治
部
ア
サ
リ
日
伝
相
伝
之
、
其
後
送
十
七
年
星
霜
佐
州
御
代
官
二

噌
芽

下
国
之
際
、
清
書
之
奉
ル
処
也
、
釈
信
伝
之

エ
チ
コ

と
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
六
月
十
九
日
に
、
治
部
阿
闇
梨
日
伝
よ
り
こ
の
写
本
遺
文
を
相
伝
し
た
信
伝

が
、
そ
れ
か
ら
十
七
年
を
経
て
佐
渡
国
の
代
官
と
し
て
下
向
す
る
に
あ
た
り
、
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
書
写
し
た
年
次
は
、

相
伝
後
十
七
年
の
星
霜
を
送
っ
た
と
い
う
か
ら
、
一
四
○
九
年
頃
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
奥
書
に
こ
の
と
き
信
伝
は
満
五
十
才
と
い

う
が
、
信
伝
の
誕
生
年
が
不
明
な
た
め
、
そ
の
年
次
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

で
は
、
信
伝
本
は
何
を
底
本
と
し
て
書
写
し
た
の
か
。
信
伝
本
の
底
本
に
記
さ
れ
て
い
た
本
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

●
●
●
●
●
●

已
上
十
一
通
者
因
幡
国
富
城
庄
之
本
主
日
常
所
賜
也
、
於
正
本
者
当
住
下
総
国
高
鹿
郡
八
幡
庄
内
栗
原
村
也
、
定
有
彼
在
所
歎
、
此

本
者
以
御
正
本
写
校
早
、
日
澄
謹
書

こ
の
本
奥
書
を
書
い
た
日
澄
に
よ
れ
ば
、
十
一
通
の
遺
文
は
い
ず
れ
も
日
蓮
聖
人
の
自
筆
を
も
っ
て
写
校
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

本
遺
文
伝
来
の
カ
ギ
を
に
ぎ
る
こ
の
本
奥
書
を
書
い
た
日
澄
と
は
、
富
士
門
流
の
寂
仙
房
日
澄
（
一
二
六
二
’
一
三
一
○
）
と
考
え
て
よ

い
。
日
澄
は
兵
部
阿
闇
梨
と
い
い
、
は
じ
め
日
向
に
学
ん
だ
が
、
一
体
仏
造
立
を
批
判
し
、
正
安
二
年
（
一
三
○
○
）
日
興
の
弟
子
と
な

り
、
富
士
本
門
寺
重
須
談
所
の
学
頭
を
つ
と
め
た
。
日
興
の
弟
子
と
な
っ
て
十
年
、
延
慶
三
年
（
一
三
一
○
）
三
月
十
日
、
四
十
九
才
で

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

一
、
信
伝
本
の
書
写
と
富
士
へ
の
伝
来

（〃）



因
幡
国
富
城
五
郎
入
道
日
常
息
寂
仙
房
申
与
越

と
あ
る
。
こ
の
本
尊
は
明
治
八
年
の
身
延
山
久
遠
寺
の
大
火
で
焼
失
し
た
が
、
遠
沽
日
亨
の
臨
写
本
が
現
存
し
、
『
御
本
尊
鑑
』
に
収
録

中
世
に
お
け
る
日
蓮
過
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

添
書
か
ら
明
ら
か
で
、

因
幡
国
富
城
五
郎
入
道
息
伊
与
阿
闇
梨
日
頂
舎
弟
寂
仙
房
（
日
澄
）
付
属
毒
）

と
あ
る
。
ま
た
、
寂
照
院
日
乾
の
『
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
宝
記
録
』
曼
茶
羅
の
部
に
も
、

た
だ
し
、
こ
の
本
奥
書
を
書
い
た
の
は
日
澄
で
あ
る
が
、
本
書
収
録
の
十
一
通
の
遺
文
を
、
日
澄
自
身
が
真
筆
か
ら
転
写
し
た
も
の
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
本
奥
書
に
十
一
通
の
真
筆
が
格
護
さ
れ
て
い
る
場
所
を
、
「
定
有
彼
在
所
歎
」
の
ご
と
き
表
記

は
、
日
澄
自
身
が
、
直
接
、
真
筆
か
ら
書
写
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
お
そ
ら
く
、
日
澄
自
身
が
あ
る
写
本
か
ら
転
写
し
た
と
き

に
こ
の
本
奥
書
を
書
き
加
え
た
か
、
あ
る
い
は
他
者
が
書
写
し
た
も
の
に
、
日
澄
が
こ
の
本
奥
書
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
日
澄
の
没
年
は
一
三
一
○
年
で
あ
る
か
ら
、
信
伝
本
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
は
一
三
一
○
年
以
前
の
極
め
て
古
い
書
写
本
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
中
山
に
真
筆
を
有
す
る
十
一
通
の
こ
の
書
写
本
の
伝
来
に
、
日
澄
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
本
写
本
が
中

山
か
ら
富
士
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
理
由
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
寂
仙
房
日
澄
の
兄
が
中
山
を

中
心
に
活
躍
し
た
六
老
僧
の
一
人
、
伊
与
房
日
頂
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
山
の
日
頂
と
富
士
の
日
澄
が
兄
弟
で
あ
る
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
が
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
八
月
、
日
頂
に
授
与
し
た
本
尊
の
日
興

鵡
肘
十
一
年
岬
十
一
月
日

飼
蝿
調
熱

但
可
為
大
本
門
寺
重
宝
也

(庵）



次
に
信
伝
本
の
書
誌
的
考
察
を
行
な
っ
て
み
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
信
伝
本
の
底
本
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
の
真

筆
に
た
ど
り
つ
く
。
し
た
が
っ
て
、
信
伝
本
が
ど
の
程
度
、
真
筆
の
通
り
書
写
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
初
期
に
お
け
る
遺

文
の
書
写
の
有
り
様
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

信
伝
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
十
一
通
の
遺
文
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
真
筆
が
中
山
法
華
経
寺
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
照
に
よ
っ
て

真
筆
と
の
相
違
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
信
伝
本
が
写
本
遺
文
中
、
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
た
め
、
録
内
御
書
の

な
か
で
最
古
の
写
本
で
あ
る
平
賀
本
・
日
朝
本
所
収
遺
文
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。
八
史
料
１
Ｖ
は
、
信
伝
本
に
収
録
す
る
十
遺
文

（
金
吾
殿
御
返
事
は
録
外
御
書
で
あ
り
、
録
内
御
書
の
平
賀
本
・
日
朝
本
未
収
の
た
め
除
い
た
）
に
つ
い
て
、
真
鐙
と
信
伝
本
・
平
賀
本
。

以
上
の
史
料
か
ら
、
中
山
の
伊
与
房
日
頂
と
富
士
の
寂
仙
房
日
澄
が
兄
弟
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
、
そ
の
関
係
か
ら
中
山
所
蔵
の
真
筆

を
書
写
し
た
遺
文
が
富
士
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
澄
が
日
向
の
も
と
を
離
れ
て
日
興
の
弟
子
と
な
り
、
富
士
へ
来

た
の
が
正
安
二
年
（
一
三
○
○
）
で
、
兄
日
頂
が
中
山
を
追
放
さ
れ
た
の
が
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
九
月
か
ら
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）

と
さ
軸
〉
富
士
に
来
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
中
山
か
ら
富
士
へ
信
伝
本
の
底
本
で
あ
る
写
本
遺
文
を
伝

え
た
の
は
日
頂
そ
の
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
澄
が
没
す
る
延
慶
三
年
（
一
三
一
○
）
三
月
十
日
以
前
に
転
写
さ
れ
、

日
澄
に
よ
っ
て
本
奥
書
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

さ
れ
て
い
る
。

定
し
て
い
る
。 中

世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

。
。
立
正
安
国
会
編
『
御
本
尊
集
目
録
』
は
、
日
乾
の
い
う
聖
筆
に
あ
ら
ざ
る
廿
八
字
を
、
先
の
類
例
か
ら
日
興
の
添
書
と
推

二
、
信
伝
本
の
書
認
的
考
察

(汚）



日
朝
本
三
写
本
と
の
校
異
の
結
果
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
校
異

は
用
字
・
用
語
・
補
入
・
脱
字
（
文
）
・
漢
字
化
・
仮
名
化
・
漢
文

化
・
和
文
化
・
転
倒
に
つ
い
て
真
筆
と
比
較
し
、
そ
の
相
違
を
数
字

と
し
て
示
し
た
。
斜
線
の
部
分
は
、
当
該
遺
文
が
欠
本
の
た
め
校
合

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
数
字
が
少
な

い
ほ
ど
真
筆
に
近
い
写
本
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
寺
泊
御
書
の
真
筆
と
の
相
違
箇
所
は
、
信
伝
本
岨
、

平
賀
本
館
、
日
朝
本
別
箇
所
で
あ
り
、
真
言
諸
宗
違
目
は
信
伝
本
昭
、

平
賀
本
”
、
日
朝
本
妬
箇
所
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、

こ
こ
に
示
し
た
数
字
の
み
で
は
、
諸
遺
文
の
分
量
に
大
幅
な
相
違
が

あ
り
、
諸
遺
文
間
の
相
違
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
各
遺
文
の
相
違
箇
所
一
箇

所
あ
た
り
の
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
以
下
『
定
本
遺
文
』

と
略
称
）
の
行
数
を
算
出
し
て
み
た
。
八
史
料
１
Ｖ
の
カ
ッ
コ
内
の

数
字
が
そ
れ
で
、
『
定
本
遺
文
』
行
数
詑
行
の
寺
泊
御
書
の
真
筆
と

の
相
違
箇
所
は
、
信
伝
本
で
は
２
．
翻
行
に
一
箇
所
、
平
賀
本
は
０
．

別
行
に
一
箇
所
、
日
朝
本
は
０
．
創
行
に
一
箇
所
の
相
違
が
あ
る
こ

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

＜史料 1＞

(77）

定本
番号

遺 文 名
本
数
定
行 信伝本 平賀本 日朝本

92 寺泊御瞥 （漢文） 52 18（2.89〕 62(0.84) 64（0.81）

1妬 真言諸宗違目 （漢文） 47 23（2.04） 27（1.74） 46(1.02)

157 聖人知三世事 （漢文） 16 7（2.29） 7（2.29）

170 曽谷入道殿許御書 （漢文） 236 142（1.66） 100（2.36） 202（1.17）

212 忘持経事 （漢文） 23 24（0.96） 16（1.44） 14（1.64）

232 道場神守護事 （漢文） 15 0(O ) 5（3.㈹） 17（0.鯛）

255 富木殿御書 （漢文） 30 4（7.50） 24（1.25）

277 始聞仏乗義 （漢文） 36 51（0.71） 14（2.57）

310 富木入道殿御返事 （混交） 44 64（0.69） 124（0.35）

367 諸経与法華経難易事（混交） 33 38（0.87） 60(0.55)

合 計 532 371（1.43） 415(1.21） 367（1.10）



以
上
は
十
遺
文
全
体
か
ら
み
た
結
果
で
あ
る
が
、
十
遺
文
を
個
別
に
検
証
し
た
と
き
、
遺
文
に
よ
っ
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
で
は
信
伝
本
・
平
賀
本
・
日
朝
本
の
順
に
真
筆
に
近
い
結
果
で
あ
っ
た
が
、
八
史
料
１
Ｖ
に
示
し
た
よ
う
に
遺

文
ご
と
に
み
た
と
き
、
加
曽
谷
入
道
許
御
書
・
”
忘
持
経
事
・
獅
始
聞
仏
乗
義
の
三
遺
文
で
は
逆
に
平
賀
本
の
方
が
信
伝
本
よ
り
真
筆
に

近
い
内
容
を
も
ち
、
ま
た
、
犯
忘
持
経
事
で
は
最
下
位
の
日
朝
本
が
最
も
真
筆
に
近
い
内
容
を
も
つ
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
ぜ
遺
文
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
相
違
が
出
て
く
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
そ
の
解
明
の
た
め
に
遺
文
ご
と
に
検
証
し
て
み
よ
う
。

た
だ
し
、
紙
数
の
関
係
上
、
蛇
寺
泊
御
書
・
加
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
・
麺
道
場
神
守
護
事
・
諏
諸
経
与
法
華
経
難
易
事
の
四
遺
文
に
つ
い

て
考
察
し
、
心
要
に
応
じ
て
他
の
遺
文
に
ふ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

に
一
箇
所
と
、

変
り
は
な
い
。 中

世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

と
を
示
す
。
同
様
に
『
定
本
遺
文
』
行
数
釘
行
の
真
言
》
里
示
違
目
で
は
、
信
伝
本
は
２
．
Ｍ
行
に
一
箇
所
、
平
賀
本
は
１
．
脚
行
に
一
箇

所
、
日
朝
本
は
１
・
蛇
行
に
一
箇
所
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

そ
し
て
、
十
遺
文
全
体
で
は
信
伝
本
は
『
定
本
遺
文
』
の
総
行
数
唖
、
校
異
箇
所
知
で
あ
る
か
ら
、
１
．
偲
行
に
一
箇
所
の
相
違
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
平
賀
本
は
富
木
殿
御
書
を
欠
く
の
で
、
九
遺
文
の
総
行
数
畑
、
校
異
箇
所
姫
で
あ
る
か
ら
、
１
・
創
行
に
一
箇

所
の
相
違
が
、
さ
ら
に
日
朝
本
は
聖
人
知
三
世
事
等
四
遺
文
を
欠
く
の
で
、
六
遺
文
の
総
行
数
蝿
、
校
累
箇
所
”
で
あ
る
か
ら
、
１
．
ｍ

行
に
一
箇
所
の
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
信
伝
本
、
平
賀
本
、
日
朝
本
の
順
で
真
筆
に
近
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
傾

向
は
、
八
史
料
１
Ｖ
に
示
し
た
三
写
本
と
も
欠
本
の
な
い
五
遺
文
（
寺
泊
御
書
・
真
言
諸
宗
違
目
・
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
・
忘
持
経
事
・

道
場
神
守
護
事
）
の
み
の
比
較
に
よ
っ
て
も
同
様
で
、
信
伝
本
１
・
帥
行
に
一
箇
所
、
平
賀
本
１
．
刑
行
に
一
箇
所
、
日
朝
本
１
・
的
行

に
一
箇
所
と
、
そ
の
数
字
こ
そ
変
わ
る
が
、
信
伝
本
・
平
賀
本
は
よ
り
真
筆
に
近
く
、
日
朝
本
は
や
や
真
筆
か
ら
離
れ
る
と
い
う
結
果
に

（犯）



舵
寺
泊
御
書
の
校
異

本
書
は
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
九
月
二
十
二
日
附
、
富
木
常
忍
宛
書
状
。
真
筆
九
紙
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
。
漢
文
体
（
一
部
、
和
文

体
）
・
『
定
本
遺
文
』
で
４
頁
（
駝
行
分
）
・
八
史
料
１
Ｖ
の
と
お
り
真
筆
と
の
校
異
の
結
果
、
そ
の
相
違
は
信
伝
本
肥
、
い
つ
ぽ
う
平

賀
本
與
日
朝
本
“
箇
所
と
信
伝
本
の
内
容
が
極
め
て
真
筆
に
近
い
。
す
な
わ
ち
、
信
伝
本
は
『
定
本
遺
文
』
２
．
鯛
行
に
一
箇
所
の
相

違
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
賀
本
は
０
．
鎚
行
に
一
箇
所
、
日
朝
本
は
０
．
別
行
に
一
箇
所
の
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
、

各
写
本
の
真
筆
と
の
相
違
箇
所
を
具
体
的
に
表
示
し
た
八
史
料
２
Ｖ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
信
伝
本
に
対
し
て
平
賀
本
・
日
朝
本
の
用
字
。

中
世
に
お
け
る
日
蓮
通
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

平
賀
本
の
底
本
は
、
第
三
十
巻
収
録
の
「
諌
暁
八
幡
抄
」
の
巻
末
に
「
以
日
意
御
直
筆
奉
写
之
挫
と
あ
る
よ
う
に
、
平
賀
本
土
寺
第

九
代
日
意
（
一
四
一
二
’
七
三
）
の
写
本
で
あ
る
。
日
意
の
写
本
が
い
つ
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
。
平
賀
本
第
廿
九

巻
に
収
録
す
る
「
妙
法
曼
茶
羅
供
養
御
書
」
の
書
末
に
、
「
自
弘
安
五
年
至
嘉
吉
三
年
百
六
十
七
年
相
當
候
性
〕
と
あ
る
識
語
を
、
日
意

の
識
語
の
写
し
と
み
れ
ば
、
室
聖
ロ
三
年
（
一
四
四
三
）
頃
に
は
書
写
を
は
じ
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
日
意
の
と
き
に
は
録
内

御
書
の
篇
目
が
す
べ
て
整
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
大
永
七
年
（
一
五
八
八
）
に
平
賀
本
土
寺
十
一
代
の
日
遊
が
書
写
し
た
と
き
に
、
一
四

八
通
に
整
足
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
論
↑
し
た
が
っ
て
、
平
賀
本
の
奥
書
に
「
以
日
意
御
直
筆
奉
写
之
」
と
こ
と
わ
る
第
十
・
十
五
・

十
八
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
六
・
二
十
七
～
三
十
一
巻
こ
そ
、
平
賀
本
の
な
か
で
も
、
日
意
の
直
筆
本
を
底
本
に
し
た
古
い
写
本
と
さ

れ
謙
一
信
伝
本
に
収
録
す
る
十
遺
文
の
う
ち
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
蛇
寺
泊
御
書
・
加
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
・
麺
道
場
神
守
議
事
・
獅
諸

経
与
法
華
経
難
易
事
は
、
平
賀
本
の
な
か
で
も
、
こ
の
日
意
の
直
筆
を
底
本
に
し
た
古
い
写
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
四
遺
文
を
手

掛
り
に
、
信
伝
本
・
平
賀
本
・
日
朝
本
の
特
色
を
考
察
し
た
。

(”）



●

●
●

●

●

●
●

浬
桑
経
（
一
字
脱
）
、
不
得
道
理
（
二
字
脱
）
、
不
知
機
（
一
字
脱
）
、
安
楽
行
品
（
一
字
脱
）
、
可
然
用
途
（
二
字
脱
）
Ｉ
脱
字

か
た
が
た
（
労
々
）
、
ハ
ラ
門
（
婆
羅
門
）
ｌ
漢
字
化

法
門
あ
り
（
有
法
門
）
ｌ
漢
文
化

し
か
も
、
こ
れ
ら
信
伝
本
に
み
ら
れ
る
相
違
は
、
転
写
の
過
程
に
お
け
る
初
歩
的
な
誤
ま
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
賀
本
・
日
朝
両
写
本
に
み
ら
れ
る
特
色
の
一
つ
は
、
そ
の
顕
著
な
相
違
の
な
か
に
多
く
の
共
通
す
る
相
違
箇
所
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
筆
に
な
い
「
追
申
」
が
、

ヌ
ラ
ン

リ
テ
二

驚
目
一
結
給
候
畢
、
有
二
御
志
一
諸
人
聚
一
集
一
処
一
、
可
レ
有
二
御
聴
聞
一
歎
（
平
賀
本
）

風
ラ
ン

驚
目
一
結
給
候
畢
、
有
二
御
志
一
諸
人
一
処
墓
可
レ
有
二
御
聴
聞
｝
歎
（
日
朝
本
）

●
●

●

両
写
本
と
も
、
ほ
ぼ
同
文
で
補
入
さ
れ
、
「
三
世
諸
仏
説
法
」
（
二
字
脱
、
平
賀
本
・
日
朝
本
）
と
同
一
箇
所
を
脱
字
し
、
衆
度
（
数
度
）

●

●

・
囹
僧
（
国
僧
）
・
可
聴
之
（
可
読
之
）
と
平
賀
・
日
朝
両
本
と
も
に
同
一
用
字
に
書
き
改
め
て
い
る
。

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

補
入
・
脱
字
の
相
違
が
き
わ
め
て
多
い
か
ら
で
あ
る
。

信
伝
本
の
相
違
箇
所
は
肥
と
大
変
少
な
い
。

●

●

●
●

料
簡
（
料
棟
）
、
給
（
賜
）
、
須
突
（
由
旬
）
ｌ
用
字

料
簡
（
料
棟
）
、
給
（
賜
）
、

も
ち
ろ
ん
、
平
賀
本
の
み
が
「
非
為
怨
五
通
仙
人
一
切
天
魔
外
道
経
文
」
の
棒
線
の
部
分
を
補
入
し
、
日
朝
本
が
、

●此
法
華
経
（
一
字
補
）
ｌ
補
入

今
愚
塑
智
叩
過
去
不
軽
品
也
、
今
勧
持
品
未
来
可
レ
為
一
不
軽
品
一
（
五
一
五
頁
）

但
暗
可
二
推
度
一
、
又
自
レ
本
存
知
之
上
、
始
非
レ
可
レ
歎
止
之
、
法
華
経
第
四
云
（
五
一
二
頁
）

(〃）



＜史料 2＞

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

定
本
番
号

遺
文
名

写
本
名

用
字
用
語
補
入
脱
字

漢
字
化

仮
名
化

漢
文
化

和
文
化

転
倒
合
計

92 寺泊御書

信伝本

平賀本

日朝本

4

24

22

1

5

4

2

24

16

6

5

12

2

2

2

0

0

0

1

0

1

0

0

1

2

2

6

18

62

64

106 真言諸宗違目

信伝本

平賀本

日朝本

9

10

16

0

0

2

1

5

3

12

12

22

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

3

23

27

46

157 聖人知三世事

信伝本

平賀本

日朝本

2

4

－

0

0

_

1

1

一

3

2

－

0

0

■■■Ⅱ■■

0

0

－

0

0

■■■■■■

0

0

_

1

0

一

7

7

q■■■■■

170 曽谷入道殿許御書

信伝本

平賀本

日朝本

33

25

50

6

5

10

25

23

43

49

31

71

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

29

16

27

142

100

202

212 忘持経事

信伝本

平賀本

日朝本

8

3

2

0

1

1

10

8

9

6

4

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

24

16

14

232 道場神守護事

信伝本

平賀本

日朝本

0

2

4

0

0

2

0

2

4

0

1

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

17

255 富木殿御書

信伝本

平賀本

日朝本

0

■■■■■■

11

0

－

1

1

－

5

3

－

7

0

q■■■■■

0

0

一

0

0

－

0

0

－

0

0

_

0

4

－

24

277 始聞仏乗義

信伝本

平賀本

日朝本

11

8

一

2

0

－

27

5

一

7

1

一

0

0

－

0

0

－

0

0

■■■■■■

2

0

一

2

0

－

51

14

－

310 富木入道殿御返事

信伝本

平賀本

日朝本

8

20

－

1

4

－

5

.13

一

29

35

－

15

38

－

1

1

■■■■■■

4

12

－

0

0

－

1

1

－

64

124

q■■■■■

367 諸経与法華経難易事

信伝本

平賀本

日朝本

6

10

－

0

0

－

2

11

－

11

11

－

18

15

I■■■■■

0

0

一

1

13

－

0

0

ー

0

0

I■■■■■

38

60

一



●
●

成
就
（
常
受
）
八
信
伝
本
・
日
朝
本
Ｖ

●

●

眉
（
朧
）
八
信
伝
本
Ｖ
、
（
暇
）
八
日
朝
本
Ｖ

●

被
破
（
被
責
）
八
信
伝
本
・
日
朝
本
Ｖ

と
用
字
の
書
き
換
え
を
行
な
う
と
と
も
に
、

●
●
●
●
●

日
本
之
内
所
本
未
出
現
大
難
也
（
未
曽
有
と
）
八
信
伝
本
Ｖ

●
●
●

以
心
不
可
量
（
難
測
と
）
八
日
朝
本
Ｖ

そ
の
理
由
は
、
八
史
料
２
Ｖ
に
一
一

と
り
わ
け
、
信
伝
本
・
日
朝
本
が
、

●
●

、
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
の
校
異

本
書
は
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
三
月
十
日
附
、
曽
谷
・
大
田
両
氏
宛
書
状
。
真
筆
四
十
六
紙
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
。
漢
文
体
。

『
定
本
遺
文
』
で
肥
頁
（
郷
行
）
の
長
篇
適
文
。
真
筆
と
の
校
異
の
結
果
、
そ
の
相
違
箇
所
は
、
八
史
料
１
Ｖ
に
示
し
た
と
お
り
、
信
伝

本
哩
、
平
賀
本
Ⅷ
、
日
朝
本
”
と
本
遺
文
で
は
平
賀
本
の
方
が
真
筆
に
近
い
。
す
な
わ
ち
、
信
伝
本
は
１
．
節
行
に
一
箇
所
、
日
朝
本
は

１
。
Ⅳ
行
に
一
箇
所
の
相
違
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
賀
本
は
２
・
拓
行
に
一
箇
所
の
相
違
と
な
る
。

そ
の
理
由
は
、
八
史
料
２
Ｖ
に
示
し
た
よ
う
に
信
伝
本
・
日
朝
本
に
は
用
字
・
補
入
・
脱
字
・
転
倒
の
相
違
箇
所
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

の
棒
線
の
部
分
を
脱
文
す
る
な
ど
、
平
賀
本
・
日
朝
本
独
自
の
相
違
箇
所
も
多
い
。

こ
こ
で
は
、
同
じ
関
東
系
写
本
と
は
い
え
、
転
写
の
系
統
を
異
に
す
る
平
賀
本
・
日
朝
淋
歩
、
同
じ
用
字
に
改
め
、
同
じ
追
申
を
補
入

す
る
な
ど
、
そ
の
表
記
に
特
色
あ
る
共
通
性
を
も
つ
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

(82）



●
●

●
●

六
波
羅
蜜
経
唐
末
不
空
三
蔵
自
月
氏
（
般
若
と
）
八
信
伝
本
・
日
朝
本
Ｖ

の
よ
う
に
、
六
波
羅
蜜
経
を
不
空
三
蔵
が
渡
し
た
と
す
る
の
は
、
日
蓮
聖
人
の
誤
記
で
あ
る
と
し
、
般
若
三
蔵
が
訳
し
た
の
で
、
そ
の
表

記
を
「
般
若
」
と
書
き
改
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
遺
文
を
書
写
す
る
と
い
う
行
為
の
な
か
で
、
経
典
を
書
写
す
る
こ
と
と
は
異
な
り
、

遺
文
の
誤
ま
り
を
訂
正
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
表
記
を
書
き
改
め
る
意
図
を
も
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
本
遺

文
で
か
か
る
訂
正
・
表
記
の
改
変
を
し
て
い
る
の
は
三
写
本
の
な
か
で
も
最
古
の
信
伝
本
と
そ
し
て
日
朝
本
で
あ
っ
た
。
同
じ
関
東
系
写

本
と
は
い
え
、
そ
の
関
連
が
見
出
せ
な
い
両
写
本
に
、
全
く
同
じ
訂
正
・
表
記
の
改
変
が
な
さ
れ
、
平
賀
本
の
そ
れ
に
は
見
出
せ
な
い
の

は
い
か
な
る
理
由
な
の
か
。
明
確
な
解
答
を
も
っ
て
い
な
い
が
、
三
写
本
が
底
本
と
し
た
写
本
は
一
つ
一
つ
異
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
底

本
の
転
写
の
段
階
で
同
じ
系
統
の
写
本
が
用
い
ら
れ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

中
世
に
お
け
る
日
蓮
通
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

直
し
て
い
る
。
ま
た
、

●
●
乞
願
彼
門
徒
等
（
庶
幾
と
）
八
日
朝
本
Ｖ

●
●

称
徳
天
皇
御
時
（
治
国
時
と
）
八
日
朝
本
Ｖ

と
同
意
の
用
語
に
換
え
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
転
写
が
重
ね
ら
れ
る
間
に
発
生
し
た
誤
写
で
は
な
く
、
意
図
的
に
改
変
し
た
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
表
記
を
意
図
的
に
改
変
し
た
例
と
し
て
、
日
蓮
聖
人
が
省
略
し
て
引
用
し
た
経
文
を
、
経
典
の
と
お
り
に
直

し
た
り
、
日
蓮
聖
人
の
誤
記
を
正
し
た
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

浬
桑
経
云
警
如
一
人
而
有
七
子
是
七
子
中
一
子
遇
病
父
母
之
心
非
不
平
等
（
信
伝
本
・
日
朝
本
）

と
棒
線
の
部
分
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
が
省
略
し
て
引
用
し
た
浬
桑
経
巻
二
十
の
梵
行
品
の
一
節
を
、
浬
藥
経
の
経
文
の
と
お
り
に
書
き

浬
桑
経
云
警
如
子
七
母
非
不
平
等
（
真
筆
）

(”）



”
諸
経
与
法
華
経
難
易
事
の
校
異

本
書
は
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
五
月
二
十
六
日
附
、
富
木
常
忍
宛
書
状
。
真
筆
十
紙
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
。
和
漢
混
交
文
。
『
定
本

遺
文
』
で
３
頁
（
詔
行
）
・
真
筆
と
の
校
異
の
結
果
、
そ
の
相
違
箇
所
は
信
伝
本
犯
、
平
賀
本
帥
で
日
朝
本
は
欠
本
。
信
伝
本
は
『
定
本

遺
文
』
０
．
師
行
に
一
箇
所
、
平
賀
本
は
０
．
弱
行
に
一
箇
所
の
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
検
証
し
た
三
遺
文
に
比
較
し
て
本
遺

●
●
●

富
木
殿
御
返
事
（
三
字
補
入
）

の
五
箇
所
の
み
の
相
違
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
朝
本
は
、

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

盗
人
聞
レ
之
称
二
南
無
仏
一
得
一
・
一
天
親
一
糺
二
明
之
『
魔
盗
人
如
レ
上
申
し
之
（
脱
文
）

の
よ
う
に
、
長
文
の
脱
文
を
は
じ
め
と
し
て
相
違
箇
所
が
多
い
。

本
書
は
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
十
二
月
十
三
日
附
、
富
木
常
忍
宛
書
状
。
真
筆
五
紙
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
。
漢
文
体
。
『
定
本
遺
文
』
で

２
頁
（
蝿
行
）
の
短
篇
遺
文
。
真
筆
と
の
校
異
の
結
果
、
そ
の
相
違
は
信
伝
本
は
全
同
、
平
賀
本
５
、
日
朝
本
Ⅳ
箇
所
で
、
平
賀
本
は
『
定

本
遺
文
』
３
行
に
一
箇
所
、
日
朝
本
は
０
．
鎚
行
に
一
箇
所
と
、
日
朝
本
の
相
違
箇
所
が
極
め
て
多
い
。
信
伝
本
が
全
同
、
平
賀
本
が
、

●

同
名
同
生
天
是
神
能
守
二
護
人
一
（
一
字
補
）

麹
道
場
神
守
護
事
の
校
異

十
方
尊
神
不
一
敢
當
一
但
精
進

△
卜
●

南
無
驚
覚
之
義
也
（
樗
と
）

●
●
●

富
木
殿
御
返
事
（
三
字
補
入

●雛
二
常
護
ｐ
人
（
雛
を
離
と
）

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

●
●
●

十
二
敢
當
一
但
精
進
（
三
字
脱
）

(“）



文
の
校
異
箇
所
が
多
い
の
は
、
本
遺
文
が
和
漢
混
交
文
で
、
用
字
・
補
入
・
脱
字
の
相
違
に
加
え
て
、
仮
名
の
漢
字
化
、
和
文
の
漢
文
化

が
き
わ
め
て
多
く
な
る
た
め
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
八
史
料
２
Ｖ
に
示
し
た
と
お
り
、
信
伝
本
の
漢
字
化
肥
、
漢
文
化
１
、
平
賀
本
の
漢
字
化
妬
、
漢
文
化
蝿
箇
所
を
数
え
る
。

こ
れ
は
本
遺
文
に
限
っ
た
こ
と
で
な
く
、
八
史
料
２
Ｖ
に
示
し
た
よ
う
に
同
じ
和
漢
混
交
文
の
汕
富
木
入
道
殿
御
返
事
に
も
そ
の
傾
向
が

顕
著
で
、
同
遺
文
の
信
伝
本
の
漢
字
化
焔
、
漢
文
化
４
、
平
賀
本
の
漢
字
化
銘
、
漢
文
化
吃
箇
所
と
多
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
漢
字
化
・

漢
文
化
は
、
信
伝
本
よ
り
書
写
の
年
代
が
下
が
る
平
賀
本
に
、
い
っ
そ
う
そ
の
傾
向
が
強
ま
る
。

仮
名
の
漢
字
化
は
早
く
、
直
弟
子
日
興
の
写
本
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
漢
字
化
・
漢
文
化
は
い
っ

そ
う
顕
著
と
な
誌
匪
こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
、
批
判
の
声
も
出
は
じ
め
、
室
町
期
書
写
の
録
内
御
書
の
一
つ
、
日
成
本
収
録
の
開
目
抄
奥

仮
名
の
漢
字
化
は
早
く
、

そ
う
顕
著
と
な
誌
匪
こ
う
，

書
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
御
書
者
於
佐
渡
国
御
年
五
十
一
才
而
御
作
也
、
此
写
本
者
本
覚
寺
日
住
上
人
之
御
本
也
、
然
住
公
仰
云
、
大
聖
人
御
製
作
本
者
三

大
部
共
二
仮
名
交
二
被
遊
也
、
差
二
有
人
以
少
智
除
仮
名
成
真
名
文
候
事
僻
義
也
、
無
勿
体
々
々
々
云
云
、
可
口
伝
云
云

こ
こ
に
い
う
「
大
聖
人
御
製
作
本
者
三
大
部
共
二
仮
名
交
二
被
遊
也
」
の
三
大
部
が
何
の
遺
文
を
指
す
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、

本
覚
寺
日
住
は
和
文
を
漢
文
に
改
め
る
こ
と
を
僻
義
で
あ
る
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
。
そ
れ
は
日
蓮
聖
人
が
著
者
・
手
紙
を
書
く
と
き
、

そ
の
内
容
や
相
手
に
よ
っ
て
和
文
・
漢
文
・
仮
名
・
漢
字
に
書
き
わ
け
た
理
由
が
存
在
し
た
か
ら
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、

唱
題
に
よ
る
救
済
の
論
理
を
説
い
た
『
本
尊
抄
』
は
漢
文
体
で
書
か
れ
た
意
味
が
あ
り
、
ま
た
日
蓮
聖
人
の
心
の
ひ
だ
を
披
瀝
し
た
『
開

目
抄
』
が
和
文
体
で
書
か
れ
た
の
は
、
漢
文
体
で
は
そ
れ
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
後
人
が
漢
文
体
に
直
し
た
の
で

は
、
日
蓮
聖
人
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
、
正
確
に
伝
わ
ら
な
く
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
遺
文
の
転
写
の
過
程
の
な

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）
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例
え
ば
、
日
朝
本
収
録
の
災
難
対
治
紗
は
、
そ
の
奥
書
に
「
御
本
云
康
永
四
年
配
八
月
六
日
書
写
之
執
筆
弘
法
寺
日
宗
」
と
あ

る
よ
う
に
、
本
妙
は
日
蓮
聖
人
滅
後
、
六
十
三
年
後
の
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
に
、
真
間
弘
法
寺
日
宗
が
書
写
し
た
も
の
を
底
本
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
定
本
遺
文
』
で
、
９
頁
（
血
行
）
に
お
よ
ぶ
長
篇
遺
文
（
漢
文
体
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
筆
と

相
違
す
る
と
こ
ろ
は
、
わ
ず
か
九
箇
所
と
い
う
極
め
て
正
確
な
写
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
底
本
で
あ
る
日
宗
の
写
本
が
中
山
法
華
経
寺
蔵

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

か
で
、
漢
字
化
・
漢
文
化
は
す
す
む
。
信
伝
本
か
ら
平
賀
本
に
見
る
そ
の
増
加
は
、
か
か
る
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
信
伝
本
収
録
遺
文
の
う
ち
、
わ
ず
か
四
遺
文
で
あ
る
が
、
各
写
本
の
校
異
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
信
伝
本
の
底
本
は
、

そ
の
転
写
の
過
程
を
た
ど
れ
ば
、
現
存
の
中
山
法
華
経
寺
の
真
筆
に
た
ど
り
つ
く
。
し
た
が
っ
て
、
真
筆
に
大
変
近
い
内
容
を
も
つ
写
本

で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
に
反
し
て
、
単
純
な
誤
字
、
漢
字
化
・
漢
文
化
、
そ
し
て
意
図
的
な
改
変
を
随
所
に
見
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
意
図
的
な
改
変
が
ど
の
時
期
の
転
写
の
段
階
で
な
さ
れ
た
か
は
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
日
蓮
聖

人
滅
後
、
か
な
り
早
い
時
期
に
こ
う
し
た
改
変
が
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
平
賀
本
は
同
写
本
の
な
か
で
も
、
日
意
の
写
本
を
底
本
に
し
た
古
い
四
遺
文
を
あ
え
て
考
察
の
対
象
と
し
て
選
び
、
そ
の
校
異

を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
信
伝
本
・
日
朝
本
よ
り
真
筆
に
近
い
内
容
を
も
つ
写
本
で

は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
れ
よ
り
後
に
集
成
さ
れ
た
遺
文
の
方
が
よ
り
真
筆
に
近
い
も
の
も
多
く
あ
る
。

日
朝
本
は
、
三
写
本
の
な
か
で
は
最
も
真
筆
か
ら
遠
ざ
か
る
内
容
を
も
つ
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
別
に
み
た
と
き
、
狸
忘
持
経
事

の
よ
う
に
最
も
真
筆
に
近
い
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
信
伝
本
・
平
賀
本
・
日
朝
本
を
形
成
し
て
い
る
個
々
の
遺
文
の
底
本
の
善
悪
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
信
伝
本
・
平
賀
本
・
日
朝
本
の
一
部
の
遺
文
の
検
証
に
よ
っ
て
、
そ
の
写
本
全
体
の
価
値
を
論
じ
て
は
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宮
崎
英
修
氏
は
、
中
山
法
華
経
寺
三
代
日
祐
、
身
延
山
久
遠
寺
三
代
日
進
当
時
、
両
寺
の
交
渉
に
よ
り
、
身
延
・
中
山
が
所
蔵
し
た
真

箪
は
た
が
い
に
書
写
さ
れ
て
、
両
寺
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
・
躯
確
か
に
中
山
の
日
祐
目
録
を
見
る
と
、
中
山
に

真
筆
の
存
す
る
遺
文
の
ほ
か
に
、
身
延
そ
の
他
で
書
写
さ
れ
た
多
く
の
写
本
遺
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
の
中
山
法
華
経

寺
に
は
、
日
祐
目
録
に
記
載
さ
れ
た
真
筆
以
外
の
こ
れ
ら
写
本
遺
文
は
、
残
念
な
が
ら
一
点
も
存
在
し
な
い
。
い
つ
ぽ
う
、
身
延
山
久
遠

寺
に
は
日
常
目
録
・
日
祐
目
録
に
匹
敵
す
る
目
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
中
山
か
ら
書
写
さ
れ
き
た
っ
た
遺
文
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
か

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

の
真
筆
を
書
写
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
く
、
日
朝
本
収
録
の
知
四
条
金
吾
殿
御
返
事
も
、
そ
の
奥
書
に
「
本
云
以
御
直
筆
写
之

了
日
祐
在
判
」
と
あ
る
。
こ
の
日
祐
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
中
山
法
華
経
寺
三
代
日
祐
か
。
本
書
は
『
定
本
遺
文
』
４
頁
分
程
で
、
真

筆
断
片
が
二
箇
所
に
散
在
す
る
。
そ
の
真
筆
断
片
現
存
箇
所
と
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
日
朝
本
は
全
く
真
筆
と
同
一
で
あ
る
。
『
定
本
遺

文
』
は
真
筆
欠
失
部
分
を
、
日
朝
本
を
も
っ
て
活
字
に
復
元
し
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
も
真
筆
に
近
い
内
容
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
。

し
か
し
、
こ
の
二
書
が
真
筆
に
近
い
内
容
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
日
朝
本
全
体
が
真
筆
に
近
い
写
本
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
、
既
に
検

証
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
信
伝
本
・
平
賀
本
・
日
朝
本
の
価
値
は
、
収
録
す
る
全
遺
文
の
書
誌
的
検
証
を
終
え
て
の
ち
、
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
日
朝
本
で
底
本
を
明
記
し
て
い
る
の
は
、
上
記
二
遺
文
と
も
う
一
点
、
諌
暁
八
幡
抄
が
あ
る
。
そ
の
奥
書

と
あ
る
。

》
」
、

Ｉ

御
本
云
正
安
四
年
六
月
日
於
河
崎
書
之

今
云
文
明
十
一
年
己
亥
六
月
一
日
於
鎌
倉
本
覚
寺
奉
書
之
有
志
者
為
妙
秀
聖
霊
第
七
ヶ
年
菩
提
擬
之
早
仰
願
者
依
此
等
功
徳

無
量
劫
来
凝
断
惑
迷
闇
□
口
照
恵
日
令
遂
証
大
菩
提
而
已
乃
至
法
界
平
等
利
益
日
朝
（
花
押
）
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以
上
の
校
異
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
信
伝
本
・
平
賀
本
・
日
朝
本
は
、
我
々
の
予
想
し
た
以
上
に
真
筆
か
ら
離

れ
た
内
容
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
少
く
と
も
、
写
経
の
よ
う
に
一
字
一
句
を
大
切
に
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
想
い
と
、
現
存

す
る
写
本
の
実
態
と
の
落
差
は
、
我
々
が
期
待
し
て
い
た
通
り
に
、
中
世
の
人
び
と
は
日
蓮
聖
人
の
遺
文
を
書
写
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示

す
。
と
す
る
な
ら
ば
、
中
世
の
人
び
と
は
い
か
な
る
意
識
で
、
い
か
な
る
目
的
の
も
と
に
遺
文
を
書
写
し
た
の
か
。
少
な
く
と
も
、
遺
文

の
書
写
は
写
経
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
遺
文
を
書
写
す
る
者
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

日
蓮
聖
人
が
示
し
た
教
義
・
信
條
な
ど
を
書
写
す
る
こ
と
、
伝
受
す
る
こ
と
で
あ
り
、
用
字
・
用
語
な
ど
一
字
一
句
の
違
い
な
ど
に
目
角

を
立
て
る
方
が
お
か
し
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
最
古
の
写
本
録
内
御
書
で
あ
る
平
賀
本
・
日
朝
本
は
、
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
定
本
遺
文
』
は
、
こ

の
両
写
本
を
真
筆
の
欠
失
す
る
部
分
を
復
元
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
多
用
す
る
。
そ
れ
は
両
写
本
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
日
蓮
聖
人

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

っ
、
現
在
の
身
延
に
か
か
る
写
本
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
日
朝
の
存
笹
時
代
（
一
四
二
二
’
一
五
○
○
）
こ
れ
ら
の
写
本

は
、
も
う
身
延
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
身
延
に
か
か
る
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
日
朝
本
集
成
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
こ
れ
ら
の
写
本
が
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
既
に
見
た
よ
う
に
日
朝
本
の
奥
書
に
よ
る
か

ぎ
り
、
初
期
中
山
の
写
本
を
底
本
と
し
た
奥
書
を
も
つ
写
本
は
、
「
本
云
以
御
直
筆
写
之
了
日
祐
在
判
」
（
こ
れ
を
中
山
日
祐
と
す
れ

ば
）
の
奥
書
を
有
す
四
条
金
壹
殿
御
返
事
以
外
に
は
な
い
。
も
し
、
こ
れ
ら
辺
期
中
山
の
写
本
を
底
本
と
し
て
い
た
ら
、
日
朝
本
の
内
容

は
そ
の
適
文
に
関
し
て
は
き
わ
め
て
真
筆
に
近
い
内
容
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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の
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
文
章
に
復
元
す
る
最
良
の
写
本
遺
文
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
平
賀
本
・
日
朝
本
の
両
写
本
の

み
な
ら
ず
、
真
筆
を
欠
失
す
る
遺
文
の
復
元
の
た
め
の
写
本
・
刊
本
に
は
、
よ
り
厳
密
な
書
誌
的
考
察
を
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

〔
註
〕（
１
）

へへへへ

5 4 3 2
曹営曹一

真
筆
四
紙
の
み
中
山
法
華
経
寺
蔵
。
録
外
御
書
。
た
だ
し
、
第
五
紙
お
よ
び
追
申
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
信
伝
本
に
よ
っ
て
補
う

こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
日
常
目
録
・
日
祐
目
録
に
未
戦
で
あ
る
。
な
ぜ
一
三
一
○
年
以
前
に
中
山
蔵
の
真
筆
か
ら
書
写
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
本

書
が
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
成
立
の
日
祐
目
録
に
登
戦
さ
れ
て
い
な
い
の
か
は
未
詳
。
本
書
の
名
前
が
中
山
の
霊
宝
目
録
に
み
え
る
の
は
、

天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
三
月
十
八
日
の
日
典
の
「
中
山
錘
宝
之
注
文
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
大
師
講
御
抄
一
巻
四
丁
」
と
あ
る
。
そ
の
分

髄
は
一
巻
四
丁
で
、
す
で
に
こ
の
段
階
以
前
に
第
五
紙
・
追
申
の
部
分
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
正

月
十
三
日
、
日
晄
の
「
正
中
山
御
霊
宝
目
録
」
に
は
「
大
師
講
之
御
書
四
丁
無
御
判
」
と
あ
り
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
廿
四
日
の

「
正
中
山
法
花
経
寺
御
霊
宝
之
惣
目
録
」
に
は
「
大
師
講
御
書
四
丁
従
大
師
講
驚
目
五
連
至
余
命
イ
ク
ハ
ク
ナ
ラ
ス
四
十
七
行
奥
不
足
」

（
以
上
の
諸
目
録
は
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
第
十
四
号
収
録
）
と
あ
り
、
そ
の
形
態
に
変
化
は
な
い
。
本
書
の
写
本
と
し
て
は
、
信
伝
本

の
ほ
か
中
世
録
外
写
本
で
あ
る
本
満
寺
本
・
日
奥
所
持
本
が
あ
り
、
本
文
が
伝
わ
ら
ず
目
録
し
か
現
存
し
な
い
三
宝
寺
録
外
御
書
目
録
に
は

「
七
三
大
師
講
事
十
一
月
廿
八
日
」
「
七
三
御
消
息
十
一
月
廿
八
日
」
と
あ
り
、
重
複
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
刊
本
と

し
て
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊
録
外
御
書
第
三
巻
・
第
五
巻
に
重
複
し
て
収
録
。
な
お
、
中
世
録
外
写
本
の
日
朝
本
、
そ
し
て
近
時
確
認

さ
れ
た
日
健
本
（
七
冊
・
京
都
端
光
寺
蔵
）
に
は
未
収
録
。

立
正
安
国
会
編
『
御
本
尊
集
目
録
』
八
○
頁
。

『
定
本
遺
文
』
第
三
巻
二
七
四
六
頁
。

中
尾
尭
『
日
蓮
宗
の
成
立
と
展
開
』
八
八
頁
。

『
定
本
遺
文
』
第
三
巻
二
七
七
七
頁
。

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

(”）
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中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て
（
冠
）

『
定
本
遺
文
』
第
三
巻
二
七
七
七
頁
。

宮
崎
英
修
「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
」
（
望
月
歓
厚
編
『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
』
所
収
）

宮
崎
英
修
「
日
蓮
聖
人
通
文
の
文
献
学
的
研
究
」
（
望
月
歓
厚
編
『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
」
所
収
）

冠
賢
一
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
第
五
章
参
照
。

高
木
豊
「
諸
本
解
説
」
（
日
本
思
想
大
系
『
日
蓮
』
六
○
七
頁
）

宮
崎
英
修
「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
」
（
望
月
歓
厚
編
『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
』
所
収
）

(”）



日
蓮
聖
人
が
み
ず
か
ら
染
筆
し
て
後
世
に
遺
さ
れ
た
書
は
膨
大
な
量
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
を
「
御
真
蹟
」
と
呼
ん
で
崇
敬
し
て
い
る
。
こ

の
「
御
真
蹟
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
真
跡
」
「
真
迩
」
な
ど
と
も
書
き
、
同
義
語
に
「
真
筆
」
「
親
筆
」
な
ど
の
語
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
「
紛
れ
も
な
く
日
蓮
聖
人
の
自
筆
で
あ
る
」
と
い
う
厳
し
い
判
断
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
語
を
用
い
て
も
差
し
支
え

な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
こ
れ
ら
の
中
か
ら
あ
え
て
「
御
真
蹟
」
の
語
を
用
い
て
論
述
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ

の
理
由
は
、
次
に
あ
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

多
様
な
形
で
全
国
的
に
散
在
す
る
日
蓮
聖
人
の
御
真
蹟
を
写
真
に
よ
っ
て
蒐
集
し
、
優
れ
た
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
技
術
に
よ
る
影
印
本
と

し
て
刊
行
す
る
大
事
業
を
完
成
し
た
の
は
立
正
安
国
会
（
千
葉
市
中
央
区
長
洲
一
’
三
三
’
三
）
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
か
ら
昭
和
三

十
二
年
に
わ
た
っ
て
発
行
さ
れ
た
本
書
に
は
、
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
』
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
、
御
真
蹟
の
基
本
的
な
文
献
と
し
て

定
立
さ
れ
た
。
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
研
究
の
基
礎
と
も
言
え
る
本
書
の
題
名
に
従
っ
て
、
数
多
く
あ
る
類
語
の
中
か
ら
「
真
蹟
」
の
語
を
選

び
取
っ
た
の
で
あ
り
、
学
術
用
語
と
し
て
も
十
分
に
通
用
し
う
る
語
と
い
え
る
。

「
御
真
蹟
」
と
同
様
な
語
に
「
御
遺
文
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
が
「
叙
述
し
て
後
世
に
遺
し
た
文
章
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

日
蓮
聖
人
御
真
馴
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法

「
御
真
蹟
」
の
概
念

立
正
大
学
教
授
・
日
本
古
文
書
学
会
常
任
理
事

中
尾
尭

(9I)



日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

り
、
「
御
真
蹟
」
に
加
え
て
写
本
や
刊
本
を
も
含
む
広
い
範
囲
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
蓮
聖
人
の
御
真
蹟
と
し
て
後
世
の
写
本
や

刊
本
（
木
版
本
）
の
形
で
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
原
本
は
伝
存
し
て
い
な
い
も
の
も
こ
の
範
鴎
に
入
る
。
例
え
ば
、
「
三
大
部
」
の

一
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
『
開
目
抄
』
は
身
延
山
久
遠
寺
に
伝
来
し
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
明
治
初
期
の
祝
融
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
し
た
が
っ
て
今
日
に
お
い
て
は
、
『
開
目
抄
』
は
「
御
遺
文
」
で
は
あ
っ
て
も
「
御
真
蹟
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
五
大
部
の

一
と
し
て
知
ら
れ
る
『
報
恩
抄
』
は
こ
れ
ま
た
身
延
山
に
お
い
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
わ
ず
か
に
三
紙
分
ば
か
り
が
池
上
本
門
寺
な

ど
四
か
所
に
分
散
し
て
伝
存
す
る
。
こ
の
場
合
、
『
報
恩
抄
』
一
巻
全
部
は
「
御
遺
文
」
に
該
当
す
る
け
れ
ど
も
、
「
御
真
蹟
」
に
あ
た

る
の
は
現
存
す
る
三
紙
分
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
御
真
蹟
」
に
は
「
原
本
が
現
実
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
、
き
わ
め

て
客
観
的
で
厳
密
な
判
断
が
必
須
条
件
と
し
て
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
鑑
定
」
と
い
う
作
業
が
基
礎
的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
「
御
遺
文
」
か
ら
除
外
さ
れ
る
「
御
真
蹟
」
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
御
遺
文
」
と
は
先
述
の
と
お
り
日
蓮
聖
人
が
叙

述
さ
れ
た
「
文
章
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
「
御
真
蹟
」
は
除
外
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
最
も
重
要
な
も
の
は
、

日
蓮
聖
人
自
筆
の
「
曼
茶
羅
本
尊
」
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
が
唱
導
さ
れ
る
法
華
信
仰
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が
こ
の
「
曼
茶
羅
本
尊
」
で

あ
る
か
ら
、
聖
人
自
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
は
ま
さ
に
御
真
蹟
中
の
白
眉
と
い
え
る
。
立
正
安
国
会
の
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
』
の
う
ち
「
御

本
尊
集
」
に
は
、
一
二
八
幅
に
も
の
ぼ
る
日
蓮
聖
人
自
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
曼
茶
羅
本
尊
に
は
、
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
中
心
と
し
て
仏
・
菩
薩
・
天
・
人
師
ら
の
尊
名
を
は
じ
め
、
日
蓮
聖
人
の
署
名
・
染
筆
の
日
付
・
被
授
与
者
な

ど
が
紙
面
一
杯
に
配
置
さ
れ
、
数
行
の
讃
文
が
散
ら
し
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
曼
茶
羅
本
尊
の
構
図
は
、
本
来
は
イ
メ
ー
ジ
に

よ
っ
て
描
き
上
げ
ら
れ
る
べ
き
霊
山
会
の
姿
を
、
文
字
に
よ
っ
て
書
き
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
章
表
現
と
は
異
な
る
性
格
の
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
曼
茶
羅
本
尊
は
「
御
真
蹟
」
で
は
あ
っ
て
も
「
御
遺
文
」
の
範
晴
に
は
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(蛇）



同
様
な
理
由
か
ら
、
弟
子
や
信
者
に
対
し
て
教
義
を
講
義
す
る
目
的
を
も
っ
て
書
か
れ
た
『
一
代
五
時
画
昌
も
、
「
御
遺
寸
全
と
考
え

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
こ
に
は
、
五
時
八
教
の
次
第
と
印
度
・
中
国
・
日
本
の
三
国
に
わ
た
る
仏
教
の
流
伝
を
図
示
さ
れ
て
お
り
、
経
。

釈
・
論
の
名
称
と
人
師
の
名
、
そ
れ
に
簡
単
な
引
用
文
が
あ
た
か
も
系
図
の
よ
う
な
形
で
書
か
れ
て
い
て
、
決
し
て
文
章
に
主
体
が
置
か

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日
蓮
聖
人
が
、
若
き
日
の
修
字
の
た
め
に
、
薯
作
の
手
控
え
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
弟

子
の
指
導
の
た
め
に
書
き
た
め
た
写
本
・
抜
き
書
・
メ
モ
な
ど
、
冊
子
本
の
形
で
伝
来
し
て
い
る
塲
苔
が
多
い
が
、
い
ず
れ
も
厳
密
に
言

え
ば
「
御
遺
文
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
弟
子
の
筆
写
本
に
加
筆
し
て
添
削
さ
れ
た
も
の
も
同
断
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
は
「
日
蓮
聖
人
の
文
章
」
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
も
し
そ
れ
が
聖
人
に
よ
っ
て
選
択
的
に
筆
写
さ

れ
た
と
し
て
も
、
叙
述
の
主
体
は
原
本
の
筆
者
た
る
他
者
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
た
と
え
「
御
真
蹟
」
で
あ
っ
て
も
、

「
日
蓮
聖
人
の
文
章
」
の
外
は
厳
密
に
言
え
ば
「
「
御
過
竜
全
の
範
晴
に
入
ら
な
い
が
、
実
際
に
は
い
さ
さ
か
の
混
同
が
見
ら
れ
、
一
応

の
原
則
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
総
じ
て
、
こ
れ
ら
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ｒ
０
０
０
８
０
０
０
日
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
日
０
０
■
０
０
０
０
，
０
０
８
０
０
０
８
８
８
■
０

日
蓮
聖
人
御
真
賦
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

「
御
真
蹟
」

彦一
「
御
遺
文
」
で

一
な
い
部
分

一
念
蓋
鍵
張
尊
．

一
写
本
・
図
な
ど
）

”グー

態
一生

、
「
御
遺
文
」

(”）



日
蓮
聖
人
の
「
御
真
蹟
」
を
そ
の
内
容
と
形
状
な
ど
か
ら
類
別
す
る
と
、
次
の
七
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
各
類
が

全
体
的
に
揃
っ
て
伝
存
し
て
い
る
の
は
中
山
法
華
経
寺
（
千
葉
県
市
川
市
中
山
二
’
一
○
’
一
）
の
聖
教
殿
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
で
は
中
山
法
華
経
寺
所
蔵
の
御
真
蹟
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
類
別
を
試
み
て
み
た
い
。

一
、
曼
茶
羅
本
尊
立
正
安
国
会
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
』
の
「
本
尊
集
」
に
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
段
階
で
一
二
三
幅
の
曼
茶
羅
本

尊
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
三
幅
が
追
加
さ
れ
て
、
全
部
で
一
二
六
幅
が
御
真
蹟
の
曼
茶
羅
本
尊
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
（
私
は
さ
ら
に
中
山
法
華
経
寺
所
蔵
の
「
病
即
消
滅
の
曼
茶
羅
本
尊
」
ｌ
弘
安
元
年
三
月
十
六
日
ｌ
を
付
加
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
）
・
初
出
は
文
永
八
年
十
月
九
日
の
い
わ
ゆ
る
「
楊
枝
本
尊
」
（
京
都
立
本
寺
蔵
）
で
、
最
後
は
弘
安
五
年
三
月
日
付
の

も
の
（
京
都
本
圀
寺
蔵
）
で
あ
る
。
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
中
心
と
す
る
仏
・
菩
薩
等
の
配
列
を
基
準
と
し
た
分
類
に
つ
い
て

は
、
山
中
喜
八
氏
の
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
』
上
に
譲
る
と
し
て
、
そ
の
形
状
は
一
紙
の
も
の
か
ら
二
十
八
紙
（
実
際
に
は
二
十
九
紙
）

を
張
り
合
せ
た
も
の
ま
で
、
大
小
様
々
の
法
量
の
も
の
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
八
紙
・
十
紙
と
多
く
の
料
紙
を
張
り
合
せ
た
大

型
の
大
曼
茶
羅
本
尊
は
、
そ
れ
を
掲
げ
る
法
華
堂
の
規
模
を
も
物
語
る
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
（
渡
辺
宝
陽
「
大
曼
塞
謹
宏
尊
と
法
華
堂
」

ｌ
研
究
年
報
『
日
蓮
と
そ
の
教
団
』
一
所
収
）
。

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
み
る
と
、
日
蓮
聖
人
の
「
御
真
蹟
」
と
は
、
「
御
遺
文
」
を
は
じ
め
聖
人
の
自
筆
と
伝
え
ら
れ
る
総
体
の
内
で
、

間
違
い
な
く
日
蓮
聖
人
の
自
筆
そ
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
た
原
本
を
指
す
、
と
定
義
付
け
ら
れ
る
。
「
御
真
蹟
」
に
対
す
る
正
確
な

判
断
と
、
そ
の
厳
格
な
保
存
が
強
く
要
請
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
高
度
の
価
値
判
断
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。

「
御
真
蹟
」
の
類
別

(鯉）



二
、
著
書
日
蓮
聖
人
が
そ
の
独
自
の
宗
教
観
を
理
論
的
に
ま
と
め
あ
げ
て
、
一
編
の
教
義
書
と
し
て
論
述
し
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

一
書
の
大
部
分
が
御
真
蹟
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
著
書
の
う
ち
有
名
な
も
の
は
、
『
災
難
退
治
抄
』
『
立
正
安
国
論
』
『
観
心
本
尊
抄
』

『
法
華
取
要
抄
』
『
神
国
王
御
害
』
『
撰
時
抄
』
な
ど
点
数
は
多
い
が
、
全
紙
が
完
全
に
伝
存
す
る
も
の
は
中
山
法
華
経
寺
の
『
災
難
退

治
抄
』
と
『
観
心
本
尊
抄
』
の
二
害
の
み
で
あ
る
。
書
状
に
み
る
よ
う
な
著
述
の
日
付
や
自
署
（
花
押
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
欠
い
て
お

り
、
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
内
題
の
下
部
に
「
本
朝
沙
門
日
蓮
撰
」
（
『
観
心
本
尊
抄
』
）
・
「
扶
桑
沙
門
日
蓮
述
之
」
（
『
法
華
取
要

抄
』
）
・
「
釈
子
日
蓮
述
」
（
『
撰
時
抄
』
）
な
ど
と
記
す
場
合
が
あ
る
（
玉
沢
妙
法
華
寺
蔵
の
日
興
筆
に
な
る
『
立
正
安
国
論
』
の
写

本
に
は
「
天
台
沙
門
日
蓮
勘
之
」
と
あ
る
）
。
ま
た
、
装
丁
の
体
裁
に
つ
い
て
見
る
と
、
『
観
心
本
尊
抄
』
が
帖
仕
立
て
で
あ
る
外
は
す

べ
て
染
筆
の
前
段
階
か
ら
の
巻
子
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
に
よ
っ
て
、
日
蓮
聖
人
は
著
書
を
浄
書
す
る
に
あ
た
っ
て
、
予
め
白
紙

の
「
帖
」
あ
る
い
は
「
継
紙
」
を
用
意
さ
れ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
書
状
日
蓮
聖
人
が
弟
子
や
檀
越
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
書
状
Ｉ
消
息
で
、
受
取
り
者
の
立
場
と
能
力
に
応
じ
た
信
仰
の
指
針

が
豊
か
に
折
り
込
ま
れ
て
お
り
、
「
対
機
説
法
」
の
要
を
得
た
内
容
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
御
真
蹟
と
し
て
の
書
状
は
、
建
長
五
年
（
一
二

五
三
）
十
二
月
九
日
付
の
「
富
木
殿
御
返
事
」
を
初
め
と
し
て
、
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
と
さ
れ
る
「
筵
三
枚
御
書
」
（
『
昭
和
定
本

日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
よ
る
）
に
至
る
ま
で
、
甚
だ
多
く
の
も
の
が
軸
装
・
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
総
数
に
つ
い

て
み
る
と
、
数
え
方
に
よ
っ
て
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
一
通
の
う
ち
の
お
お
よ
そ
三
分
の
二
以
上
が
伝
来
し
て
い
る
も
の
は
全
体
で

八
十
五
点
に
上
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ほ
ぼ
完
形
を
保
っ
て
い
る
も
の
が
七
十
三
点
を
占
め
、
御
真
蹟
と
し
て
の
書
状
が
い
か
に
手
厚
く

保
存
さ
れ
た
か
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
状
の
形
状
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
（
１
）
御
真
蹟
書
状
は
全
体
的
に
す
こ

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

(妬）



向
と
し
て
は
、
一
紙
・
二
紙
程
度
の
御
真
蹟
は
軸
装
の
形
を
と
り
、
そ
れ
以
上
の
紙
数
の
も
の
は
巻
紙
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
伝
わ
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
弘
安
四
年
（
三
年
と
も
い
う
）
卯
月
十
日
付
の
「
富
城
入
道
殿
御
返
事
」
（
二
紙
）
は
堂
々
た
る
一
幅
に
仕
立
て
ら
れ
て

い
る
。
弘
安
二
年
七
月
十
三
日
付
の
「
孟
蘭
盆
御
書
」
（
十
七
紙
）
が
も
と
は
ち
ょ
う
ど
障
子
の
紙
を
張
る
よ
う
に
二
幅
の
軸
に
表
装
さ

れ
、
掛
け
て
拝
み
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
は
例
外
的
で
あ
る
。
三
紙
以
上
の
も
の
は
そ
の
殆
ど
が
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
、
「
題

菱
」
を
付
け
て
大
事
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

六
紙
以
上
（
初
・
中
・
後
欠
）
が
続
き
、
以
下
お
お
よ
そ
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
完
形
の

式
に
つ
い
て
み
る
と
、
書
き
出
し
・
本
文
・
書
き
止
め
・
日
付
・
差
し
出
し
者
（
日
蓮
聖
人
）
・
充
名

な
ど
、
勿
論
の
事
な
が
ら
書
状
の
基
本
的
な
要
件
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
執
筆
の
状
況
に
応
じ
て
日
付
以

下
を
省
略
し
た
り
、
私
文
書
で
は
原
則
的
に
省
略
さ
れ
る
年
紀
の
表
記
を
、
重
要
な
内
容
を
持
つ
書
状

に
お
い
て
は
わ
ざ
わ
ざ
加
え
た
り
す
る
な
ど
、
意
味
的
な
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
（
３
）
封
式

に
つ
い
て
は
、
紙
数
が
少
な
い
場
合
に
は
「
切
り
封
」
（
料
紙
の
端
を
細
く
切
っ
て
コ
ョ
リ
と
し
て
用

い
る
方
法
）
と
し
、
紙
数
が
多
い
場
合
に
は
畳
ん
で
上
巻
を
施
し
た
う
え
で
、
コ
ョ
リ
を
用
い
て
上
を

結
え
封
の
墨
引
を
施
し
て
い
る
。

書
状
の
伝
存
保
存
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
綿
密
な
デ
ー
タ
を
取
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
傾

日
蓮
聖
人
御
真
顔
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

ぶ
る
長
文
で
、
原
則
的
に
一
紙
で
用
を
た
す
べ
き
当
時
の
文
書
と
作
法
を
異
に
し
て
い
る
。
最
も
長
文
な
の
は
文
永
十
二
年
三
月
十
日
付

の
「
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
」
（
厳
密
に
は
「
曽
谷
入
道
・
太
田
金
吾
殿
許
御
書
」
と
言
う
べ
き
か
）
で
、
四
十
六
紙
か
ら
な
る
大
部
の
も

の
で
あ
る
。
次
い
で
文
丞
ハ
年
の
「
法
門
可
被
申
様
之
事
」
三
十
五
紙
以
上
（
中
欠
）
・
文
永
十
二
年
四
月
十
六
日
の
「
兄
弟
抄
」
二
十

六
紙
以
上
（
初
・
中
・
後
欠
）
が
続
き
、
以
下
お
お
よ
そ
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
完
形
の
も
の
の
み
）
。
（
２
）
書
状
の
形

(鈴）
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２
５
紙

2 2 1
4 3 4 0 6 7
通通通通通通



四
、
写
本
・
要
文
日
蓮
聖
人
は
、
御
真
蹟
『
辨
殿
御
消
息
』
に
、
「
十
住
毘
婆
沙
の
要
文
を
大
帖
に
て
候
と
、
真
言
の
表
の
せ
う
そ

く
の
裏
に
さ
ど
房
の
か
き
て
候
と
、
そ
う
じ
て
せ
せ
と
と
か
き
つ
け
て
候
も
の
の
か
ろ
き
と
り
て
た
び
候
へ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
広
く
内

典
外
典
に
渡
っ
て
渉
猟
し
、
そ
の
注
目
す
べ
き
文
章
を
忠
実
に
筆
写
し
抄
出
し
て
座
右
に
備
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
「
写
本
」
・

「
要
文
」
と
呼
ぶ
。
現
在
に
伝
存
し
て
い
る
「
写
本
」
「
要
文
」
の
形
状
を
見
る
と
、
冊
子
本
・
巻
子
本
・
軸
装
本
の
三
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
ａ
、
す
べ
て
が
御
真
蹟
の
も
の
、
ｂ
、
御
真
蹟
に
弟
子
の
筆
が
混
入
す
る
も
の
、
ｃ
、
弟
子
の
筆
に

御
真
蹟
が
混
入
す
る
も
の
と
い
う
三
種
類
が
あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
聖
教
書
写
と
要
文
抄
出
に
つ
い
て
の
姿
が
よ
く
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を

例
示
す
る
と
、
写
本
と
し
て
は
『
顕
戒
論
縁
起
』
（
冊
子
本
・
ａ
）
・
『
一
乗
要
決
』
（
冊
子
本
。
ｂ
）
・
『
貞
観
政
要
』
（
巻
子
本
・

ａ
）
な
ど
が
あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
沼
津
の
岡
宮
光
長
寺
で
発
見
さ
れ
た
『
山
門
申
（
奏
）
状
』
（
十
八
紙
・
巻
子
本
・
ａ
）
も
注
目
さ

れ
る
（
「
日
蓮
宗
新
聞
」
平
成
五
年
四
月
二
十
日
号
所
収
「
御
真
蹟
に
触
れ
る
」
欄
に
紹
介
）
・
要
文
に
は
『
秀
句
十
勝
抄
』
（
巻
子

本
・
ａ
）
・
『
天
台
肝
要
文
集
』
（
巻
子
本
。
ｃ
）
な
ど
数
多
く
見
ら
れ
る
。

五
、
図
表
日
蓮
聖
人
は
、
「
五
時
八
教
」
や
仏
法
（
法
華
経
）
流
伝
の
次
第
な
ど
を
弟
子
や
信
者
ら
に
説
き
明
か
す
際
に
、
し
ば

し
ば
「
経
・
論
・
釈
」
の
書
名
・
伝
法
の
人
師
・
教
説
の
要
句
な
ど
を
図
示
し
な
が
ら
講
義
を
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
の
が
あ

た
か
も
系
図
の
様
に
構
成
さ
れ
た
『
一
代
五
時
図
』
で
、
書
き
入
れ
や
磨
消
の
跡
を
随
所
に
残
し
な
が
ら
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
講
義
の
姿
は
玉
沢
妙
法
華
寺
の
「
日
蓮
聖
人
画
像
」
（
重
文
）
に
よ
っ
て
、
坊
佛
と
描
き
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
講
義
の
場
で

図
表
を
有
効
的
に
用
い
る
と
い
う
手
法
は
、
日
蓮
聖
人
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
建
長
六
年
六
月
廿
五
日

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

に
従
っ
て
成
巻
し
て
い
る
。

ま
た
、
御
真
蹟
の
文
字
が
紙
背
に
渡
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
「
ア
イ
ハ
（
へ
）
ギ
」
の
手
法
に
よ
っ
て
表
裏
を
分
離
し
た
う
え
で
順
序

(97）



日
蓮
聖
人
の
御
真
蹟
を
全
体
的
に
見
渡
す
と
、
使
用
さ
れ
た
料
紙
の
殆
ど
は
「
楮
紙
」
で
、
こ
れ
に
「
雁
斐
紙
」
が
少
し
混
じ
る
程
度

で
あ
る
。
中
山
法
華
経
寺
の
聖
教
殿
に
伝
存
す
る
多
く
の
御
真
蹟
の
う
ち
、
料
紙
と
し
て
雁
斐
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
観
心
本

尊
抄
』
十
七
紙
の
う
ち
最
後
の
五
紙
と
『
秀
句
十
勝
抄
』
六
十
四
紙
の
う
ち
二
十
五
紙
、
な
ら
び
に
『
一
代
勝
劣
諸
師
異
解
』
の
第
三
紙

に
過
ぎ
な
い
。
同
寺
に
は
、
『
双
紙
要
文
』
『
天
台
肝
要
文
』
『
破
禅
宗
』
『
秘
書
』
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
御
真
蹟
の
要
文
が
伝
わ
っ
て

お
り
、
全
体
で
約
一
二
○
紙
程
の
紙
背
文
書
が
見
ら
れ
る
（
中
尾
堯
『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』
『
日
蓮
宗
の
成
立
と
展
開
』
）
・
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、
下
総
国
の
守
護
千
葉
頼
胤
の
家
臣
で
あ
っ
た
富
木
常
忍
の
も
と
に
集
積
さ
れ
た
も
の
で
、
料
紙
は
例
外
な
く
「
楮
紙
」
を
用

い
て
い
た
。
日
蓮
聖
人
は
「
楮
紙
」
に
よ
る
関
東
の
「
紙
づ
か
い
」
の
環
境
の
中
で
多
く
の
真
蹟
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
自
然
木
か

ら
し
か
採
取
出
来
な
い
貴
重
な
「
雁
斐
紙
」
を
幾
分
か
用
い
て
い
る
事
は
、
当
時
と
し
て
は
目
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
『
観
心
本
尊
抄
』
に
雁
皮
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
雁
斐
の
北
限
は
石
川
県
と
さ
れ
、
佐
渡
に
は
例
外
的
に
自
生
す

な
が
ら
も
、
文
書
形
式
は
ま
》

面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

の
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
も
こ
の
と
こ
ろ
に
入
る
。

日
蓮
聖
人
の
御
真
蹟
に
つ
い
て
そ
の
全
貌
を
五
の
部
類
に
分
け
て
略
述
し
た
が
、
お
お
よ
そ
の
見
当
は
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

こ
の
御
真
蹟
を
日
本
の
古
寺
盃
雷
字
の
観
点
か
ら
見
る
と
「
私
文
書
」
の
範
鴎
に
入
り
、
そ
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
「
宗
教
文
書
」
に
属
す

る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
御
真
蹟
の
部
類
別
に
よ
っ
て
よ
く
窺
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
大
量
に
伝
存
し
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ

な
が
ら
も
、
文
書
形
式
は
ま
こ
と
に
多
様
性
に
富
む
も
の
と
し
て
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
「
文
づ
か
い
、
紙
づ
か
い
」
の

御
真
蹟
の
料
紙
と
そ
の
使
用
法

(鉛）



る
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
ｌ
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
柳
橋
真
氏
の
ご
教
授
に
よ
る
）
。

次
に
料
紙
の
寸
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体
的
に
天
地
が
三
十
セ
ン
チ
代
で
、
幅
は
四
十
二
か
ら
四
十
四
セ
ン
チ
と
い
う
の
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
料
紙
の
切
り
口
に
は
た
ま
に
乱
れ
が
あ
る
も
の
の
、
概
し
て
正
確
に
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
の
表
面
を
木
槌
で

綿
密
に
叩
い
て
筆
が
走
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
り
（
打
ち
紙
）
、
糊
を
用
い
て
紙
を
継
い
だ
り
す
る
技
術
も
優
れ
て
お
り
、
日
蓮
聖
人
の

周
囲
に
紙
の
扱
い
に
長
け
た
人
が
い
た
こ
と
を
十
分
に
予
想
で
き
る
。
紙
の
供
給
に
つ
い
て
み
る
と
、
身
延
引
栖
中
の
建
治
二
年
七
月
二

十
一
日
付
『
辨
殿
御
消
息
』
に
「
紙
な
く
し
て
一
紙
に
多
人
の
事
を
申
な
り
」
と
あ
る
事
に
よ
っ
て
、
入
手
す
る
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
困
難

で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
の
最
後
の
五
紙
（
第
十
三
紙
か
ら
十
七
紙
ま
で
）
が
、
第
一
紙
か
ら
十
二
紙
ま
で
の

楮
紙
よ
り
も
一
回
り
小
さ
い
斐
紙
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
料
紙
の
不
足
を
指
摘
す
る
論
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
延
に
お
け
る
日

蓮
聖
人
の
執
筆
活
動
か
ら
見
る
と
、
『
辨
殿
御
消
息
』
に
述
べ
ら
れ
た
紙
不
足
も
一
過
性
の
事
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
扇
驚
等
茜
郭
こ

の
ケ
ー
ス
は
、
当
時
も
貴
重
で
あ
っ
た
雁
斐
紙
の
利
用
法
か
ら
見
る
と
、
か
え
っ
て
別
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
盛
ん
な
紙

の
消
費
量
に
し
て
は
、
料
紙
を
供
養
し
た
記
事
が
御
真
蹟
に
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
見
え
な
い
の
は
、
そ
の
供
給
ル
ー
ト
が
一
応
整
っ

て
い
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
広
い
意
味
で
の
）
文
書
を
有
効
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
弟
子
や
信
者
を
教
導
し
広
く
伝
道
の
歩
を
進
め
る
日
蓮
聖
人
は
、

当
時
行
な
わ
れ
た
文
書
形
式
と
料
紙
の
様
々
な
使
用
法
に
つ
い
て
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
積
極
的
に
活
用
し
た
。
そ
の
具
体
例
を

次
に
挙
げ
よ
う
。

一
、
曼
茶
羅
本
尊
の
料
紙
日
蓮
聖
人
が
染
筆
さ
れ
た
紙
本
の
曼
茶
羅
本
尊
は
、
一
紙
の
も
の
か
ら
二
十
八
紙
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
も
の

ま
で
、
大
小
様
々
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
紙
数
別
に
数
え
た
の
が
次
の
表
で
、
大
半
が
一
紙
と
三
紙
で
占
め
ら
れ
て
い
る

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

(”）



日
蓮
聖
人
御
真
顔
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

こ
と
が
わ
か
る
。
曼
茶
羅
本
尊
の
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
料
紙
の
寸
法
は
大
小
様
々
で
、
天
地
二
十
三
・

九
×
幅
三
十
三
・
○
セ
ン
チ
の
も
の
（
岩
本
実
相
寺
蔵
）
か
ら
天
地
六
十
七
・
○
×
幅
四
十
四
・
二
セ
ン
チ

の
も
の
（
鎌
倉
妙
本
寺
）
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寸
法
の
竪
紙
（
図
）
を
タ
テ
長
に
置
い
て
、
題
目
と
尊
名

を
墨
書
し
た
の
が
一
紙
の
曼
茶
羅
本
尊
で
あ
る
。
二
紙
以
上
の
曼
茶
羅
本
尊
で
は
、
竪
紙
を
そ
の
ま
ま
上
下

に
継
い
で
料
紙
を
整
え
て
い
る
。
さ
ら
に
紙
数
が
多
く
な

（
奥
）
る
と
、
上
下
に
継
い
だ
細
長
い
継
ぎ
紙
を
横
に
二
枚
並
べ

る
と
、
上
下
に
継
い
だ
細
長
い
継
ぎ
紙
を
横
に
二
枚
並
べ

（
天
）

（
袖
）
る
こ
と
は
決
し
て
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
。

竪
紙
（
た
て
が
み
）
は
こ
の
よ
う
な
形
二
、
著
書
の
料
紙
御
真
蹟
の
著
書
は
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
外
は
す
べ
て
楮
紙
を

紙
を
外
し
た
本
紙
を
丹
念
に
観
察
し
た
こ
と
が
幾
度
か
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
料
紙
は
厚
め
で
持
っ
て
手
応
え
が
あ
り
、
奉
回
は
木
槌
で
丹
念

（
地
）
に
打
ち
紙
が
施
さ
れ
て
い
て
筆
が
走
り
や
す
い
よ
う
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

御
真
蹟
の
曼
茶
羅
本
尊
の
料
紙
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
見
る
と
、
一
般
的

に
流
通
し
て
い
る
も
の
と
は
別
に
、
そ
れ
専
用
の
紙
を
製
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
紙
つ
か
い
」
の
専
門
的
な
技
術
を
身
に
着
け

た
複
数
の
人
物
（
恐
ら
く
弟
子
で
あ
ろ
う
）
の
存
在
を
、
日
蓮
聖
人
の
周
囲
に
想
定
す

て
接
着
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

御
真
蹟
の
曼
茶
羅
本
尊
の
修
理
に
あ
た
っ
て
、
裏
打
ち

(〃0）

計 一
紙

二
紙

三
紙

四
紙

絹
本
以
上

一

二

七
五
二
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五
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先
に
例
外
と
し
た
『
観
心
本
尊
抄
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
書
だ
け
が
帖
仕
立
て
で
あ
り
、
か
つ
楮
紙
と
雁
皮
紙
の
両
方
を
用
い
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
形
状
は
、
第
一
紙
か
ら
第
十
二
紙
ま
で
の
十
二
紙
が
天
地
三
十
三
×
幅
五
十
四
セ
ン
チ
の
楮
紙
で
、
第
十

三
紙
か
ら
第
十
七
紙
ま
で
の
五
紙
が
天
地
三
十
×
四
十
六
セ
ン
チ
の
雁
皮
紙
が
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
、
右
端
に
仮
綴
と
本
綴
が
施
さ
れ

て
帖
に
仕
立
て
ら
れ
た
う
え
で
、
そ
の
ま
ま
料
紙
の
表
裏
す
べ
て
に
本
文
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
（
第
一
紙
の
標
題
を
み
る
と
、
文
字
の
右

端
が
窮
屈
そ
う
に
な
っ
て
い
て
、
執
筆
の
時
す
で
に
表
紙
を
つ
け
た
装
丁
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
）
・
こ
の
よ
う
な
帖
仕
立
て

を
当
時
ど
う
呼
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
の
定
説
は
な
い
が
、
日
蓮
聖
人
の
御
真
蹟
の
『
辨
殿
御
消
息
』
に
見
る
次
の
記
事
は
重
要
で
あ
る
。

十
住
毘
婆
沙
等
の
要
文
を
大
帖
に
て
候
と
．
…
．
．
…
…

こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
蓮
聖
人
が
仏
教
書
の
要
文
を
抜
き
書
す
る
際
に
、
「
大
帖
」
の
形
式
の
「
帖
」
を
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
御
真
蹟
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
「
大
帖
」
と
は
「
紙
を
大
き
く
使
っ
た
帖
」
の
意
味
と
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
る
か
ら
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
さ
に
『
観
心
本
尊
抄
』
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
も
う
一
つ
あ
る
。
北
山
本
門

寺
に
伝
わ
る
御
真
蹟
の
写
本
『
貞
観
政
要
』
は
、
天
地
二
十
九
・
六
×
幅
四
十
二
・
四
セ
ン
チ
の
料
紙
に
十
二
行
な
い
し
十
五
行
か
ら
な

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

用
い
た
巻
子
本
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
『
立
正
安
国
論
』
（
国
宝
・
中
山
法
華
経
寺
蔵
）
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み

よ
う
。
こ
の
一
巻
は
、
天
地
二
十
九
・
五
×
幅
四
十
四
・
○
セ
ン
チ
の
楮
紙
三
十
八
紙
（
第
二
十
四
紙
欠
）
を
つ
な
い
だ
継
紙
か
ら
な
り
、

一
紙
あ
た
り
十
六
行
の
墨
界
が
施
さ
れ
て
い
る
。
各
丁
の
丁
付
は
後
世
に
な
っ
て
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
墨
界
と
墨
付
の
文
字

が
明
ら
か
に
継
ぎ
目
を
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
『
立
正
安
国
論
』
の
料
紙
は
も
と
か
ら
継
紙
と
し
て
日
蓮
聖
人
の
手
元
に
用
意
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
の
他
の
著
書
に
お
い
て
も
同
様
で
、
著
書
と
書
状
と
を
見
分
け
る
決
め
手
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
参
考
文
献
⑥
）
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三
、
書
状
の
料
紙
数
多
く
伝
存
す
る
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
の
書
状
は
、
す
べ
て
が
楮
紙
を
料
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
、
紙
面
に
躍
動
す
る

筆
墨
の
滑
ら
か
な
走
り
か
ら
み
る
と
、
打
ち
紙
の
加
工
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
料
紙
一
紙
の
寸
法
は
お
お
よ
そ
天
地
三
十
一
×

幅
四
十
二
セ
ン
チ
が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
な
か
に
は
歪
ん
で
裁
断
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
あ
た
か
も
書
状
用
の
規
格
品
を
見
る
よ
う

な
感
が
あ
る
。
ま
た
、
料
紙
の
使
用
の
仕
方
に
し
て
も
、
『
天
台
肝
要
文
』
の
紙
背
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
（
建
長
五
年
）
十
二
月
九
日

付
「
富
木
殿
御
返
事
」
。
（
文
永
九
年
）
七
月
廿
一
日
付
「
辨
殿
御
消
息
」
。
（
弘
安
元
年
）
五
月
廿
二
日
付
「
採
雨
御
書
」
が
豆
撫
控

で
あ
る
な
ど
、
わ
ず
か
の
御
真
蹟
を
除
い
て
は
殆
ど
が
「
竪
紙
」
の
形
式
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

今
一
つ
注
目
す
べ
き
御
真
蹟
書
状
の
特
徴
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
通
あ
た
り
の
紙
数
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
状
を
よ
く

観
察
す
る
と
、
次
の
諸
点
が
認
め
ら
れ
る
。
１
．
日
蓮
聖
人
自
筆
の
丁
付
が
は
っ
き
り
と
打
た
れ
て
い
る
。
２
．
（
巻
子
本
に
仕
立
て
ら

れ
て
伝
来
す
る
も
の
は
）
文
字
が
継
ぎ
目
を
渡
ら
な
い
。
３
．
（
同
じ
く
）
ノ
リ
シ
ロ
を
施
さ
な
い
で
、
料
紙
の
端
と
端
を
接
続
す
る
い

日
蓮
聖
人
御
真
賦
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

る
本
文
を
一
面
に
墨
書
し
て
い
る
。
字
配
り
の
具
合
を
見
る
と
右
端
に
余
白
が
あ
り
、
後
筆
に
な
る
丁
付
が
右
塑
卜
に
記
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
は
巻
子
本
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
来
は
『
観
心
本
尊
秘
匿
と
同
様
に
「
大
帖
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
大
帖
」
と
は
、
書
誌
学
の
上
か
ら
み
て
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
初
め
て
見
ら
れ
る
用
語
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
を
保
管
す
る
に
あ
た
っ

て
は
左
右
か
ら
三
つ
に
折
り
畳
ん
で
、
恐
ら
く
そ
の
上
か
ら
畳
紙
を
も
っ
て
包
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
著
書
・
論
文
⑤
⑦
）
御
真
蹟

『
観
心
本
酋
孫
迄
に
つ
い
て
の
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
な
ぜ
楮
紙
と
雁
店
羅
が
併
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
楮
紙
の
紙
数

が
足
り
な
く
な
っ
た
の
で
や
や
小
さ
め
の
料
紙
を
用
い
ら
れ
た
と
し
て
、
流
罪
地
佐
渡
で
の
困
難
な
状
況
を
物
語
る
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
雁
皮
紙
が
楮
紙
と
比
べ
て
上
級
の
紙
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
見
解
は
必
ず
し
も
説
得
的
で
な
い
。

る
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
唾

そ
の
理
由
は
依
然
不
明
で
あ
る
。
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わ
ゆ
る
ツ
キ
ァ
ワ
セ
の
技
法
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
１
．
に
つ
い
て
は
、
染
筆
さ
れ
た
料
紙
の
順

序
が
乱
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
丁
付
が
記
入
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
２
．
は
、
一
紙
ご
と
別
々
に
染
筆
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
り
、
３
．
は
、

料
紙
一
杯
に
染
筆
さ
れ
て
ノ
リ
シ
ロ
を
付
け
る
余
裕
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
っ
て
、
日
蓮
聖
人
は
書
状
を
認

め
る
時
に
は
、
幾
枚
か
の
料
紙
を
重
ね
て
一
紙
づ
っ
書
き
進
め
た
上
で
、
丁
付
を
打
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
染
筆
の
方

法
を
、
「
重
ね
紙
」
の
書
式
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

日
蓮
聖
人
の
こ
の
よ
う
な
書
状
の
特
徴
を
見
る
時
、
中
山
法
華
経
寺
に
伝
わ
る
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
の
「
要
文
紙
背
文
書
」
約
一
二
○
紙

（
通
で
は
な
い
）
を
思
い
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
日
蓮
聖
人
の
有
力
な
檀
越
と
し
て
知
ら
れ
る
、
下
総
に
住
む
富

木
常
忍
の
許
に
集
積
さ
れ
た
文
書
群
で
、
関
東
地
方
に
お
け
る
在
地
武
士
の
文
書
の
様
式
を
窺
う
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
る
。
こ

れ
ら
の
う
ち
の
一
冊
『
天
台
肝
要
文
』
は
紙
背
文
書
四
十
四
紙
を
含
む
四
十
七
紙
の
楮
紙
か
ら
な
り
、
冊
子
の
小
口
が
わ
ず
か
に
切
断
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
一
紙
の
寸
法
は
天
地
二
十
八
・
五
×
幅
四
十
三
・
一
セ
ン
チ
と
、
御
真
蹟
の
書
状
と
は
ほ
ぼ
同
様
な
特
徴
を
帯
び
て

い
る
。
こ
の
う
ち
第
十
二
号
文
書
（
年
次
未
詳
）
十
二
月
廿
七
日
付
「
長
専
書
状
」
は
、
幾
紙
か
続
く
書
状
の
末
尾
の
一
紙
で
あ
る
が
、

書
止
・
日
付
・
差
出
・
充
名
な
ど
の
配
置
が
御
真
蹟
の
書
状
と
じ
っ
に
よ
く
似
通
っ
た
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
書
状
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
形
態
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
関
東
の
武
士
社
会
に
お
け
る
文
書
交
流
の
中
に
し
っ

か
り
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
も
日
蓮
聖
人
の
周
囲
に
は
、
紙
を
供
給
す
る
ル
ー
ト
が
整
え
ら
れ
、
料
紙
を
調
製
す
る

人
物
が
常
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
こ
こ
で
一
つ
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
御
真
蹟
書
状
の
中
に
は
継
紙
を
料
紙
と
し
て
用
い
た
も
の
も
例
外
的
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
前
述
し
た
「
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
」
で
、
四
十
六
紙
か
ら
な
る
長
い
継
紙
に
、
端
正
な
筆
致

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）
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帖
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
述
し
た
「
大
帖
」
の
外
は
例
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
事
と
す
る
。
冊
子
は
写
本
や
要

文
抄
出
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
、
楮
紙
の
袋
綴
を
用
い
て
染
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
寸
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
ご
く

初
期
の
写
本
は
、
「
五
輪
九
字
秘
釈
」
（
建
長
三
年
）
が
天
地
二
十
四
・
一
×
幅
十
五
・
一
セ
ン
チ
の
小
型
で
、
狭
い
「
析
菌
盆
が
施
さ
れ

て
小
さ
い
文
字
が
几
握
回
に
記
さ
れ
て
い
る
（
一
丁
ご
と
片
面
九
行
）
よ
う
に
、
当
時
一
般
の
写
本
の
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

積
極
的
な
伝
道
活
動
を
展
開
し
た
文
葬
萌
以
後
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
様
相
が
変
わ
る
。
こ
れ
を
文
永
六
年
頃
に
成
立
し
た
『
天
台
肝
要

文
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
天
地
二
十
九
・
○
×
幅
四
十
三
・
○
セ
ン
チ
の
料
紙
を
袋
綴
じ
に
仕
立
て
た
冊
子
に
、
一
Ｔ
片
面
に
五
な
い
し

七
行
の
大
き
な
文
字
が
連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
添
削
の
跡
が
幾
か
所
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
を
人
々
に
開

き
示
し
な
が
ら
教
学
の
講
義
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
小
型
の
写
本
か
ら
大
型
の
写

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

で
書
か
れ
た
漢
文
体
の
書
状
で
あ
る
。
い
き
な
り
本
文
か
ら
書
き
出
さ
れ
た
本
書
は
墨
跡
が
継
目
を
渡
り
、
「
恐
々
謹
言
」
の
書
止
文
言

で
終
っ
て
、
日
付
・
差
出
｛
日
蓮
（
花
押
）
｝
・
充
名
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
書
状
と
し
て
は
や
や
形
態
を
異
に
す
る
本
書

に
つ
い
て
、
基
本
的
に
著
書
で
あ
り
な
が
ら
書
状
と
し
て
の
形
式
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
こ
に
用
い

ら
れ
た
料
紙
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
し
っ
か
り
し
た
楮
紙
で
、
寸
法
も
天
地
三
十
一
・
七
×
幅
四
十
七
・
五
セ
ン
チ
と
、
書
状
の
料
紙

と
し
て
は
幅
広
で
あ
る
。
封
式
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
上
巻
に
は
本
紙
と
同
じ
楮
紙
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
写
本
・
要
文
の
料
紙
日
蓮
聖
人
が
写
本
や
要
文
を
書
写
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
場
そ
の
場
に
応
じ
た
料
紙
を
使
わ
れ
た
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
形
態
も
帖
・
冊
子
・
継
紙
・
一
紙
な
ど
様
々
で
あ
る
。
紙
質
は
楮
紙
が
大
部
を
占
め
、
雁
皮
紙
が
少
量
な
が
ら
混
じ
っ

て
い
る
。
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冊
子
本
に
つ
い
て
も
う
一
つ
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
反
古
と
な
っ
た
使
用
済
み
の
文
書
を
裏
返
し
て
袋
綴
じ
の
冊
子
に

仕
立
て
、
写
本
や
要
文
の
料
紙
と
し
て
用
立
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
辨
殿
御
消
息
』
に
「
真
言
の
表
の
、
せ
う
そ
く
（
消
息
）
の
裏

に
さ
ど
（
佐
渡
）
房
の
か
き
（
書
）
て
候
と
」
と
あ
る
よ
う
に
、
消
息
Ⅱ
書
状
の
反
古
裏
を
利
用
し
て
「
真
言
の
表
」
な
ど
を
弟
子
に
筆

写
さ
せ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
中
山
法
華
経
寺
に
伝
わ
る
御
真
蹟
の
『
双
紙
要
文
』
『
天
台
肝
要
文
』
『
破
禅
宗
』
、
一
部
御
真
蹟
が
混

じ
る
『
秘
書
』
、
富
木
常
忍
が
筆
写
し
た
『
叡
山
大
師
伝
』
、
岡
宮
光
長
寺
の
「
某
筆
要
文
」

（
現
状
は
二
紙
の
み
が
軸
装
本
二
幅
と
し
て
残
存
す
る
）
な
ど
は
、
書
状
の
反
古
裏
を
再
利
用
し

た
冊
子
本
で
あ
る
。

継
ぎ
紙
の
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
『
秀
句
十
勝
抄
』
上
中
下
三
巻
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
上
巻

十
紙
を
見
る
と
、
天
地
は
三
十
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
幅
は
次
表
の
よ
う
に
著
し
い
出
入
り

が
あ
る
。
ま
た
、
料
紙
の
種
類
と
筆
跡
、
継
ぎ
目
と
墨
痕
な
ど
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
ａ
～
ｄ

の
四
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
ｂ
と
ｃ
は
筆
勢
と
書
体
が
近
似
し
て
い
る
が
、
ｄ
は
少

し
異
な
っ
て
お
り
（
行
数
も
少
な
い
）
、
ａ
は
執
筆
の
年
代
さ
え
も
違
う
（
ａ
は
弘
安
元
年
、
ｂ

以
下
は
文
氷
六
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
・
本
書
が
こ
の
よ
う
な
体
裁
で
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
も
と
も
と
一
巻
と
し
て
完
結
し
た
要
文
集
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
二
・
三
紙

継
ぎ
の
料
紙
を
幾
枚
も
用
い
て
要
文
を
断
片
的
に
抄
出
し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
に
ち
が

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

双祗和

症

[1_ロー［

本
へ
の
変
化
は
、
日
蓮
聖
人
の
修
学
か
ら
伝
道
へ
の
転
化
、
い
わ
ば
「
自
行
」
か
ら
「
化
他
」
へ
の
移
行
を
物
語
る
も
の
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
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日
蓮
聖
人
御
真
頃
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

い
な
い
。
こ
の
継
紙
四
枚
の
要
文
を
整
序
し
て
一
巻
の
巻
子
本
に
仕
立
て
た
と
考
え
る
と
、
第
三
紙
に
わ
ざ
わ
ざ
白
紙
を
挿
入
し
た
こ
と

が
、
全
体
が
一
連
の
継
紙
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
理
解
で
き
る
。

一
方
、
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
要
文
集
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
一
つ
の
項
目
や
ひ
と
ま
と
ま
り
の
あ
る
要
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
紙

の
料
紙
に
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
料
紙
の
寸
法
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
た
り
、
必
ず
し
も
そ
の
場
に
な

じ
ま
な
い
要
文
が
混
入
し
て
い
た
り
、
継
紙
の
体
裁
を
取
ら
な
い
の
に
丁
付
を
欠
い
て
い
た
り
す
る
。
御
真
蹟
の
『
華
厳
・
法
相
・
三
論
・

天
台
元
祖
事
』
や
『
一
代
勝
劣
諸
師
異
解
哩
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
推
察
出
来
る
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
は
要
文
を
抄
出
す
る

時
に
一
紙
ご
と
に
一
項
目
を
ま
と
め
て
抜
き
害
し
、
教
学
の
講
義
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
ら
を
論
理
が
通
る
よ
う
に
ま
と
め
て
教
案
と
し
た

ら
し
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
今
日
で
も
よ
く
行
な
わ
れ
る
カ
ー
ド
に
よ
る
教
授
を
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
後
世
に
な
っ
て
か
ら
一
纏
め
に

な
っ
た
要
文
が
そ
の
ま
ま
表
装
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
紙
で
完
結
す
る
要
文
の

抜
き
書
を
「
一
紙
要
文
」
と
呼
ぶ
事
と
し
た
い
。
一
紙
か
二
紙
の
要
文
が
軸
装
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
「
一
紙
要
文
」
の
本
来
的
な
姿
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

五
、
図
表
の
料
紙
日
蓮
聖
人
が
、
弟
子
や
信
者
に
対
す
る
講
義
の
際
に
、
容
易
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
要
点
を
図
示
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
が
こ
の
図
表
で
あ
る
か
ら
、
料
紙
に
も
そ
の
目
的
に
適

う
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
中
山
法
華
経
寺
に
伝
わ
る
『
広
五
時
図
』
を
見
る
と
、
書

状
に
比
べ
て
一
回
り
大
き
い
天
地
三
十
一
・
五
×
幅
四
十
六
・
一
セ
ン
チ
の
、
や
や
厚
手
で
粘
り
の
あ

る
楮
紙
が
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
十
紙
か
ら
な
る
継
紙
に
は
書
名
・
人
名
・
要
文
な
ど
が

大
書
さ
れ
、
幾
度
も
添
削
し
た
書
き
加
え
や
擦
り
消
し
の
跡
が
あ
る
。
第
十
一
・
十
二
紙
の
裏
に
は
他

（
土
ｘ
） １
１
（
第
六
紙
）

（
文
字
）
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多
様
な
形
で
今
日
に
伝
わ
る
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
つ
い
て
、
料
紙
の
種
類
・
形
式
・
使
用
方
法
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

こ
れ
ら
を
結
論
的
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
全
体
的
に
次
の
よ
う
な
点
が
注
目
さ
れ
る
。

一
、
御
真
蹟
の
料
紙
の
種
類
に
つ
い
て
み
る
と
、
楮
紙
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
、
雁
皮
紙
が
わ
ず
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時

代
の
東
国
で
は
一
般
に
楮
紙
が
主
流
で
、
雁
皮
紙
が
一
部
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

二
、
曼
茶
羅
本
尊
・
著
書
・
書
状
な
ど
の
別
に
よ
っ
て
、
料
紙
の
使
い
方
に
も
厳
密
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

三
、
料
紙
の
寸
法
や
厚
さ
が
使
用
目
的
に
よ
っ
て
異
な
り
、
打
紙
・
継
紙
・
紙
背
の
再
生
な
ど
の
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
紙

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

図
表
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
強
靱
な
雁
皮
紙
が
用
い
ら
れ
る
も
の
と
予
想
し
た
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
粘
り
の
あ

る
楮
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
図
表
が
消
耗
品
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
た
め
で
、
関
東
で
は
高
価
な
雁
皮
紙
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い

る
事
は
考
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
料
紙
の
寸
法
が
書
状
に
比
し
て
少
し
大
き
い
事
は
、
図
表
用
の
料
紙
と
し
て
特
別
に
紙

を
裁
断
す
る
意
図
の
あ
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

筆
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
弟
子
た
ち
も
こ
れ
を
用
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
寺
の
『
略
五
時
図
』
も
こ
れ
と
同
様
な
体
裁
を

持
つ
が
、
一
紙
の
幅
が
五
十
四
セ
ン
チ
と
広
い
。
西
山
本
門
寺
の
『
浄
土
九
品
之
事
』
は
、
天
地
三
十
九
・
一
×
幅
（
未
計
測
）
の
料
紙

が
タ
テ
位
置
に
継
が
れ
て
お
り
、
文
字
が
中
央
か
ら
両
端
に
向
か
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（
図
）
・
図
表
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
料
紙
の
用
い
方
と
形
状
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
一
門
の
大
衆
を
前
に
図
表
を
掲
げ
な
が
ら
講
義
を
す
る
日
蓮
聖
人
の
姿
を
、
は

る
か
に
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

結
論

(〃7）



五
、
「
大
帖
」
．
紙
要
文
」
と
い
う
典
籍
・
文
書
の
形
式
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
要
こ
の
よ
う
な
点
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
封
式
を
初
め
ま
だ
ま
だ
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
柄
は
多
い
。
と
こ
ろ
で
、

本
稿
で
は
御
真
蹟
を
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
け
る
古
文
書
・
典
籍
と
の
関
連
に
お
い
て
、
形
態
論
の
方
面
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
と
し

た
。
こ
の
試
み
は
、
最
近
に
な
っ
て
と
み
に
進
捗
し
た
古
文
書
学
の
研
究
成
果
を
御
真
蹟
の
研
究
に
取
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
御
真
蹟

を
よ
り
確
実
に
把
握
し
理
解
を
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後
世
に
伝
存
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
整
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
東
国
を
舞
台
に
目
覚
ま
し
い
伝
道
活
動
を
展
開
し
た
日
蓮
聖
人
が
、
そ
の
途
上
に
お
い
て
創
出
し
た
豊
か
な
古
文
書
や
典
籍

を
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
け
る
東
国
の
「
紙
づ
か
い
」
「
文
づ
か
い
」
の
世
界
を
見
事
に
映
し
だ
し
て
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に

よ
り
、
当
代
古
文
書
研
究
の
深
ま
り
を
期
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
御
真
蹟
研
究
の
も
つ
意
義
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
と
い
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
つ
い
て
、
最
近
の
著
書
・
論
文
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

①
山
中
喜
八
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
』
の
世
界
（
「
山
中
喜
八
著
作
選
集
」
）
上
・
下

②
岡
元
錬
城
『
日
蓮
聖
人
の
御
手
紙
』
一
・
二
・
三

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）

を
め
ぐ
る
様
々
な
技
法
が
日
蓮
聖
人
の
周
辺
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
紙
づ
か
い
」

と
も
言
う
べ
き
弟
子
の
存
在
を
予
想
で
き
る
。

四
、
文
書
・
典
籍
の
原
形
を
復
元
す
る
形
で
研
究
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
、
特
に
巻
子
本
に
つ
い
て
は
現
状
を
そ
の
ま
ま
原
形
と

見
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

雄
山
閣
出
版

東
方
出
版

(I")



③
岡
元
錬
城
『
日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林

④
寺
尾
英
智
「
中
山
法
華
経
寺
に
お
け
る
真
蹟
遺
文
の
伝
来
過
程
に
つ
い
て
」
（
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
一
二
号
）

⑤
寺
尾
英
智
「
日
蓮
筆
『
観
心
本
尊
抄
』
の
形
態
に
つ
い
て
」
（
「
立
正
大
学
大
学
院
年
報
」
四
号
）

⑥
中
尾
尭
「
日
蓮
筆
『
立
正
安
国
論
』
（
国
宝
）
と
そ
の
紙
背
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
の
伝
来
を
め
ぐ
る
研
究
」

（
「
古
文
書
研
究
」
二
六
号
）

⑦
中
尾
堯
「
日
蓮
真
蹟
遺
文
の
伝
承
ｌ
中
山
法
華
経
寺
初
祖
日
常
（
富
木
常
忍
）
の
場
合
」
（
「
立
正
史
学
」
六
七
号
）

⑧
中
尾
堯
「
日
蓮
真
蹟
遺
文
と
日
祐
『
本
尊
聖
教
録
』
」
（
「
立
正
史
学
」
六
九
号
）

な
お
、
「
日
蓮
宗
新
聞
」
の
毎
月
二
十
日
号
に
中
尾
が
「
ご
真
蹟
に
触
れ
る
」
を
連
載
中
で
あ
る
。

立
正
大
学
の
三
、
四
年
生
の
頃
、
秋
山
先
生
の
奥
様
の
郷
里
で
あ
る
東
京
葛
飾
区
奥
戸
妙
法
寺
の
随
身
生
で
あ
っ
た
。
先
生
に
親
し
く
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
機
縁
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
後
な
が
く
公
私
と
も
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
高
配
も
賜
わ
っ
た
。
こ
の
た
び
先
生
の
古
稀
の

賀
に
あ
た
り
、
一
文
を
捧
げ
て
長
年
の
御
高
恩
を
謝
す
る
こ
と
を
無
上
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
御
真
顔
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
に
つ
い
て
（
中
尾
）
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信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
い
う
意
味
あ
い
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
…
…
…
…
か
。
も
の

心
つ
い
て
か
ら
、
ず
う
っ
と
こ
の
疑
問
に
悩
ま
さ
れ
て
来
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
ま
だ
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
か
ね
て
か
ら

の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
日
本
山
の
尼
さ
ん
に
会
っ
た
時
だ
っ
た
。
談
論
風
発
の
結
果
、
信
仰
の
話
に
な
っ
た
。
時
ま
さ
に
共
産
主
義
の
全

盛
の
時
代
だ
っ
た
。
お
堂
の
仏
像
、
あ
れ
は
単
な
る
偶
像
だ
、
何
の
力
も
働
き
も
あ
り
や
あ
し
な
い
と
や
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
尼
さ
ん
、

そ
れ
な
ら
ば
今
か
ら
鉈
を
も
っ
て
行
っ
て
、
お
堂
の
仏
さ
ん
を
叩
き
割
っ
て
来
な
さ
い
、
と
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
ま
い
っ
た
。
私
に
は
単

な
る
知
識
が
あ
る
だ
け
で
信
念
も
何
も
あ
り
は
し
な
い
し
、
今
ま
で
厳
と
し
て
在
る
も
の
を
破
壊
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
心
な
ど
、
最
初

か
ら
あ
り
は
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
そ
の
尼
さ
ん
は
、
そ
の
後
に
砂
川
の
基
地
闘
争
で
市
民
の
先
頭
に
立
ち
、
そ
の
働
き
で
婦
人
公
論

の
巻
頭
に
の
っ
た
人
だ
っ
た
か
ら
、
知
識
ば
か
り
の
若
僧
の
歯
が
立
つ
よ
う
な
相
手
で
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
爾
来
、
信
仰
と
い
う
と
、

常
に
こ
の
時
の
こ
と
を
思
い
お
こ
す
。

そ
こ
で
、
信
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
改
め
て
考
え
て
見
よ
う
と
思
い
た
っ
た
。
そ
の
動

機
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
に
、
昨
年
の
春
か
ら
の
身
延
山
の
仏
所
護
念
会
の
葬
儀
の
問
題
が
あ
る
の
も
間
違
い
な
い
。
し
か
し
実
は
そ
の

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

法
華
経
に
お
け
る
信

1

望
月
海
淑
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し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
三
語
は
、
と
も
に
信
に
言
及
し
た
語
だ
と
は
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
っ
た
も
の
を
も
っ

て
い
る
と
い
い
得
る
。
尚
、
こ
れ
ら
の
三
語
の
ほ
か
に
ｇ
鼻
威
と
い
わ
れ
る
語
が
あ
る
。
前
記
の
三
語
が
そ
れ
ぞ
れ
仏
・
法
・
僧
の
三

宝
に
た
い
す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
９
画
吾
の
場
合
は
信
ず
る
対
象
を
問
わ
な
い
と
い
わ
れ
、
法
華
経
に
は
使
用

例
を
見
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
今
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
言
及
し
た
書
物
を

読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
勵
画
＆
富
に
関
わ
る
信
を
中
心
と
し
て
、
信
と
い
う
あ
り
よ
う
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
、
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。

閑
話
休
憩
。
普
通
、
信
と
い
う
の
は
野
画
＆
富
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
信
に
関
し
て
言
及
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
外
に

且
三
目
鼻
画
と
胃
口
吻
９
回
画
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
目
三
目
烏
蝕
は
信
解
と
か
勝
解
と
か
訳
さ
れ
、
且
三
台
目
臣
。

が
解
き
放
つ
と
い
う
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
且
三
目
鼻
武
は
迷
い
な
ど
か
ら
解
き
放
た
れ
る
と
い
う
点
で
、
了
解
と
か
理
解

と
か
い
う
ふ
う
な
意
味
あ
い
を
も
っ
て
い
る
と
な
さ
れ
て
い
る
。
胃
画
の
ｇ
目
は
浄
信
と
訳
さ
れ
る
が
、
胃
画
さ
駒
且
に
は
心
を
静
め
る

と
か
明
白
に
す
る
と
か
の
意
味
あ
い
が
あ
る
か
ら
濁
っ
た
水
を
清
浄
に
す
る
と
い
う
あ
り
か
た
で
、
清
澄
な
る
信
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
ふ
↑

な
い
。

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

よ
う
な
こ
と
は
鐘
渠
末
節
、
根
本
は
法
華
経
か
ら
見
て
、
信
を
私
自
身
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
お
く
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
見
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
あ
の
問
題
は
い
い
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
、
と
い
い
う
る
か
も
し
れ

2
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●昌
碧
画
置
忌
日
の
留
凰
冒
耳
画
冨
晶
且
画
冨
彊
冨
‐
９
画
碕
忌
吟
也
邑
冨
‐
の
胃
の
胃
画
蔚
言
国
（
舎
利
弗
よ
、
私
の
集
ま
り
か
ら
不
用

な
も
の
、
無
益
な
も
の
が
出
て
行
っ
て
、
信
の
核
心
に
止
ま
る
も
の
の
み
と
な
っ
海
〉

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

そ
こ
で
、
こ
こ
に
い
う
彼
等
と
は
、
釈
尊
の
説
法
の
場
面
・
法
華
経
の
説
法
の
場
面
に
集
ま
っ
て
い
た
、
舎
利
弗
と
仲
間
た
る
仏
弟
子

を
始
め
と
す
る
一
切
の
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
善
逝
と
い
い
、
あ
な
た
と
い
う
も
、
そ
れ
は
釈
尊
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
釈
尊

を
信
じ
、
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
法
（
教
え
）
を
信
ず
る
と
い
う
、
仏
弟
子
の
心
の
あ
り
よ
う
の
表
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
よ
う
に
信
吟
画
量
冨
と
い
う
の
は
仏
と
か
仏
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
法
と
か
に
た
い
す
る
、
心
の
中
か
ら
の
表
白
、
ひ
た
す
ら
な
る

一
念
を
表
現
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
釈
尊
は
次
の
よ
う
に
舎
利
弗
に
対
し
て
い
わ
れ
て
い

ヱ
画
０

信
野
画
＆
富
と
い
う
あ
り
よ
う
は
仏
教
に
と
っ
て
い
や
宗
教
に
と
っ
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
に
お
い
て
も
実
に
多

岐
に
わ
た
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
基
本
的
に
は
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

野
呂
含
讐
胃
画
の
画
目
農
、
侭
凰
の
印
画
租
胃
画
く
ご
忌
望
自
陣
苫
号
胃
目
画
目
色
忌
言
冨
昌
（
彼
等
は
善
逝
を
信
じ
、
恭
し
く
浄
信

し
、
そ
の
法
を
理
解
す
る
で
あ
り
ま
し
よ
・
蕊

謡
野
画
＆
且
冨
望
自
威
蔽
含
胃
昌
画
喜
勝
静
召
…
苫
勵
画
邑
且
冨
の
冨
口
嘩
冨
ぐ
巴
冨
今
胃
目
画
冒
（
彼
等
は
語
ら
れ
た
法
を
信

ず
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
…
彼
等
は
あ
な
た
の
法
を
信
ず
る
で
あ
り
ま
し
よ
菅
塑

こ
こ
で
の
使
用
例
は
法
華
経
の
方
億
台
叩
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
華
経
を
説
か
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
峻

循
す
る
釈
尊
に
た
い
し
て
、
舎
利
弗
が
説
い
て
ほ
し
い
と
懇
願
を
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
三
止
三
請
と
呼
ば
れ
る
場
面
で
の
言
葉
で
あ

ブ
（
》
。

(血3）



と
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
我
々
が
信
ず
べ
き
も
の
の
姿
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
私
を
信
ぜ
よ
と
い
い
、
私

は
真
実
を
語
る
も
の
で
あ
る
等
と
い
う
時
、
こ
れ
を
い
う
人
は
自
分
が
体
得
し
た
覚
り
と
、
そ
れ
を
言
葉
と
し
て
表
現
し
た
法
と
が
、
ま
っ

た
く
同
じ
も
の
で
な
け
れ
ば
口
に
は
出
来
な
い
も
の
だ
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仏
陀
だ
か
ら
こ
れ
が
い
い
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

口
に
し
た
も
の
と
行
う
こ
と
が
同
じ
も
の
で
な
け
れ
ば
、
口
に
は
出
来
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

言
行
一
致
と
い
う
の
は
広
く
世
の
人
々
に
求
め
ら
れ
る
あ
り
よ
う
で
あ
る
が
、
方
便
品
の
こ
の
言
葉
、
釈
尊
と
釈
尊
が
口
に
し
た
法
と

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

こ
れ
は
い
い
こ
と
だ
と
。
そ
し
て
増
上
慢
の
も
の
が
い
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
釈
尊
は
出
家
の
本
懐
た
る
法
華
経
を
説
か
れ
出
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
説
法
の
場
か
ら
出
て
行
っ
た
人
々
は
、
不
用
に
し
て
無
益
な
も
の
と
い
わ
れ
る
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
は
”
耳
目
習
画

増
上
慢
の
も
の
で
あ
り
、
真
の
も
の
を
得
て
い
な
い
の
に
得
た
と
思
い
、
証
っ
て
も
い
な
い
の
に
証
っ
た
と
思
っ
て
い
る
、
自
惚
れ
の
心

の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
自
惚
れ
の
心
に
起
因
す
る
あ
り
よ
う
を
取
り
除
い
た
と
こ
ろ
に
残
る
も
の
と

し
て
、
信
仰
の
核
心
野
呂
号
平
の
冑
画
を
保
持
し
て
い
る
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
信
は
自
惚
れ
の
心
に
相
反
す
る
も
の
と
し
て
、
師
の
教
え
を
ひ
た
す
ら
に
聞
こ
う
と
い
う
姿
勢
に
対
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
信
は
、
自
己
中
心
の
も
の
の
見
方
と
い
う
も
の
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、

仏
や
法
に
対
し
て
ひ
た
す
ら
で
一
心
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
も
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
五
千
起
去
が
終
わ
っ
た
後
に
釈
尊
は
、

酔
い
＆
且
冨
冨
昌
の
の
胃
言
目
昌
ｇ
三
ｍ
‐
息
島
画
冨
日
画
の
目
冨
菩
甲
ぐ
豊
望
画
盲
目
固
め
日
］
自
自
冨
芸
甲
息
号
、
冨
冒
四
ｍ
目
』

（
舎
利
弗
よ
、
私
を
信
ぜ
よ
、
私
は
真
実
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
語
る
も
の
で
あ
り
、
変
わ
ら
ざ
る
も
の
を
語
る
も
の

で
あ
誌
〉

(皿4）



は
同
じ
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
法
華
経
の
あ
り
よ
う
を
示
そ
う
と
す
る
基
本
姿
勢
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
う
い
う
説
き
か
た
は
、
方
便
品
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
尚
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
後
に
再
び
触
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

如
来
寿
量
品
の
冒
頭
に
は
、
釈
尊
が
弥
勒
菩
薩
に
語
っ
た
言
葉
と
し
て
、

画
く
陣
丙
勉
毎
画
］
画
・
壷
ぐ
画
日
目
の
言
旨
も
冒
愚
ｇ
三
野
ロ
邑
邑
画
含
且
ご
画
包
冨
ご
画
函
画
冨
望
口
喜
鼻
瞥
逼
ぐ
胃
画
昌
ぐ
望
讐
胃
画
冨
昏
（
華
星
字
よ
、

如
来
の
真
実
の
言
葉
を
う
け
と
め
、
信
じ
、
話
す
べ
き
で
あ
諒
〉

と
語
っ
た
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
妙
法
華
経
は
信
解
と
訳
し
、
正
法
華
経
は
信
と
訳
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

吟
四
＆
富
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
信
の
訳
で
良
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
は
他
の
図
画
‐
育
厘
で
（
う
け
と
め

る
・
適
す
る
）
・
急
「
畠
（
話
す
）
の
二
語
が
語
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
へ
の
配
慮
か
ら
妙
法
華
経
は
信
解
と
訳
出
し
た
も
の
か
と

も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
素
直
に
信
に
言
及
し
た
も
の
と
理
解
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
釈
尊
が
自
ら
如
来
の
真
実
の
言
葉
を
信
じ
よ
、
と
い
う
時
に
は
、
釈
尊
の
覚
り
の
内
容
と
説
か
れ
た
教
え
と
が
、
ま
っ
た

く
同
一
な
も
の
だ
と
い
う
姿
勢
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
す
る
弥
勒
を
始
め
と
す
る
菩
薩
た
ち
は
、
如
来
の
お
っ
し
ゃ

る
と
う
り
に
信
じ
ま
す
と
い
う
こ
と
を
、
繰
り
返
し
て
三
度
も
述
べ
て
い
る
。
同
じ
言
葉
を
三
度
繰
り
返
す
と
い
う
場
面
は
、
法
華
経
に

お
い
て
は
方
便
品
と
如
来
寿
量
品
の
、
先
述
の
箇
所
以
外
に
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
如
来
は
真
実
を
語
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
語
り
、

変
わ
ら
ざ
る
も
の
を
語
る
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
如
来
の
言
葉
を
信
ぜ
よ
と
い
う
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
方
便
・
寿
量
の
二

品
が
同
じ
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
語
っ
た
、
し
か
も
こ
の
あ
と
に
お
い
て
一
仏
乗
と
久
遠
実
成
と
い
う
極
め
て
重
要
な
こ
と
が
説
か
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
あ
り
よ
う
に
は
、
こ
れ
か
ら
先
に
は
重
大
な
も
の
の
説
示
が
あ
る
と
受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
点
か
ら
考
え
て
見
て
も
信
は
、
絶
対
な
る
釈
尊
と
そ
の
教
え
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
そ
し
て

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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法
華
経
の
見
宝
塔
品
は
釈
尊
と
多
宝
如
来
と
が
、
多
宝
塔
の
中
に
お
い
て
並
座
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
釈
尊
は
イ
ン
ド
に
お
い

て
現
実
に
生
れ
出
た
人
で
あ
り
、
イ
ン
ド
で
覚
り
を
開
か
れ
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
大
前
提
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
こ
れ
を
忘

れ
て
、
い
き
な
り
釈
尊
は
絶
対
な
も
の
を
説
い
た
人
だ
と
だ
け
な
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
天
地
を
創
造
し
た
と
い
う
神
と
お
な
じ
よ
う
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
多
宝
如
来
は
胃
：
言
苗
圃
言
画
と
い
い
、
沢
山
な
宝
が
集
ま
っ
た
と
い
う
名

前
の
仏
で
あ
る
が
た
め
に
、
七
宝
で
飾
ら
れ
た
塔
に
住
し
て
い
る
。
宝
は
多
く
て
も
無
機
物
で
あ
る
か
ら
、
自
分
か
ら
他
に
働
き
か
け
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
出
現
は
た
だ
前
世
か
ら
の
誓
願
の
力
に
よ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
ま
た
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
注
塞
窪
に
よ
る
と
、

多
宝
如
来
は
前
世
に
お
い
て
ま
だ
菩
薩
道
を
求
め
て
い
た
時
に
は
、
法
華
経
を
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
な
か
な
か
仏
に
は
な
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
法
華
経
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
ら
す
ぐ
に
仏
に
な
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
報
恩
の
た
め
に
後
の
世
に
お
い
て
、

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

こ
の
よ
う
に
信
を
強
く
打
ち
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
信
が
智
の
は
た
ら
き
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
の
説
示
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
辺
を
お
さ
え
て
勝
呂
信
静
博
士
は
、
「
菩
薩
の
智
の
は
た
ら
き
は
（
同
時
に
声
聞
・
縁
覚
の
智
も
）
仏
智
に
対
す
る
と
き
に
は
、
思

考
含
‐
「
・
旨
乙
あ
る
い
は
思
弁
（
冨
制
富
論
理
的
思
惟
）
の
段
階
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
智
に
よ
っ
て
は
、
仏
の

境
地
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
方
便
品
は
述
べ
た
も
の
で
、
仏
智
の
優
勝
性
・
超
越
性
を
強
調
し
、
『
般
（
７
）

若
経
』
の
分
別
を
越
え
た
無
分
別
の
「
空
」
で
あ
り
、
仏
を
智
の
対
象
と
し
て
よ
り
も
信
の
対
象
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

若
経
』
の
分
別
を
越
二

と
な
し
て
お
ら
れ
る
。

何
故
釈
尊
と
そ
（

釈
尊
と
そ
の
教
え
と
が
同
一

3

だ
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
次
で
考
え
て
み
よ
う
。

(血6）



そ
れ
が
何
時
で
も
何
処
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
し
も
法
華
経
が
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
出
現
し
て
善
哉
と
い
い
、
そ
の

正
し
さ
を
証
明
す
る
の
だ
、
と
誓
願
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
論
↑
こ
の
こ
と
は
多
宝
如
来
は
、
本
来
、
こ
の
世
に
出
現
を
し
な
い
の
に
、

自
分
が
前
世
に
お
い
て
た
て
た
法
華
経
へ
の
誓
願
力
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
の
世
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な

そ
し
て
妙
法
華
経
が
「
全
身
不
散
如
入
禅
定
」
と
表
現
し
て
い
る
箇
所
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
法
華
経
は
「
禅
定
を
終
え
た

か
の
よ
う
に
、
四
肢
は
乾
き
き
っ
て
、
身
体
は
一
緒
に
集
め
ら
れ
て
結
ば
れ
て
い
海
〕
と
し
て
い
る
。
四
肢
が
乾
き
き
っ
て
全
身
不
散
だ

と
い
う
の
は
、
水
気
が
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
生
き
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る

と
生
き
て
い
る
こ
と
が
な
く
、
誓
願
力
に
よ
っ
て
の
み
姿
を
現
す
仏
、
そ
れ
が
多
宝
如
来
と
い
う
仏
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
生
き
て
い

る
こ
と
の
な
い
仏
が
誓
願
力
だ
け
で
こ
の
世
に
現
れ
て
、
善
哉
と
い
い
法
華
経
の
正
し
さ
を
証
明
し
よ
う
と
い
う
時
、
そ
れ
は
他
の
何
者

で
も
な
く
、
法
そ
の
も
の
、
法
身
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
が
極
め
て
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
い
う
た
め
に
、
沢
山
な
宝
（
多
宝
）
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

生
き
て
い
る
こ
と
の
な
い
仏
・
法
身
仏
は
自
分
か
ら
法
を
説
く
は
ず
が
な
い
。
イ
ン
ド
に
出
現
し
た
仏
・
現
身
仏
は
他
の
も
の
に
向
か
っ

て
教
え
を
説
示
す
る
。
こ
の
二
仏
が
一
つ
の
塔
の
中
に
お
い
て
並
ん
で
坐
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ン
ド
出
現
の
仏
に
よ
っ
て
説
か
れ
た

教
え
は
、
真
実
の
教
え
。
法
そ
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヲ
（
》
。

そ
こ
で
こ
の
真
実
の
教
え
。
法
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
の
考
察
を
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
方
便
品
に
は
仏
の
教
え
に

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

つ
い
て
、
ｇ
ｇ
ｐ
‐
息
島
と
あ
り
、
冨
夢
甲
乱
島
と
あ
り
、
色
目
ご
囚
昏
甲
畠
会
（
真
実
を
語
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
語
り
、
変
わ
ら
ざ
る

こ
と
を
語
る
）
と
あ
り
、
如
来
寿
量
品
に
は
、
ｇ
ｇ
ｍ
日
乱
８
９
（
真
実
の
言
葉
）
誠
諦
の
言
葉
を
信
解
す
べ
し
と
あ
る
。
こ
こ
で
使

わ
れ
て
い
る
喜
昌
画
く
胃
四
（
畠
ｓ
）
と
い
う
の
を
、
真
実
の
言
葉
と
訳
し
て
お
い
た
が
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
簡
早
な
も
の
で
は
な
い
。
そ

こ
で
ご
言
冨
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
「
ず
言
と
い
う
動
詞
の
語
根
が
あ
る
。
（
何
か
が
）
あ
る
、
存
在
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
示
す
語
で
あ
る

が
、
こ
の
言
葉
か
ら
》
盲
目
や
与
野
画
が
作
ら
れ
て
い
る
。
辞
書
に
よ
る
と
ｇ
画
く
画
に
は
誕
生
・
生
起
・
存
在
・
生
な
ど
の
意
味

が
あ
り
、
漢
訳
さ
れ
て
有
・
生
な
ど
の
意
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
喜
曾
ｐ
の
方
は
、
生
成
す
る
こ
と
・
在
る
こ
と
・
な
ど
の
意

味
が
あ
り
、
漢
訳
さ
れ
て
有
・
性
・
法
・
物
な
ど
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
語
根
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
似
通
っ
た
意
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
鳩
摩
羅
什
の
訳
語
の
中
に
は
、
こ
の
ウ
冨
畠
を
法
と
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
壷
前
述
し

た
よ
う
に
こ
の
語
に
は
本
来
、
真
実
と
か
法
と
か
の
意
味
は
見
ら
れ
な
い
の
に
、
そ
の
よ
う
な
訳
が
な
さ
れ
る
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
。

平
川
彰
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
多
く
の
法
の
意
味
の
う
ち
、
「
も
の
」
を
法
と
解
釈
す
る
説
が
、
仏
教
独
自
の
解
釈
で
あ
り
、
最
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
と
い
い
、
「
も
の
」
と
言
っ
て
も
、
こ
こ
で
は
「
存
在
」
と
言
い
か
え
て
よ
い
と
思
う
。
何
故
な
れ
ば
、
そ

の
原
語
は
「
パ
ー
ヴ
ァ
」
（
ｇ
胃
巴
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
バ
ー
ヴ
ァ
」
に
は
「
有
」
と
い
う
訳
語
も
あ
る
、
と
な
し
て

い
る
。
存
在
と
い
い
、
有
と
い
う
も
、
そ
れ
は
（
な
に
か
が
）
あ
る
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
法
と
い
う
も
の
も
そ
れ
を

離
れ
て
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
わ
り
、
そ
こ
に
縁
が
あ
る
。

そ
こ
で
平
川
彰
氏
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
善
人
と
か
悪
人
と
か
が
、
事
実
の
冊
界
に
お
い
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
同
じ
人
が
善
を

な
す
時
に
は
善
人
と
呼
ば
れ
、
悪
を
な
す
時
に
は
悪
人
と
呼
ば
れ
る
。
特
殊
な
人
間
で
な
い
限
り
、
善
を
も
な
し
悪
を
も
な
す
の
が
一
般

(n8）



こ
の
縁
起
に
関
し
て
は
静
冒
曽
鳶
回
‐
己
百
百
（
こ
の
経
は
北
伝
で
は
『
雑
阿
含
経
』
に
比
定
さ
れ
て
い
る
）
の
中
に
「
比
丘
等
よ
、

縁
起
と
は
何
ぞ
や
。
比
丘
等
よ
、
生
に
縁
あ
り
て
老
死
あ
り
。
如
来
（
世
に
）
出
づ
る
も
、
若
し
は
如
来
（
世
に
）
出
で
ざ
る
も
、
こ
の

こ
と
は
定
ま
り
、
法
と
し
て
定
ま
り
、
法
と
し
て
確
立
し
、
即
ち
相
依
性
な
り
。
如
来
は
こ
れ
を
證
り
、
（
こ
れ
を
）
知
る
。
（
こ
れ
を
）

證
り
、
（
こ
れ
を
）
知
り
て
、
教
へ
示
し
宣
布
し
、
詳
説
し
、
開
顕
し
、
分
別
し
、
明
ら
か
に
し
、
（
然
し
て
）
『
汝
等
、
見
よ
』
と
い

ふ
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
”
〉
こ
れ
が
縁
起
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
も
い
る
。
即
ち
こ
れ
は
、
仏
の
出
世
。
未
出
琶
に
か

か
わ
ら
ず
こ
の
法
は
常
住
な
り
、
と
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
こ
の
こ
と
」
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
パ
ー
リ
語
の
協
号
騨
巨
で
あ
り
、
こ
の
界
と
も
訳
さ
れ
、
本
質
を
も
意
味
す
る
。
そ

し
て
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
法
と
し
て
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
号
四
目
目
画
で
あ
る
。
号
画
日
日
画
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
島
胃
目
画
で
あ

る
か
ら
含
騨
巨
す
な
わ
ち
こ
の
界
、
こ
の
界
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
法
と
し
て
定
ま
り
、
法
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
相
依
性
（
縁
起
）
に
お
い
て
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
の
色
目
皀
冨
‐

己
冨
冒
の
こ
の
言
葉
を
取
り
上
げ
た
平
川
彰
教
授
は
、
「
こ
の
経
で
は
、
「
縁
起
」
を
「
こ
の
田
江
（
協
穿
騨
匡
）
と
言
い
か
え
て
、

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

本
迭
垂
勢
が
あ
る
。

で
あ
る
。
実
は
善
人
・
悪
人
な
ど
と
い
う
実
体
は
、
こ
の
世
に
は
あ
り
え
な
い
。
物
も
人
も
絶
え
ず
揺
れ
動
き
、
変
化
し
て
い
る
か
ら
、

変
化
し
な
い
実
体
な
ど
は
存
在
を
し
な
い
。
だ
か
ら
「
諸
行
無
常
」
な
の
で
あ
る
。
あ
る
の
は
観
念
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
の
に
す
ぎ
な

い
の
に
、
事
実
と
し
て
の
存
在
と
混
同
し
て
し
ま
い
や
す
い
。
そ
こ
で
、
事
実
の
世
界
の
存
在
を
問
う
の
が
仏
教
の
「
法
」
の
思
想
で
あ

り
、
無
常
な
る
存
在
の
中
に
、
同
じ
状
態
を
保
つ
「
法
」
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
燭
〉
と
。

変
化
し
て
揺
れ
動
く
も
の
の
中
に
、
動
か
ざ
る
も
の
永
遠
な
る
も
の
を
み
よ
う
と
い
う
あ
り
方
、
実
は
そ
こ
に
縁
起
と
い
う
仏
教
の
基
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勿
論
こ
の
外
に
、
舎
胃
冒
画
を
訳
し
た
法
も
あ
る
。
こ
の
今
胃
日
画
は
法
華
経
の
法
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
の
語
根
「
号
『
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
語
根
は
保
つ
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
号
胃
冒
画
に
は
「
同

じ
状
態
を
保
つ
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
と
い
う
意
味
が
出
て
く
る
と
思
う
と
い
わ
れ
諏
毎
こ
の
世
の

も
の
は
す
べ
て
変
化
し
、
移
り
変
わ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
が
移
り
変
わ
る
と
い
う
法
・
理
念
。
あ
り
よ
う
は
、
不
変
に
し

て
何
時
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
法
・
理
念
。
あ
り
よ
う
と
表
現
し
た
も
の
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
と
い
う
べ
き

含
胃
目
”
法
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
考
え
て
来
る
と
、
法
と
一
言
で
表
現
し
て
い
る
も
の
に
も
、
あ
り
の
ま
ま
な
あ
り
よ
う
を
受
け
止
め
よ
う
と
い
う
こ
と
と
、
一
切

は
変
易
す
る
と
い
う
法
・
理
念
等
々
、
考
究
す
べ
き
種
々
な
も
の
が
あ
る
と
い
い
う
る
。
し
か
し
今
は
基
本
と
し
て
の
、
こ
の
世
に
あ
る

も
の
す
べ
て
の
も
の
は
移
り
変
わ
る
、
し
か
も
一
つ
だ
け
で
他
と
無
縁
に
し
て
存
在
す
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
、
す
べ
て
は
時
間
的
に
も

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

こ
の
縁
の
力
は
、
如
来
の
出
世
、
未
出
世
に
か
か
わ
ら
ず
、
確
立
し
て
お
り
、
法
の
確
立
性
・
法
の
決
定
性
・
此
縁
性
で
あ
る
と
説
き
」

縁
に
よ
っ
て
行
や
何
や
ら
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
如
性
（
冨
吾
鷺
、
）
が
真
如
と
も
い
わ
れ
る
と
な
し
て
い
詑
犀
す
な
わ
ち
仏
の
教
え

の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
問
題
の
ｇ
鼻
画
は
「
ず
言
の
過
去
分
詞
で
あ
る
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
や
人
の
心
が
織
り
成
す
こ
の
世
の
真
実
の
姿
、

法
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
据
え
た
上
で
、
そ
れ
ら
に
対
処
す
べ
き
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
釈
尊
は
教
え
と
し
て
語
り
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
釈
尊
が
語
っ
た
言
葉
は
、
人
が
自
己
の
理
屈
で
こ
れ
く
り
ま
わ
し
た
言
葉
で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
な
、

こ
の
世
に
存
在
す
る
も
の
の
真
実
の
姿
、
法
に
縁
を
も
ち
繋
が
り
あ
っ
て
い
る
そ
の
ま
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
、
語
っ
た
言
葉
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
ら
の
逸
話
は
、
自
然
を
含
め
す
べ
て
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
て
も
、
そ
れ
に
気
が
つ
か
な
い
で
い
る
だ
け
で
、
実
は
常
に
変

化
し
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
自
己
か
ら
抜
け
出
し
て
、
自
己
を
外
界
の
中
に
放
り
投
げ
て
見
つ
め
る
よ
う
な
、
も

の
の
見
か
た
が
出
来
な
い
と
繋
が
り
の
中
の
自
己
は
見
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

そ
れ
は
、
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
の
見
か
た
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

釈
尊
が
繰
り
返
さ
れ
た
、
私
は
９
号
い
く
胃
、
真
実
を
語
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
世
の
あ
り
の
ま
ま
な
姿
を
見
究
め

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

た
。

空
間
的
に
も
縁
に
お
い
て
あ
る
、
と
い
う
事
実
を
明
白
に
認
識
し
、
そ
こ
に
お
い
て
あ
り
の
ま
ま
に
真
実
の
も
の
の
見
か
た
で
、
法
の
ま

ま
に
も
の
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
ろ
う
。

ヘ
ッ
セ
の
シ
ッ
ダ
ル
タ
と
い
う
作
品
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
流
れ
る
河
の
水
を
眺
め
て
い
る
と
、
そ
の
水
の
流
れ
は
瞬
間
も
休
ま
ず
に

千
変
万
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
決
し
て
同
じ
流
れ
、
同
じ
泡
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
同
じ
流
れ
と
は
な

ら
な
く
と
も
、
同
じ
河
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
表
面
は
変
わ
っ
て
も
本
質
は
変
わ
ら
な
い
、
本
質
は
変
わ
ら
な
く
て
も
表

面
は
変
わ
っ
て
い
る
。
唯
一
の
中
の
無
限
、
変
化
と
不
奪
化
、
こ
の
同
時
的
な
存
在
の
姿
、
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
世
の
あ
り
の
ま
ま
な
姿
な

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
あ
り
の
ま
ま
に
も
の
を
見
通
す
心
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

画
家
の
上
村
松
篁
氏
が
絵
画
の
制
作
に
関
し
て
、
富
士
山
は
誰
に
で
も
描
け
る
が
、
誰
に
で
も
描
き
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
語
っ

た
上
で
、
同
じ
も
の
を
描
い
て
も
決
し
て
同
じ
咋
皆
叩
は
出
来
な
い
。
五
十
才
の
時
は
五
十
才
の
、
七
十
才
の
時
は
七
十
才
の
絵
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
だ
と
語
っ
て
い
た
。
ま
た
加
山
又
造
氏
は
絵
を
描
い
て
い
る
時
は
絵
の
中
に
没
入
し
て
し
ま
う
が
、
自
分

の
中
の
他
人
・
観
賞
者
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
覚
め
た
目
で
見
つ
め
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
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法
華
経
に
お
け
る
信
の
あ
り
よ
う
と
い
う
も
の
を
見
て
来
た
。
そ
れ
で
は
法
華
経
へ
の
信
仰
に
す
べ
て
を
捧
げ
尽
く
さ
れ
た
、
日
蓮
聖

人
の
あ
り
か
た
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宗
学
は
専
問
外
で
あ
る
か
ら
、
日
蓮
聖
人
の
沢
山
に
の
こ
さ
れ
た
御
書
の
中
か
ら
、
『
観

心
本
尊
秘
廷
の
中
に
そ
の
お
心
を
素
直
に
聞
い
て
み
た
嘘

『
観
心
本
尊
抄
』
の
第
九
番
問
答
以
降
に
、
一
念
三
千
は
情
・
非
情
界
に
ま
で
及
ぶ
の
だ
と
い
う
説
に
た
い
し
て
、
そ
れ
な
ら
ば
草
木

に
心
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
草
木
も
心
が
あ
っ
て
成
仏
を
す
る
の
か
と
の
質
問
を
挙
げ
て
、
天
台
の
難
信
難
解
に
は
二
つ
が
あ
っ
て
、

一
つ
は
教
門
の
難
信
難
解
で
あ
り
、
二
つ
は
観
門
の
難
信
難
解
で
あ
る
と
の
お
言
葉
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、
教
門
の
難
信
難
解
に
つ
い
て
は
、
法
華
経
以
前
の
経
典
に
お
い
て
は
、
二
乗
と
一
間
提
は
永
不
成
仏
だ
と
説
か
れ
て
い
る
し
、

釈
尊
は
ブ
ッ
ダ
・
ガ
ャ
で
覚
り
を
開
い
た
と
所
々
に
説
か
れ
て
来
て
い
る
の
に
、
法
華
経
で
は
こ
の
二
つ
の
見
解
を
否
定
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
経
典
と
は
反
対
の
意
見
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
説
い
た
法
華
経
は
信
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
と
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
観
門
の
難
信
難
解
に
つ
い
て
は
、
一
念
三
千
が
非
情
界
に
ま
で
お
よ
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
草
木
に
は
有
情

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

つ
く
さ
れ
た
釈
尊
の
、
法
と
の
一
体
観
か
ら
発
し
た
魂
の
叫
び
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
こ
れ
し
か
な
い
と
い
う
も
の
の
見
か
た

を
求
め
る
言
葉
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
法
と
は
絶
対
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
世
の
真
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
で
あ
り
、
釈
尊
は
そ

の
法
を
色
心
と
も
に
身
に
体
得
な
さ
れ
た
。
そ
れ
が
法
と
し
て
、
釈
尊
の
教
え
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
我
々
が
な
す
べ

き
こ
と
は
、
釈
尊
と
法
と
に
対
す
る
ひ
た
す
ら
な
る
信
の
み
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

5
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不
成
仏
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
二
乗
と
一
間
提
が
成
仏
す
る
と
法
華
経
は
説
い
た
が
、
こ
れ
は
い
き
な
り
の
説
示
で
は
な
く
、
法
華
経
は

最
初
か
ら
説
示
へ
の
準
備
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
未
曽
有
な
こ
と
で
あ
り
、
今
ま
で
の
説
示
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、

釈
尊
は
説
示
を
峻
循
し
、
三
止
三
請
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
信
じ
ま
す
と
い
う
舎
利
弗
を
初
め
と
す
る
人
々

の
心
の
表
白
を
待
っ
て
、
や
っ
と
一
仏
乗
の
説
示
が
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
五
千
起
去
に

お
い
て
、
ひ
た
す
ら
に
信
ず
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
、
ひ
た
す
ら
な
努
力
を
続
け
よ
う
と
の
意
志
を
も
つ
こ
と
の
出
来
な
い
人
、
こ
う
い

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

華
経
で
あ
り
、
汁

進
め
て
み
た
い
。

に
あ
る
よ
う
な
心
が
な
い
、
心
も
な
い
も
の
が
成
仏
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
信
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
法
華
経
以
前
の
仏
教
や
バ
ラ
モ
ン
教
で
も
、
す
で
に
木
像
や
画
像
を
作
っ
て
本
尊
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
も
し
も
草

木
に
は
人
と
同
じ
よ
う
な
色
心
の
二
法
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
本
尊
を
作
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
こ
と
で
、
無
益

な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
だ
か
ら
草
木
の
威
仏
を
説
く
法
華
経
は
難
信
難
解
な
の
だ
と
し
て
い
誠
↑

こ
の
法
華
経
が
難
信
難
解
だ
と
い
う
こ
と
に
た
い
す
る
、
日
蓮
聖
人
の
一
応
の
答
え
は
次
の
第
十
二
番
問
答
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

す
な
わ
ち
、
観
心
の
心
は
何
だ
と
間
わ
れ
た
日
蓮
聖
人
は
、

観
心
者
観
我
己
心
見
十
法
界
。
是
云
観
心
伽
子

と
な
し
て
、
た
と
え
他
人
の
六
根
は
見
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も
、
自
分
の
六
根
は
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
見
れ
な
い
だ
ろ
う
。
自
分

の
六
根
と
い
う
も
の
を
見
る
の
に
は
明
鏡
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
明
鏡
と
は
十
界
互
具
・
一
念
三
千
を
説
い
た
法

華
経
で
あ
り
、
法
華
経
の
心
を
説
き
示
し
た
天
台
大
師
の
摩
訶
止
観
等
で
あ
る
、
と
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
へ
ん
を
手
掛
か
り
に
検
討
を

れ
る
。
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に
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る
信
（
望
月
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う
よ
う
な
人
々
の
退
去
を
待
た
れ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
節
い
落
と
し
を
経
た
と
い
う
こ
と
。
ま
た
如
来
寿
量
品
で
は
釈
尊
が
如
来
の
言

葉
を
信
ず
べ
し
と
三
度
も
強
調
し
、
弥
勒
菩
薩
等
が
ひ
た
す
ら
に
信
じ
ま
す
と
三
度
繰
り
返
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
久
遠
実
成
へ
の
説
示

が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
わ
ざ
わ
ざ
説
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

『
観
心
本
酋
孫
逗
に
よ
る
と
難
信
難
解
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
難
信
難
解
だ
と
い
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
説
示
の
質
の

転
換
を
は
か
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
仏
弟
子
の
よ
う
に
釈
尊
と
共
に
歩
み
、
教
え
を
聞
き
、
い
つ
も
釈

尊
を
あ
て
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
仏
の
滅
後
に
お
け
る
広
宣
流
布
は
お
ぼ
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
仏
滅
後
に
思
い
を
は
せ

る
時
、
釈
尊
の
教
え
と
法
と
の
一
如
の
問
題
、
教
え
や
法
に
た
い
す
る
ひ
た
す
ら
な
る
信
の
あ
り
方
、
そ
れ
ら
に
た
い
し
て
歩
も
う
と
い

う
情
熱
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
三
止
三
請
が
行
わ
れ
て
、
信
野
、
邑
冨
の
強
調
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
心
の
切
り
替
え
が
な
い
か
ぎ
り
、
法
華
経
は

難
信
難
解
だ
と
い
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

草
木
成
仏
に
関
し
て
は
、
法
華
経
・
釈
尊
の
教
え
の
基
本
姿
勢
た
る
縁
起
の
理
念
を
思
い
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仏
の
出
世
未

出
琶
に
か
か
わ
ら
ず
常
住
に
あ
る
と
い
う
法
は
、
こ
の
世
の
す
べ
て
は
変
易
す
る
と
い
う
理
念
、
す
べ
て
は
繋
が
り
あ
っ
て
存
在
し
て
い

る
と
い
う
理
念
に
お
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
法
が
あ
る
だ
け
で
は
何
の
意
味
も
な
い
だ
ろ
う
。
人
の
命
も
ま
た
法
の
中
に
お
い

て
あ
る
な
ら
ば
、
人
は
法
の
一
つ
の
要
素
で
も
あ
り
、
ま
た
人
が
な
け
れ
ば
法
そ
の
も
の
も
な
り
た
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
縁
起
と
は
繋
が

り
の
中
の
一
つ
の
個
を
認
め
、
個
の
中
に
す
べ
て
の
繋
が
り
を
見
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
て
み
る
と
こ
の
世
で
動
き
回
る
有
情
だ
け
が
こ
の
世
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
見
動
か
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
草
木
に
も
、
繋
が
り

が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
ず
冨
冨
と
い
う
あ
り
方
や
含
胃
目
画
と
い
う
あ
り
方
を
、
初
心
に
か
え
り
じ
っ

(124)



く
り
と
考
え
な
お
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
釈
尊
が
方
億
台
叩
と
如
来
寿
量
品
と
の
二
品
に
お
い
て
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ

三
度
も
繰
り
返
し
て
信
野
画
＆
菌
を
説
い
た
の
か
、
法
（
与
野
ｐ
・
含
日
日
画
）
へ
の
信
を
説
い
た
の
か
。
釈
尊
・
法
華
経
と
我
が
身
と

の
繋
が
り
の
中
で
、
見
極
め
よ
う
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
本
尊
抄
』
の
中
に
示
さ
れ
る
「
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
見
る
」
の
言
葉
に
関
し
て
、
茂
田
井
教
亨
氏
は
、
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
を

明
鏡
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す
べ
て
出
発
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
対
象
の
客
観
は
知
る
働
き
を
含
ん
だ
客
観
で
あ
る
。
聖
人
は
実
在
を

か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
。
実
在
は
単
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
見
る
働
き
を
内
に
ふ
く
む
も
の
で
あ
る
。
明

鏡
は
か
く
し
て
始
め
て
「
明
鏡
」
た
る
の
で
あ
る
。
明
鏡
は
写
映
す
る
能
力
と
と
も
に
逆
に
照
射
す
る
能
力
を
も
つ
。
こ
こ
に
観
心
の
立

場
は
、
見
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
見
ら
れ
る
こ
と
は
知
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
誌
〉
と
論
述
し
て
い
る
。
こ
の
論

文
で
示
さ
れ
る
写
映
と
照
射
の
関
係
こ
そ
、
釈
尊
と
法
華
経
（
法
）
と
に
あ
い
対
す
る
人
々
に
求
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
と
ら
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
時
、
情
・
非
情
を
と
も
に
受
け
と
め
う
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
日
蓮
聖
人
の
草
木
成
仏
の
と
ら
え

方
も
、
法
華
経
へ
の
信
・
法
華
経
へ
の
あ
や
ま
た
ざ
る
把
握
の
上
に
お
い
て
、
説
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
平
成
四
年
九
月
）

六
下
、
六
九
上
。

（
３
）
Ｋ
Ｎ
本
・
三
八
、

ｎ
Ｎ
本
・
三
八
、

（
２
）
Ｋ
Ｎ
本
・
三
六
、
妙
法
華
経
に
は
「
聞
二
仏
所
説
一
則
能
敬
信
」
と
あ
り
、
正
法
華
経
に
は
「
悉
当
二
信
楽
。
受
持
奉
行
一
」
と
あ
る
。
大
正
九
・

（
⑩
）
拙
著
『
法
華
経
に
お
け
愛

の
他
、
論
文
多
数
あ
り
。

『
法
華
経
に
お
け
る

妙
法
華
経
「
能
敬
一
信
此
法
一
…
…
欲
し
聴
二
受
仏
語
一
」
、
正
法
華
経
「
悉
当
ニ
信
楽
一
…
…
心
当
二
欽
楽
一
」
・
大
正
九
・
六
下
、

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

信
の
研
究
序
説
』
、
藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
、
平
川
彰
『
初
期
大
乗
佛
教
の
研
究
』
等
参
照
。
そ
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（
肥
）

へへへ

151413
ｰｰン

（
４
）
Ｋ
Ｎ
本
・
三
九
、
妙
法
華
経
「
我
今
此
衆
無
二
復
枝
葉
一
・
純
有
二
貞
実
一
・
舎
利
弗
。
如
レ
是
増
上
慢
人
。
退
亦
佳
美
」
、
正
法
華
経
「
衆
会
辞

易
有
二
窺
去
』
者
。
離
二
広
大
一
誼
声
味
所
レ
拘
。
又
舎
利
弗
。
斯
甚
慢
者
退
亦
佳
美
」
大
正
九
・
七
上
、
六
九
中
。

（
５
）
Ｋ
Ｎ
本
・
三
九
、
妙
法
華
経
「
舎
利
弗
。
汝
等
当
し
信
仏
之
所
説
言
不
二
虚
妄
一
」
、
正
法
華
経
「
当
し
信
二
如
来
誠
諦
所
説
深
経
一
・
誼
甚
微
妙

言
靭
無
し
虚
」
、
大
正
九
・
七
上
、
六
九
中
。

（
６
）
Ｋ
Ｎ
本
・
三
一
五
、
妙
法
華
経
「
諸
善
男
子
。
汝
等
当
し
信
一
解
如
来
誠
諦
之
語
一
」
、
正
法
華
経
「
諸
族
姓
子
。
悉
当
レ
信
二
仏
鼓
諦
至
教
一
。

勿
レ
得
二
猶
予
こ
、
大
正
九
・
四
二
中
、
二
三
上
。

（
７
）
勝
呂
信
静
「
初
期
大
乗
経
典
に
あ
ら
わ
れ
た
信
」
（
『
仏
教
思
想
Ⅱ
『
信
』
』
）
’
五
七
。

（
８
）
Ｋ
Ｎ
本
・
二
四
○
～
一
、
正
法
華
経
も
多
宝
如
来
と
訳
し
て
い
る
。
大
正
九
・
一
○
二
上
。

（
９
）
Ｋ
Ｎ
本
・
二
四
九
、
正
法
華
経
に
は
「
坐
師
子
床
肌
色
如
レ
故
亦
不
二
枯
燥
一
・
威
光
端
正
相
好
如
レ
壷
」
と
あ
る
。
大
正
九
・
一
○
四
上
。

（
的
）
三
枝
充
悪
・
久
我
順
「
中
輪
、
梵
漢
蔵
対
照
語
桑
」
”
ｇ
曽
回
“
の
項
（
宮
本
正
尊
編
「
大
乗
仏
教
の
成
立
史
的
研
究
』
附
録
第
二
）
参
照
。

（
ｕ
）
平
川
彰
著
作
集
第
一
巻
『
法
と
縁
起
』
八
七
、
三
○
九
～
三
一
五
、
四
六
一
等
。

（
胆
）
留
日
望
皀
冨
‐
員
冨
冒
く
◎
臼
．
二
五
～
二
六
含
巴
身
弓
の
鷲
の
Ｃ
ｓ
の
ご
）

宍
四
ｓ
目
ｏ
８
ｇ
涛
喜
固
蔚
冒
包
。
８
‘
闇
目
匡
ｇ
ｇ
ｏ
言
罵
言
伽
。
８
冨
与
弄
喜
ｇ
の
旨
圖
自
画
３
９
日
呂
呂
急
弓
の
吾
凋
ｇ
９
画
目

、
ロ
匡
弓
且
陣
愚
息
吾
凋
ｇ
ｇ
ｐ
昌
一
書
旨
ぐ
画
の
陣
号
騨
匡
号
固
目
目
昌
冨
冨
鼠
号
画
日
日
ｇ
〕
忌
目
ｐ
鼠
昼
ｐ
ｇ
ｐ
ｏ
８
冒
薗
一
三

忌
日
冒
吾
侭
２
．
号
言
“
画
ｇ
ｇ
言
昌
：
三
恩
目
昌
一
一
：
言
、
、
目
ｇ
言
旨
陣
呂
冨
８
９
９
忌
胃
涛
与
昌
烏
の
豊
冒
蚤
層
昌

冨
雲
冒
ｇ
画
く
茸
胃
昌
急
ｇ
ｇ
昌
匡
言
冒
異
胃
ｏ
露
ｇ
ｍ
８
吾
農
・
豊
里
一

相
応
部
経
典
二
（
南
伝
大
蔵
経
巻
十
三
）
三
六
～
三
七
（
本
文
の
訳
文
は
こ
れ
に
依
っ
た
）
大
正
二
・
四
中
（
雑
阿
含
経
巻
第
十
二
）
「
若
仏

出
世
。
若
未
出
世
。
此
法
常
住
。
法
住
法
界
。
彼
如
来
自
所
二
覚
知
］
・
為
し
人
演
説
。
開
示
顕
発
。
」

（
昭
）
平
川
彰
・
前
掲
書
、
三
一
二
～
三
一
三
。

宗
学
の
立
場
と
し
て
は
、
日
蓮
聖
人
以
降
の
各
先
師
の
、
御
書
に
対
す
る
注
釈
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
対
し
あ
ま
り
に
注
意
を
払
う
こ

と
な
く
、
直
に
御
書
を
読
み
理
解
を
し
て
み
た
い
。
か
る
が
故
に
素
直
に
と
表
現
し
た
。

日
蓮
聖
人
『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
（
「
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
）
七
○
三

右
書
、
九
十
九
。

六
九
中
。

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

(I")



（
Ⅳ
）
右
同
・
七
○
四
。

（
肥
）
茂
田
井
教
亨
・
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
六
～
七
。
た
だ
し
同
書
の
第
一
部
第
一
章
「
観
心
解
釈
の
問
題
」
参
照
。

法
華
経
に
お
け
る
信
（
望
月
）

(I27)



タ
キ
シ
ラ
の
モ
ラ
モ
ラ
ド
ウ
僧
院
に
写
真
１
．
２
．
３
の
如
き
二
仏
並
座
像
が
三
対
現
存
し
て
い
る
。
然
も
又
、
か
っ
て
は
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
く
ず
れ
た
石
の
基
壇
が
三
つ
程
あ
計
）
（
写
真
５
の
Ｘ
印
参
証
）
。
共
に
部
屋
と
部
屋
を
仕
切
る
石
積
み
の
、
い
わ

ば
部
屋
の
入
口
に
あ
る
、
最
初
は
一
仏
で
あ
っ
て
、
後
に
一
仏
を
加
え
た
の
で
は
な
い
の
は
、
部
屋
と
部
屋
の
仕
切
り
の
石
積
み
の
巾
か

基
壇
は
Ｂ
Ｃ
は
、
同
一
基
準
、
Ａ
は
基
壇
の
高
さ
が
五
セ
ン
チ
程
向
っ
て
左
の
仏
の
方
が
低
い
が
、
そ
れ
程
差
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

共
に
ス
ト
ッ
コ
製
の
仏
で
あ
る
。
基
壇
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
共
二
十
セ
ン
チ
角
の
石
を
積
ん
だ
基
壇
の
上
に
ス
ト
ッ
コ
を
ぬ
り
、
こ
の
上
に
二
仏
が

作
ら
れ
て
い
る
。
仏
像
の
芯
は
泥
で
表
面
は
ス
ト
ッ
コ
で
あ
る
。
共
に
禅
定
印
の
仏
で
あ
り
首
は
な
い
。
特
に
Ｃ
は
光
背
を
も
っ
た
仏
が

数
体
基
壇
に
彫
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
二
仏
は
こ
れ
ら
の
仏
菩
薩
以
上
の
仏
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
生
身
の
仏
陀
以
上

の
人
物
、
即
ち
久
遠
の
本
仏
等
の
如
き
超
越
者
と
し
て
の
仏
を
表
現
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

ら
し
て
わ
か
融
毎 ク

シ
ャ
ン
に
於
け
る
宗
教
の
大
衆
化

ｌ
律
蔵
に
於
け
る
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
團
泥
の
意
味
す
る
も
の
Ｉ

1

高
橋
堯
昭

(I29)



ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

吟

1．モラモラドウニ仏妨座像A

’

1

2．モラモラドウニ仏並座像B

(Z30)



ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）
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こ
の
ほ
か
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
の
大
塔
前
、
奉
献
塔
Ｐ
１
と
Ｐ
２
と
の
間
、
即
ち
Ｐ
１
側
の
壁
に
二
仏
（
写
真
４
参
照
）
が
見
ら
れ
る
。

三
十
セ
ン
チ
角
の
石
を
積
ん
だ
基
壇
に
ス
ト
ッ
コ
の
仏
が
並
ん
で
い
る
。
基
壇
や
背
後
の
壁
の
石
膏
が
と
れ
て
下
の
石
が
露
出
し
て
い
る

が
、
石
積
み
に
よ
る
年
代
測
定
の
為
か
え
っ
て
便
利
で
あ
る
。

こ
の
二
仏
は
奉
献
塔
Ｐ
１
の
壁
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
見
て
、
四
仏
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
即
ち
二
仏
の
ほ
か
に
、
そ
の
両
側
に
猶

夫
々
一
仏
を
作
る
余
裕
は
あ
る
。
四
仏
の
例
は
モ
ラ
モ
ラ
ド
ウ
の
大
塔
の
基
壇
に
作
ら
れ
て
い
て
、
現
在
タ
キ
シ
ラ
博
物
館
内
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。
然
し
、
Ｐ
１
と
Ｐ
２
の
塔
は
ど
う
し
た
わ
け
か
、
平
行
で
は
な
く
、
片
方
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
四
仏
だ
と
饒
道
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
信
者
が
日
常
緯
道
す
る
参
詣
道
を
推
定
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
点
線
を
い
れ
て
い
る
（
６
参
職
｝
も
し

四
仏
な
ら
ば
、
そ
の
鏡
道
の
道
が
Ｐ
１
と
Ｐ
２
の
間
を
通
れ
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
も
と
も
と
か
ら
二
仏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
こ
れ
が
法
華
経
の
釈
迦
多
宝
の
二
仏
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
仏
像
は
ス
ト
ッ
コ
と
い
っ
て
泥
と
石
膏
造
り
で
あ
る
。
ガ

ン
ダ
ー
ラ
で
は
二
・
三
世
紀
の
彫
刻
は
黒
色
片
岩
を
中
心
と
す
る
石
製
で
あ
る
が
、
三
世
紀
中
頃
サ
サ
ン
ペ
ル
シ
ャ
の
侵
入
に
よ
っ
て
石

製
の
製
作
活
動
は
中
止
さ
れ
、
や
が
て
四
世
紀
末
キ
ダ
ラ
ク
シ
ャ
ン
の
侵
入
に
よ
り
、
今
度
は
こ
の
ス
ト
ッ
コ
製
の
仏
像
の
今
露
期
を
四
。

五
世
紀
に
む
か
え
趣
一
石
製
で
は
製
作
日
数
と
費
用
が
か
さ
む
が
、
ス
ト
ッ
コ
で
は
型
を
作
っ
て
泥
や
石
膏
を
入
れ
、
後
は
へ
う
で
顔
を

直
せ
ば
異
っ
た
仏
像
が
沢
山
安
直
に
出
来
る
か
ら
で
仏
像
製
作
の
隆
盛
の
需
要
に
答
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
・

四
・
五
世
紀
に
な
る
と
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
経
済
的
に
は
カ
ニ
シ
カ
や
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
の
如
き
昔
日
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
来
た
が
、
逆
に

造
像
活
動
は
活
発
と
な
っ
て
来
た
。
為
に
安
あ
が
り
で
沢
山
出
来
る
型
抜
き
の
方
法
が
考
案
さ
れ
、
仏
像
造
立
の
活
発
化
に
拍
車
を
か
け

る
に
至
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
マ
・
カ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
以
来
ロ
ー
マ
と
の
通
商
の
活
発
化
、
カ
ニ
シ
カ
・
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
の
全
盛
期
を
過
ぎ
た
ク
シ

ャ
ン
朝
で
は
、
経
済
的
に
は
衰
退
の
の
一
路
を
た
ど
る
が
、
造
像
活
動
の
隆
盛
化
の
た
め
、
費
用
の
安
く
て
大
量
生
産
の
出
来
る
方
法
が
、

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）
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ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

そ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
た
。
こ
れ
が
ス
ト
ッ
コ
の
仏
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
ス
ト
ッ
コ
の
仏
は
四
・
五
世
紀
の
も
の
だ
し
、
法
華
経

は
一
世
紀
に
は
編
纂
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
像
は
法
華
経
の
も
の
と
い
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
れ
に
玄

葵
は
七
世
紀
に
旅
し
た
時
、
「
タ
キ
シ
ラ
は
み
な
大
鶏
〕
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
タ
キ
シ
ラ
の
小
乗
の
寺
々
は
い
つ
し
か
大
乗
に
変
っ

て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
法
華
経
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
即
ち
塔
と
僧
伽
の
構
造
が
律
の
規
定
に
則
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ

れ
ら
の
寺
々
も
い
つ
し
か
大
乗
に
変
っ
て
行
っ
た
と
想
像
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
は
、
も
と
も
と
部
派
に
属
さ
な
い
塔
中
心
の
寺
で
あ
っ
た
し
、
（
出
土
す
る
碑
銘
は
部
派
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
な
い
）
又
、
シ
ル
パ
ー
ス
コ
ロ
ー
ル
と
し
て
有
名
な
碑
銘
の
噛
瞳
「
自
分
の
菩
薩
堂
の
中
に
像
を
安
置
し
た
」
と
あ
っ
て
、
菩
薩
云
々

と
い
う
言
葉
か
ら
大
乗
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
又
後
述
の
律
蔵
の
大
乗
化
？
と
い
う
点
か
ら
類
推
し
て
よ
け
い
法
華
経
が
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
、
言
い
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
も
そ
も
二
仏
が
経
典
に
現
れ
る
の
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

生
欽
尚
故
。
遥
見
迦
葉
。
即

雑
阿
含
経
巻
第
四
十
一
即

爾
時
尊
者
摩
訶
迦
葉
。
在
於
邊
遠
。
草
敷
而
住
。
衣
被
弊
壊
。
染
色
変
脱
。
鬚
髪
亦
長
。
来
詣
仏
所
○
時
諸
比
丘
。
見
迦
葉
已
。
皆

生
是
念
。
彼
尊
者
。
不
知
出
家
所
有
威
儀
。
衣
色
変
穣
。
鬚
髪
亦
長
。
威
儀
不
具
。
爾
時
世
尊
。
知
諸
比
丘
心
之
所
念
。
為
欲
令
彼

別
訳
雑
阿
含
経
巻
第
六

2

語
之
言
。
善
来
迦
葉
。
尋
分
半
座
。
命
令
共

紫
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於
是
摩
訶
葉
。
垂
髪
弊
衣
。
始
来
詣
仏
。
世
尊
遥
見
歎
言
。
善
来
迦
葉
。
豫
分
半
床
。
命
令
就
座
。
（
傍
線
筆
者
）

こ
れ
ら
は
生
身
の
釈
尊
と
大
迦
葉
と
の
関
係
の
物
語
で
あ
る
。
即
ち
大
迦
葉
が
余
り
に
も
き
た
な
い
法
衣
を
着
、
髭
ぼ
う
ぼ
う
、
垢
だ

ら
け
だ
っ
た
の
で
、
他
の
弟
子
達
が
小
馬
鹿
に
し
た
。
そ
れ
を
見
た
釈
尊
は
自
分
の
法
衣
を
着
せ
て
、
二
人
並
ん
だ
と
い
う
話
。
然
し
タ

キ
シ
ラ
の
二
仏
は
前
述
の
如
く
、
Ｃ
の
基
壇
に
多
く
の
仏
菩
薩
が
彫
ら
れ
て
い
る
し
、
光
背
を
も
っ
た
仏
も
彫
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
阿
含

経
等
の
如
き
生
身
の
釈
迦
や
大
迦
葉
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

然
ら
ば
、
ほ
か
に
二
仏
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
律
蔵
の
中
に
二
仏
の
話
を
数
ヶ
所
見
出
し
た
。
共
に
共
通
な
考
え
方
で
あ
る
。
即
ち

釈
迦
仏
が
コ
ー
サ
ラ
国
を
遊
行
し
て
居
ら
れ
る
と
、
バ
ラ
モ
ン
が
耕
作
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
釈
迦
仏
を
み
る
と
、
蝋
を
畑
に
突
き
立

て
て
釈
迦
仏
を
礼
拝
し
た
。
こ
れ
を
見
て
仏
は
徴
笑
さ
れ
た
。
お
そ
ば
に
い
た
弟
子
達
は
不
思
議
に
思
っ
て
仏
に
問
う
と
、
仏
は
「
彼
は

二
仏
を
拝
ん
だ
か
ら
」
だ
と
答
え
ら
れ
た
。
猶
「
何
の
二
仏
か
」
と
再
び
仏
に
問
う
と
、
「
私
と
、
私
の
杖
の
下
に
あ
る
迦
葉
の
塔
を
拝

ん
だ
か
ら
、
二
仏
を
拝
ん
だ
こ
と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
更
に
そ
の
迦
葉
仏
の
塔
を
拝
み
た
い
と
懇
願
す
る
と
、
比
丘
達
に
、
「
汝
、

こ
の
バ
ラ
モ
ン
か
ら
土
塊
と
、
こ
の
地
を
求
め
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
バ
ラ
モ
ン
か
ら
土
塊
と
こ
の
地
を
譲
り
う
け
る
と
、
「
迦
葉
仏
の
七

だ
ん
な
い

宝
塔
の
高
さ
一
由
延
、
面
広
半
由
延
な
る
」
を
仏
は
現
出
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
「
百
千
の
黄
金
よ
り
、
一
団
泥
も
て
敬
心
に
て
仏
塔

を
治
せ
ん
に
は
」
と
さ
と
さ
れ
た
と
あ
る
。
黄
金
よ
り
、
ま
ご
こ
ろ
が
あ
る
時
に
は
七
宝
塔
は
現
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

鋪
↑

爾
時
尊
者
摩
訶
迦
葉
。
久
住
二
舎
衛
國
阿
練
若
床
坐
処
一
。
長
鬚
髪
著
二
弊
納
衣
一
。
来
二
詣
仏
所
一
。
爾
時
世
尊
無
数
大
衆
園
繧
説
法
。

時
諸
比
丘
見
二
摩
訶
迦
葉
従
し
遠
而
来
一
。
見
已
於
二
尊
者
摩
訶
迦
葉
所
一
。
起
二
軽
慢
心
一
言
。
此
何
等
比
丘
。
衣
服
鹿
随
。
無
し
有
二
儀

容
一
而
来
。
衣
服
祥
伴
而
来
。
爾
時
世
尊
知
二
諸
比
丘
心
之
所
念
一
。
告
二
摩
訶
迦
葉
一
・
割
刑
迦
潮
渕
．
Ⅲ
判
睦

中
本
起
経
巻
下
大
迦
葉
如
来
品
第
十
二
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迦
葉
仏
全
身
舎
利
艤
然
如
本
。
仏
因
此
事
取
一
榑
泥
。
而
説
偶
言
。

葉
仏
般
泥
桓
後
。
共
王
為
仏
起
金
銀
塔
。
縦
廣
半
由
旬
高
一
由
旬
。
累
金
銀
堅
三
相
間
。
今
猶
在
地
中
。
仏
即
出
塔
示
諸
四
衆
。

１
１

四
邊
清
者
。
爾
時
仏
法
中
國
先
滅
邊
國
反
盛
。
仏
言
。
王
十
一
夢
所
為
如
此
。
於
大
王
身
無
有
不
祥
。
王
即
於
座
上
勅
諸
群
臣
。
所

欲
祠
天
之
物
今
悉
施
以
無
畏
。
吾
従
今
寧
自
失
命
不
故
殺
生
。
況
殺
人
乎
。
不
故
傷
虫
蟻
。
況
女
及
諸
人
等
乎
。
仏
告
阿
難
。
彼
迦

百
千
世
界
中
満
中
真
金
施
不
如
一
法
施
随
順
見
真
諦

②
弥
沙
塞
部
和
醗
五
分
律
巻
第
二
十
六

爾
時
國
王
用
非
法
治
政
暴
虐
無
道
。
夢
見
牛
頭
栴
檀
売
與
腐
草
同
価
者
。
爾
時
釈
種
沙
門
貧
利
養
故
與
白
衣
説
法
。
夢
見
水
中
央
濁

論

與
之
。
得
已
爾
時
世
尊
即
現
出
迦
葉
仏
七
宝
塔
。
高
－
由
旬
。
面
広
半
由
延
。
婆
羅
門
見
已
即
便
白
仏
言
。
世
尊
。
我
姓
迦
葉
。
是

我
迦
葉
塔
。
爾
時
世
尊
即
於
彼
処
作
迦
葉
仏
塔
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
世
尊
。
我
得
授
泥
不
。
仏
言
得
授
。
即
時
説
偶
言

迦
葉
仏
塔
。
諸
比
丘
白
仏
。
願
見
迦
葉
仏
塔
○
仏
告
比
丘
。
汝
従
此
婆
羅
門
。
索
土
塊
井
是
地
。
諸
比
丘
即
便
索
之
。
時
婆
羅
門
便

何
因
縁
笑
。
唯
願
欲
聞
。
仏
告
諸
比
丘
。
是
婆
羅
門
今
礼
二
世
尊
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
何
等
二
仏
。
仏
告
比
丘
。
礼
我
当
其
杖
下
有

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

仙
摩
訶
僧
祇
律
巻
第
三
十
三

塔
法
者
。
仏
住
拘
薩
羅
國
遊
行
。
時
有
婆
羅
門
耕
地
。
見
世
尊
行
過
。
持
牛
杖
住
地
礼
仏
。
世
尊
見
已
便
発
微
笑
。
諸
比
丘
白
仏
。

百
千
閻
浮
提
満
中
真
金
施
不
如
一
法
施
随
順
令
修
行
…
…
…
…
…
…
…

百
千
車
真
金
持
用
行
布
施
不
如
一
善
心
華
香
供
養
塔
…
…
…
…
…
…
…

人
等
百
千
金
持
用
行
布
施
不
如
一
善
心
恭
敬
礼
仏
塔
…
…
…
…
…
…
…

真
金
百
千
据
持
用
行
布
施
不
如
一
団
泥
敬
心
治
仏
塔
…
…
・
…
：
…
…
…

(I36)



時
諸
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
。
皆
以
二
一
榑
泥
一
著
二
此
処
一
即
成
二
大
塔
「
、

剛
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
巻
第
十
二

是
時
世
尊
。
告
具
寿
阿
難
陀
日
。
汝
来
可
詣
都
累
迦
城
。
聞
教
随
仏
。
至
彼
城
所
。
有
一
婆
羅
門
。
而
為
耕
墾
。
遥
見
世
尊
具
三
十

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

（
吃
）

伽
Ｐ
國
王
一
。
於
二
此
処
一
七
歳
七
月
七
日
起
二
大
塔
一
已
。
七

時
去
二
此
処
一
不
し
遠
・
有
二
一
農
夫
一
耕
し
田
。
仏
往
二
彼
間
一
。 七

錐
得
閻
浮
檀
百
千
今

③
四
分
律
巻
五
十
二

爾
時
世
尊
在
二
拘
薩
羅
國
一
。

今
世
尊
以
二
何
因
縁
一
笑
耶
。

無
因
縁
一
而
笑
上
。
向
者
以
浩

向
者
以
レ
何

百
千
金

設
以
二
百
千
選
烙
一

設
以
二
金
百
千
簿
一

設
以
二
金
百
千
描
一

設
以
二
金
百
千
抱
一

設
以
二
金
百
千
壁
一

設
以
二
金
百
千
厳
一

設
以
二
金
百
千
山
一

故
而
笑
。
願
欲
し
知
し
之
。
仏
告
二
阿
難
一
。
乃
往
過
去
世
時
。
有
二
迦
葉
仏
一
。
般
浬
桑
已
。
時
有
二
翅
毘

宝
利是是是是是是是

皆皆皆皆皆皆皆

塁篝鰡豊潔
金金金金金金金

興
二
千
二
百
五
十
比
丘
一
人
間
遊
行
。
往
二
都
子
婆
羅
門
村
一
到
二
一
異
処
一
。
世
尊
笑
○
時
阿
難
作
二
是
念
一
。

世
尊
不
下
以
レ
無
二
因
縁
一
而
笑
上
。
偏
露
二
右
肩
一
脱
二
革
展
一
右
膝
著
し
地
合
掌
白
し
仏
言
。
世
尊
。
不
下
以
二

不
如
一
團
泥
為
仏
起
塔

不不不不不不不
し し し し し し し

如如如如如如如
下 下 下 下 下 下 下

以以以以以以以
一一一一一一一

霊蕊蓋蕊莞蕊蓋

歳
七
月
七
日
興
二
大
供
養
一
。

取
二
一
榑
泥
一
来
置
ニ
此
処
一
。

職

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

坐
二
二
部
僧
一
於
二
象
蔭
下
一
。
供
二
第
一
飯
一
。

而
説
レ
偏
言
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阿
含
の
仏
と
律
蔵
の
仏
の
違
う
の
は
、
そ
こ
に
出
場
し
て
来
る
仏
は
過
去
仏
と
し
て
の
迦
葉
仏
と
、
こ
の
世
で
悟
っ
た
後
の
仏
と
し
て

の
釈
迦
仏
。
過
去
と
現
在
の
仏
で
あ
る
。
そ
し
て
又
こ
の
二
仏
は
必
ず
「
背
の
高
い
塔
」
と
「
泥
団
子
」
、
即
ち
雪
至
言
千
の
贈
部
金
、

持
し
用
い
て
布
施
を
行
ぜ
ん
に
、
し
か
じ
一
団
泥
も
っ
て
敬
心
に
て
仏
塔
を
治
せ
ん
に
は
」
と
か
、
「
人
等
の
百
千
の
金
、
持
し
用
い
て

布
施
を
行
ぜ
ん
に
、
如
か
じ
、
一
善
心
に
て
恭
敬
し
て
仏
塔
を
礼
せ
ん
に
は
」
（
摩
訶
僧
祗
律
）
、
「
閻
浮
檀
の
百
千
金
宝
の
利
を
得
る

と
錐
も
、
一
團
泥
に
て
仏
の
為
に
塔
廟
を
起
さ
ん
に
は
如
か
じ
」
（
前
掲
五
分
律
二
十
六
、
大
躯
’
一
七
一
下
。
一
七
三
上
の
文
中
）

「
仮
令
、
百
千
の
贈
部
金
も
て
、
荊
勤
し
て
仏
塔
を
右
邉
せ
ん
に
は
」
（
前
掲
根
本
説
一
切
有
部
薬
事
巻
十
二
・
大
別
’
五
三
上
中
）
の

如
く
、
黄
金
よ
り
泥
団
子
即
ち
ま
ど
こ
ろ
の
方
が
と
い
う
こ
と
が
各
律
共
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

然
も
こ
の
二
仏
は
か
く
背
の
高
い
塔
と
泥
団
子
が
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
所
が
注
目
す
べ
き
所
で
あ
る
。
私
は
こ
の
「
三
者
の

一
体
」
は
こ
の
律
蔵
の
成
立
時
の
社
会
状
況
、
宗
教
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

仮
令
百
千
贈
部
金
恒
以
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
持
泥
置
飾
於
仏
塔

是
時
有
百
千
人
衆
。
聞
此
施
泥
福
利
○
威
持
泥
置
。
或
有
将
諸
微
妙
花
香
。
而
散
其
中
。
仏
亦
為
説
頌
日

無
損
。
若
来
我
所
。
恭
敬
礼
拝
。
彼
便
致
敬
二
仏
世
尊
．
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…

利
。
執
鞭
耕
梨
。
遥
言
敬
礼
敬
礼
。
仏
告
具
寿
阿
難
陀
。
彼
婆
羅
門
。
自
招
錯
呰
。
而
於
此
処
。
有
迦
攝
波
如
来
全
身
舎
利
。
臓
然

是
持
復
有
一
郎
波
索
迦
。
持
泥
置
於
舎
利
隠
処
。
世
尊
為
彼
。
亦
説
伽
他
日

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

二
大
丈
夫
相
。
廣
如
余
説
。
作
如
是
念
。
我
若
往
礼
沙
門
喬
答
摩
者
。
廃
此
事
業
。
若
不
往
礼
。
失
諸
福
利
○
令
事
不
廃
。
使
穫
福

仮
令
百
千
贈
部
金
積
聚
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
翅
勤
右
邊
於
仏
塔

収
△
戸
百
千
囎
部
金
恒
以
奉
持
施
一
切
不
虹
有
人
一
浄
心
香
北
伊
覇

）
（
共
に
棲
撹
淫
肇
芭
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ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

7、サンチー大塔

１
、
ま
ず
背
の
高
い
塔
に
つ
い
て
、
そ
の
分
布
は
タ
キ
シ
ラ
か
ら

ス
ワ
ッ
ト
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ

の
律
蔵
の
話
は
こ
の
背
の
高
い
塔
の
あ
る
場
所
西
北
イ
ン
ド
が
そ
の

舞
台
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
イ
ン
ド
の
塔
は
サ
ン
チ
ー
の
大

塔
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
背
の
低
い
土
饅
頭
型
の
も
の
で
あ
る
（
写

真
７
参
照
）
。
こ
れ
に
対
し
て
前
記
範
囲
の
塔
は
砲
弾
型
の
塔
身
に

何
重
も
の
円
型
基
壇
（
写
真
８
、
参
照
）
、
そ
し
て
そ
の
下
に
四
角

な
基
壇
（
写
真
蛆
、
参
照
）
が
つ
け
加
っ
た
背
の
高
い
宝
塔
で
、
特

に
ジ
ェ
ラ
ラ
バ
ー
ド
や
シ
ェ
バ
キ
等
、
西
に
行
く
程
高
い
と
も
言
え

よ
う
。
そ
の
範
囲
を
図
示
す
れ
ば
図
９
の
如
く
と
な
る
。
強
い
て
言

え
ば
ク
シ
ャ
ン
の
勢
力
範
囲
と
な
る
。

筆
者
は
塔
の
背
が
高
く
な
る
の
は
、
仏
を
単
な
る
人
間
釈
尊
以
上

に
、
即
ち
超
越
者
救
済
者
と
し
て
仏
陀
を
考
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
為

と
考
え
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
範
囲
の
地
方
に
、
ペ
ル
シ
ャ
等
西
方

の
「
神
は
超
越
蔀
〕
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
、

3
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8．バラーの塔 円型基壇が三段
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ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

9．背の高いストゥーパ及奉献塔出土分布図

仏
陀
を
も
超
越
者
と
し
て
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
勿
も
、
人
間
存
在
の
有
限
性
、
実
存
の
自
覚
か
ら
、

仏
教
自
体
の
中
に
、
仏
身
観
の
深
化
発
達
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
十
分
理
解
さ
れ
る
が
、
仏
身
観
の
発
達
し
た
大
乗
仏

教
が
西
北
イ
ン
ド
で
起
っ
た
点
か
ら
考
え
て
、
西
方
の
考
え

方
の
刺
戟
は
十
分
あ
っ
た
と
も
考
え
て
い
誌
↑
そ
し
て
、
こ

う
し
た
傾
向
が
法
華
一
乗
、
ア
ミ
ダ
ー
尊
、
般
若
波
羅
密
多

は
仏
母
と
い
う
．
仏
乗
」
思
想
と
な
り
、
仏
陀
の
墳
墓
を

し
て
、
背
の
高
い
、
或
は
サ
ン
チ
ー
の
イ
ン
ド
型
で
も
、
規

模
を
巨
大
化
（
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
）
し
て
、
仏
陀
を
超
人

と
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
て
い
る
。

然
も
こ
う
し
た
超
越
性
は
、
又
無
限
性
と
も
表
裏
す
る
。

即
ち
時
間
的
に
永
遠
に
継
続
す
る
仏
の
生
命
の
無
窮
性
と
、

そ
の
説
か
れ
た
法
の
恒
常
性
で
あ
る
。

こ
れ
を
表
現
す
る
方
法
が
、
現
在
仏
と
過
去
仏
の
一
致
、

法
華
経
で
は
「
多
宝
如
来
と
釈
迦
仏
」
の
並
座
。
律
蔵
で
は

「
過
去
仏
の
迦
葉
仏
と
現
在
仏
の
釈
迦
牟
尼
仏
」
の
合
一
、

(I")



ク
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け
る
諸
宗
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の
大
衆
化
（
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）

巴

10. グルダラー塔

「
二
仏
並
座
」
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
。
従
っ
て
仏
の
超
越
性

を
示
す
「
背
の
高
塔
」
と
、
仏
及
び
そ
の
説
か
れ
た
法
の
悠
久

性
を
示
す
「
二
仏
並
座
」
は
二
に
し
て
一
で
あ
る
と
考
え
る
。

然
も
「
超
越
性
と
悠
久
性
」
と
は
客
観
的
な
外
な
る
存
在
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
己
心
の
一
念
三
千
の
如
く
主
体
の
側
に

あ
る
。
「
浄
心
」
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
も
っ
て
仏
を
信
じ
崇
め
る

我
々
の
心
の
中
に
体
験
顕
現
さ
れ
る
。
物
や
金
と
い
う
信
仰
で

は
な
く
、
心
か
ら
の
信
仰
、
即
ち
浄
心
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ

の
世
の
中
の
全
黄
金
よ
り
も
博
泥
即
ち
泥
団
子
の
方
が
と
い
う

前
記
引
用
の
律
蔵
の
言
葉
と
な
る
。
仏
の
超
越
性
と
悠
久
性
は

浄
心
の
中
に
、
即
ち
主
体
の
奥
底
に
一
つ
と
な
っ
て
顕
現
さ
れ

る
も
の
と
こ
れ
ら
の
諸
律
は
主
張
し
て
い
る
と
筆
者
は
思
う
。

然
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
造
塔
の
隆
盛
と
う
ら
は
ら
に
、

塔
も
建
て
ら
れ
な
い
庶
民
に
光
明
を
与
え
ん
と
す
る
当
時
の
社

会
の
要
請
に
対
応
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
世
紀
か

ら
三
・
四
世
紀
へ
の
思
想
的
流
れ
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば
大
乗

は
こ
う
し
た
思
想
の
流
れ
の
一
つ
の
反
映
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

(Z42)



さ
て
、
こ
れ
ら
の
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
團
泥
の
出
て
来
る
律
蔵

の
成
立
の
時
代
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、

⑩
摩
訶
僧
祗
律
（
大
四
九
七
下
’
四
九
八
上
）
に
恵
應
揮
竪
弓

下
基
四
方
周
匝
欄
楯
。
円
起
二
重
・
方
牙
四
出
」
と
あ
る
こ
と
は
大

い
に
注
目
に
値
い
す
る
。
サ
ン
チ
ー
、
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
欄
楯
で
見

る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
塔
は
柵
で
あ
る
欄
楯
は
塔
の
ま
わ
り
に
あ
っ

た
が
、
（
前
の
サ
ン
チ
ー
大
塔
写
真
参
照
）
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
至
る
と

欄
楯
は
基
壇
の
中
に
入
り
、
仏
像
や
仏
伝
図
の
区
切
り
の
柱
と
な
っ

て
い
る
。
然
も
イ
ン
ド
の
塔
は
サ
ン
チ
ー
の
如
く
円
型
基
壇
で
あ
る

が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
以
西
で
は
こ
の
円
型
基
壇
の
下
に
四
角
（
方
形
）

の
基
壇
が
加
わ
り
（
写
真
畑
、
グ
ル
ダ
ラ
ー
塔
参
照
）
、
こ
の
経
文

の
如
く
「
円
基
二
重
」
の
如
く
二
段
三
段
と
重
な
り
塔
は
砲
弾
型
に

背
が
高
く
な
る
（
写
真
８
．
皿
参
照
）
・
だ
か
ら
こ
の
律
蔵
の
文
は

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
塔
を
さ
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

②
更
に
「
方
牙
四
出
」
と
い
う
の
は
、
筆
者
は
カ
ニ
シ
カ
大
塔

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

4

皇
0

、 0一

罰、

雛黍
｛

』湯

房皇
ザ

11． タフト・イーパーヒー僧院複元図（原図カラチ博）

(I")



■罐：．

."轄醇
争謡

4

一

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

12．方牙四出の見本（カニシカ大塔を模したと思われる）
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を
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
即
ち
大
唐
西
域
記
に
よ
る
と
「
童

子
が
砂
で
塔
を
作
っ
て
い
た
。
そ
し
て
王
に
、
い
つ
か
大
王
が
来
て
塔

を
建
て
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
と
童
子
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
大
王
は
こ

こ
に
塔
を
建
て
よ
と
の
仏
の
命
令
を
感
じ
、
早
速
こ
こ
に
塔
を
建
て
る

こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
塔
を
建
て
終
る
と
思
い
き
や
、
塔
の
四
隅
に
四

角
の
小
塔
が
と
び
出
し
た
。
こ
れ
を
お
お
う
べ
く
塔
を
増
巾
す
る
と
、

又
四
隅
に
小
塔
が
と
び
出
す
。
こ
れ
を
く
り
返
す
う
ち
、
塔
は
巨
大
な

塔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
大
唐
西
域
記
で
は
言
っ
て
い
諏
子

法
顕
も
「
王
作
塔
成
己
。
小
塔
即
自
齢
〕
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の

話
は
四
世
紀
は
じ
め
に
は
普
及
し
て
い
た
。
又
カ
ニ
シ
カ
大
塔
の
発
堀

に
よ
る
考
古
学
的
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
律
蔵
の
話

は
力
’
一
シ
カ
大
塔
建
立
後
と
い
え
る
。
力
’
一
シ
カ
大
塔
は
カ
ニ
シ
カ
に

は
じ
ま
っ
て
次
の
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
時
代
に
完
成
し
て
い
る
か
ら
、
律
蔵
の

こ
の
部
分
の
成
立
は
約
西
紀
一
七
○
年
以
後
と
も
言
え
よ
う
。
だ
か
ら
、

小
乗
の
律
だ
か
ら
大
乗
よ
り
早
い
と
は
言
え
ず
、
大
乗
よ
り
お
そ
い
と

も
言
え
よ
う
。

③
更
に
こ
の
こ
と
は
塔
の
位
置
変
化
に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

一

／っ一みゎu,6キ電、●

ジ釈一'しか．'ﾉ略－国
13．僧院と塔の位置の変化
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る
諸
宗
教
の
大
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15．タクト ・ィ・ﾊﾟｰｰｰｨ

起
僧
伽
藍
時
。
先
預
度
好
地
作
塔
処
。
塔
不
得
在
南
不
得
在

西
。
応
在
東
応
在
北
。
不
得
僧
地
侵
仏
地
。
仏
地
不
得
侵
僧
地
。

若
塔
不
得
近
死
戸
林
。
若
狗
食
残
持
来
汚
地
。
応
作
垣
箔
。
応
在

西
若
南
作
僧
坊
。
不
得
使
僧
地
水
流
入
仏
地
。
仏
地
水
得
流
入
僧

地
ｏ
塔
応
在
高
顕
処
作
。
（
摩
訶
僧
祗
律
巻
第
三
十
一
劃

即
ち
、
こ
の
律
の
文
字
は
僧
院
と
塔
の
分
離
、
然
も
塔
は
僧
院

よ
り
高
い
所
に
作
ら
れ
る
と
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
タ
キ
シ
ラ
に

（
鯛
）

よ
る
と
、
ピ
ッ
パ
ラ
や
ダ
ル
マ
ー
ジ
カ
で
は
僧
院
の
内
に
仏
塔
が

祀
ら
れ
て
い
た
が
、
（
写
真
必
参
照
）
三
世
紀
を
限
度
と
し
て
、

僧
院
外
に
造
ら
れ
て
行
く
と
し
て
い
諏
犀

更
に
、
塔
も
カ
ラ
ワ
ン
（
写
真
過
参
照
）
や
ギ
リ
の
如
く
、
僧

院
の
一
段
下
奄
町
か
ら
直
接
塔
に
詣
で
ら
れ
、
僧
院
の
修
行
生

活
を
デ
ィ
ス
タ
ー
ブ
し
な
い
よ
う
に
、
塔
は
作
ら
れ
て
い
た
が
、

や
が
て
、
仏
塔
の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
塔
が
僧
院
よ
り
上
に
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
フ
ト
・
イ
・
バ
ー
イ
（
写
真
過
参
照
）

の
よ
う
に
塔
区
の
方
が
少
し
高
く
な
り
、
遂
に
蝿
の
位
置
図
の
如

く
ジ
ャ
マ
ー
ル
ガ
リ
の
よ
う
に
頂
上
に
塔
が
作
ら
れ
、
僧
院
は
下

(Z47)
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16．仏陀像カニシカー世金貨（2世紀）

提
得
安
仏
華
蓋
供
養

筆
者
）

塔
。
無
舎
利
者
名
枝
提
。
如
仏
生

処
得
道
処
転
法
輪
処
般
泥
桓
処
菩

薩
像
辞
支
仏
窟
仏
脚
跡
。
此
諸
枝

今
王
亦
得
作
枝
提
。
有
舎
利
者
名

起
宝
枝
提
。
彫
文
刻
鍍
種
種
彩
豊
○

で
、
各
僧
院
の
僧
は
山
頂
の
塔
に

詣
で
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
。
こ

れ
ら
は
石
積
み
方
法
か
ら
言
っ
て

三
世
紀
以
後
、
更
に
メ
ハ
サ
ン
鍵

の
主
塔
の
よ
う
に
四
・
五
世
紀
の

ス
ト
ッ
コ
全
盛
時
代
に
ま
で
及
ぶ

に
至
る
。

側
又
仏
像
の
成
立
後
を
暗
示

す
る
文
章
ま
で
あ
る
。

吉
利
王
為
迦
葉
仏
塔
。
四
面

具魯
↑
（
傍
線

("8)



即
ち
こ
の
文
章
の
中
の
「
仏
」
と
い
う
所
に
注
目
し
た
い
。
「
舎
利
あ

る
を
塔
と
名
付
け
、
舎
利
な
き
を
枝
提
、
と
名
付
く
」
と
あ
り
、
こ
の
舎

利
の
な
い
枝
提
、
チ
ャ
イ
ト
ャ
に
「
仏
を
安
置
せ
よ
」
と
あ
る
。

即
ち
仏
で
あ
る
舎
利
の
な
い
所
に
．
「
仏
を
安
置
せ
よ
」
と
あ
る
か
ら
に

は
明
ら
か
に
、
こ
の
「
仏
」
と
は
仏
像
に
他
な
ら
な
い
。

仏
像
の
成
立
は
一
世
紀
、
単
独
像
の
成
立
は
二
世
紀
の
カ
ニ
シ
カ
時
代

と
い
わ
れ
て
い
る
（
写
真
焔
参
照
）
・
な
ぜ
な
ら
力
’
一
シ
カ
コ
イ
ン
に
仏

の
単
独
像
が
ミ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
律
蔵

の
話
は
、
仏
像
成
立
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、

前
記
の
如
く
小
乗
の
律
だ
か
ら
、
大
乗
よ
り
古
い
と
い
う
わ
け
に
は
行
か

な
い
。
特
に
法
華
経
は
西
紀
一
世
紀
か
ら
二
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、

釈
迦
多
宝
の
二
仏
は
律
蔵
の
釈
迦
仏
と
迦
葉
仏
の
二
仏
よ
り
、
大
乗
だ
か

ら
お
そ
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
と
も
言
え
よ
う
。

マ
ー
シ
ャ
ル
の
タ
キ
シ
ラ
Ⅱ
、
四
六
三
頁
や
Ⅲ
の
図
録
篇
の
四
画
恵

一
三
六
の
中
程
か
ら
下
に
か
け
て
注
目
す
べ
き
出
土
品
が
示
さ
れ
て
い
る

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）
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17．竜神に捧げられたミニチュアーの水槽（マーシャルタキシラⅢより）
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筆
者
の
体
験
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
以
西
で
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
期
間
も
短
か
く
、
時
に
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
雨
も
極
度
に

少
な
い
年
も
あ
る
。
従
っ
て
雨
に
恵
ま
れ
な
い
地
方
で
は
、
潅
概
の
為
の
タ
ン
ク
作
り
と
い
う
社
会
的
要
請
が
同
時
に
宗
教
的
功
徳
と
結

び
つ
い
て
行
っ
た
と
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。

然
し
、
シ
ャ
ル
マ
の
論
文
や
マ
ー
シ
ャ
ル
の
写
真
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ー
の
タ
ン
ク
が
沢
山
出
土
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
前
記
マ
ー
シ
ャ
ル
が
出
土
品
を
示
し
て
い
る
タ
キ
シ
ラ
だ
け
で
は
な
く
、
題
画
圏
目
冒
『
．
昌
凰
官
『
、
委
匡
８
冨
言
画

宍
ｇ
ｍ
ｇ
三
》
国
冨
冨
（
月
日
筐
一
号
呂
農
）
等
で
数
多
く
の
ミ
’
一
チ
ュ
ァ
ー
の
タ
ン
ク
が
発
堀
さ
れ
て
い
る
。
社
会
の
福
祉
の
為
の
タ
ン

ク
作
り
が
宗
教
的
に
大
い
な
る
功
徳
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
然
し
一
般
大
衆
は
こ
れ
が
出
来
な
い
。
イ
ミ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

儀
式
用
タ
ン
ク
で
満
足
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
中
世
か
ら
現
代
ま
で
続
い
て
い
率

か
く
述
べ
て
い
る
の
は
特
に
注
目
に
値
い
す
る
。
即
ち
お
金
持
ち
は
現
実
の
水
槽
を
作
っ
て
奉
納
出
来
る
が
、
一
般
大
衆
は
こ
う
し
た

こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
タ
キ
シ
ラ
出
土
の
よ
う
な
手
の
上
に
乗
る
如
き
小
さ
な
泥
土
の
ミ
ニ
チ
ュ
ァ
ー
が
神
々
に
奉
げ
ら
れ
た
。
こ

と
記
し
て
い
る
。

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

（
写
真
Ⅳ
参
照
）
。
即
ち
粘
土
細
工
の
タ
ン
ク
（
水
槽
）
の
出
土
品
が
十
数
ケ
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
『
・
罰
画
冒
竪
胃
昌
聖
胃
日
画
は
、
雲
駕
侭
具
層
島
冒
監
画
．
昌
目
の
三
目
目
目
◎
号
胃
巨
．
ロ
堅
巨
乞
雷
．

勺
』
ｓ
’
四
に
、
１
’
－
－
ク
な
説
明
を
し
て
い
る
。
即
ち
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
に
、
西
北
イ
ン
ド
で
は
タ
ン
ク
を
作
る
こ
と
が
社
会
的
要
請
と

な
っ
た
。
特
に
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
の
少
な
い
所
で
は
潅
概
の
為
で
あ
る
。
従
っ
て
タ
ン
ク
を
作
る
と
い
う
社
会
生
活
上
の
要
請
が
、
宗

教
的
功
徳
と
結
び
つ
い
て
行
っ
た
。
特
に
竜
神
信
仰
で
は
、
竜
は
水
に
住
む
と
い
う
こ
と
か
ら
、
潅
減
の
タ
ン
ク
を
作
る
こ
と
が
同
時
に

神
へ
の
奉
仕
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
タ
ン
ク
を
作
る
こ
と
が
一
層
す
す
め
ら
れ
、
人
々
は
競
っ
て
タ
ン
ク
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た

(150)
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18．童子供養像（筆者蔵）

れ
は
貧
し
い
人
達
に
も
希
望
を
与
え
る
と
い
う
社
会
的
要
請
。
現
実

の
タ
ン
ク
を
奉
納
出
来
な
い
人
に
光
明
を
与
え
る
傾
向
が
、
こ
う
し

た
出
土
地
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
又
、
こ
う

し
た
傾
向
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
俺
で
あ
っ
た
と
も
言
っ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ー
マ
カ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
王
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
と
同
じ
規
格
の

コ
イ
ン
が
作
ら
れ
た
程
東
西
交
易
が
盛
ん
と
な
り
、
力
｝
一
シ
カ
、
フ

ヴ
ィ
シ
カ
を
経
て
強
大
な
王
国
を
作
り
、
中
国
と
ロ
ー
マ
、
イ
ン
ド

と
ロ
ー
マ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
主
要
ル
ー
ト
の
貿
易
を
独
占
し
た
ク

シ
ャ
ン
族
は
、
そ
の
豊
か
な
財
政
で
、
自
分
の
宗
教
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

の
巨
大
な
神
殿
を
ス
ル
フ
・
コ
タ
ル
に
作
り
、
統
治
下
の
領
域
内
各

地
の
仏
教
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
寺
に
塔
や
僧
院
を
奉
献
し
た
。
ガ
ン
ダ
ー

ラ
の
山
々
に
残
る
仏
教
寺
院
の
遺
跡
か
ら
如
何
に
造
塔
造
伽
藍
の
事

業
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
壷
↑
更
に
地
方
豪
族
や
商
人
達

も
、
「
資
産
者
」
と
し
て
美
し
い
奉
献
塔
を
数
多
く
寄
附
し
た
こ
と

が
、
現
在
遺
跡
を
め
ぐ
る
と
き
、
そ
の
富
裕
さ
と
共
に
ひ
し
ひ
し
と

感
ぜ
ら
れ
る
。

然
し
こ
う
し
た
奉
献
は
一
般
大
衆
に
は
出
来
な
い
。
こ
の
大
衆
に

(Z5I)



ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

光
明
を
与
え
た
の
が
在
野
の
在
家
仏
教
（
こ
れ
が
や
が
て
大
乗
と
し
て
発
展
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
。
）
、
「
童
子
の
た
わ
む
れ
に
砂
を
も

て
塔
を
作
毒
〕
と
い
う
文
章
や
、
現
在
数
多
く
出
土
し
て
い
る
「
童
子
の
土
饅
頭
供
養
像
」
の
彫
刻
等
（
写
真
過
参
照
）
を
考
え
合
せ
る

と
、
前
記
諸
律
の
「
泥
団
子
」
の
文
章
は
こ
う
し
た
時
代
性
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
シ
ャ
ル
マ
の
言
う
ク
シ
ャ
ン
の

時
代
で
あ
っ
た
。
造
塔
造
像
の
極
度
に
盛
ん
だ
っ
た
時
代
、
そ
れ
と
裏
腹
に
そ
れ
が
出
来
な
い
民
衆
の
も
ど
か
し
さ
、
淋
し
さ
。
こ
れ
に

手
を
さ
し
の
べ
、
光
明
を
与
え
る
。
こ
れ
が
「
た
と
え
一
句
で
も
受
持
読
調
す
れ
蝿
〕
「
一
団
泥
」
「
浄
心
」
と
い
う
物
か
ら
心
、
も
と

で
い
ら
ず
の
、
無
一
般
大
衆
に
希
望
を
与
え
て
来
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
宗
教
の
民
衆
化
大
衆
化
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
社
会
的
傾
向
を
敏
感
に
先
取
し
た
の
が
在
野
の
グ
ル
ー

プ
（
後
に
大
乗
と
発
達
す
る
の
で
あ
る
が
）
で
あ
っ
た
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
例
え
ば
現
代
に
例
を
と
っ
て
も
、
時
代
を
先
ど
り
す
る
の

は
民
間
の
宗
教
団
体
で
あ
る
。
既
成
の
も
の
は
そ
う
し
た
も
の
に
ひ
か
れ
な
が
ら
も
と
容
易
に
と
り
込
め
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

特
に
終
戦
直
後
、
雨
後
の
筍
の
如
く
新
興
宗
教
が
輩
出
し
た
の
も
、
民
衆
の
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
感
じ
た
為
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た

点
か
ら
類
推
す
る
と
、
当
時
の
新
興
宗
教
た
る
大
乗
仏
教
は
こ
の
時
代
の
要
請
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
な
る
と
当
時
の
既
成
宗
教
た
る
小
乗
仏
教
も
時
代
の
流
れ
に
案
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
前
記
「
閻
浮
内
の
黄

金
よ
り
一
団
泥
」
と
い
う
考
え
方
を
と
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
行
っ
た
。
前
述
の
根
本
説
一
切
有
部
薬
事
第
十
二

の
泥
団
子
の
話
の
す
ぐ
後
に
、
「
貧
者
の
一
燈
」
の
論
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
も
こ
の
間
の
消
息
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

然
も
「
泥
団
子
」
の
話
の
の
っ
て
い
る
章
は
律
蔵
と
し
て
は
終
り
の
章
に
近
い
。
五
分
律
で
は
三
十
巻
中
三
十
六
巻
、
四
分
律
で
は
六

十
巻
中
五
十
二
巻
、
摩
訶
僧
祗
律
は
四
十
巻
中
三
十
三
巻
、
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
で
は
十
八
巻
中
十
二
巻
、
い
ず
れ
も
律
と
し

て
後
半
の
も
の
に
属
す
る
。
即
ち
律
は
僧
達
が
現
実
問
題
に
当
面
し
た
時
、
そ
の
都
度
、
「
仏
の
名
の
も
と
に
」
戒
律
を
規
定
し
て
行
っ

(I52)



か
く
て
タ
キ
シ
ラ
の
二
仏
は
時
代
的
に
法
華
経
の
も
の
で
あ
っ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
よ
し
ん
ば
小
乗
仏
教
の
律
蔵
の
「
迦
葉

仏
と
釈
迦
牟
尼
仏
」
で
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
宗
教
の
大
衆
化
の
時
代
に
触
発
さ
れ
、
又
、
そ
う
し
た
時
代
の
風
潮
を
先
取
り
し
た
法
華

経
等
大
乗
仏
教
の
刺
戟
で
出
現
し
た
二
仏
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
精
神
は
法
華
経
の
二
仏
と
何
ら
別
物
で
は
な
い
。

要
は
、
仏
の
超
越
性
を
表
現
す
る
背
の
高
い
塔
と
仏
の
寿
命
、
そ
し
て
そ
の
説
か
れ
た
法
の
無
窮
性
を
示
す
二
仏
、
即
ち
超
越
性
と
無

窮
性
が
「
己
心
」
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
富
者
も
貧
者
も
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
う
し
た
三
位
一
体
の
構
造
が
確
立

し
て
行
っ
た
の
が
、
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
こ
そ
、
宗
教
の
大
衆
化
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

た
も
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
泥
団
子
の
記
さ
れ
た
章
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
社
会
環
境
の
中
で
、
教
団
は
如
何
に

あ
る
べ
き
か
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
当
時
の
社
会
環
境
と
教
団
と
の
か
か
わ
り
を
示
し
て
い
る
と
思
う
の
が
ご
く
自
然

の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
、
場
所
は
西
北
イ
ン
ド
。
仏
教
内
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
こ
う
し
た
時
代
的
要
請
に
対
応
し
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
壷

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

』
Ｏ
盲
目
胃
昏
画
匡
自
画
愚
旨
国
已
曾
の
観
ず

降
剛
巨
里
の
謁

伶
剛
巨
異
の
命

高
田
保
氏
仏
像
の
起
源
二
五
六
頁

大
唐
西
域
記
大
副
’
八
八
四
下

静
谷
正
雄
イ
ン
ド
仏
教
碑
銘
目
録
一
七
八
八

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

◇

(153)
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前
掲
静
谷
目
録
一
七
八
六
夕
キ
シ
ラ
パ
テ
ィ
ヵ
銅
板
銘
文
等

法
華
経
方
便
品
第
二
（
大
正
九
’
八
下
）

法
華
経
法
師
品
第
十
（
大
九
’
三
○
下
）

根
本
説
一
切
有
部
薬
事
第
十
二
（
大
別
’
五
五
下
’
五
六
上
）

干
潟
竜
祥
氏
は
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
の
三
十
四
頁
’
四
十
九
頁
で
諸
律
の
完
成
を
Ａ
Ｄ
一
世
紀
及
至
二
・
三
世
紀
と
し
て
い
る
。

全
書
一
六
二
頁
一
七
行
目

前
掲
マ
ー
シ
ャ
ル
豆
ｇ
の
余

榛
翌
ハ
四
号
叢
者
僧
院
か
ら
仏
塔
崇
拝
へ

門
ご
仰
司
切
彦
巴
一
目
、
浜
建
口
已
画
訂
↓
函

前
掲
僧
院
か
ら
仏
塔
崇
拝
へ
（
八
十
頁
）

大
蛇
’
四
九
七
上
’
四
九
八
中

前
掲
罰
２
国
里
画
３
．
里
胃
日
画
一
閏
嬰
伺
９
画
日
々
冒
昌
画
巳
畠
’
四

大
副
’
八
九
八
中

大
犯
’
四
九
八
上

○
．
雪
箆
の
国
四
の
の
ロ
“
Ｆ
の
、
”
の
丘
四
．
口
閏
号
岸
⑪
。
ｐ
詮
・

棲
神
五
十
七
号
筆
者
論
文
火
と
光
参
照

大
刷
’
八
七
九
下
’
八
八
○
上

大
型
’
五
三
上
中

大
４
１
一
六
一
上

大
蛇
’
四
九
七
中
’
四
九
八
の
上

大
鯉
’
一
七
二
下
’
一
七
三
上

大
犯
’
九
五
八
上
中

大
２
１
四
一
六
下

大
２
１
三
○
二
上

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

(15J)



◇
研
究
ノ
ー
ト
◇

智
慧
と
慈
悲
、
こ
の
問
題
が
大
乗
仏
教
の
根
本
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
所
で
す
。
従
っ
て
先
学
に
よ
っ
て
夙
に
論
じ
ら
れ
、
語
り
尽
さ
れ
て
き
た
テ
ー

マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
来
、
再
び
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
於
て
再
検
討
が
さ
れ
て
お
り
、
而
も
宗
教
学
・
仏
教
学
の
分
野
だ
け
で
は
な
く
、

哲
学
・
倫
理
学
・
文
学
・
社
会
学
・
言
語
学
の
領
域
に
ま
で
広
げ
ら
れ
、
英
、
米
、
独
、
仏
、
伊
、
豪
、
印
、
比
、
日
、
な
ど
各
国
の
英
知
が
此
の
テ
ー

マ
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
智
葱
と
慈
悲
（
愛
）
の
問
題
が
再
検
討
さ
れ
て
い
る
今
日
的
時
代
背
景
は
、
中
近
東
及
び
バ
ル
カ
ン
半
島
で
惹
起
さ

れ
て
い
る
民
族
紛
争
、
或
は
科
学
技
術
の
発
達
は
か
え
っ
て
人
間
の
尊
厳
性
を
も
顛
倒
し
か
ね
な
い
状
況
を
生
み
出
し
、
ま
た
地
球
規
模
で
拡
大
さ
れ

つ
つ
あ
る
環
境
破
壊
な
ど
、
い
ず
れ
も
人
類
の
英
知
を
結
集
し
て
解
決
の
糸
口
を
見
い
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
秋
に
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
味
で
も
、

智
慧
と
慈
愛
の
問
題
は
今
日
的
で
而
も
現
実
的
課
題
だ
と
受
け
と
め
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
本
誌
閃
・
“
号
を
借
り
て
卑
見
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

当
妬
号
に
も
拙
文
を
戦
せ
て
い
た
だ
き
一
応
の
締
め
く
く
り
と
し
て
お
き
た
い
。

一
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
ー
実
践
智
へ
の
誘
い
’

三
、
法
華
経
に
み
る
智
慧
の
実
践

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

智
慧
と
慈
悲

ｌ
実
践
と
し
て
の
智
慧
Ｉ

目
次

（
承
前
恥
・
３
）

二
、
分
別
智
と
無
分
別
智
ｌ
分
析
と
直
観
’

四
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
ー
ｌ
実
践
と
し
て
の
智
慧
Ｉ

町
田
是
正

(I55)



大
乗
仏
教
の
根
本
思
想
は
「
智
慧
」
と
「
慈
悲
」
に
あ
り
ま
す
。
而
も
そ
の
思
想
を
「
修
す
る
こ
と
骨
壷
の
呂
巳
の
ロ
（
ロ
）
」
を
強
調

い
た
し
ま
す
。
部
派
仏
教
時
代
の
「
業
冨
『
日
目
（
、
）
」
（
行
為
）
の
観
念
を
「
行
願
・
信
行
・
行
。
且
厨
（
、
）
・
の
四
冊
弄
腎
画
（
の
）
」

（
戒
◇
定
・
葱
の
三
学
）

に
お
き
代
え
て
、
「
菩
薩
行
」
と
呼
ば
れ
る
「
修
行
ｓ
の
ぎ
冒
旨
品
（
。
）
」
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
菩
薩
行
は

一
朝
一
夕
に
し
て
成
る
も
の
で
は
な
く
、
繰
り
返
し
て
身
心
を
修
め
る
、
所
謂
「
修
行
与
曾
自
画
（
の
）
・
ｇ
ｍ
ご
画
昌
営
（
の
）
」
が
強
調

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
仏
教
語
で
は
「
仏
道
修
行
」
と
云
い
、
常
に
用
い
る
語
禦
で
す
。
時
に
は
「
行
道
」
と
略
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
と
も
か
く
大
乗
仏
教
が
大
事
と
す
る
一
つ
は
、
坐
し
て
思
念
す
る
こ
と
よ
り
も
、
実
践
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

（
実
践
倫
理
の
規
範
）

仏
道
修
行
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
修
行
す
る
う
え
で
の
実
践
徳
目
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
乗
仏
教
に
於
て
、
菩
薩
行
に
関
す
る

（
師
）

特
有
の
実
践
徳
目
と
し
て
勧
説
し
て
い
る
の
が
、
「
五
種
法
師
含
胃
目
画
‐
ｇ
ｇ
ｐ
富
（
印
）
」
と
「
六
波
羅
蜜
溜
言
胃
目
量
呂
（
、
）
」

で
あ
り
ま
す
こ
と
は
周
知
の
所
で
す
。

（
規
範
）

五
種
法
師
の
徳
目
に
つ
い
て
は
、
法
華
経
の
法
師
品
・
分
別
功
徳
品
・
法
師
功
徳
品
・
不
軽
菩
薩
品
・
如
来
神
力
品
な
ど
に
説
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
法
師
品
に
於
て
、

若
復
有
人
。
受
持
・
読
・
調
・
解
説
・
書
写
・
妙
法
華
経
・
及
至
一
偶
・
於
此
経
巻
・
敬
視
如
仏

（
「
法
華
経
」
中
巻
一
四
二
頁
）

と
示
し
て
い
ま
す
。
法
華
経
に
於
て
五
種
の
法
行
が
勧
説
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
法
行
を
修
す
る
こ
と
が
手
「
華
聰
鐸
離
鰯
」
中
垂
偽
獣
瀧
）

（
規
範
）

に
到
達
す
る
た
め
の
根
本
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

一
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
ー
実
践
智
へ
の
誘
い
１
１

(I56)



ま
た
六
波
雲
行
に
つ
い
て
は
、
摩
潔
若
波
雲
経
・
法
華
経
鑑
鑿
篭
鱈
蕊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
殊
に
法
菫
で
は
方

（
大
正
蔵
八
巻
二
五
六
頁
下
段
）

便
品
・
分
別
功
徳
品
で
説
示
さ
れ
て
い
る
。
分
別
功
徳
品
に
於
て

況
復
有
人
・
能
持
是
経
・
兼
行
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
一
心
・
智
懲
其
徳
最
勝
・
無
量
無
辺
・
讐
如
虚
空
・
東
西
南
北
・
四

維
上
下
・
無
量
無
辺
・
是
人
功
徳
・
亦
復
如
是
・
無
量
無
辺
・
疾
至
一
切
種
智

（
「
法
華
経
」
下
巻
六
○
・
六
二
頁
）

（
修
行
の
功
徳
は
無
量
に
し
て
必

と
示
し
て
、
六
波
羅
蜜
行
を
修
す
る
人
に
対
し
て
、
（
認
鄭
嚇
識
噛
蝿
灘
騨
避
郵
鋤
娠
醗
窒
と
讃
歎
し
、
更
に
「
無
量
無
辺
・
疾
至

ず
や
仏
智
葱
に
至
ら
ん
）

一
切
種
智
」
と
、
功
徳
の
保
証
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
即
ち
菩
薩
衆
に
課
せ
ら
れ
た
布
施
Ｑ
ｇ
Ｐ
（
“
）
・
持
戒
芭
画
（
の
）
・
忍
辱
恵
普
威

（
、
）
・
精
進
く
ぎ
画
（
ぬ
）
・
禅
定
Ｑ
ご
ｇ
画
（
の
）
・
智
慧
胃
且
園
（
、
）
の
六
つ
の
実
践
徳
目
は
「
最
高
の
悟
り
に
至
る
道
冨
圖
目
四

９
号
旨
、
品
働
（
、
）
・
目
の
西
邑
９
段
（
ロ
）
」
と
さ
れ
、
特
に
「
智
慧
波
羅
蜜
」
が
大
事
と
さ
れ
、
前
の
五
つ
の
波
羅
蜜
行
は
、
こ
の

智
慧
に
至
る
た
め
の
実
践
徳
目
と
し
て
課
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
周
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
華
菩
薩
団
は
齪
稲
服
他
“
職
伊
を
標
傍
す
る
こ
と
で
、
旧
来
の
小
乗
僧
伽
に
は
全
く
見
ら
れ
な

か
っ
た
新
し
い
仏
教
人
間
像
の
形
成
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。
謂
う
な
れ
ば
、
仏
教
に
お
け
る
革
新
運
動
で
あ
っ
た
と
云
え
ま
す
。
こ

の
菩
薩
団
の
願
行
精
神
は
、
時
代
を
超
え
て
、
民
族
の
壁
を
越
え
て
、
今
に
生
か
し
、
現
在
に
求
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

い
ま
我
々
は
、
遠
く
ア
フ
リ
カ
で
飢
餓
に
喘
ぐ
諸
民
族
の
悲
惨
を
思
う
と
き
、
ま
た
中
近
東
の
戦
禍
の
難
民
の
苦
難
を
思
う
と
き
、
又

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
す
る
平
和
救
雲
動
の
報
道
を
耳
に
す
る
と
き
、
ま
た
私
自
身
、
十
稟
年
前
に
鼠
舞
灘
謹
議
藤
蕊

ダ
ー
ハ
イ
ム
に
収
容
さ
れ
て
い
た
戦
災
孤
児
達
の
姿
を
想
う
と
き
、
理
屈
ぬ
き
で
菩
薩
行
の
実
践
が
緊
急
で
あ
る
こ
と
に
強
い
思
い
を
す

る
の
で
す
。
菩
薩
行
が
智
慧
と
慈
悲
に
根
ざ
し
て
、
一
切
衆
生
を
利
益
し
よ
う
と
す
る
「
廻
向
旨
同
旨
、
日
ロ
（
の
）
」
を
願
行
と
す
る
な

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

(I57)



光
の
広
辞
苑
・
日
本
語
大
辞
典
に
よ
り
ま
す
と
、
元
々
「
分
別
」
の
語
は
仏
教
語
に
由
来
し
、
語
釈
は
仏
教
か
ら
派
生
し
た
と
解
説
し

て
い
る
。
若
し
仏
教
語
に
由
来
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
語
原
と
用
法
に
つ
い
て
一
応
の
理
解
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
手

ら
ぱ
、
そ
の
原
点
の
思
想
に
立
ち
還
っ
て
、
実
践
す
る
菩
薩
行
の
意
味
を
問
い
直
す
こ
と
は
、
今
日
的
課
題
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

仏
教
は
坐
し
て
思
念
す
る
こ
と
は
大
事
な
行
法
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
以
上
に
実
践
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
説
明
し
て
い
る
。

「
分
別
」
と
い
う
語
は
、
元
々
は
仏
教
語
で
す
が
、
こ
の
語
ほ
ど
日
常
の
中
で
使
用
さ
れ
る
仏
教
語
も
珍
ら
し
い
。

新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
に
は
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。

「
元
来
は
仏
教
語
に
由
来
す
る
。
心
が
外
界
を
思
い
は
か
る
こ
と
。
事
物
の
善
悪
、
条
理
を
区
別
」
趨
祁
溌
認
剃
綴
挙
踊
竜
塞
唇
典
・

（
感
党
や
思
惟
か
ら
独
立
し
た
存
在
…
箪
者
注
）

識
見
な
ど
か
ら
出
る
考
え
、
判
断
思
慮
の
こ
と
。
」

梅
棹
忠
夫
・
金
田
一
春
彦
・
日
野
原
重
明
・
阪
倉
篤
義
監
修
『
日
本
語
大
辞
典
』
（
講
談
社
）
で
は
、

「
経
験
を
積
ん
で
道
理
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
。
そ
の
能
力
。
語
釈
は
仏
教
語
に
あ
り
、
感
覚
し
推
量
し
て
現
象
を
識
別
す
る
こ
と
。

ま
た
区
別
し
て
判
断
す
る
こ
と
。
」

●
●

※
英
語
で
「
分
別
」
に
当
る
語
を
探
し
ま
す
と
、
「
ｇ
ｍ
ｏ
『
の
三
ｏ
口
正
し
い
判
断
力
の
意
味
を
も
つ
分
別
」
・
「
匡
且
目
の
富
国
９
局
認
識
す
る
意
味

●
●

●
●

を
も
つ
理
解
」
・
「
昌
巴
蔚
尉
組
成
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
を
も
つ
分
析
」
な
ど
が
当
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
で
「
分
別
」
に
当
る
語
を

探
し
ま
す
と
、
国
の
『
ぐ
の
３
蔵
且
荷
富
津
賢
名
な
態
度
・
分
別
」
・
「
烏
の
国
口
凰
。
ご
洞
察
・
判
断
・
理
解
」
が
あ
り
ま
す
。

二
、
分
別
智
と
無
分
別
智
Ｉ
分
析
と
直
観
Ｉ

(I58)



許
に
あ
る
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
（
塞
夙
書
籍
）
を
参
借
し
て
、
筆
者
の
補
記
を
付
し
な
が
ら
、
主
な
語
義
と
用
法
を
摘
記
し
て
み

⑤
思
惟
ス
ル
。
こ
の
意
に
当
る
語
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
富
台
目
ど
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
、
「
分
別
」
の
語
意
に
つ
い
て
見
た
の
で
す
が
、
必
叡
語
と
し
て
は
通
常
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
ぐ
弄
巴
目
」
を
用
い
て
、
対

●
●
●
●

象
を
思
惟
す
る
。
識
別
す
る
心
の
は
た
ら
き
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
哲
学
の
認
識
作
用
に
当
る
の
で
す
。
然
し
、
仏
教
で
云
う
「
分
別
」

の
意
は
、
単
に
識
別
す
る
。
区
別
す
る
、
の
意
で
は
な
く
、
分
別
す
る
は
た
ら
き
の
中
に
智
慧
と
慈
悲
の
心
が
関
わ
っ
て
い
る
事
に
留
意

し
た
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
方
便
品
に
於
て
開
会
し
て
い
る
「
開
三
顕
ご
思
想
を
示
し
て
い
る

十
方
仏
土
中
・
唯
有
一
乗
法
・
無
二
亦
無
三
・
除
仏
方
便
説
…
…

②
区
別
ス
ル
・
見
分
ケ
ル
コ
ト
。
こ
の
意
に
当
る
語
に
罰
喜
侭
画
昌
（
ｍ
）
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

③
区
別
シ
テ
考
エ
ル
・
ワ
キ
マ
ェ
ル
・
ハ
カ
ラ
イ
。
こ
の
意
で
用
い
ら
れ
る
具
体
的
な
例
と
し
て
、
法
華
経
の
寿
量
品
の
「
憶
想
分
別

の
画
旦
劃
甲
ぐ
涛
巴
息
（
ぬ
）
」
（
思
惑
・
あ
れ
こ
れ
思
い
め
ぐ
ら
す
）
が
当
る
と
し
て
い
る
。

側
二
シ
以
上
ノ
事
物
ヲ
分
ケ
テ
区
別
シ
テ
説
ク
。
こ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
語
と
し
て
、
パ
ー
リ
語
の
「
く
ぎ
冨
言
ぐ
豊
画
」
が
当
る
と

ま
す
。

し
て
い
る
。

る
と
し
て
い
る
。

「
分
別
ト
ハ
、
外
的
ナ
事
物
ニ
ト
ラ
ワ
レ
タ
断
定
・
配
分
ス
ル
コ
ト
・
分
チ
配
付
ス
ル
コ
ト
。
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
語
義
の
微
妙
な
一
言
ア
ン
ス
に
よ
っ
て
、
用
法
が
幾
つ
か
に
わ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑩
配
分
ス
ル
コ
ト
・
分
チ
配
付
ス
ル
コ
ト
・
そ
の
具
体
的
な
用
例
と
し
て
、
法
華
経
の
「
分
別
功
徳
冒
冨
画
‐
冒
昌
等
画
（
の
）
」
が
当

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

(159)



（
璽
圃
案
）

大
乗
仏
教
に
於
て
は
、
分
別
智
に
対
し
て
郷
燃
聯
鶴
の
実
践
を
勧
説
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
と
こ
ろ
で
我
々
が
、
現
実
の
問

題
と
し
て
「
分
別
智
」
「
無
分
別
智
」
の
実
践
を
問
題
に
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
仏
教
語
の
分
別
智
・
無
分
別
智
と
い
う
語
彙
を
そ
の
ま

ま
用
い
ま
す
と
、
何
か
高
踏
に
す
ぎ
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
そ
こ
で
日
常
的
な
語
彙
に
お
き
替
え
て
、
「
分
別
智
」
を
「
分
析
§
画
言
厨

（
固
）
・
ａ
の
崖
ご
画
言
の
（
ロ
）
」
に
、
「
無
分
別
智
」
を
「
直
観
旨
ご
萱
◎
口
（
画
）
・
ａ
の
冒
菖
昼
。
ご
（
。
）
」
と
し
た
方
が
解
り
易
く

と
説
く
の
で
す
が
、
実
は
そ
れ
は

（
唯
一
つ
の
仏
の
乗
物
を
三
瓢
の
乗
物
と
解
晩
し
て
脱
ぐ
）

於
一
仏
乗
・
分
別
三
舎
目
の
冨
冨
昌
冒
匙
冨
‐
苗
自
己
目
‐
忌
目
‐
己
ａ
の
＄
目
己
ａ
厨
画
具
只
、
）
）

（
「
法
華
経
」
上
巻
九
八
・
九
九
頁
）

の
一
」
と
く
、
仏
智
慧
（
一
仏
乗
）
に
至
ら
し
め
る
た
め
に
分
別
し
て
職
雛
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
「
分
別
智
」
を
超
克
し

●
●

●
●
●
●

た
、
仏
の
無
量
の
「
無
分
別
智
」
の
は
か
ら
い
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
法
華
経
で
説
示
さ
れ
る
「
分
別
」
の
意
味
は
、
或
る
概
念

と
か
価
値
基
準
を
設
け
て
、
認
識
し
た
り
、
判
断
を
下
す
と
い
う
、
つ
ま
り
「
分
別
智
冨
言
昌
甲
茸
習
画
（
の
）
」
の
こ
と
で
は
な
く
て
、

仏
智
慧
の
意
味
に
当
る
「
無
分
別
智
己
司
ぐ
涛
巴
ｇ
‐
萱
普
画
（
、
）
を
教
示
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

若
し
「
無
分
別
智
」
に
つ
い
て
、
仏
教
的
表
現
を
改
め
て
哲
学
的
に
表
現
し
て
み
れ
ば
、
対
象
（
事
物
）
を
特
定
の
概
念
（
価
値
基
準
）

に
よ
っ
て
識
別
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
主
観
や
客
観
の
分
別
を
超
克
し
た
「
超
越
し
た
分
別
胃
自
切
園
の
目
の
具
号
周
房
勗
冨
且
（
ロ
）
」

に
作
用
す
る
智
慧
を
志
向
し
て
い
る
の
で
す
。

我
有
方
便
力
・
開
示
三
乗
法
・
一
切
諸
世
尊
・
皆
説
一
乗
道
・
今
此
諸
大
衆
・
皆
応
除
疑
惑
・
諸
仏
語
無
畏
・
唯
一
無
二
乗
…
…

（
坂
本
・
岩
本
訳
註
「
法
華
経
」
上
・
一
○
六
・
二
○
頁
）

右
の
周
知
の
教
え
に
し
て
も
、
声
聞
乗
と
縁
覚
乗
に
向
っ
て
「
仏
智
慧
」
は
、
甚
深
無
量
（
含
『
号
綴
目
号
圖
目
ｇ
号
四
目
（
②
）
）

(160)



（
３
）
（
：
）

な
り
ま
し
ょ
う
。
端
的
に
云
え
ば
、
原
始
仏
教
（
根
本
仏
教
）
は
分
析
的
思
惟
と
方
法
を
も
っ
て
論
じ
、
大
乗
仏
教
は
直
観
的
な
方
法
を

も
っ
て
説
き
明
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

※
「
無
分
別
画
く
弄
巴
目
．
凰
吋
ぐ
時
巴
冨
」
の
語
戴
な
り
観
念
が
、
仏
教
文
献
に
登
場
し
て
く
る
の
は
、
大
乗
仏
教
の
成
立
以
後
、
殊
に
空
思
想
の
後

に
盛
ん
と
な
る
如
来
蔵
思
想
の
発
生
・
成
立
に
伴
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
無
分
別
の
思
想
が
定
着
す
る
た
め
に
は
、
区
別
と
か
差
別
の
観
念

が
強
い
と
生
れ
て
き
ま
せ
ん
。
即
ち
無
区
別
と
か
平
等
の
観
念
が
生
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
無
分
別
の
思
想
が
発
生
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
釈
尊
は
八
十
年
の
遊
化
の
生
涯
に
於
て
様
々
な
問
題
を
事
こ
ま
か
く
、
分
析
的
に
、
論
理
的
に
説
不
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
の
問
題
（
愛
憎
・
心
・
苦
悩
・
欲
望
）
、
自
然
、
存
在
、
人
生
観
、
世
界
観
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
は
、
『
経
集
曾
鳶

”
，
ご
ざ
旦
邑
（
中
村
元
訳
注
「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
」
岩
波
文
庫
）
・
『
法
句
経
９
画
目
目
ｇ
且
畠
（
中
村
元
訳
注
「
真
理
の
こ
と
ば
」

岩
波
文
庫
）
を
披
見
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
平
易
な
言
葉
を
も
っ
て
説
示
し
て
い
ま
す
が
、
然
し
そ
の
説
示
の
方
法
は
、
難
解
な
問

題
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
示
を
も
っ
て
理
詰
め
に
論
理
的
に
論
を
進
め
、
極
め
て
分
析
的
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』

の
偶
の
頌
を
参
借
し
て
み
れ
ば
、

ど
ん
な
苦
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
識
別
作
用
に
縁
っ
て
起
る
の
で
あ
る
。
識
が
止
滅
さ
れ
る
な
ら
ば
、
苦
が
生
死
す

る
と
い
う
こ
と
は
有
り
え
な
い
。
（
七
三
四
偶
）

「
苦
し
み
は
識
別
作
用
に
縁
っ
て
起
る
の
で
あ
る
」
と
、
こ
の
患
い
を
知
っ
て
、
識
別
作
用
を
静
か
な
ら
し
め
た
修
行
者
は
、
快
を

む
さ
ぼ
る
こ
と
な
く
、
安
ら
ぎ
に
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
七
三
五
偶
）

（
中
村
元
訳
「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
」
岩
波
文
庫
一
三
四
頁
）

と
あ
り
ま
す
。
僅
か
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
全
篇
が
右
に
示
し
た
方
法
で
説
示
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
分
析
的
で
あ
る
こ
と
が
理
解

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

(16Z)



（
す
べ
て
の
現
敗
は
変
化
し
て
止
む
こ
と
が
な
い
）
（
す
べ
て
の
存
在
は
永
遠
不
変
の
本
圃
を
有
し
な
い
）

原
始
仏
教
の
基
本
的
立
場
は
、
「
諸
行
無
常
、
蟹
『
岳
、
巴
房
富
国
ｇ
ご
畠
（
の
）
」
・
「
諸
法
無
我
の
胃
く
且
冨
『
自
画
晋
ｇ
ｇ
ｇ
呂

（
煩
悩
の
炎
を
吹
き
消
し
て
心
が
静
か
で
安
ら
い
で
い
る
）

（
の
）
」
・
「
浬
桑
寂
静
の
普
冨
己
己
同
ぐ
ｇ
画
昌
（
の
）
」
の
三
法
印
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
や
や
具
体
的
に
繰
り
返
し
て
云
え
ば
、
我
々

人
間
は
限
り
な
い
欲
望
と
、
人
生
無
常
と
の
矛
盾
の
渦
中
に
投
げ
こ
ま
れ
て
苦
悩
し
、
ま
た
争
い
を
生
じ
て
い
る
。
釈
尊
は
そ
れ
ら
の
根

（
睡
明
に
欠
け
て
い
る
）

元
が
煩
悩
（
貧
腹
痴
・
慢
心
）
と
「
無
明
冒
匙
私
（
、
）
」
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
煩
悩
を
断
滅
し
て
、
煩
悩

の
束
縛
か
ら
離
脱
し
て
心
の
自
由
自
在
の
境
地
運
桑
寂
静
・
解
脱
）
に
至
る
方
途
（
煩
悩
と
悟
り
の
構
造
）
に
ユ
嘩
規
駅
頤
蝿
に
雌
睡

灘
蝋
認
吠
範
弔
鯏
齪
錨
眺
離
澁
，
蜘
課
珊
鋤
勝
幽
の
説
を
も
っ
て
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

釈
尊
滅
後
の
僧
伽
は
等
し
く
悟
り
を
目
指
し
て
修
行
し
た
。
そ
の
修
行
は
戒
を
守
り
、
教
法
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

修
行
す
る
こ
と
が
期
せ
ず
し
て
経
蔵
と
律
蔵
を
伝
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
「
経
蔵
曾
言
画
‐
亘
雷
富
（
の
）
」
と
「
律
蔵

伝
承
さ
れ
た
教
説
築

冨
目
冒
‐
凰
雷
宮
（
の
）
」
に
説
か
れ
て
い
る
仏
教
を
原
始
仏
教
と
呼
び
、
経
蔵
に
含
ま
れ
て
い
る
経
典
を
「
阿
含
経
揖
画
昌
画
．
ｍ
三
日

（
の
）
」
と
称
し
た
。
原
始
仏
教
の
思
想
の
特
徴
は
、
理
性
的
・
合
理
的
・
分
析
的
の
性
格
が
強
い
と
さ
れ
、
ま
た
倫
理
的
な
雰
囲
気
を
漂

（
の
）
」
と
称
し
た
。
原
始
仏
教
の
南

わ
す
こ
と
も
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
ま
す
。

＊
原
始
仏
教
の
特
色
が
分
析
的
・
理
論
的
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
阿
含
「
増
支
部
シ
荷
昌
冨
圖
ご
房
母
画
」
中
に
集
成
さ
れ
て
い
る
「
四
諦

８
冨
吋
‐
厚
冒
‐
ｍ
９
首
」
（
釈
尊
の
初
転
法
輪
に
お
け
る
根
本
教
説
と
さ
れ
る
）
と
か
「
八
正
道
胃
望
儲
宙
荷
ｐ
‐
日
胃
盟
（
の
）
」
（
苦
悩
の
断
滅
に

導
く
八
シ
の
正
し
い
実
践
徳
目
）
の
教
説
は
説
明
的
で
あ
り
分
析
的
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
人
間
観
察
（
人
間
存
在
の
問
題
）
に
つ
い
て
も
、
極
め
て
分

（
人
間
の
肉
体
と
輔
神
を
五
つ
の
粟
り
に
分
類
）
（
六
つ
の
能
力
を
有
す
る
器
官
）

析
的
で
精
綴
で
あ
っ
て
、
「
五
種
目
弓
、
‐
の
富
且
富
（
の
）
」
と
「
六
根
租
筐
。
号
営
、
（
の
）
」
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
合
理
的
に
税
明
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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さ
と
れ
る
者
（
仏
）
と
真
理
の
こ
と
わ
り
（
法
）
と
聖
者
の
集
い
（
僧
）
と
に
帰
依
す
る
人
は
、
正
し
い
智
慧
を
も
っ
て
、
四
つ
の

尊
い
真
理
を
見
る
。
す
な
わ
ち
⑩
苦
し
み
と
、
②
苦
し
み
の
成
り
立
ち
と
、
⑧
苦
し
み
の
超
克
と
、
剛
苦
し
み
の
終
滅
に
お
も
む
く

八
つ
の
尊
い
道
（
八
聖
道
）
と
を
見
る
。

（
中
村
元
訳
「
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
」
岩
波
文
庫
三
六
頁
）

右
の
中
村
博
士
訳
注
に
成
る
『
真
理
の
こ
と
ば
』
は
、
パ
ー
リ
語
原
典
で
は
日
冨
ヨ
ョ
ｇ
且
四
」
と
云
い
、
漢
訳
で
「
法
句
経
」
と

称
せ
ら
れ
て
い
る
。
先
の
詩
偶
は
ダ
ン
マ
パ
ダ
の
一
九
○
・
一
九
一
偶
の
も
の
で
す
が
、
併
せ
て
二
七
三
・
二
七
四
偶
も
参
照
さ
れ
る
こ

と
で
、
仏
陀
ゴ
ー
タ
マ
が
如
何
な
る
想
い
を
込
め
て
教
説
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

仏
教
の
目
指
し
た
目
標
が
「
智
慧
に
至
る
道
」
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
原
始
仏
教
と
小
乗
教
団
に
於
て
は
、
そ
れ
を
「
分
析
の
教
え
」

（
分
別
智
）
に
主
眼
を
お
い
て
、
精
綴
な
理
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
現
在
の
我
々
は
大
乗
仏
教
の
思
想
を
享
受
し
て
い
ま
す
か
ら
、

我
々
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
原
始
仏
教
の
思
想
は
学
問
研
究
の
対
象
と
し
て
は
汲
み
尽
し
得
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
然
し
今
日
的
要
請

が
さ
れ
て
い
る
「
智
慧
の
実
践
」
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
馴
か
違
和
感
を
覚
え
る
の
で
す
。
然
し
大
事
な
こ
と
は
塙
廊
雛
雌
郷
釧
撫
報

（
呼
称
は
姉
崎
正
治
博
士
系
統
）

仏
教
）
が
煩
瓊
で
分
別
智
の
教
説
と
云
う
だ
け
で
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る
態
度
は
好
ま
し
く
な
く
、
我
々
は
仏
陀
ゴ
ー
タ
マ
か
ら
流
れ
出
る

智
慧
の
泉
を
汲
み
と
る
努
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

仏
陀
ゴ
ー
タ
マ
は
、

こ
と
を
教
説
さ
れ
た
。

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

縁
起
の
理
法
を
も
っ
て
、
四
諦
・
八
正
道
の
思
想
と
実
践
の
徳
目
を
構
築
さ
れ
、
仏
教
が
「
智
慧
の
道
」
で
あ
る

三
、
法
華
経
に
み
る
智
慧
の
実
践
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仏
教
の
出
発
点
が
「
智
慧
の
道
」
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
我
々
は
そ
れ
に
帰
依
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
我
々
の
す
べ
て
が
「
一
切

衆
生
・
悉
有
仏
性
」
（
大
般
浬
桑
経
・
師
子
呪
菩
薩
品
）
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
原
始
教
団
・
小
乗
教
団
の
特
定
エ
リ
ー

ト
の
分
析
的
思
惟
の
領
域
を
超
克
し
て
、
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
の
自
利
化
他
精
神
を
基
盤
と
し
て
、
大
衆
と
共
に
乗
車
で
き
る
大
乗
の

教
え
、
菩
薩
道
の
根
幹
と
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
乗
仏
教
の
教
説
、
就
中
、
法
華
経
の
教
説
（
表
現
形
式
）
は
、
き
わ
め
て
文
学
的
（
響
職
的
・
象
徴
的
）
で
而
も
直
観
的
に
語
ら
れ

て
お
り
、
理
論
や
分
析
的
方
法
を
避
け
て
、
む
し
ろ
具
体
的
に
菩
薩
道
（
智
慧
の
道
）
の
実
践
を
説
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
常
不
軽
菩
薩
品
に
お
け
る
不
軽
菩
薩
の
但
行
礼
拝
行
の
説
示
は
象
徴
的
で
あ
り
ま
す
。

我
深
敬
汝
等
、
不
敢
軽
慢
、
所
以
者
何
、
汝
等
皆
行
菩
薩
道
、
当
得
作
仏

（
坂
本
・
岩
本
訳
注
「
法
華
経
」
下
巻
・
一
三
二
頁
）

避
走
遠
住
、
猶
高
声
唱
言
、
我
不
敢
軽
於
汝
等
、
汝
等
皆
當
作
仏

（
「
法
華
経
」
下
巻
一
三
六
頁
）

不
軽
菩
薩
、
往
到
其
所
、
而
語
之
言
、
我
不
軽
汝
、
汝
等
行
道
、
皆
當
作
仏
、
諸
人
聞
已
、
軽
殴
罵
晋
、
不
軽
菩
薩
、
能
忍
受
之

（
「
法
華
経
」
下
巻
一
四
四
頁
）

右
の
説
示
は
、
日
蓮
教
学
に
於
て
は
特
別
の
意
義
を
示
唆
し
て
い
る
所
と
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
御
自
身
も
法
華
菩
薩
行
の
規
範
と
さ
れ
ま

し
た
。
聖
人
は
『
寺
泊
御
書
』
に
於
て

法
華
経
三
世
説
法
儀
式
也
。
過
去
不
軽
口
史
「
勧
持
品
、
今
勧
持
品
過
去
不
軽
品
也
。
今
勧
持
品
未
来
可
為
不
軽
品
、
其
時
日
蓮
即
可

為
不
軽
菩
薩
。
（
昭
定
通
・
五
一
五
頁
）
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法
華
経
に
は
「
七
職
」
の
善
説
が
語
ら
れ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
中
で
今
、
こ
の
拙
論
の
問
題
志
向
と
徴
し
て
、
筆
者
の
関
心
を
引
く
の

（
法
遡
経
の
構
成
上
か
ら
す
れ
ば
本
品
は
そ
れ
程
に
璽
妥
な
一
章
で
は
な
い
）

は
信
解
品
に
語
ら
れ
る
長
者
窮
子
の
警
聡
で
あ
り
ま
す
。

信
解
品
の
開
巻
冒
頭
、
四
人
の
長
老
声
聞
衆
に
よ
る
告
白
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

解
四
粛
一
ス
ブ
ー
テ
ィ
謹
鋼
第
一
マ
ハ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ャ
ー
ャ
ナ
行
法
第
一
マ
ハ
ー
・
カ
ー
シ
ャ
パ
却
騨
》
》
牙
串
一
癖
脅
堅
・
舜
弛
宝
狸
麺
リ
ャ
ー
ヤ
ナ
弛
梱
》
坐
恥
》
《
》
合
載
碓
啄
坪
緬

爾
時
、
慧
命
須
菩
提
、
摩
訶
迦
崩
延
、
摩
訶
迦
葉
、

を
仰
ぎ
身
体
を
か
が
め
て
社
拝
す
。
世
尊
は
次
の
よ
う
に
云
っ
た
。
釧
麺
塞
奉
鍔
群
犀
奉
》
壁
謹
め
ら
れ
、
犀
程
啼
啓
稚
罐
蕊
沁
て
い
た
の
で
、
畢
匪
蓉
塞
歴
》
騨
津
》
》
蕊
》
帝
癖
謬
恥
壗
辱
隼
鰯
い
こ
み
、

恭
敬
、
贈
仰
尊
顔
、
而
白
仏
言
、

完
全
な
さ
と
り
を
測
よ
う
と
気
力
も
な
く
努
力
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
復
進
求
、
阿
縛
多
羅
三
蕊
三
菩
提
…
…
…

（
「
法
華
経
」
上
巻
二
二
二
頁
）

右
の
四
人
の
長
老
は
、
二
乗
声
聞
を
代
表
す
る
仏
弟
子
た
ち
で
す
が
、
既
に
修
行
を
積
み
小
乗
浬
薬
の
証
り
に
甘
ん
じ
、
「
無
量
の
宝

当
得
作
仏
」
と
合
管

で
あ
っ
た
の
で
す
。

と
示
し
て
、
不
軽
菩
薩
の
但
行
礼
拝
と
御
自
身
の
忍
難
色
読
と
を
照
合
し
て
、
法
華
経
行
者
の
自
覚
を
深
め
ら
れ
て
い
る
。

今
は
日
蓮
宗
学
に
於
け
る
教
学
的
意
義
の
言
及
は
惜
く
と
し
て
、
常
不
軽
品
に
説
示
さ
れ
る
但
行
礼
拝
の
実
践
は
、
法
華
菩
薩
道
に
お

け
る
限
り
な
い
慈
悲
と
智
慧
の
実
践
を
教
唆
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
悪
口
罵
晋
・
杖
木
瓦
礫
に
遭
遇
し
よ
う
と
も
、
「
亦
復
故
往
、
礼

拝
讃
歎
、
而
作
是
言
、
我
不
敢
軽
於
汝
等
、
汝
等
皆
當
作
仏
故
」
（
「
法
華
経
」
下
巻
一
三
四
頁
）
と
、
但
々
ひ
た
す
ら
礼
拝
の
行
に
徹

し
た
。
礼
拝
行
勧
説
で
大
事
な
こ
と
は
、
不
軽
菩
薩
が
讃
歎
合
掌
し
て
礼
拝
し
た
対
象
は
、
決
し
て
聡
明
有
知
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、

無
知
愚
昧
の
人
々
も
大
勢
い
た
筈
で
す
。
人
々
を
差
別
す
る
こ
と
な
く
礼
拝
し
た
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
礼
拝
・
讃
歎
に
値
い
し
な
い
存
在

と
思
っ
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
不
快
の
念
を
生
じ
杖
木
瓦
礫
を
も
っ
て
報
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
汝
等
皆
行
菩
薩
道
・

当
得
作
仏
」
と
合
掌
礼
拝
し
た
の
は
、
元
脈
噸
陛
齢
謂
雌
溌
の
器
」
な
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
と
す
る
慈
悲
と
智
慧
の
発
露
で
あ
り
実
践

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）
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（
「
法
華
経
」
上
巻
二
三
六
頁
）

ぐ
う
じ

右
の
讐
説
の
意
味
は
、
「
貧
し
い
人
目
邑
圖
‐
宮
昌
留
」
（
窮
子
）
は
長
者
（
父
）
か
ら
沢
山
の
財
貨
の
管
理
を
ま
か
せ
ら
れ
て
い

な
が
ら
、
こ
れ
を
欲
し
い
と
思
わ
ず
、
か
え
っ
て
「
貧
し
い
思
い
目
風
骨
画
。
旨
莅
（
の
）
」
（
二
乗
声
聞
の
立
場
）
で
長
者
に
仕
え
て
い

展
大
な
思
惣
能
力
（
才
能
）
謹
持
者

た
。
随
っ
て
窮
子
は
高
度
な
「
判
断
力
且
厚
い
の
画
且
爵
（
⑮
）
」
を
有
し
、
ま
た
「
有
能
な
護
持
者
留
琶
画
‐
冒
号
巴
鼻
画
（
ぬ
）
」
で
あ

る
に
も
拘
ら
わ
ず
、
自
己
の
本
性
（
本
質
）
を
見
極
め
得
な
い
で
い
る
状
態
を
説
示
し
て
い
ま
す
。

四
人
の
長
老
は
、
自
分
達
が
菩
提
の
覚
智
に
目
覚
め
な
い
で
い
る
状
態
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

９
国
目
の
冨
司
９
局
（
の
）
」
を
得
た
と
思
い
こ
み
、
ま
た
仏
の
証
（
仏
智
慧
）
に
は
到
底
達
す
る
こ
と
が
難
事
と
思
い
こ
み
、
進
ん
で

麺
昼
恵
第
一
シ
ャ
・
Ｉ
リ
・
プ
ト
ラ

仏
智
慧
を
求
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
然
し
同
修
の
舎
利
弗
に
対
し
て
、
大
乗
一
仏
乗
の
得
脱
の
記
別
が
授
け
ら
れ
る
の
を

眼
前
に
し
て
、
二
乗
声
聞
に
も
無
量
の
珍
宝
が
得
ら
れ
る
と
の
確
信
を
得
て
感
激
を
覚
え
て
い
く
の
で
し
た
。

そ
こ
で
四
人
の
長
老
た
ち
は
、
次
の
様
に
の
べ
て
、

世
尊
我
等
今
者
、
楽
説
警
嚥
、
以
明
斯
義
：
…
．

（
「
法
華
経
」
上
巻
二
二
四
頁
）

長
老
た
ち
（
声
聞
乗
）
は
、
自
ら
の
迷
惑
に
煩
い
、
苦
悩
の
世
界
に
繋
縛
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
仏
乗
の
世
界
に
対
し
て
畏
怖
を

抱
い
て
い
た
こ
と
を
告
白
し
、
そ
こ
で
「
長
者
窮
子
」
の
警
聡
を
述
べ
、
そ
の
中
で
仏
智
慧
に
照
ら
さ
れ
て
次
第
に
菩
提
の
覚
智
に
目
覚

め
て
い
く
過
程
を
窮
子
に
託
し
て
述
べ
て
い
る
。

貧
乏
な
男
は
長
者
の
莫
大
迩
財
寵
を
蹟
り
受
け
る
で
し
ょ
う
．
自
身
に
欲
が
な
く
、
そ
の
中
か
ら
何
も
貰
わ
ず
或
繍
蕊
瑚
紬
郭
柵
、
し
よ
う
．
自
分
は
貧
乏
だ
と
思
い
、
従

爾
時
窮
子
、
即
受
教
勅
、
金
銀
珍
宝
、
及
諸
庫
蔵
、
而
無
稀
取
、
故
在
本
処
、

来
の
よ
う
に
わ
ら
葺
き
の
小
屋
に
住
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。

下
劣
之
心
、
亦
未
能
捨
…
…
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（
「
法
華
経
」
上
巻
二
四
○
頁
）

信
解
品
か
ら
の
参
借
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
法
華
経
は
慈
悲
と
智
慧
を
説
く
経
典
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
説
不
の
大
事
な
点
は
、

既
に
見
た
常
不
軽
菩
薩
品
・
信
解
品
の
事
例
か
ら
も
解
か
り
ま
す
よ
う
に
、
仏
智
慧
に
至
る
た
め
の
実
践
を
強
く
勧
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

法
華
経
は
坐
し
て
沈
潜
黙
想
し
て
論
理
の
筋
道
を
思
惟
す
る
こ
と
を
強
く
斥
け
て
い
ま
す
。

常
不
軽
菩
薩
に
よ
る
但
行
礼
拝
の
説
示
峰
珊
溌
麟
夢
蜘
懐
唾
燃
間
を
絶
対
に
許
さ
ず
、
忍
耐
と
精
進
、
そ
し
て
意
志
と
行
動
を
勧
奨
し
、

一
切
衆
生
・
悉
有
仏
性
の
根
抵
に
立
っ
て
、
無
智
者
の
目
を
開
か
し
め
る
利
他
の
実
践
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
長
者
窮
子
の

響
嚥
に
し
て
も
、
窮
子
に
託
し
て
自
閉
症
候
群
と
も
云
え
る
二
乗
声
聞
の
殻
を
打
破
し
て
仏
智
慧
に
至
る
実
践
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
地
涌
出
品
に
於
て
智
慧
の
実
践
が
次
の
よ
う
に
勧
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

此
諸
衆
生
、
峨
則
灘
認
教
蕊
郵
恥
輔
賊
傑
關
球
臘
蠅
總
蝿
で
除
先
修
習
、
報
柵
燕
執
瑚
蠅
踊
が
蝦
え
た
人
々
鐡
舗
獺
雑
腎
撰

理
解
さ
せ
餓
商
の
意
装
を
聴
か
せ
る

聞
是
経
、
入
於
佛
慧
（
「
法
華
経
」
中
巻
二
九
四
頁
）

い
る
。 畷
騨
譲
鋪
霊
零
唾
塾
圃
望
醐
饗
淺
霊
ざ
り
、

世
尊
、
鍵
舗
些
蕊
蠅
哨
撫
醐
臨
蜂
鐇
謹
蛎
噸
鍵
離
孵
蝿
鋤
都
雌
漁
漁
「
日
世
尊
、
畿
瀧
舗
雛
蝿
畷
畷
識
蹴
鯉
難
熱
薙

猟
謡
織
蜘
箪
鋤
蠅
糊
避
壜
儲
詳
醗
卿
淵
毒
醐
並
除
噛
鮮
儀
雌
醗
》
心
大
勧
喜
、
自
以
為
足
…
…

世
葺
上
便
力
、
諾
来
薑
、
謹
議
雌
驚
目
謹
琴
壁
嘩
と
，
応
謹
鑓
と
こ
そ
縄
難
寒
て
難
爾
腱
擬
製
簿
畠

灘
讓
齪
吋
．
磯
籍
灘
噸
惑
蕊
穀
翻
齪
蕊
蓉
噸
碓
離
腱
坤
鋤
郵
瀧
巻
敷
行
し
た
り
し
て
ぃ
霞
し
た
．

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

（
「
法
華
経
」
上
巻
二
三
八
頁
）

利
他
の
行
を
欠
い
た
修
行
を
反
省
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
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塁
汝
當
知
・
曇
大
菩
電
鰭
諜
謹
て
鐙
鶴
騨
爽
…
…
…
…
如
曇
子
等
、
こ
議
鑿
滝
議
驍
薙
謹

礁
激
囎
こ
貌
蕊
…
…
…
謀
慾
加
醐
嘩
瀧
鯲
輸
削
灘
鯛
職
鰯
郷
難
蝉
脱
鰯
耐
躍
教
え
を
瞬
く
．

（
「
法
華
経
」
中
巻
三
一
○
・
三
一
二
頁
）

謂
う
ま
で
も
な
く
、
法
華
経
に
説
示
さ
れ
る
「
仏
智
慧
宮
＆
富
‐
胃
画
意
巴
と
は
久
遠
本
仏
の
智
慧
で
す
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
こ

の
仏
智
慧
晦
硫
撫
蔬
蠅
嘘
翻
辮
生
救
済
の
機
能
を
果
す
こ
と
で
す
。
即
ち
超
越
的
な
久
遠
本
仏
が
、
そ
の
智
慧
を
も
っ
て
此
の
娑
婆
の
現

実
を
「
如
実
知
見
冨
昏
甲
罫
鼻
画
日
萱
習
陣
‐
合
『
宙
コ
ロ
（
碗
）
」
し
て
、
衆
生
救
済
の
た
め
の
手
段
を
な
す
と
説
示
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

我
々
は
仏
智
慧
を
讃
歎
し
、
仏
智
慧
に
至
る
た
め
の
菩
薩
道
の
実
践
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
法
華
経
に
於
て
仏
智
慧
を
讃

歎
す
る
と
き
、
そ
の
表
現
法
と
し
て
「
甚
深
無
盤
題
目
ｇ
冒
日
、
胃
価
目
の
旨
（
駒
）
」
と
か
「
難
信
難
解
含
円
号
畷
昌
合
目
目
ｇ
号
、
召

（
の
）
」
の
よ
う
に
形
容
詞
ま
た
は
副
詞
を
冠
し
て
、
仏
智
慧
に
至
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
歯
止
め
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
或
は

巨
思
議
・
深
遠
・
福
徳
・
不
可
量
・
不
度
量
・
無
上
な
ど
と
副
詞
を
冠
し
て
修
飾
し
、
仏
智
慧
が
微
妙
で
人
の
思
惟
能
力
（
分
別
智
）
を

超
え
、
限
り
な
く
深
く
清
浄
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
法
華
経
に
於
て
仏
智
慧
に
対
し
て
最
上
級
の
修
飾
を
も
っ
て
讃
歎
す
る
の

は
、
仏
智
慧
が
「
悟
り
」
の
本
質
（
本
仏
の
生
命
）
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

過
日
，
辨
酔
航
離
郷
跡
翻
鰯
勵
を
代
表
す
る
科
学
者
（
球
朝
蔵
慨
庶
蛭
ス
研
蕊
具
獄
術
識
一
節
錘
齢
雌
蝸
獺
澤
発
言
を
さ
れ
て
い
た
。

早
石
氏
は
手
瀧
騨
翻
雛
蝋
浮
）
も
大
事
だ
け
れ
ど
も
、
最
後
は
直
観
（
無
分
別
智
）
だ
と
確
か
に
思
う
」
と
。

福
井
氏
は
「
科
学
的
直
観
と
い
う
も
の
は
、
寝
こ
ろ
ん
で
い
て
は
養
成
さ
れ
な
い
訳
で
、
矢
張
り
経
験
・
学
習
・
情
報
の
収
集
、
そ
れ

か
ら
集
中
的
な
思
考
な
ど
の
結
果
だ
と
理
解
す
る
こ
と
」
・

と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
に
法
華
経
に
説
示
さ
れ
る
智
慧
の
意
味
と
、
そ
の
実
践
す
る
こ
と
の
大
事
を
云
わ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
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う
か
。

壷
思
共
度
量
・
不
能
測
仏
智
…
…
識
思
共
度
殿
・
亦
復
不
能
者
…
…
威
皆
共
思
量
・
不
能
知
仏
智
（
「
法
華
経
」
上
巻
七
二
頁
）

と
繰
り
返
し
て
、
人
の
思
惟
智
を
い
く
ら
沢
山
集
め
て
も
仏
智
慧
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
。
仏
智
慧
は
人
の
理
解
す
る
能
力
を
超

え
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
我
々
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
道
は
、
仏
智
慧
に
つ
い
て
「
あ
れ
や
、
こ
れ
や
。
宮
の
芽
旨
函
。
『
目
◎
号
の
己
と
思

い
め
ぐ
ら
す
の
で
は
な
く
、
只
ひ
た
す
ら
に
仏
智
慧
を
願
い
求
め
て
菩
薩
道
を
実
践
す
る
こ
と
に
意
義
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ

法
華
経
に
於
け
る
智
慧
の
表
現
語
彙
は
、
通
達
大
智
（
序
品
）
・
智
慧
甚
微
妙
（
方
便
品
）
・
常
修
仏
慧
（
警
噛
品
）
・
智
慧
深
遠

（
薬
草
品
）
・
如
来
無
礦
智
（
化
城
品
）
・
一
切
種
智
慧
（
法
師
品
）
・
智
慧
宝
蔵
（
安
楽
行
品
）
・
深
甚
智
慧
（
涌
出
品
）
・
慧
光
照

無
量
（
寿
量
品
）
・
大
善
寂
力
（
不
軽
品
）
・
福
徳
智
慧
（
薬
王
品
）
・
広
大
智
慧
（
普
門
品
）
等
々
、
そ
の
表
現
の
仕
方
は
多
様
で
而

も
最
上
級
の
形
容
修
飾
語
を
冠
し
て
説
示
し
て
い
る
。

れ
る
。
二
人
の
科
学
者
と
も
法
華
経
に
関
す
る
仏
教
学
的
な
理
解
は
お
持
ち
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
「
智
慧
」
に
つ
い
て
の
理
解
が

法
華
経
の
説
示
と
同
調
す
る
こ
と
に
、
筆
者
は
共
鳴
す
る
の
を
覚
え
ま
す
。

法
華
経
で
は
智
慧
を
得
る
た
め
の
実
践
と
し
て
、
六
波
羅
蜜
行
を
勧
説
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
化
城
嚥
品
の
中
で

以
無
量
因
縁
・
種
種
諸
響
喰
・
説
六
波
羅
蜜
・
及
諸
神
通
事
・
分
別
真
実
法
・
菩
薩
所
行
道
・
説
示
法
華
経
・
如
恒
河
沙
偶

（
「
法
華
経
」
中
巻
八
二
頁
）

ま
た
方
便
品
に
は

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

四
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
ー
実
践
と
し
て
の
智
慧
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目
指
す
唱
題
事
行
が
生
れ
、
心

結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
ま
し
た
が
、

い
る
事
は
確
か
で
あ
り
ま
す
。

と
説
示
し
て
、
仏
は
菩
薩
団
の
た
め
に
幾
百
万
と
い
う
警
噛
を
用
い
、
神
通
甚
深
の
智
慧
を
縦
横
に
発
揮
し
て
、
智
慧
を
得
る
実
践
法

と
し
て
六
波
羅
蜜
を
強
く
勧
め
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
は
開
目
妙
・
本
尊
抄
に
於
て
、
無
量
義
経
の
六
波
羅
蜜
の
自
然
在
前
の
経
文
は
、
単
に
経
文
の
理
だ
け
で
は
な
く
て
、

（
六
強
錨
麺
蜜
の
突
践
．
．
、
筆
者
注
）

妙
者
具
足
、
六
者
六
度
万
行
、
諸
の
菩
薩
六
度
万
行
を
具
足
す
る
や
う
を
き
か
ん
と
を
も
う

（
昭
定
遺
五
七
○
頁
）

と
強
調
さ
れ
る
所
で
、
日
蓮
聖
人
が
方
便
品
の
「
欲
聞
具
足
道
」
と
釈
さ
れ
た
意
味
は
此
処
に
あ
り
ま
し
ょ
う
。
道
場
内
の
修
行
と
社

（
止
観
を
修
す
る
衆
生
の
能
観
の
側
に
立
て
た
十
割
の
観
）

会
的
実
践
と
を
兼
ね
備
え
た
六
波
羅
蜜
の
事
行
を
超
へ
て
理
の
一
乗
観
法
が
生
れ
、
理
行
の
十
乗
観
法
を
超
克
し
て
再
び
社
会
的
実
践
を

目
指
す
唱
題
事
行
が
生
れ
、
此
処
に
観
念
と
し
て
の
智
慧
が
打
破
さ
れ
て
、
実
践
と
し
て
の
智
慧
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
ま
し
た
が
、
と
も
か
く
菩
薩
の
実
践
倫
理
と
し
て
、
智
慧
の
実
践
に
つ
い
て
往
昔
七
百
年
、
日
蓮
聖
人
が
教
唆
さ
れ
て
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目
次解

題（
１
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
農
阿
部
清
太

郎
発
意
ニ
テ
同
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治
四
年
水

災
ニ
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘

引
シ
為
メ
’
一
各
郡
村
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ニ
付
処
刑
方
ノ

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る

農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）

件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令
（
Ⅲ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
農
清
野
弥

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
…
…
代
次
外
九
名
田
畑
改
正
ニ
テ
難
渋
二
付
歎
願
ス
可
ク
多

…
…
…
以
上
第
一
回
第
六
十
二
号
人
数
寄
合
遂
二
大
里
正
山
口
村
小
坂
石
平
外
二
名
宅
へ

（
三
）
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
書
押
懸
家
財
打
砕
又
ハ
焼
捨
乱
暴
及
ヒ
シ
ニ
付
処
刑
方
ノ

件

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

（
Ⅱ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
農
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
（
Ｉ
の
事
件
ｌ
中
山
註
）
｜
一
関
シ
願
書

ヲ
執
筆
シ
或
ハ
暴
動
二
附
従
為
シ
タ
ル
｜
一
付
処
分
方
ノ

件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
書
…
…
…
…
…
以

上
第
二
回
第
六
十
三
号

中

山

勝
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（
Ｖ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
農
塩
見
虎
三

郎
外
四
名
近
郷
村
々
動
揺
ヲ
聞
同
断
出
願
ス
可
ク
寄
合

出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
二
関
セ
サ
ル

（
Ⅳ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉

村
新
三
外
七
名
貢
米
十
分
一
納
願
出
可
ク
多
人
数
寄
合

遂
二
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
外
二
名
宅
へ
押
懸

ケ
家
財
打
砕
又
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ニ
付
処
刑
方
且
新
三
ハ

同
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
ニ
依
り
死
一
等
ヲ
減

ス
可
キ
ャ
ノ
件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
九
月
二
十
四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺

お
よ
び
同
年
七
月
二
日
・
吉
村
新
三
口
書
な
ら
び

に
同
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
書
．
…
…
・
…
・
…
以
上

第
四
回
本
号
掲
載

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令
ニ
依
り
無
罪
ダ
ル
可
キ
ャ
ノ
件
…
…
…
以
下
次
号

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
三
）
清
野
弥
代
次
外
九
名
口
供
害
．
．
…
…
・
・
・
・
…
以
（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

上
第
三
回
第
六
十
四
号
（
三
）
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
書

両
人
赤
坂
郡
ノ
挙
動
ヲ
聞
キ
本
村
モ
之
二
倣
ラ
ヒ
貢
米
十
分
一
上

納
ヲ
出
願
ス
ル
方
然
ル
ヘ
シ
ト
他
村
ノ
多
衆
二
附
随
シ
大
里
正
迄

願
出
ル
ト
錐
モ
其
説
諭
ヲ
聞
テ
承
服
退
散
ス
依
テ
新
条
例
聚
衆
構

訟
抗
官
ノ
兇
徒
ヲ
以
テ
論
シ
難
シ
唯
一
村
ノ
首
ト
ナ
リ
多
人
数
ヲ

以
テ
出
願
ス
ル
ハ
掲
梼
徒
党
ノ
禁
ヲ
犯
ス
ヲ
以
テ
違
制
ノ
罪
二
擬

（
Ⅳ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉

村
新
三
外
七
名
貢
米
十
分
一
納
願
出
可
ク
多
人
数
寄
合

遂
二
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
外
二
名
宅
へ
押
懸

ケ
家
財
打
砕
又
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ニ
付
処
刑
方
且
新
三
ハ

同
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
ニ
依
り
死
一
等
ヲ
減

ス
可
キ
ャ
ノ
件

（
一
）
（
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指

〈
わ
）
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”
鯏
雲
郡
河
…
善
玉

賭
罪
金
二
両
一
分
シ
、

伺
之
通
右
吉
村
新
三
義
村
方
百
姓
竹
谷
槌
至
孝
門
石
太
郎
吉
村
林
之
次
同

無
罪
岸
田
染
太
郎
村
之
内
富
谷
百
姓
逢
坂
熊
八
其
外
之
者
共
へ
出
訴
歎
願
之
義
申
談

去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
近
隣
村
々
百
姓
共
為
山
訴
一
時
二
騒
立

［
圃
凹
ロ
同
剛
］
［
剛
鬮
口
圃
間
凹
ロ
凹
陶
］
口
酎
刷
口
新
三
義
も
罷
越
遂
二
同
郡
村
々
へ
波
及
多
人
数
ニ
相
成
り
同
郡
辛

香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
同
郡
大
里
正
下
芳
賀
今
井
郁
太
郎
宅
へ
押

懸
ヶ
家
財
諸
道
具
共
打
砕
同
郡
大
里
正
白
石
村
深
井
文
平
宅
放
火

（
二
）
（
明
治
五
年
九
月
二
十
四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺
及
ひ
候
右
乱
暴
候
節
新
三
義
ハ
手
ヲ
着
不
居
申
且
赤
坂
郡
村
々
動

《
マ
マ
》

お
よ
び
明
治
五
年
七
月
二
日
・
吉
村
新
三
口
書
揺
貢
米
十
分
一
ヲ
願
候
旨
右
槌
三
ヨ
リ
承
候
処
ヨ
リ
心
得
違
候
ト

な
ら
び
に
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
錐
前
条
徒
党
相
企
候
始
末
不
届
二
付
絞
罪
可
申
付
哉
之
旨
先
般
口

伺
）
書
相
添
伺
中
当
六
月
廿
三
日
相
牢
之
内
備
中
国
賀
陽
郡
板
倉
村
守

屋
喜
右
衛
門
其
外
之
者
共
破
牢
相
企
罷
在
候
旨
右
新
三
義
訴
出
候

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

シ
杖
一
百
ノ
処
同
囚
ノ
破
牢
ヲ
訴
ル
ニ
ョ
リ
一
等
ヲ
減
シ

懲
役
九
十
日
吉
村
新
三

同
上
違
制
二
擬
シ
杖
一
百

懲
役
一
百
日
竹
谷
槌
蔵

同
上
附
和
随
行
違
令
軽
答
三
十

扣
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
御
仕
置
伺

書

岡
山
県

(I")



右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
斯
ル
所
業
有
之
故
訴
出
候
与
錐
其

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

方
お
ゐ
て
も
真
以
同
意
致
し
反
復
之
者
二
可
有
之
不
包
申
出
候
様

吉
村
新
三
申
口

受
御
吟
味
候
得
共
右
申
上
候
通
決
而
同
意
不
仕
義
二
御
座
候

申
三
十
九
歳

今
般
相
牢
之
内
破
牢
之
企
有
之
候
旨
御
訴
申
上
侯
付
始
末
有
体
申
右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

明
治
五
年
壬
申
七
月
二
日
吉
村
新
三

私
義
昨
辛
未
年
十
二
月
中
同
郡
村
々
動
揺
之
義
二
付
当
二
月
十

五
日
御
捕
押
懸
牢
三
番
へ
入
牢
被
仰
付
罷
在
候
処
同
六
月
五
日

断
獄
御
役
所

一
番
へ
暫
牢
相
成
居
申
候
然
ル
処
同
月
廿
日
頃
ヨ
リ
相
牢
之
内

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

付
減
一
等
准
流
十
年
可
申
付
哉
傭
中
国
賀
陽
郡
板
倉
村
出
生
守
屋
喜
右
衛
門
大
坂
信
濃
橋
通
り

右
之
通
御
座
候
御
仕
置
之
儀
別
帳
口
書
一
冊
相
添
此
段
相
伺
申
候
信
濃
町
紀
伊
国
屋
平
三
郎
河
内
国
出
生
豊
松
等
連
立
何
廉
察
二

已
上
示
談
仕
候
付
破
牢
之
企
二
も
可
有
之
哉
与
懸
念
罷
在
候
処
同
廿

三
日
右
喜
右
衛
門
ヨ
リ
何
卒
破
牢
脱
出
致
し
度
二
付
同
意
致
し

明
治
五
年
壬
申
九
月
廿
四
日
岡
山
県

呉
候
ハ
掻
相
牢
之
者
共
不
残
同
意
之
旨
申
聞
候
付
追
而
返
答
可

江
藤
司
法
卿
殿

及
旨
申
出
候
処
尚
又
津
高
郡
田
地
子
村
御
百
姓
大
頭
鉄
五
郎
ョ

福
岡
司
法
大
輔
殿
リ
破
牢
之
義
如
何
相
考
候
哉
与
申
候
付
一
同
之
義
二
候
ハ
崖
同

意
可
致
旨
申
答
置
一
同
之
源
意
相
察
候
処
猶
予
仕
候
而
ハ
即
夜

附
吐
露
螺
鵜
蛎

申
上
侯

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
口
書

岡
山
県

扣

(I")



１
１
竹
墓
蔵
簔
著
動
揺
致
一
癖
ゞ

リ
村
内
百
姓
吉
村
新
三
吉
村
林
之
次
寺
門
石
太
郎
其
外
之
者
共
へ

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
外
七
人
吟
味
仕
右
同
様
出
訴
歎
願
之
義
申
談
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
端
立
村
方

候
処
左
之
通
之
者
共
誘
出
候
処
近
郷
村
々
一
時
ニ
騒
立
遂
二
同
郡
村
々
へ
波
及

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
多
人
数
二
相
成
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
同
郡
大
里
正
下
芳

吉
村
新
三
賀
今
井
郁
太
郎
宅
江
押
掛
家
財
諸
道
具
共
打
砕
又
ハ
焼
捨
同
郡
大

申
三
十
九
歳
里
正
白
石
村
深
井
文
平
宅
及
放
火
候
右
乱
暴
之
節
槌
蔵
義
ハ
手
ヲ

右
吉
村
新
三
義
村
方
百
姓
竹
谷
槌
蔵
寺
門
石
太
郎
吉
村
林
之
次
同
着
不
居
申
候
へ
共
前
条
徒
党
相
企
出
訴
致
し
候
始
末
不
届
二
付
絞

村
之
内
富
谷
百
姓
逢
坂
熊
八
其
外
之
者
共
江
出
訴
歎
願
之
義
申
談
罪
可
申
付
哉

去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
近
隣
村
々
百
姓
共
為
出
訴
一
時
二
騒
立

新
三
義
も
罷
越
遂
二
同
郡
村
々
江
波
及
多
人
数
二
相
成
同
郡
辛
香
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

村
里
正
中
山
辰
四
郎
同
郡
大
里
正
下
芳
賀
今
井
郁
太
郎
宅
へ
押
懸
吉
村
林
之
次

家
財
諸
道
具
共
打
砕
同
郡
大
里
正
白
石
村
深
井
文
平
宅
放
火
お
よ
申
三
十
一
歳

ひ
候
右
乱
暴
之
節
新
三
義
ハ
手
ヲ
着
不
居
申
且
赤
坂
郡
村
々
動
揺
寺
門
石
太
郎

し
貢
米
一
分
一
ヲ
願
候
旨
右
槌
蔵
ヨ
リ
承
り
候
与
雛
モ
前
条
徒
党
申
四
十
歳

相
企
候
始
末
不
届
二
付
絞
罪
可
申
付
哉
右
吉
村
林
之
次
寺
門
石
太
郎
義
村
内
百
姓
吉
村
新
三
竹
谷
槌
蔵
ヨ

リ
出
訴
歎
願
之
義
示
談
二
預
リ
林
之
次
義
ハ
村
方
之
者
へ
も
申
伝

修
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
へ
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
近
郷
村
々
百
姓
共
為
出
訴
騒
立
候
節

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

扣
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
外
七
人
御

仕
置
伺
書

岡
山
県

(Z")



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

両
人
共
罷
越
遂
二
同
郡
村
々
江
波
及
外
多
人
数
ニ
お
ゐ
て
ハ
諸
所
寺
門
久
米
吉

乱
暴
致
し
候
右
乱
暴
之
節
両
人
と
も
相
交
リ
不
居
申
二
付
附
随
二
申
四
十
一
歳

ヨ
リ
無
罪
二
可
有
御
座
哉
右
寺
門
久
米
吉
義
村
内
百
姓
吉
村
新
三
入
湯
二
参
居
申
候
処
近
隣

村
々
江
波
及
外
多
人
数
お
ゐ
て
ハ
乱
暴
相
働
候
得
共
右
久
米
吉
義

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
富
谷
百
姓
ハ
相
交
不
居
申
二
付
附
随
ニ
依
り
無
罪
二
可
有
御
座
哉

逢
坂
熊
八

申
三
十
八
歳
備
前
国
赤
坂
郡
西
中
村
百
姓

右
逢
坂
熊
八
義
同
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
よ
里
出
訴
岸
田
染
太
郎

歎
願
之
義
申
談
候
節
同
意
二
も
無
之
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
近
申
五
十
九
歳

郷
村
々
百
姓
共
為
出
訴
騒
立
候
期
一
旦
立
出
候
得
共
眠
病
二
而
途
右
岸
田
染
太
郎
義
去
辛
未
年
十
二
月
朔
日
津
高
郡
河
内
村
之
内
山

中
ヨ
リ
罷
帰
候
付
外
多
人
数
之
者
乱
暴
相
働
候
節
右
熊
八
義
ハ
相
条
百
姓
竹
谷
槌
蔵
兼
而
親
類
二
付
同
人
母
病
気
二
罷
在
右
見
舞
与

し
て
罷
越
候
節
槌
蔵
義
赤
坂
郡
村
々
動
揺
之
始
末
相
尋
候
付
村
々

交
リ
不
居
申
二
付
附
随
ニ
依
り
無
罪
二
可
有
御
座
哉

動
揺
致
し
御
年
貢
米
十
分
一
相
成
候
様
歎
願
致
し
候
由
相
咄
候
処

ヨ
リ
其
後
槌
蔵
義
村
方
之
者
へ
し
談
津
高
郡
村
々
動
揺
及
候
得
共

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
母
谷
百
姓

右
染
太
郎
義
無
何
心
相
咄
候
趣
二
有
之
且
同
人
義
赤
坂
郡
村
々
動

江
見
喜
十
郎

揺
之
節
相
交
リ
不
居
申
二
付
無
罪
二
可
有
御
座
哉

申
四
十
二
歳

右
江
見
喜
十
郎
義
同
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
二
出
逢
右
之
通
二
御
座
候
御
仕
置
之
義
別
帳
口
書
七
冊
井
手
続
害
三
冊
共

候
節
赤
坂
郡
村
々
百
姓
共
為
出
訴
一
時
騒
立
候
節
罷
越
遂
二
外
村
々
相
添
此
段
相
伺
申
候
已
上

江
波
及
多
人
数
乱
暴
相
働
候
得
共
右
喜
十
郎
義
其
節
相
交
不
居
申

國

二
付
附
随
ニ
依
り
無
罪
二
可
有
御
座
哉

明
治
五
年
壬
申
六
月
岡
山
県

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

(I76)



（
三
）
（
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
書
）
村
も
難
渋
不
少
に
付
御
年
貢
米
上
納
十
分
一
二
相
成
候
様
出
願

致
し
候
而
者
如
何
哉
と
槌
蔵
ヨ
リ
相
咄
候
二
付
前
条
熊
八
与
出

［
…

上
候
趣
相
咄
し
立
別
連
一
旦
母
谷
へ
罷
越
帰
宅
仕
候
同
夕
隣
家

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
百
姓
寺
門
久
米
吉
方
へ
入
湯
二
参
り
居
申
処
村
方
野
間
二
而
多

吉
村
新
三
申
口
人
数
相
集
リ
火
を
焚
キ
貝
吹
立
居
申
二
付
一
旦
私
宅
へ
罷
帰
り

申
三
十
九
歳
蓑
を
着
鎌
を
持
久
米
吉
同
道
立
別
申
候
尤
其
節
ハ
村
々
共
人
気

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候
立
居
申
二
付
誘
引
不
致
共
一
時
二
多
人
数
二
相
成
夫
ヨ
リ
南
隣

私
儀
農
業
専
ラ
ニ
而
高
六
石
三
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未
村
小
山
村
之
方
へ
一
同
押
行
私
義
も
附
随
ひ
同
郡
辛
香
村
へ
相

年
十
一
月
下
旬
ヨ
リ
磐
梨
赤
坂
両
郡
村
々
動
揺
之
趣
承
り
居
申
越
候
処
同
村
里
正
中
山
辰
四
郎
宅
江
他
村
之
者
多
人
数
相
越
家

折
柄
同
十
二
月
二
日
津
高
郡
金
川
村
へ
罷
出
帰
り
掛
ヶ
同
郡
河
財
打
段
乱
暴
仕
居
申
候
付
私
共
も
夫
ヨ
リ
猶
又
同
郡
菅
野
村
大

内
村
之
内
富
谷
百
姓
逢
坂
熊
八
方
へ
立
寄
候
処
同
人
申
出
候
ハ
里
正
坂
野
倭
三
二
殿
宅
へ
一
同
之
者
罷
越
私
義
ハ
同
家
門
内
二

赤
坂
郡
内
動
揺
出
訴
致
し
御
年
貢
米
上
納
十
分
一
二
相
成
候
様
而
休
息
一
飯
を
請
ひ
翌
四
日
暁
一
同
之
者
同
所
立
出
同
郡
横
井

願
置
致
し
候
趣
相
咄
候
付
出
願
不
致
而
者
難
相
叶
当
辺
ヨ
リ
も

上
村
字
白
玉
酒
造
家
へ
参
り
候
処
多
勢
之
中
二
者
満
腹
之
者
共

出
訴
可
致
様
私
ヨ
リ
申
聞
候
処
熊
八
相
答
候
ハ
ー
同
之
義
二
候
有
之
私
義
者
同
家
二
而
尚
又
一
飯
を
請
ひ
夫
ヨ
リ
村
々
之
者
共

得
ハ
訴
可
致
旨
申
候
二
付
其
儘
帰
居
申
処
翌
三
日
朝
四
シ
時
頃
同
郡
下
芳
賀
大
里
正
今
井
郁
太
郎
殿
方
へ
罷
越
頻
リ
ニ
乱
暴
仕

隣
家
百
姓
竹
谷
槌
蔵
私
門
前
二
而
出
会
同
人
申
出
候
者
赤
坂
郡
居
申
候
へ
共
私
義
ハ
手
ヲ
着
不
申
夫
ヨ
リ
同
郡
一
宮
村
へ
参
リ

ハ
動
揺
致
し
御
年
貢
米
十
分
一
相
成
候
様
願
上
候
趣
就
而
者
当
同
所
二
止
リ
居
申
候
処
出
先
村
々
之
者
共
最
早
同
郡
白
石
村
ま

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

扣
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
口
書

岡
山
県

(I77)



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

て
押
行
同
村
大
里
正
深
井
文
平
殿
宅
放
火
致
し
既
二
銃
隊
御
差

向
御
簿
払
相
成
候
由
二
而
多
人
数
之
者
共
一
宮
村
迄
逃
帰
り
侯

付
右
始
末
承
り
居
申
中
同
所
へ
租
税
御
懸
リ
渡
邊
大
属
様
同
平

野
権
大
属
様
御
出
張
願
之
筋
可
申
出
旨
被
仰
聞
母
谷
喜
十
郎
私

共
菅
野
村
組
合
為
惣
代
願
置
之
趣
申
上
候
処
種
々
御
説
諭
之
上

私
共
ヨ
リ
双
方
理
解
い
た
し
倶
々
引
取
候
様
被
仰
聞
執
連
も
直

一
一
引
取
候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
真
以
難
渋
情
願
之
義
有
之
候
得
者

穏
二
筋
々
江
可
申
出
之
処
無
其
義
徒
党
相
企
出
訴
致
し
外
多
人
数

ニ
お
ゐ
て
ハ
大
里
正
里
正
共
居
宅
乱
暴
或
ハ
放
火
致
し
候
二
立
至

り
其
節
先
立
候
も
の
見
覚
又
者
姓
名
等
伝
聞
且
倶
々
手
を
着
暴
動

致
し
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
を
被
り
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵

し
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
徒
党
相
企
出
訴
致
し
郡
中

を
為
騒
候
始
末
不
埒
至
極
之
旨
御
吟
味
を
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入

候右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
十
五
日
吉
村
新
三

断
獄
御
役
所

（
四
）
（
中
山
）

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

銀
三
郎
伜竹
谷
槌
蔵
申
口

申
三
十
五
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ラ
ニ
而
高
拾
石
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未
年
十

二
月
朔
日
母
義
不
快
居
申
侯
付
私
叔
父
赤
坂
郡
西
中
村
百
姓
岸

田
染
太
郎
見
廻
二
罷
越
候
二
付
同
郡
内
先
般
動
揺
致
し
候
一
条

如
何
様
之
訳
柄
二
候
哉
と
相
尋
候
処
上
郷
村
々
ヨ
リ
押
懸
ヶ
参

り
不
随
者
者
居
宅
打
殴
チ
候
様
与
申
誘
引
致
し
候
所
ヨ
リ
多
人

数
二
相
成
御
年
貢
米
十
分
一
二
相
成
候
様
願
立
候
趣
被
噺
同
人

義
翌
二
日
朝
罷
帰
申
候
然
ル
処
昨
未
春
已
来
村
方
田
畑
御
改
正

二
付
私
御
年
貢
米
従
前
よ
り
六
斗
四
升
計
り
多
分
払
上
候
様
相

成
難
渋
二
付
兼
而
何
と
歎
相
願
度
折
柄
右
之
咄
承
知
仕
候
間
同

三
日
朝
四
ッ
時
頃
村
内
百
姓
吉
村
新
三
一
一
出
逢
前
条
之
次
第
咄

此
最
寄
二
も
十
分
一
願
上
候
而
者
如
何
哉
と
私
ヨ
リ
申
談
し
候

扣
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
竹
谷
槌
蔵
口
書

岡
山
県

(Im)



処
可
然
旨
申
尤
同
人
義
者
最
早
前
日
同
郡
河
内
村
之
内
富
谷
百

姓
逢
坂
熊
八
江
出
訴
可
致
様
及
談
示
居
申
旨
相
咄
罷
在
候
折
柄

村
内
百
姓
寺
門
石
太
郎
同
吉
村
林
之
次
通
り
掛
り
候
付
新
三
ヨ

リ
両
人
へ
も
右
之
趣
咄
し
合
相
別
し
私
ヨ
リ
も
村
内
最
寄
之
者

江
者
不
取
敢
伝
置
申
候
私
義
同
夕
六
シ
半
時
迄
隣
家
江
入
湯
二

参
り
帰
宅
懸
ヶ
唯
今
ヨ
リ
出
訴
可
致
旨
喚
立
置
一
旦
帰
宅
仕
蓑

笠
ヲ
着
杖
ヲ
携
村
方
野
間
へ
立
出
候
処
近
郷
村
々
之
者
共
続
々

罷
越
竹
貝
吹
立
火
ヲ
焚
居
申
候
処
一
時
多
人
数
二
相
成
申
候
前

条
之
外
談
し
合
致
し
候
義
二
而
者
無
御
座
候
得
共
村
々
之
者
共

人
気
立
候
処
ヨ
リ
欺
一
時
二
多
人
数
二
相
成
直
一
二
同
下
筋
村
々

江
押
行
既
二
先
立
候
村
々
之
者
共
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四

郎
宅
へ
相
越
及
乱
暴
夫
ヨ
リ
同
郡
菅
野
村
大
里
正
坂
野
倭
三
二

殿
方
へ
罷
越
候
処
最
早
多
勢
同
家
へ
参
り
居
申
私
義
ハ
同
家
二

而
一
飯
ヲ
請
ひ
休
息
致
し
翌
四
日
暁
同
所
立
出
同
郡
横
井
上
村

之
内
字
白
玉
酒
造
家
二
而
是
又
一
飯
ヲ
請
ひ
夫
ヨ
リ
村
々
之
者

共
同
郡
下
芳
賀
大
里
正
今
井
郁
太
郎
殿
方
へ
罷
越
頻
二
乱
暴
仕

家
財
等
焼
捨
候
得
共
私
義
者
始
終
乱
暴
者
不
仕
多
人
数
之
話
二

随
ひ
同
郡
一
宮
村
迄
罷
出
候
処
同
郡
白
石
村
大
里
正
深
井
文
平

殿
方
及
放
火
候
二
付
既
二
銃
隊
御
差
向
御
榑
払
相
成
候
由
二
而

多
人
数
一
宮
村
迄
逃
帰
候
付
右
始
末
承
り
居
申
中
租
税
御
懸
リ

渡
邊
大
属
様
同
平
野
権
大
属
様
同
所
へ
御
出
張
二
付
右
新
三
同

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

吉
村
林
之
次

（
四
）
（
中
山
）

郡
母
谷
百
姓
江
見
喜
十
郎
共
ヨ
リ
歎
願
之
次
第
申
上
候
処
速
二

引
取
候
様
一
同
之
者
へ
被
仰
聞
候
付
同
夕
引
取
候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
実
二
難
渋
歎
願
之
義
有
之
候
ヘ
ハ

穏
二
筋
々
へ
可
申
出
之
処
無
其
義
徒
党
相
企
出
訴
致
し
外
多
人
数

お
ゐ
て
ハ
大
里
正
之
居
宅
乱
暴
或
者
致
放
火
候
二
立
至
り
其
節
先

立
候
者
見
聞
い
た
し
且
倶
々
手
を
着
暴
動
致
候
義
可
有
之
与
再
応

御
吟
味
ヲ
被
り
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
シ
候
義
更
二
無
御
座
段
申

上
候
処
右
様
徒
党
相
企
出
訴
致
し
郡
中
ヲ
為
騒
候
始
末
不
埒
至
極

之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
キ
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
十
五
日
竹
谷
槌
蔵

断
獄
御
役
所

(I79)



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

申
三
十
一
歳

寺
門
石
太
郎

申
四
十
歳

右
申
口

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
共
義
農
業
専
ラ
ニ
而
林
之
次
義
高
五
石
石
太
郎
義
高
五
石
三

斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
赤
坂
郡
内
村
々
動
揺
出
訴
致
し
候
風

聞
罷
在
候
折
柄
昨
未
年
十
二
月
三
日
四
シ
時
頃
村
内
百
姓
吉
村

新
三
宅
之
前
ヲ
私
共
通
り
掛
候
処
同
人
井
村
内
百
姓
竹
谷
槌
蔵

居
合
セ
新
三
ヨ
リ
申
出
候
ハ
此
辺
も
田
畑
御
改
正
二
付
御
年
貢

米
却
而
多
分
二
払
上
侯
様
相
成
候
者
も
有
之
難
渋
二
付
赤
坂
郡

与
同
様
二
御
三
貢
米
十
分
一
二
相
成
候
様
出
願
致
度
旨
申
二
付

一
同
之
義
二
候
得
者
如
何
共
可
致
旨
答
置
相
別
し
申
候
林
之
次

義
右
帰
り
懸
村
方
池
普
請
場
夫
役
二
参
居
申
者
共
江
右
之
趣
相

咄
し
候
然
ル
処
同
夕
五
ッ
時
頃
村
方
野
間
二
而
誰
歎
火
ヲ
焚
喚

立
罷
在
其
節
村
々
人
気
立
居
申
折
柄
一
時
ニ
村
々
之
者
共
相
集

リ
多
人
数
二
相
成
両
人
共
罷
越
申
候
夫
ヨ
リ
直
二
同
郡
菅
野
村

江
押
行
林
之
次
義
者
同
村
百
姓
坂
野
鉄
次
郎
宅
二
而
一
飯
ヲ
請

ひ
石
太
郎
義
者
同
村
里
正
坂
野
義
三
郎
宅
二
而
一
飯
ヲ
請
ひ
夫

ヨ
リ
翌
四
日
朝
同
郡
横
井
上
村
之
内
字
白
玉
江
押
行
同
所
酒
造

家
二
而
飲
食
仕
石
太
郎
義
同
郡
辛
川
村
二
而
休
息
仕
居
申
中
多

（
四
）
（
中
８
山
）

人
数
帰
来
候
二
付
同
道
仕
引
取
申
候
林
之
次
義
同
郡
一
宮
村
迄

罷
越
候
処
大
里
正
同
郡
白
石
村
深
井
文
平
殿
宅
先
立
候
村
々
之

者
二
候
哉
放
火
仕
遥
二
砲
声
相
聞
へ
候
付
恐
敷
相
成
一
同
二
先

立
帰
村
仕
候
付
私
共
決
而
乱
暴
仕
候
場
二
交
候
義
無
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
申
立
候
得
共
新
三
槌
蔵
ヨ
リ

談
し
及
候
節
事
留
可
申
筈
無
其
義
林
之
次
義
者
其
外
江
も
申
伝
へ

倶
々
出
願
致
し
外
多
人
数
お
ゐ
て
ハ
終
二
諸
所
乱
暴
致
し
候
二
立

至
り
其
節
先
立
候
者
姓
名
等
伝
聞
不
居
申
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候

得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
右
申
上
候
処
右
様
談

二
請
参
郡
中
ヲ
為
騒
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座

奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
五
日
吉
村
林
之
次

寺
門
石
太
郎

扣
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
富
谷
百
姓
逢
坂
熊
八
口
書

岡
山
県

断
獄
御
役
所

(180)



備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
富
谷
百
姓

逢
坂
熊
八
申
口

申
三
十
八
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ら
二
而
高
八
石
三
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未

年
十
二
月
二
日
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
義
立

寄
候
二
付
私
ヨ
リ
赤
坂
郡
内
村
々
動
揺
御
年
貢
米
拾
分
一
一
一
相

成
候
様
願
上
致
候
趣
風
聞
之
儘
相
咄
候
処
同
人
申
出
候
ハ
我
々

最
寄
二
も
歎
願
可
致
様
申
談
候
二
付
一
同
之
義
二
候
ハ
出
同
意

可
致
旨
申
答
置
相
別
申
候
然
ル
処
同
三
日
夕
村
方
野
間
二
而
誰
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
母
谷
百
姓

歎
火
ヲ
焚
多
人
数
喚
立
居
申
候
二
付
村
内
之
者
共
騒
立
候
二
付
江
見
喜
十
郎
申
口

私
義
も
罷
越
候
得
共
兼
而
眼
痛
仕
居
候
ニ
付
同
郡
横
井
上
村
之
申
四
十
二
歳

内
字
白
玉
江
参
り
夫
ヨ
リ
佐
山
越
与
申
所
迄
罷
越
同
所
よ
里
引
先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

返
し
罷
帰
候
二
付
私
お
ゐ
て
ハ
多
人
数
之
者
諸
所
乱
暴
之
場
江

私
義
農
業
専
二
而
高
七
石
弐
斗
七
升
四
合
所
持
仕
居
申
候
然
ル

者
決
而
交
リ
不
申
義
二
御
座
候
処
昨
未
年
十
二
月
三
日
山
働
二
参
帰
路
同
晩
七
ッ
時
頃
村
内
字

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
村
方
一
同
之
義
与
申
立
候
得
共
無
片
山
与
申
所
二
而
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
二

謂
徒
党
二
与
し
出
訴
致
し
前
段
新
三
ヨ
リ
出
訴
之
義
申
談
候
旨
外
出
逢
候
処
同
人
ヨ
リ
申
出
候
ハ
赤
坂
郡
内
動
揺
出
訴
致
し
就
而

方
江
も
申
談
不
居
申
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
ハ
御
年
貢
十
分
一
二
相
成
候
様
聞
へ
御
座
候
旨
相
咄
候
を
承
其

候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
徒
党
二
与
し
候
始
末
不
埒
之
場
新
三
与
相
別
し
帰
宅
仕
居
申
候
処
同
夜
五
シ
時
頃
近
郷
之
者

旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候
共
多
人
数
騒
敷
申
村
方
通
行
何
レ
モ
罷
出
候
様
喚
立
候
付
村
方

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上
一
同
罷
出
候
趣
故
不
取
敢
私
義
も
同
様
罷
出
村
々
多
人
数
二
附

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
四
）
（
中
山
）

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
母
谷
百
姓
江
見
喜
十
郎
口
書

岡
山
県

断
獄
御
役
所

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
五
日

扣

逢
坂
熊
八

(I8I)



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
鴎
覆
に
関
す
る
裁
判
資
料

随
ひ
津
高
郡
大
里
正
菅
野
村
坂
野
倭
三
二
宅
へ
罷
越
飲
食
等
ヲ

請
ひ
翌
四
日
未
明
ヨ
リ
同
郡
横
井
上
村
之
内
字
白
玉
江
暫
ク
相

集
リ
同
様
飲
食
仕
夫
与
里
同
郡
大
里
正
下
芳
賀
今
井
郁
太
郎
宅

江
参
候
処
先
立
参
リ
候
多
人
数
之
者
共
乱
暴
致
し
罷
在
候
得
共

私
義
者
手
ヲ
着
不
申
夫
ヨ
リ
同
郡
辛
川
村
名
前
不
存
酒
造
家
江

参
り
是
又
飲
食
等
仕
同
郡
一
ノ
宮
村
迄
参
り
同
所
二
止
リ
居
申

候
処
先
立
候
村
々
之
者
共
最
早
同
郡
白
石
村
ま
て
押
行
同
村
大

里
正
深
井
文
平
宅
放
火
致
し
候
付
銃
隊
御
差
向
御
榑
払
相
成
候

由
二
而
何
連
も
一
宮
村
迄
逃
帰
候
旨
口
々
申
侯
を
承
居
申
中
同

村
へ
租
税
掛
渡
邊
大
属
様
同
平
野
権
大
属
様
御
出
張
歎
願
筋
有

之
候
ハ
私
申
上
候
様
被
仰
聞
候
二
付
前
書
新
三
端
立
私
共
ヨ
リ

村
方
田
畑
御
改
正
以
来
御
年
貢
上
納
多
分
二
相
成
候
杯
難
渋
之

廉
々
又
ハ
御
年
貢
十
分
一
払
上
ニ
相
成
申
上
候
処
至
当
之
義
者

御
採
用
も
可
有
之
御
年
貢
米
十
分
一
上
納
与
申
義
者
迩
も
不
相

叶
旨
穏
二
御
理
解
有
之
引
取
候
様
被
仰
聞
候
付
何
も
直
二
帰
村

仕
候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
右
様
申
出
候
得
共
多
人
数
之
中
よ

里
抽
被
し
新
三
倶
々
出
張
役
人
江
歎
願
申
出
候
其
方
故
前
以
出
訴

之
談
示
等
致
し
可
居
申
又
多
人
数
之
者
諸
所
乱
暴
放
火
致
し
候
節

先
立
候
者
見
聞
致
し
且
倶
々
手
ヲ
着
暴
動
致
し
候
義
可
有
之
与
再

応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申

（
四
）
（
中
山
）

上
候
処
右
様
多
人
数
二
与
し
他
村
迄
出
訴
致
し
候
始
末
不
埒
之
旨

御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
五
日
江
見
喜
十
郎

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

寺
門
久
米
吉
申
口

申
四
十
一
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
二
而
高
六
石
弐
斗
四
升
四
合
所
持
仕
居
申
候
然
ル

処
昨
未
年
十
二
月
三
日
夕
六
半
時
頃
村
内
百
姓
吉
村
新
三
義
私

宅
江
入
湯
二
罷
越
居
申
中
村
内
野
間
二
而
火
ヲ
焚
何
者
歎
多
人

数
相
集
リ
竹
貝
吹
立
候
二
付
其
儘
罷
帰
無
程
同
人
義
私
ヲ
喚
立

侯
付
事
実
委
細
ハ
心
得
不
申
候
へ
共
一
同
之
義
与
被
存
候
二
付

備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
寺
門
久
米
吉
口
書

断
獄
御
役
所

扣

岡
山
県
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直
二
立
出
新
三
同
道
急
キ
右
場
所
江
罷
越
候
処
最
早
村
々
之
者

共
多
人
数
相
集
居
申
直
一
二
同
下
郷
村
々
江
押
行
私
義
も
附
随

罷
越
津
高
郡
大
里
正
菅
野
村
坂
野
倭
三
二
宅
江
参
り
夫
ヨ
リ
翌

四
日
早
天
同
郡
横
井
上
村
之
内
字
白
玉
名
前
不
存
酒
造
家
二
而

飲
食
仕
候
処
存
外
大
酔
仕
前
後
忘
却
同
晩
薄
暮
頃
迄
同
村
郷
中

堤
二
而
快
寝
仕
居
申
目
覚
侯
処
最
早
壱
人
も
近
傍
二
不
居
申
二

付
其
儘
生
村
江
罷
帰
候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
事
実
ノ
委
細
不
心
得
候
へ
共
村
方

一
同
之
義
ニ
付
集
会
致
し
候
様
申
立
候
得
共
新
三
同
道
二
而
参
里

候
其
方
故
前
以
新
三
与
談
合
居
申
義
又
ハ
諸
所
二
而
手
ヲ
着
暴
動

致
し
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
し

候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
多
人
数
之
中
江
加
リ
郡
中
ヲ

為
騒
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
四
月
三
日
寺
門
久
米
吉

備
前
国
赤
坂
郡
西
中
村
百
姓
岸
田
染
太
郎
口
書

断
獄
御
役
所

扣

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

岡
山
県

断
獄
御
役
所

（
四
）
（
中
山
）

備
前
国
赤
坂
郡
西
中
村
百
姓岸
田
染
太
郎
申
口

申
五
十
九
歳

先
般
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
竹
谷
槌
蔵
宅
二
而
動
揺
出
訴

之
事
件
相
咄
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ら
二
而
高
四
石
六
斗
余
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨

未
年
十
二
月
朔
日
親
類
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
竹
谷
槌

蔵
宅
江
同
人
母
不
快
二
付
見
舞
と
し
て
罷
越
逗
留
中
槌
蔵
申
出

候
ハ
先
度
赤
坂
郡
内
村
々
動
揺
致
し
候
訳
如
何
之
義
与
相
尋
候

付
上
郷
村
々
之
者
共
押
来
リ
不
随
者
居
宅
打
段
チ
可
申
杯
与
誘

ひ
出
候
勢
二
而
終
二
多
人
数
二
相
成
御
年
貢
米
十
分
一
二
相
成

候
様
歎
願
仕
候
旨
風
聞
承
込
候
儘
相
咄
何
分
御
上
様
江
対
し
奉

恐
入
候
義
与
何
心
な
く
相
咄
翌
二
日
朝
同
家
立
別
罷
帰
申
候
尤

私
義
昨
未
年
十
一
月
廿
八
日
同
十
二
月
朔
日
共
赤
坂
郡
内
村
々

動
揺
之
節
多
人
子
之
者
江
交
リ
不
申
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
申
立
候
得
共
赤
坂
郡
動
揺
之

形
勢
相
伝
煽
動
為
致
候
義
二
可
有
之
と
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共

前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
無
御
座
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
四
月
三
日
岸
田
染
太
郎
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当
身
延
山
短
期
大
学
々
園
に
お
い
て
こ
こ
数
年
来
、
三
年
制
の

短
期
大
学
を
四
年
制
の
大
学
へ
の
改
組
転
換
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

文
部
省
も
平
成
三
年
六
月
、
「
大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
」
を
公
布
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
、

七
月
十
七
・
十
八
日
、
於
東
京
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
地
域
科

学
研
究
会
主
催
、
「
大
学
・
短
大
の
新
設
置
基
準
の
今
後
の
整
備
」

～
原
則
抑
制
、
質
的
自
由
競
争
時
代
の
新
設
・
改
組
転
換
～
、
が

開
催
さ
れ
、
そ
れ
え
の
出
席
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
今
後
、

「
教
育
課
程
」
を
編
成
す
る
場
合
特
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、

大
学
設
置
基
準
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
課
題
と
な
る
点
等
に
つ
い

て
少
し
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。

◇

大
学
設
置
審
査
内
規

〃
ノ
ジ
。
Ⅱ
０
０
ト
０
“新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
の
学
部
、
学
部
の
学
科
、
短
期
大
学

の
学
科
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
及
び
収
容
定
員

増
に
係
わ
る
学
則
変
更
に
関
す
る
審
査
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
そ
の
他
の
法
令
並
び
に
大
学
設
置

基
準
（
昭
和
三
十
一
年
省
令
第
二
十
八
号
）
、
大
学
通
信
教
育
設

置
基
準
（
昭
和
五
十
六
年
省
令
第
三
十
三
号
）
、
短
期
大
学
設
置

基
準
（
昭
和
五
十
年
省
令
第
二
十
一
号
）
及
び
短
期
大
学
通
信
教

育
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
七
年
省
令
第
三
号
）
（
以
下
設
置
基
準

を
総
称
し
て
「
大
学
設
置
基
準
等
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
内
規
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
実
施
す
る
。

渡
辺
寛
勝

菫~菫~霊
設設三
置置年
分学六
科校月
会法二
決人十
定審四
査日
今

、＝ノ

(I")



新
「
大
学
設
霞
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

１
、
設
置
の
趣
旨
等

①
教
育
研
究
上
の
理
念
、
目
的
が
具
体
的
か
つ
明
確
に
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
又
は
短

期
大
学
の
目
的
及
び
今
後
我
が
国
高
等
教
育
が
全
体
と
し
て

Ｊ
１

目
指
す
べ
き
基
本
方
向
（
教
育
機
能
の
強
化
、
教
育
研
究
の

’
十

高
度
化
、
生
涯
学
習
等
へ
の
対
応
）
に
照
ら
し
、
適
切
な
も

の
で
あ
る
こ
と
。

②
教
育
研
究
上
の
理
念
、
目
的
に
沿
っ
た
設
置
の
構
想
は
、

実
現
の
見
通
し
が
十
分
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
大
学
又
は
短
期
大
学
の
名
称
は
、
設
置
の
趣
旨
に
照
ら
し

適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
大
学
又
は
短
期
大
学
の
位
置
は
、
教
育
研
究
上
適
当
な
も

の
で
あ
る
こ
と
。

２
、
教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

学
部
、
学
科
等
の
教
育
研
究
上
の
基
本
組
織
は
設
置
の
趣
旨

に
照
ら
し
適
切
に
編
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３
、
教
育
課
程
等

①
教
育
課
程
は
、
設
置
の
趣
旨
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
。

②
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
大
学
設
置
基
準
第
十

九
条
第
二
項
及
び
短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
条
第
二
項
の
規

定
の
趣
旨
が
効
果
的
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
各
授
業
科
目
の
名
称
、
内
容
、
配
当
年
次
及
び
単
位
数
が

適
切
で
あ
る
と
と
も
に
、
履
習
方
法
及
び
卒
業
の
要
件
が
適

切
で
あ
る
こ
と
。

④
教
育
課
程
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
少
人
数
に
よ
る
還
鶉

対
話
・
討
論
型
、
双
方
向
的
な
授
業
の
積
極
的
な
導
入
、
十

分
な
履
習
指
導
の
実
施
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
授

業
計
画
の
作
成
等
に
つ
い
て
も
な
る
べ
く
配
慮
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑤
教
育
課
程
は
も
と
よ
り
、
課
外
活
動
、
施
設
・
設
備
面
を

含
め
、
大
学
教
育
全
体
を
通
じ
て
設
置
の
趣
旨
が
達
成
さ
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４
、
教
員
組
織

①
教
員
組
織
は
、
教
育
課
程
を
展
開
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
教
育
課
程
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
実
現
す
る
上
で
主
要
と
認

め
ら
れ
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
専
任
教
員
が
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

③
教
員
組
織
の
年
令
構
成
は
、
均
衡
が
と
れ
て
い
る
こ
と
。

④
実
験
、
実
習
又
は
実
技
等
の
授
業
科
目
が
開
設
さ
れ
て
い
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る
堂
部
又
は
学
科
等
に
つ
い
て
は
、
助
手
等
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

⑤
教
員
組
織
の
年
次
的
整
備
は
全
体
計
画
が
確
定
し
て
お
り
、

か
つ
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

⑥
教
員
の
資
格
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
教
育
上
の
能
力

に
配
慮
す
る
こ
と
。

５
、
校
舎
等
施
設

①
校
舎
等
施
設
は
、
教
育
課
程
を
展
開
す
る
上
で
、
、
必
要

な
種
類
、
数
及
び
規
模
を
有
し
、
か
つ
質
的
に
充
実
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
大
学
と
短
期
大
学
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
場
合
の
校
舎
等

施
設
の
共
用
は
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

設
の
共
用
は
、
管
理
部
門
を
除
き
、
原
則
と
し
て
認
め
な
い

こ
と
と
す
る
こ
と
。

③
暫
定
校
舎
、
簡
易
建
物
は
、
原
則
と
し
て
校
舎
と
は
認
め

な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
校
舎
等
施
設
の
年
次
的
整

備
は
、
全
休
計
画
が
確
立
し
て
お
り
、
か
つ
教
育
に
支
障
の

な
い
限
度
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ

新
「
大
学
設
睡
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

大
学
又
は
短
期
大
学
と
高
校
以
下
の
学
校
と
の
校
舎
等
施

Ｌ
』
Ｏ

④
情
報
処
理
関
係
の
授
業
科
目
が
開
設
さ
れ
る
場
合
に
は
、

情
報
処
理
学
習
の
た
め
の
施
設
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
授
業
科
目
が
開
設
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
大
学

教
育
全
体
を
通
じ
て
情
報
処
理
能
力
の
育
成
を
図
る
観
点
か

ら
学
習
施
設
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

⑤
外
国
語
関
係
の
授
業
科
目
が
開
設
さ
れ
る
場
合
に
は
、
語

学
学
習
の
た
め
の
施
設
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
当
該
授

業
科
目
が
開
設
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
大
学
教
育
全

体
を
通
じ
て
外
国
語
能
力
の
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
、
語
学

学
習
施
設
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

⑥
大
学
又
は
短
期
大
学
の
新
設
の
場
合
に
は
、
体
育
館
が
備

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

学
部
の
増
設
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
増
設
の
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
体
育
館
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

６
，
校
地

①
大
学
の
校
地
の
基
準
面
積
に
つ
い
て
、
教
育
に
支
障
の
な

い
限
度
に
お
い
て
、
二
分
の
一
の
範
囲
内
で
校
地
の
面
積
の

一
部
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
学
部
の
学
科
増
、
改

組
転
換
（
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
手
続
等
に
関
す
る

規
則
第
五
条
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
）
の
場
合
と
す
る
こ
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新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

と
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
大
都
市
割
引
き
の
特
例
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
は
従
前
ど
お
り
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

②
校
地
の
基
準
面
積
の
二
分
の
一
以
上
は
、
自
己
所
有
で
あ

宝
つ
》
」
Ｌ
』
Ｏ

③
校
地
に
つ
い
て
は
、
年
次
的
整
備
は
認
め
な
い
こ
と
と
す

ｚ
》
》
」
Ｌ
」
◎

７
、
教
育
研
究
経
費

教
員
の
研
究
費
を
含
め
、
教
育
研
究
活
動
に
要
す
る
経
費

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
。

８
、
昼
夜
開
講
制

昼
夜
開
講
制
に
よ
り
授
業
を
行
う
学
部
、
学
科
等
に
お
け

る
校
舎
面
積
及
び
専
任
教
員
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
部
、

学
科
等
に
い
わ
ゆ
る
夜
間
主
コ
ー
ス
が
置
か
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
れ
を
夜
間
学
部
と
見
な
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る

基
準
の
特
別
措
置
を
限
度
と
し
て
、
校
舎
面
積
及
び
専
任
教

員
数
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
夜
間
主
コ
ー
ス
の
収
容
定
員
は
昼
間
主
コ
ー

ス
の
収
容
定
員
と
分
け
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

９
、
学
生
確
保

長
期
的
に
安
定
し
た
学
生
の
確
保
に
つ
い
て
、
十
分
な
見

通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑩
、
定
員
超
過
、
欠
員

①
収
容
定
員
超
過
率
が
一
定
値
以
上
（
当
面
一
五
以
上
）
の

学
部
又
は
短
期
大
学
の
学
科
を
有
す
る
大
学
又
は
短
期
大
学

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
大
学
等
の
設
置
及
び
収
容
定
員

増
は
認
め
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

②
一
定
期
間
相
当
程
度
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
学
部
又
は
短

期
大
学
の
学
科
を
有
す
る
大
学
又
は
短
期
大
学
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
改
組
転
換
以
外
は
認
め
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

ｕ
、
管
理
運
営

①
大
学
又
は
短
期
大
学
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
管
理
運
営
が
行

わ
れ
る
た
め
、
教
員
の
人
事
に
関
す
る
規
程
、
教
授
会
等
の

組
織
に
関
す
る
規
程
な
ど
の
学
内
諸
規
程
が
十
分
に
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

②
学
内
諸
規
程
は
、
教
学
組
織
の
意
向
が
適
切
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

勉
、
資
産
及
び
維
持
経
営
の
方
法

資
産
及
び
維
持
経
営
の
方
法
は
、
安
定
的
な
大
学
経
営
の

見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

凪
、
自
己
点
検
・
評
価
等

自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
に
関
し
て
の
大
学
又
は
短
期
大

学
と
し
て
の
対
応
（
実
施
方
法
、
実
施
体
制
、
結
果
の
活
用
、
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評
価
項
目
等
）
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

備
考

１
こ
の
内
規
は
、
大
学
設
置
基
準
等
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
平

成
三
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
平
成
三
年
度
の
審
査
に
お
け
る
体
育
館
、
情
報
処

理
学
習
施
設
、
語
学
学
習
施
設
定
員
超
過
、
欠
員
に
関
す
る
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
弾
力
的
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
こ
と
。

２
こ
の
内
規
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
上
必
要
な
事
項
は

別
に
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

◇

大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
要
綱

第
一
総
則
的
事
項

自
己
評
価
等
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定
を
新
設
し
た
こ

と
。

○
自
己
評
価
等

①
大
学
は
、
そ
の
教
育
水
準
の
向
上
を
図
り
、
当
該
大
学
の

目
的
及
び
社
会
的
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、
当
該
大
学
に
お

け
る
教
育
研
究
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
点
検
及
び
評

価
を
行
う
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

②
前
項
の
点
検
及
び
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
同
項
の

趣
旨
に
即
し
適
切
な
項
目
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
適
当
な

体
制
を
整
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
教
育
研
究
上
の
基
本
組
織
に
関
す
る
事
項

１
学
部

学
部
の
種
類
の
例
示
の
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
。

２
学
科

専
攻
課
程
に
つ
い
て
の
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
。

３
課
程

①
学
部
の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
有
益
か
つ
適

切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
学
科
に
代
え
て
学
生

の
履
修
の
区
分
に
応
じ
て
組
織
さ
れ
る
課
程
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

②
専
攻
課
程
に
つ
い
て
の
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
。

第
三
教
員
組
織
に
関
す
る
事
項

１
学
科
目
制

学
科
目
を
担
当
す
る
教
員
に
関
す
る
例
外
に
つ
い
て
の
規
定
の

整
理
を
行
っ
た
こ
と
。

２
講
座
制

講
座
に
置
か
れ
る
教
員
及
び
講
座
の
担
当
に
関
す
る
例
外
に
つ

い
て
の
規
定
の
整
理
を
行
っ
た
こ
と
。
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新
「
大
学
設
霞
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

３
講
座
外
授
業

講
座
外
授
業
に
つ
い
て
の
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
。

４
専
任
教
員
数

①
大
学
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数
を
、
当
該
大
学
に
置
く
学

部
の
種
類
に
応
じ
定
め
る
数
と
大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応

じ
定
め
る
数
を
合
計
し
た
数
以
上
と
し
た
こ
と
。

②
①
に
関
連
し
、
専
任
教
員
数
を
定
め
る
現
行
の
別
表
第
一

か
ら
第
三
の
二
ま
で
に
つ
い
て
は
、
入
学
定
員
に
基
づ
き
算

定
す
る
方
式
か
ら
収
容
定
員
に
基
づ
き
算
定
す
る
方
式
に
改

め
る
と
と
も
に
、
学
部
の
種
類
の
例
示
の
廃
止
、
授
業
科
目

ご
と
の
区
分
の
廃
止
、
昼
夜
開
講
制
に
対
応
し
た
規
定
の
整

備
を
行
っ
た
こ
と
。

５
兼
任
の
教
員
の
合
計
数
は
、
全
教
員
数
の
二
分
の
一
を
超
え

な
い
も
の
と
す
る
旨
の
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
。

第
四
教
員
の
資
格
に
関
す
る
事
項

１
教
授
の
資
格

①
教
授
の
資
格
は
、
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
に
加
え
、

教
育
研
究
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
た
こ
と
。

②
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
加
え
、

研
究
上
の
業
績
を
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
し
た

》
」
Ｌ
』
◎

③
旧
制
の
大
学
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
教
授
歴
を
有
す
る

者
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
。

２
助
教
授
の
資
格

①
助
教
授
の
資
格
は
、
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
に
加
え
、

教
育
研
究
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
た
こ
と
。

②
旧
制
の
大
学
の
大
学
院
の
在
学
歴
又
は
旧
制
の
高
等
学
校
、

専
門
学
校
等
に
お
け
る
教
授
歴
に
関
す
る
規
定
を
廃
止
し
た

》
」
Ｌ
」
○

第
五
収
容
定
員
に
関
す
る
事
項

１
「
学
生
定
員
」
を
「
収
容
定
員
」
に
改
め
た
こ
と
。

２
収
容
定
員
を
学
則
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
昼
夜
開
講
制

を
実
施
す
る
と
き
は
こ
れ
に
係
る
収
容
定
員
を
、
編
入
学
定
員

を
設
け
る
と
き
は
入
学
定
員
及
び
編
入
学
定
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ

明
示
す
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

第
六
教
育
課
程
に
関
す
る
事
項

１
教
育
課
程
の
編
成
方
針

教
育
課
程
の
編
成
方
針
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定
を
新
設
し

た
こ
と
。

○
教
育
課
程
の
編
成
方
針

①
大
学
は
、
当
該
大
学
、
学
部
及
び
学
科
又
は
課
程
等
の
教

育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
開
設
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し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

②
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
大
学
は
、
学
部
等
の

専
攻
に
係
る
専
門
の
学
芸
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
く

深
い
教
養
及
び
総
合
的
な
判
断
力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性

を
酒
養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
授
業
科
目
の
区
分

授
業
科
目
の
区
分
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
。

３
単
位
の
計
算
方
法

①
大
学
が
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
一
単
位
の
授

業
科
目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ

て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当

該
授
業
に
よ
る
教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等

を
考
慮
し
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
単
位
数
を
計
算
す
る
も
の

と
し
た
こ
と
。

ァ
、
講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、
十
五
時
間
か
ら
三
十
時
間

ま
で
の
範
囲
で
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単

位
と
す
る
。

イ
、
実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
三
十
時
間
か
ら
四

十
五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ

て
一
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
芸
術
等
の
分
野
に
お
け
る
個

人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
大
学
が
定
め
る

新
「
大
学
設
極
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
芸
術
等

の
分
野
に
お
け
る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て

は
、
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

②
上
記
①
に
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
論
文
、
卒
業
制
作
等
の
授

業
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
学
修
の
成
果
を
評
価
し
て

単
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

４
－
年
間
の
授
業
期
間

一
年
間
の
授
業
期
間
に
つ
い
て
は
三
十
五
週
に
わ
た
る
こ
と
を

規
定
す
る
こ
と
に
と
ど
め
、
具
体
的
な
授
業
日
数
に
つ
い
て
の

定
め
を
設
け
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
。

５
各
授
業
科
目
の
授
業
期
間

各
授
業
科
目
の
授
業
期
間
に
つ
い
て
、
教
育
上
特
別
の
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
外
国
語
の
演
習
、
体
育
実
技

等
に
限
ら
ず
十
週
又
は
十
五
週
よ
り
短
い
特
定
の
期
間
に
お
い

て
授
業
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

６
授
業
を
行
う
学
生
数

大
学
が
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
授
業
を
行
う
学
生
数
は
、
授

業
の
方
法
及
び
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
教
育
上
の
諸
条
件
を
考
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慮
し
て
、
教
育
効
果
を
十
分
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
適
当
な
人

数
と
し
た
こ
と
。

７
昼
夜
開
講
制

昼
夜
開
講
制
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定
を
新
設
し
た
こ
と
。

○
昼
夜
開
講
制

大
学
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
昼
夜
開
講

制
（
同
一
学
部
に
お
い
て
昼
間
及
び
夜
間
の
双
方
の
時
間
帯
に

お
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
に
よ
り
授
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

第
七
卒
業
の
要
件
等
に
関
す
る
事
項

１
単
位
の
授
与

卒
業
論
文
、
卒
業
研
究
、
卒
業
制
作
等
の
授
業
科
目
に
つ
い
て

は
、
大
学
の
定
め
る
適
切
な
方
法
に
よ
り
学
修
の
成
果
を
評
価

し
て
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

２
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
、
大
学
以
外
の
教

育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定
を
新
設

し
た
こ
と
。

○
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修

①
大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
行
う

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
専
攻
科
に
お
け
る
学
修
そ

の
他
文
部
大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
を
、
当
該
大
学
に
お
け

る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
前
項
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
単
位
互

換
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
当
該
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も

の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
を
超
え
な
い
も

の
と
す
る
。

３
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定

入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定

を
新
設
し
た
こ
と
。

○
入
学
前
の
既
修
単
位
等
の
認
定

①
大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該

大
学
に
入
学
す
る
前
に
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
い
て
履
修

し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
（
後
記
４
の
科
目

等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
当
該
大

学
に
入
学
し
た
後
の
当
該
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修

に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該

大
学
に
入
学
す
る
前
に
行
っ
た
前
記
２
の
大
学
以
外
の
教
育

施
設
等
に
お
け
る
学
修
を
、
当
該
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目

の
履
修
と
み
な
し
、
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
単
位
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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③
前
記
①
及
び
②
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
し
、
又
は

与
え
る
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
編
入
学
、
転
学
等
の
場

合
を
除
き
、
当
該
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
合
わ
せ
て
三
十
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と

す
る
。

４
科
目
等
履
修
生

科
目
等
履
修
生
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定
を
新
設
し
た
こ
と
。

○
科
目
等
履
修
生

大
学
は
、
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
大
学
の
学
生

以
外
の
者
で
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
者
（
「
科

目
等
履
修
生
」
と
い
う
。
）
に
対
し
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

５
卒
業
の
要
件
等

①
卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
四
年
以
上
在
学
し
百
二
十
四
単

位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
し
、
授
業
科
目
の
区
分
に
応
じ

て
修
得
す
べ
き
単
位
数
に
つ
い
て
の
規
定
は
削
除
し
た
こ
と
。

②
前
記
①
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科

に
係
る
卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
六
年
以
上
在
学
し
、
百
八

十
八
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。
た
だ
し
、

教
育
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
大
学
は
、
修
得
す

べ
き
単
位
の
一
部
の
修
得
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
相
当
す
る
授
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業
時
間
の
履
修
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

た
こ
と
。

③
前
記
①
に
か
か
わ
ら
ず
、
獣
医
学
に
関
す
る
学
科
に
係
る

卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
六
年
以
上
在
学
し
、
百
八
十
二
単

位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

④
学
士
の
種
類
を
廃
止
し
た
こ
と
。

第
八
校
地
、
校
舎
等
の
施
設
及
び
設
修
に
関
す
る
事
項

１
校
舎
等
施
設

①
校
舎
に
は
、
な
る
べ
く
情
報
処
理
及
び
語
学
の
学
習
の
た

め
の
施
設
を
備
え
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

②
大
学
は
、
校
舎
の
ほ
か
、
原
則
と
し
て
体
育
館
を
備
え
る

と
と
も
に
、
な
る
べ
く
体
育
館
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び

講
堂
並
び
に
寄
宿
舎
、
課
外
活
動
施
設
そ
の
他
の
厚
生
補
導

に
関
す
る
施
設
を
備
え
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

③
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
部
を
置
く
大
学
又
は
昼
夜

開
講
制
を
実
施
す
る
大
学
に
あ
っ
て
は
、
研
究
室
、
教
室
、

図
書
館
そ
の
他
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、
教
育
研
究
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

④
校
舎
面
積
に
係
る
現
行
の
第
一
表
及
び
第
二
表
に
つ
い
て
、

入
学
定
員
に
基
づ
き
算
定
す
る
方
式
か
ら
収
容
定
員
に
基
づ

き
算
定
す
る
方
式
に
改
め
る
と
と
も
に
、
学
部
の
種
類
の
例
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示
の
廃
止
、
授
業
科
目
ご
と
の
区
分
の
廃
止
、
昼
夜
開
講
制

に
対
応
し
た
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
こ
と
。

２
図
書
等
の
資
料
及
び
図
書
館

大
学
が
備
え
る
図
書
及
び
学
術
雑
読
の
冊
数
及
び
種
類
数
に
つ

い
て
の
規
定
を
削
除
し
、
図
書
等
の
資
料
及
び
図
書
館
に
関
す

る
次
の
よ
う
な
規
定
を
新
設
し
た
こ
と
。

○
図
書
等
の
資
料
及
び
図
書
館

①
大
学
は
、
学
部
の
種
類
、
規
模
等
に
応
じ
、
図
書
、
学
術

雑
誌
、
視
聴
覚
資
料
、
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
必
要
な
資
料

を
、
図
書
館
を
中
心
に
系
統
的
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。

②
図
書
館
は
、
前
記
①
の
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を

行
う
ほ
か
、
情
報
の
処
理
及
び
提
供
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
学
術
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
前
記
①
の
資
料

の
提
供
に
関
し
、
他
の
大
学
の
図
書
館
等
と
の
協
力
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

③
図
書
館
に
は
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
専
門
的
職
員
そ
の
他
の
専
任
の
職
員
を
置
く
も
の
と

す
る
。

④
図
書
館
に
は
、
大
学
の
研
究
を
促
進
で
き
る
よ
う
な
適
当

な
規
模
の
閲
覧
室
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム
、
整
理
室
、

書
庫
等
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

⑤
閲
覧
室
に
は
、
学
生
の
学
習
及
び
教
員
の
教
育
研
究
の
た

め
に
十
分
な
数
の
座
席
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
施
行
期
日
等

１
こ
の
改
正
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と

し
た
こ
と
。

２
こ
の
改
正
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
に
つ

い
て
は
、
第
八
の
１
の
②
の
体
育
館
に
係
る
部
分
の
適
用
に
つ

い
て
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
こ

と
。

◇

大
学
の
自
己
点
検
・
評
価
項
目
（
例
）

◇
教
育
理
念
・
目
標
等

○
大
学
（
学
部
）
の
教
育
理
念
・
目
標
の
設
定

○
教
育
理
念
・
目
標
の
点
検
・
見
直
し

○
大
学
（
学
部
）
の
将
来
構
想

○
教
育
研
究
の
活
性
化
・
充
実
の
た
め
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
◇
教
育
活
動

（
学
生
の
受
け
入
れ
）

○
学
生
募
集
・
入
学
選
抜
の
方
針
・
方
法
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○
学
生
定
員
充
足
状
況
（
志
願
者
数
、
合
格
者
数
、
入
学
者
数
、

在
学
者
数
等
）

○
編
入
学
の
方
針
と
状
況

（
学
生
生
活
へ
の
配
慮
）

○
奨
学
金
制
度
（
大
学
独
自
の
奨
学
金
、
企
業
等
か
ら
の
奨
学

金
等
）
、
授
業
料
減
免
の
状
況

○
学
生
生
活
相
談

○
課
外
活
動

（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
）

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
方
針
と
教
育
理
念
・
目
標
と
の
関
係

○
一
般
教
育
の
内
容
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
に
お
け
る
位
置
付

け
○
外
国
語
教
育
の
内
容
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
に
お
け
る
位
置

付
け

○
保
健
体
育
の
内
容
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
に
お
け
る
位
置
付

け
○
専
門
教
育
の
内
容
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
に
お
け
る
位
置
付

け
○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
及
び
見
直
し
の
方
法
・
体
制

（
教
育
指
導
の
在
り
方
）

○
各
授
業
科
目
ご
と
の
授
業
計
画
（
シ
ラ
バ
ス
）
の
作
成
状
況

新
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○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
状
況

○
ク
ラ
ス
の
大
き
さ
、
編
成
方
法

○
教
員
一
人
当
た
り
の
授
業
時
間
数

○
各
授
業
科
目
担
当
者
間
で
の
授
業
内
容
の
調
整

○
演
習
・
実
験
等
の
実
施
状
況

○
視
聴
覚
教
育
の
実
施
状
況

○
他
学
科
、
他
学
部
聴
講
の
方
針
と
状
況

○
転
学
部
、
転
学
科
の
方
針
と
状
況

○
他
大
学
と
の
単
位
互
換
の
方
針
と
状
況

○
進
級
状
況
（
留
年
、
休
学
、
退
学
）

（
教
授
方
法
の
工
夫
・
研
究
）

○
教
授
方
法
の
工
夫
・
研
究
の
た
め
の
取
り
組
み

○
教
員
の
教
員
活
動
に
対
す
る
評
価
の
工
夫
（
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
等
）

（
成
績
評
価
、
単
位
認
定
）

○
成
績
評
価
、
単
位
認
定
の
在
り
方
・
基
準

（
卒
業
生
の
進
路
状
況
）

○
卒
業
生
の
就
職
状
況

○
学
部
卒
業
生
の
大
学
院
へ
の
進
学
状
況

◇
研
究
活
動

○
構
成
員
に
よ
る
研
究
成
果
の
発
表
状
況
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○
研
究
誌
の
発
行
状
況
と
編
集
方
針

○
共
同
研
究
の
実
施
状
況

○
研
究
費
の
財
源
（
学
外
か
ら
の
資
金
の
導
入
状
況
、
科
学
研

究
費
補
助
金
の
採
択
状
況
等
）

○
研
究
費
の
配
分
方
法

○
学
会
活
動
へ
の
参
加
状
況

◇
教
員
組
織

○
専
任
教
員
・
非
常
勤
講
師
の
配
置
状
況

○
教
員
補
助
者
、
研
究
補
助
者
の
配
置
状
況

○
出
身
大
学
の
構
成

○
年
齢
構
成

○
採
用
、
昇
進
の
手
順
・
基
準

○
教
員
の
兼
職
の
方
針
と
状
況

○
教
員
人
事
に
つ
い
て
の
長
期
計
画

◇
施
設
設
備

○
施
設
設
備
の
整
備
・
運
用
状
況

○
図
書
館
の
利
用
状
況

○
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
活
用
状
況

◇
国
際
交
流

○
留
学
生
の
受
け
入
れ
状
況
（
受
け
入
れ
数
、
奨
学
金
、
宿
舎

等
）
、
指
導
体
制

○
在
学
生
の
海
外
留
学
・
研
修
の
方
針
と
状
況

○
教
員
の
在
外
研
究
の
方
針
と
状
況

○
海
外
か
ら
の
研
究
者
の
招
致
状
況

○
海
外
の
大
学
と
の
交
流
協
定
の
締
結
状
況
と
活
用
状
況

◇
社
会
と
の
連
携

○
公
開
講
座
の
開
設
状
況

○
社
会
人
の
受
け
入
れ
（
特
別
選
抜
制
度
、
特
別
の
履
修
コ
ー

ス
等
）

○
教
員
の
学
外
活
動
状
況

○
学
外
の
意
見
を
教
育
研
究
に
反
映
さ
せ
る
し
く
み

◇
管
理
運
営
・
財
政

○
教
育
研
究
に
関
す
る
意
志
決
定
の
方
法
・
体
制

○
事
務
組
織

○
予
算
の
編
成
と
執
行
の
方
針
と
状
況

○
学
外
資
金
の
導
入
状
況

◇
自
己
証
価
体
制

○
自
己
評
価
を
行
う
た
め
の
学
内
組
織

○
教
育
研
究
活
動
等
の
公
表

○
評
価
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
の
し
く
み

◇

大
学
教
育
に
お
い
て
、
今
後
の
流
動
的
か
つ
不
透
明
な
時
代
に
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お
い
て
も
、
我
が
国
が
進
む
べ
き
道
を
自
ら
切
り
開
き
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
活
力
を
維
持
し
、
世
界
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、

学
術
の
振
興
と
人
材
の
養
成
を
担
う
大
学
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
く
る
。

特
に
大
学
教
育
の
観
点
か
ら
は
、
社
会
の
各
方
面
で
活
躍
し
得

る
人
材
の
養
成
、
時
代
の
変
化
や
学
術
の
新
た
な
展
開
に
対
応
し

得
る
能
力
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
民

の
意
識
や
生
活
の
多
様
化
、
社
会
人
教
育
の
一
一
－
ズ
の
拡
大
等
に

伴
い
、
多
様
な
形
態
で
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

各
大
学
に
お
い
て
、
自
ら
の
教
育
理
念
・
目
的
に
基
づ
き
、
か

つ
、
学
術
や
社
会
の
要
請
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
特
色
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
・
実
施
す
る
こ
と
が
、
全
体
と
し
て
の
大
学

教
育
の
充
実
や
社
会
が
求
め
る
優
れ
た
人
材
の
養
成
に
資
す
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
た
め
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
教
育
組
織

の
柔
軟
な
設
計
と
そ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
学
習
内
容
を
着
実
に
消
化

さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
学
の
側
に
お
い
て
、
教
員
の
教
授
内
容
・

方
法
の
改
善
・
向
上
へ
の
取
組
み
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
）
、
授
業
計
画
（
シ
ラ
パ
ス
）
の
作
成
・
公
表
、
充
実

し
た
効
果
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
積
極
的
に

新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
生
の
学
習
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、

単
位
制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
計
算
方
法
の
見
直
し
、
運

用
面
の
改
善
を
図
る
こ
と
や
学
生
の
学
習
を
適
切
に
評
価
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
善
を
進
め
る
際
、
初
等
中
等

教
育
の
動
向
や
実
情
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
流
動
的
で
複
雑
な
社
会
や
学
術
の
新
た
な
展
開
、
国
際

化
・
情
報
化
の
進
展
に
適
切
に
対
応
し
得
る
知
的
・
身
体
的
能
力

の
育
成
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
自
ら
考
え
、

判
断
さ
せ
る
教
育
、
幅
広
く
深
い
教
養
及
び
学
問
の
基
礎
を
重
視

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
、
情
報
処
理
能
力
・
外
国
語
能
力
・

表
現
能
力
等
学
問
の
基
礎
と
な
る
能
力
の
訓
練
等
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
例
え
ば
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
授
業
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
活
用
等
に
よ
り
、
一
方
的
な
知
識
の
伝
達
に
と

ど
ま
ら
な
い
双
方
向
的
授
業
が
現
在
以
上
に
重
視
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
関
連
す
る
情
報
処
理
・
語
学
学
習
等
の
施
設
・
設

備
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
一
層
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
留
学
生
や

様
々
な
履
修
形
態
に
よ
る
社
会
人
学
生
等
の
教
育
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
大
学
生
活
全
体
を
通
じ
、
学
生
の
心
身
の
健
康
の
保
持
。

増
進
に
一
層
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
学
生
の
学
習
活
動
や

(197)



新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

快
適
な
学
生
生
活
へ
の
配
慮
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
学
の
学
習
環

境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
附
属
図

書
館
の
機
能
の
充
実
、
体
育
館
を
始
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や

福
利
厚
生
施
設
等
の
整
備
が
一
層
重
視
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
教
育
の
理
念
・
目
標
が
大
学
教
育
全
体
の
中
で
実
質
的
、

効
果
的
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
教
育
体
制
の

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
専
門
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
も
、
各
専
門
分
野
の
研
究
の
進
展
、
国
際
領
域
へ
の
展
開
、

社
会
の
多
様
化
・
複
雑
化
等
に
対
応
し
て
、
内
容
の
現
代
化
、
専

攻
領
域
の
広
が
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

大
学
の
生
涯
学
習
機
関
と
し
て
の
役
割
の
増
大
に
伴
い
、
大
学

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
多
様
化
や
授
業
の
履
修
形
態
の
柔
軟
化
を

図
る
な
ど
、
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。

各
高
等
教
育
機
関
が
、
地
域
社
会
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
ま
ず
、
各
高
等

教
育
機
関
が
優
れ
た
教
育
研
究
の
実
績
を
挙
げ
、
社
会
的
な
評
価

を
一
層
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
高
等
教
育
機

関
が
地
域
の
文
化
の
中
心
と
し
て
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
’
一
テ
ィ
ー

の
一
員
と
し
て
、
公
開
講
座
の
開
設
、
図
書
館
・
運
動
施
設
等
の

開
放
、
地
域
の
諸
活
動
へ
の
教
員
の
協
力
、
地
域
住
民
へ
の
各
種

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
産
官
学
の
研
究
協
力
等
を
通
じ
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
高
等
教
育
の
質
的
充
実
に
つ
い
て
、
時
代
の
変
化

へ
の
対
応
能
力
の
育
成
、
学
生
の
学
習
に
配
慮
し
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
、
教
員
の
教
育
能
力
・
意
欲
の
向
上
、
学
生
の
国
際

交
流
に
配
慮
し
た
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
等
の
教
育
機
能
の
強

化
、
教
育
研
究
環
境
の
高
度
化
、
研
究
の
後
継
者
た
る
優
秀
な
人

材
の
確
保
・
育
成
等
の
世
界
的
水
準
の
教
育
研
究
、
履
修
形
態
等

の
柔
軟
化
、
多
様
な
学
習
成
果
に
対
す
る
評
価
の
工
夫
、
地
域
社

会
へ
の
積
極
的
な
貢
献
等
の
生
涯
学
習
等
へ
の
対
応
な
ど
で
あ
る
。

◇

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
新
「
大
学
設
置
基
準
」
に
つ
い
て
の
概

要
に
少
し
ふ
れ
て
み
た
が
、
当
身
延
山
知
期
大
学
々
園
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
充
分
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
四
年
制
の
大

学
へ
の
改
組
転
換
に
伴
う
「
教
育
課
程
」
の
編
成
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
高
等
学
校
の
「
教
育
課
程
」
も
含
め
て
、
今
後
の
あ
り

方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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『
本
朝
文
粋
』
は
、
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
初
め
に
か
け
て
邦
人
の
手
で
作
ら
れ
た
優
れ
た
漢
詩
文
を
類
聚
し
て
、
十
一
世
紀
半
ば
に

成
立
し
た
。
編
者
の
藤
原
明
衡
（
九
八
九
～
一
○
六
六
）
は
、
漢
文
学
の
衰
退
期
に
あ
っ
て
、
唐
風
文
化
隆
盛
時
代
の
遺
産
を
後
代
に
伝

え
る
た
め
に
本
書
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
詩
賦
・
勅
書
・
官
符
・
奏
状
・
詩
序
・
願
文
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
作

品
の
種
類
に
よ
っ
て
部
門
に
分
け
て
分
類
し
、
全
十
四
巻
に
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
別
の
分
類
形
式
は
文
選
に
倣
っ
た

も
の
と
さ
れ
る
が
、
結
果
的
に
本
書
を
文
章
作
成
の
際
の
模
範
例
文
集
と
し
て
利
用
し
や
す
い
も
の
に
し
た
。
た
と
え
ば
、
奏
状
を
起
草

す
る
場
合
に
は
奏
状
部
を
収
め
て
い
る
巻
第
五
・
六
・
七
を
参
照
し
、
随
意
に
作
品
を
選
ん
で
参
考
に
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
実
用

書
と
し
て
享
受
さ
れ
た
の
で
、
本
書
の
古
写
本
は
比
較
的
多
く
伝
存
し
て
い
る
が
、
同
じ
理
由
か
ら
伝
本
の
ほ
と
ん
ど
は
全
巻
揃
っ
た
完

（
９
△
）

本
と
し
て
で
は
な
く
、
一
巻
も
し
く
は
二
巻
の
み
の
形
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
は
全
十
四
巻
に
分
類
収
録
さ
れ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
中
で
、
自
分
に
必
要
な
文
章
を
含
む
巻
だ
け
を
手
元
に
置
い
て
お
け
ば
用
は
済
む
。
た
と
え
ば
願
文
を
頻
繁
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程

身
延
本
『
本
朝
文
粋
」
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

１
身
延
本
の
価
値

学
習
院
大
学
大
学
院
生
（
博
士
後
期
課
程
）

中
尾
真
樹
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身
延
本
は
、
巻
第
一
を
欠
く
十
三
巻
の
巻
子
本
で
、
料
紙
は
天
地
記
・
５
セ
ン
チ
、
幅
如
・
６
セ
ン
チ
の
楮
紙
を
用
い
て
い
る
。
烏
糸

欄
が
引
か
れ
て
お
り
、
界
高
配
・
１
セ
ン
チ
、
界
幅
２
．
６
セ
ン
チ
、
各
紙
十
五
行
で
あ
る
。
各
紙
の
中
ほ
ど
に
縦
の
折
目
跡
が
残
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
中
世
に
冊
子
本
に
改
装
さ
れ
た
際
の
名
残
り
で
あ
る
。
巻
首
か
ら
順
に
折
目
を
観
察
す
る
と
、
一
つ
お
き
に
糊
の
に
じ

み
跡
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
折
本
の
背
を
糊
付
け
し
た
旋
風
装
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
装
丁
は
昭
和
三
十
三
年
の
修
理
の
際
に
巻
子

本
に
直
さ
れ
、
冊
子
本
で
あ
っ
た
時
の
表
紙
は
別
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
白
色
の
も
の
と
茶
色
の
も
の
と
二
種
類
が
あ
り
、
白
い

表
紙
は
、
天
地
訂
・
９
セ
ン
チ
、
幅
姐
・
８
セ
ン
チ
、
茶
色
の
表
紙
は
天
地
記
・
５
セ
ン
チ
、
幅
四
・
８
セ
ン
チ
で
あ
る
。
本
文
に
は
墨

筆
の
仮
名
点
・
返
点
・
声
点
（
圏
点
）
・
異
本
注
記
・
本
文
注
記
、
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
、
紙
背
に
は
、
本
文
中
の
語
句
に
関
す

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ら
な
い
僧
侶
は
、
願
文
部
を
収
め
た
巻
第
十
三
を
参
照
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
あ
り
、
官
位
の
昇
進
を
求
め
る
奏
状
を
収
録
す
る
巻
第
六

な
ど
は
不
用
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
本
書
を
享
受
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
全
十
四
巻
か
ら
必
要
な
巻
だ
け
を
抜
出
し
て
転
写

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
伝
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
三
十
種
ほ
ど
の
古
写
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
八
割
は
零

本
で
あ
り
、
完
本
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
身
延
山
久
遠
寺
所
蔵
本
（
以
下
「
身
延
本
」
）
と
そ
の
転
写
本
の
み
な
の
で
あ
る
。
寛
永
六

年
刊
古
活
字
本
も
身
延
本
の
系
統
を
引
い
て
お
り
、
こ
れ
を
底
本
と
し
た
国
史
大
系
本
が
、
現
在
も
っ
と
も
利
用
さ
れ
て
い
る
本
文
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
『
本
朝
文
粋
』
の
全
文
は
身
延
本
に
よ
っ
て
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
書
写
年
代
が
古
く
奥
書
を
残
し
て

い
る
こ
と
も
併
せ
て
、
諸
本
中
の
最
善
本
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
最
善
本
た
る
身
延
本
に
つ
い
て
書
誌
的
な
面
か
ら

考
察
を
加
え
、
そ
の
伝
存
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

２
身
延
本
の
形
態

(2”）



る
注
記
が
記
さ
れ
て
い
蕊
。

（
巻
第
七
）

（
巻
第
五
）

（
巻
第
六
）

（
巻
第
四
）

【
善人

一
、

（
巻
第
三
）

（
巻
第
二
）

御
本
云
、
／
文
永
八
年
二
月
九
日
、
以
二
相
州
御
本
一
、
書
写
／
点
校
畢
。
抑
此
御
本
者
、
最
明
寺
禅
門
之
／
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真

人
一
、
被
レ
点
云
々
。

各
巻
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
奥
云
、
／
文
永
七
年
六
口

真
人
一
、
被
一
一
加
点
一
云
々
。

／
文
永
七
年
六
月

文
永
八
年
、
／
此
害
者
、
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
／
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
終
二
朱
墨
／
之
点
一
而
已
。

本
奥
云
、
／
此
書
、
於
世
間
尤
大
要
也
。
価
手
身
朱
墨
／
共
加
点
畢
。
／
前
参
河
守
清
原
在
判

第
五
）
（
奥
書
部
分
欠
損
）

加
点
而
已
。

文
永
六
年
五
月
廿
一
日
、
以
二
相
州
御
／
本
一
、
書
写
点
校
畢
。
抑
此
御
本
者
、
／
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
仰
二
故
教
／
隆
真
人
一
、

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

廿
一
日
、
以
二
相
州
御
本
一
、
書
写
／
点
校
畢
。
抑
此
御
本
者
、
最
明
寺
禅
門
之
／
御
時
、
仰
二
故
教
隆

(2m)



本
云
、
／

（
巻
第
十
四
）

此
書
、
叫
世

巻 巻

季董筆
三云己

此
書
、
丑

（
巻
第
十
一
）
於

（
巻
第
九
）

（
巻
第
十
）

（
巻
第
八
）

建
治
二
年
潤
三
月
十
六
日
、
於
二
二
階
堂
杉
谷
一
、
／
令
一
一
書
写
一
畢
。

本
云
、
／
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
被
一
／
加
点
一
云
々
。

本
奥
云
、
／
文
永
七
年
六
口

○

真
人
一
、
被
二
加
点
一
云
々
。

／
文
永
七
年
六
月

加
点
一
云
々
。

文
永
八
年
三
月
七
日
、
以
二
相
州
御
／
本
一
書
写
四
醐
即
。
／
抑
此
御
本
者
、
最
明
寺
禅
門
之
／
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
被
二

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

間
流
布
之
点
錐
レ
ロ
、
／
猶
紙
謬
有
歎
。
価
最
呪
酎
／
禅
門
之
御
時
、
課
二
故
教
隆
／
真
人
一
、
被
二
加
点
一
云
々
。

二
世
間
一
尤
大
要
也
。
価
手
身
／
朱
墨
共
加
点
畢
。
／
前
参
河
守
清
原
在
判

（
巻
末
部
分
散
供
）

／
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
被
二
加
点
一
云
々
。

廿
一
日
、
以
二
相
州
御
本
一
、
書
／
写
点
校
畢
。
抑
此
御
本
者
、
最
明
寺
禅
門
／
之
御
時
、
仰
二
故
教
隆

(”2）



奥
書
中
に
見
え
る
最
明
寺
禅
門
と
は
、
執
権
北
条
時
頼
（
一
二
二
七
～
一
二
六
三
）
を
指
し
て
い
る
。
康
元
元
年
（
一
二
四
六
）
に
執

権
職
を
退
い
て
出
家
し
、
最
明
寺
入
道
覚
了
房
道
崇
と
号
し
た
の
で
、
「
最
明
寺
禅
門
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に

相
模
守
に
任
じ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
蔵
書
を
「
相
州
御
本
」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
原
教
隆
（
二
九
九
～
一
二
六
五
）
は
、
明
経
博
士
家
清
原
家
の
出
自
で
、
権
少
外
記
・
相
模
介
・
音
博
士
を
経
て
仁
治
元
年
（
一

二
四
○
）
に
正
五
位
下
に
進
み
、
そ
の
後
参
河
守
・
直
講
・
大
外
記
な
ど
を
歴
任
し
た
。
兄
の
仲
宣
が
朝
廷
に
仕
え
た
の
に
対
し
て
、
教

隆
は
鎌
倉
へ
下
っ
て
将
軍
の
侍
講
を
勤
め
、
幕
府
の
文
教
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
金
沢
実
時
が
教
隆
に
師
事
し
、
の
ち
に
金
沢
文
庫
を
設

立
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

奥
書
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
北
条
時
頼
が
清
原
教
隆
に
加
点
さ
せ
た
本
が
あ
り
、
「
相
州
御
本
」
と
呼
ば
れ
る
。
加
点
が
行

ｊ

わ
れ
た
の
は
一
二
六
五
年
（
教
隆
の
没
年
）
以
前
で
、
教
隆
が
鎌
倉
で
活
躍
し
た
一
二
五
○
年
代
で
あ
ろ
う
。
奥
書
の
ｘ
回
か
ら
す
る
と
、
鞭く

本
文
自
体
は
そ
れ
以
前
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
「
相
州
御
本
」
が
、
文
永
年
間
に
転
写
さ
れ
る
。
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
巻
第
一
と
巻
第
三
、
文
永
七
年
に
巻
第
七
と
巻
第

十
一
、
文
永
八
年
に
巻
第
六
と
巻
第
八
の
書
写
点
校
が
完
了
し
て
お
り
、
巻
第
一
か
ら
順
に
転
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
阿
部
隆
一
氏
は
、

北
条
実
時
が
文
氷
九
年
に
『
本
朝
続
文
粋
』
を
書
写
し
、
金
沢
文
庫
に
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
文
永
年
間
に
「
相
州
御
本
」
を

転
写
し
た
の
は
実
時
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
麺
。

文
永
書
写
本
は
、
さ
ら
に
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
二
階
堂
杉
谷
に
お
い
て
転
写
さ
れ
る
。
二
階
堂
と
は
、
中
世
に
鎌
倉
の
二
階
堂

に
伽
藍
を
構
え
て
い
た
永
福
寺
の
別
名
で
、
こ
こ
の
僧
侶
が
金
沢
文
庫
の
文
永
写
本
を
借
り
受
け
、
転
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
業

は
数
人
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
巻
に
よ
っ
て
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
建
治
写
本
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
身
延
山
に
所
蔵
さ
れ
る
よ
う

身
延
本
『
本
朝
文
粋
」
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）



身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

書
記
形
式
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
巻
は
「
本
朝
文
粋
巻
第
（
幾
）
」
と
い
う
内
題
か
ら
始
ま
る
。
内
題
は
第
一
紙
の
一
行
目
を
空
白
に

し
て
二
行
目
に
書
か
れ
る
が
、
こ
の
一
行
目
に
後
世
の
書
入
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
二
・
四
・
六
・
七
・
八
・
十
二
に
「
甲
州
身
延

山
久
遠
寺
公
用
」
、
巻
第
三
・
九
・
十
三
に
「
甲
州
身
延
山
久
遠
寺
常
住
」
、
巻
第
十
四
は
巻
末
の
奥
書
の
後
に
「
身
延
山
公
蕊
苛
畜
也

と
あ
る
。
巻
第
五
。
十
・
十
一
は
巻
首
部
分
が
破
損
し
て
お
り
、
そ
れ
と
同
時
に
書
入
れ
が
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
軍
も
と
は
全

て
の
巻
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
巻
第
十
四
の
み
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
、
こ
れ
は
書
入
れ
が
行
わ

れ
た
時
に
、
す
で
に
巻
首
が
破
損
し
て
い
た
た
め
に
、
巻
末
に
記
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
時
期
に
各
巻
の
巻
首
に
書

入
れ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
巻
第
十
四
は
巻
首
部
分
が
破
損
し
て
い
た
の
で
、
巻
末
に
書
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
巻
第
五
・
十
・
十

Ｊ

一
の
巻
首
も
破
損
し
て
書
入
れ
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

麺く

内
題
に
続
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
目
録
が
記
載
さ
れ
る
。
近
世
の
刊
本
な
ど
は
こ
の
部
分
を
独
立
さ
せ
、

全
体
の
目
録
と
し
て
一
巻
に
ま
と
め
て
全
十
五
巻
に
仕
立
て
て
お
り
、
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
初
期
の
写
本
も
こ
れ
に
倣
っ

て
い
る
。
記
載
形
式
は
ま
ず
天
界
線
に
接
し
て
部
立
て
の
名
称
を
書
く
。
項
目
に
よ
っ
て
下
位
分
類
さ
れ
て
い
る
部
門
の
場
合
は
一
段
下

げ
て
項
目
名
を
記
し
、
そ
の
下
に
作
品
名
と
作
者
名
を
列
記
し
て
い
く
。
こ
の
形
式
は
諸
本
に
共
通
し
て
い
る
。
目
録
の
後
に
本
文
が
始

ま
る
。
身
延
本
の
本
文
は
全
文
偕
書
で
書
記
さ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
点
・
声
点
・
返
点
な
ど
は
本
文
部
分
に
だ
け
施
さ
れ
る
。
本
文
が

終
了
す
る
と
、
一
行
あ
け
て
「
本
朝
文
粋
巻
第
（
幾
）
」
と
い
う
尾
題
を
書
き
、
さ
ら
に
二
行
ほ
ど
あ
け
て
奥
書
が
記
さ
れ
る
。

３
本
文
の
欠
損
部
分
に
つ
い
て



身
延
本
は
室
町
時
代
以
降
、
盛
ん
に
転
写
さ
れ
て
お
り
、
各
地
に
身
延
本
系
の
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
身
延
本
系
以
外
の
古

写
本
が
す
べ
て
断
片
的
な
形
で
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
身
延
本
は
明
経
家
清
原
教
隆
の
加
点
本
の
系
統
を
引
く
貴
重

な
完
本
と
し
て
、
古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
各
巻
巻
首
に
記
さ
れ
た
「
身
延
山
久
遠
寺
公
用
」
・
「
身
延
山
久

遠
寺
常
住
」
と
い
う
語
も
、
そ
の
重
要
性
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
転
写
を
重
ね
閲
覧
の
機
会
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

損
傷
を
受
け
る
危
険
も
増
大
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
、
身
延
本
に
は
本
文
が
失
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
す
る
。

こ
れ
ら
の
本
文
の
欠
損
を
繕
っ
て
元
の
文
章
の
再
生
を
図
る
際
、
出
来
る
限
り
破
損
前
の
本
文
を
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
身
延
本
の
場
合
、
転
写
本
が
多
数
伝
存
し
て
い
る
の
で
、
転
写
が
行
わ
れ
た
後
に
受
け
た
損
傷
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
来
の
本
文
に
近
い
も
の
を
再
生
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
身
延
本
系
の
写
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
陽
明
文
庫
所
蔵
室
町
末
期
写
本
十
四
冊

巻
第
三
・
四
・
七
・
八
・
十
一
・
十
二
・
十
三
に
身
延
本
の
文
永
の
年
紀
を
も
っ
た
本
奥
書
を
転
記
す
る
。

巻
第
十
四
に
次
の
奥
書
を
有
だ
。

平
々
他
々
平
々
他
他
々
平
々
他
々
平

他
々
平
々
々
他
々
平
々
他
々
々
平
々

ニ
ー
ア

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ム

ヲ
コ
ト
０
ハ

ス

(2妬）



巻
第
四
・
八
に
文
永
の
本
奥
書
を
記
す
。

⑤
国
会
図
書
館
所
蔵
寛
永
元
年
写
本
二
巻
合
綴
七
冊

⑥
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
江
戸
初
期
写
本
二
巻
合
綴
七
冊

右
の
う
ち
、
特
に
①
～
④
は
、
奉
文
の
み
な
ら
ず
仮
名
点
や
異
本
注
記
に
い
た
る
ま
で
か
な
り
忠
実
に
転
写
し
て
お
り
、
身
延
本
本
文

の
破
損
箇
所
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
本
文
が
大
幅
に
欠
落
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
順
次
考
察
を
加
え
る
。

④
内
閣
文
庫
所
蔵

林
羅
山
旧
蔵
本

②
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
室
町
末
期
写
本
十
四
冊

巻
第
一
・
二
・
三
・
四
・
七
・
八
・
十
・
十
一
・
十
四
に
文
永
の
本
奥
書
を
記
す
。

③
大
和
文
華
館
所
蔵
慶
長
二
十
年
写
本
十
四
冊

巻
第
一
・
二
・
四
・
六
・
七
・
十
・
十
一
・
十
二
・
十
四
に
文
永
の
本
奥
書
を
記
す
。
後
表
紙
見
返
に
「
正
五
位
上
荒
木
田
神
主

永
春
求
し
之
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
ま
た
、
巻
第
五
に
次
の
奥
書
を
有
す
。

干
し
時
慶
長
乙
卯
大
籏
下
涜
、
依
一
貴
命
一
、
稜
一
一
白
紙
一
畢
。

④
内
閣
文
庫
所
蔵
江
戸
初
期
写
本
十
四
冊

南
無
阿
弥
陀
仏
一
・

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

弘
安
九
年
蛎
三
月
中
旬
、
於
二
上
野
国
伊
野
郷
一
如
レ
／
形
仏
法
興
隆
儀
相
存
。
生
年
廿
五
書
了
。
／
後
見
人
、
念
仏
十
返
、

(2妬）



。
『
本
光
国
師
日
記
』

。
『
本
光
国
師
日
記
』

。
『
本
光
国
師
日
記
』

（
慶
長
二
十
年
四
月
二
日
の
条
）

一
同
日
。
身
延
之
上
人
状
来
。
在
府
也
。
昨
日
、
御
礼
申
上
恭
由
也
。
使
僧
ア
リ
。
金
藤
半
右
衛
門
。
御
ま
ん
さ
ま
よ
り
御
使
二

被
し
来
・
本
朝
文
粋
ニ
ョ
リ
十
四
迄
十
三
冊
来
。
此
時
之
状
目
安
箱
ニ
ァ
リ
。

陽
明
文
庫
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
は
全
十
四
冊
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
転
写
が
行
わ
れ
た
室
町
時
代
末
期
の
時
点
で
は
身
延
本
も
全
巻
揃
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
巻
第
一
が
散
供
し
た
よ
う
で
あ
る
。
近
世
初
期
に
こ
の
欠
巻
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
慶
長

十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
幕
府
は
大
規
模
な
典
籍
の
蒐
集
を
始
め
、
諸
方
に
古
書
を
求
め
て
五
山
僧
に
転
写
さ
せ
、
江
戸
城
の
富
士
見
亭

に
収
蔵
し
た
。
こ
の
と
き
、
身
延
山
か
ら
も
『
本
朝
文
粋
』
を
借
り
受
け
、
転
写
し
た
こ
と
が
『
本
光
国
師
日
記
』
・
『
駿
府
記
』
な
ど

に
収
垂
威
し
た
。
こ
（

の
記
事
に
み
え
誌
↑

（
慶
長
二
十
年
閏
六
月
九
日
の
条
）

本
朝
文
粋
全
部
十
四
冊
○
表
紙
箱
緒
以
下
出
来
。
則
二
条
御
殿
へ
持
参
、
浅
井
七
平
を
頼
候
て
上
申
候
。
（
中
略
）
一
ノ
巻
ハ
身
延

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

（
慶
長
二
十
年
六
月
四
日
の
条
）

一
同
四
日
。
身
延
之
物
之
本
。
本
朝
文
粋
十
三
冊
。
日
下
部
五
郎
八
殿
へ
渡
。
請
取
状
有
。
懸
硯
箱
二
入
置
。
本
朝
文
粋
十
四
冊
に

て
全
部
之
本
に
て
候
へ
ど
も
、
同
一
冊
前
ヨ
リ
不
足
に
て
、
以
上
十
三
冊
也
。
日
下
部
五
郎
八
殿
ヨ
リ
身
延
へ
可
レ
被
二
返
渡
一
也
。

ａ
巻
第
一
の
散
侠

(”7）



こ
れ
に
よ
る
と
、
幕
府
が
久
遠
寺
か
ら
身
延
本
を
取
寄
せ
た
の
は
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
二
日
の
こ
と
で
、
ま
た
、
「
同

一
冊
前
よ
り
不
足
に
て
、
以
上
十
三
冊
也
」
と
い
う
記
事
か
ら
、
巻
第
一
は
こ
の
頃
に
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、
林
羅
山
（
道
春
）
が
京
都
で
別
の
写
本
を
探
し
出
し
て
本
文
を
補
い
、
こ
れ
ら
を
五
山
僧
に
二
部
転
写
さ
せ
た
。
二
カ
月
ほ
ど
後

の
六
月
四
日
に
、
日
下
部
五
郎
八
を
通
じ
て
原
本
を
身
延
山
へ
返
還
し
、
巻
第
一
は
羅
山
に
返
さ
れ
た
。
転
写
本
は
閏
六
月
九
日
に
装
丁

が
仕
上
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
金
地
院
崇
伝
が
二
条
城
に
持
参
し
て
家
康
の
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
二
部
の
う
ち
、
一
部
は
閏
六
月
廿
二

日
に
禁
中
に
献
上
し
た
。

。
『
駿
府
記
』

。
『
駿
府
記
』

奏
一
、
被
し
進
二
内
裡
一
・

ｊ

（
慶
長
二
十
年
閏
六
月
廿
二
日
の
条
）

細く

両
伝
奏
干
二
二
条
御
所
一
参
上
、
被
二
謝
申
一
云
、
昨
日
将
軍
家
御
参
内
之
事
、
其
外
公
家
衆
多
伺
候
。
本
朝
文
粋
一
部
、
以
二
両
伝

（
慶
長
二
十
年
閏
六
月
九
日
の
条
）

…
金
地
院
、
持
二
本
朝
文
粋
両
部
一
、
備
二
御
前
一
・
件
本
者
、
従
二
甲
州
身
延
山
久
遠
寺
一
到
来
。
価
先
日
仰
二
五
山
僧
一
、
令
二
書
写
一

給
所
也
。
第
一
之
巻
不
足
之
所
、
道
春
於
レ
京
探
．
出
之
一
、
備
二
御
覧
一
・
価
急
可
二
写
補
一
由
、
仰
出
。
一
巻
出
来
奇
特
之
由
、
道

春
畢
蒙
二
御
感
醤
云
々
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ノ
本
も
不
足
侯
ヲ
、
道
春
町
ニ
テ
尋
出
候
て
、
御
前
へ
被
し
上
候
ヲ
、
我
等
へ
被
し
下
候
。
今
度
写
候
二
部
共
二
全
部
也
。
道
春
尋

出
候
一
冊
ハ
、
道
春
へ
今
は
二
条
御
殿
に
て
返
す
也
。



羅
山
本
に
よ
る
補
写
を
、
巻
第
十
四
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
『
本
光
国
師
日
記
』
・
『
駿
府
記
』
で
は
「
ニ
ョ

リ
十
四
迄
十
三
冊
」
と
あ
り
、
不
足
し
て
い
る
の
は
「
第
一
之
巻
」
で
あ
る
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
本
の
巻
第
十
四
を
身
延
本
の
本
文
と
比

較
す
る
と
か
な
り
異
同
が
み
ら
れ
る
の
で
、
身
延
本
の
補
写
部
分
の
本
文
が
、
内
閣
文
庫
本
の
写
し
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
補
写
云
々
の
記
述
は
巻
第
一
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
返
却
の
と
き
も
巻
第
一
を
欠
い
た
十
三
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

Ｊ

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
身
延
本
の
本
文
に
は
吟
陰
稽
の
手
を
加
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

細く

身
延
本
の
巻
第
一
の
欠
落
を
、
先
に
挙
げ
た
同
系
本
か
ら
補
う
に
あ
た
っ
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
が
文
永
の
奥
書
を
記
し
て
お
り
、
他

の
巻
を
親
本
と
比
較
し
て
も
か
な
り
忠
実
に
転
写
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
用
い
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

ｂ
巻
第
十
二
の
破
損

巻
第
十
二
の
後
半
部
分
に
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る
虫
損
が
あ
る
。
巻
末
部
分
で
は
紙
の
上
部
四
分
の
一
が
失
わ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
、
本
文
も
相
当
欠
損
し
て
い
る
。
虫
穴
は
二
十
五
紙
目
か
ら
目
立
ち
は
じ
め
、
以
後
最
後
の
四
十
四
紙
へ
近
付
く
に
し
た
が
っ
て
大
き

く
な
っ
て
い
く
。
旋
風
装
の
名
残
り
で
あ
る
紙
の
折
目
を
中
心
に
左
右
対
称
の
形
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
虫
損
は
冊
子
本
に
改
装
さ
れ

た
後
に
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
を
は
じ
め
と
す
る
身
延
本
系
の
転
写
本
は
、
す
べ
て
こ
の
虫
損
部

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

阿
部
隆
一
氏
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
麺
。

道
春
が
京
都
に
於
て
探
り
出
し
た
本
と
い
う
の
は
後
掲
の
羅
山
旧
蔵
内
閣
文
庫
現
蔵
本
で
あ
ろ
う
。
ま
た
家
康
が
道
春
本
に
よ
っ
て

身
延
本
を
補
写
せ
し
め
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
本
の
巻
十
四
巻
首
目
録
と
巻
末
に
近
い
部
分
の
補
写
の
箇
所
が
そ
れ
に
該
当
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。



ｃ
巻
第
十
四
の
破
損
と
修
復

身
延
本
巻
第
十
四
は
、
全
四
十
二
紙
の
う
ち
、
巻
首
第
一
紙
か
ら
第
二
紙
ま
で
（
内
題
・
目
録
・
本
文
五
行
分
）
と
第
三
十
三
紙
か
ら

第
四
十
一
紙
ま
で
の
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
、
建
治
書
写
の
本
文
が
大
幅
に
失
わ
れ
て
い
る
。
後
に
新
た
に
料
紙
を
補
い
、
本
文
が
補
写
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
ま
っ
た
く
筆
跡
が
異
な
り
、
ヲ
コ
ト
点
も
附
さ
れ
て
い
な
い
。
最
後
の
第
四
十
二
紙
は
建
治
の
も
の
で
、
文

永
の
奥
書
は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
写
が
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
補
写
部
分
の
本
文
は
身
延
本
と
同
系
で
あ
る
の
か
と
い
う
点

そ
こ
で
、
同
系
本
の
中
で
は
比
較
的
書
写
年
代
の
古
い
陽
明
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
の
巻
第
十
四
を
身
延
本
本
文
と
比
較
し
て
み
る

と
、
同
系
本
の
間
で
本
文
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
一
部
分
を
挙
げ
る
。
（
岩
波
新
古
典
大
系
本
・
作
品
番
号

４
１
４
．
行
数
は
作
品
毎
の
行
数
で
示
す
。
）

【
行
】
【
身
延
本
本
文
】
【
静
本
】
【
陽
本
】

題
名
同
院
周
忌
御
願
文
（
同
上
）
朱
雀
院

作
者
後
江
相
公
（
同
上
）
（
ナ
シ
）

２

普
賢
（
同
上
）
観
普
賢
経

が
問
題
と
な
る
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

分
を
欠
字
に
し
て
い
る
の
で
、
転
写
が
行
わ
れ
る
前
の
破
損
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
部
分
の
本
文
を
補
う
に
は
他
系
統
の
写
本
に

頼
る
ほ
か
な
い
が
、
身
延
本
系
を
除
く
と
、
巻
第
十
二
の
古
写
本
で
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
真
福
寺
所
蔵
種
だ
け
な
の
で
、
こ
れ
を

用
い
る
こ
と
に
な
る
。

(2IO)



陽
明
文
庫
本
と
身
延
本
の
間
で
は
異
同
の
総
数
が
四
百
以
上
の
多
数
に
の
ぼ
り
、
建
治
書
写
部
分
に
限
っ
て
み
て
も
三
七
三
箇
所
に
の

ぼ
る
。
陽
明
文
庫
本
の
他
の
巻
は
身
延
本
を
忠
実
に
転
写
し
て
お
り
、
異
同
も
少
数
な
の
で
、
右
に
挙
げ
た
数
は
単
な
る
誤
写
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
身
延
本
と
同
じ
奥
書
を
も
つ
同
系
本
で
あ
り
な
が
ら
、
巻
第
十
四
に
限
っ
て
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
系
統
の
本
文
な
の
で
あ

身
延
本
『
本
朝
文
粋
」
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

一
見
し
て
身
延
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
が
同
じ
本
文
で
あ
り
、
陽
明
文
庫
本
は
異
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
異
同
を
集

計
す
る
と
次
の
様
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

【
巻
十
四
異
同
数
】

11 10 9 8 5 3
陽
明
文
庫
本

静
嘉
堂
文
庫

般
若
心
等
経

千
手
観
世
音
菩
薩

院
司
所
令
勤
奉

皇
太
后
宮

大
略

娑
婆
電
泡
之
国総

数

四
三
四
箇
所

三
七
箇
所

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

補
写
部
分

五
七
箇
所

九
箇
所 絶太大也譽ヂ

シ
シ

(2II)



つ
ま
り
、
室
町
時
代
に
陽
明
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
身
延
本
の
巻
十
四
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
破
損
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
書
写
者
は
こ
の
巻
の
み
他
の
系
統
の
本
文
に
よ
っ
て
補
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
陽
明
文
庫
本
巻
第
十
四
に
記
さ
れ
た
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
の
本
奥
書
の
解
釈
に
も
、
問
題
が
生
じ
て
く

る
。
阿
部
隆
一
氏
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
身
延
本
が
弘
安
九
年
に
上
野
国
伊
野
郷
で
転
写
さ
れ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
近
世
に
な
っ
て
か
ら

転
写
し
た
も
の
が
陽
明
文
庫
本
で
あ
る
と
し
て
い
麺
。
し
か
し
巻
第
十
四
の
み
が
身
延
本
と
系
統
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
奥
書
は
、
陽
明
文
庫
本
十
四
冊
全
体
の
書
写
年
次
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
巻
第
十
四
独
自
の
も
の
と
し
て
、
他
の
巻
と
切
り
離
し

て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
身
延
本
を
転
写
し
た
際
、
破
損
の
多
い
巻
第
十
四
本
文
を
補
う
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、
ま
っ
た
く

別
系
統
の
写
本
の
奥
書
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
目
を
向
け
る
と
、
異
同
数
が
全
体
に
少
な
く
、
身
延
本
の
建
治
書
写
部
分
も
補
写
部
分
も
、
と
も
に
静
嘉
堂

文
庫
本
と
同
じ
本
文
で
あ
る
。
補
写
部
分
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
、
身
延
本
の
本
文
修
復
に
静
嘉
堂
文
庫
本
を
用
い
た
ケ
ー

ス
と
、
身
延
本
修
復
後
に
静
嘉
堂
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
同
系
本
を
用
い
た
修
復
に
よ
り
、

身
延
本
は
成
立
当
初
の
本
文
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
に
対
し
、
後
者
の
場
合
は
、
補
写
部
分
の
本
文
の
素
性
は
不
明
と
な

る
。
そ
こ
で
、
仮
名
点
や
ヲ
コ
ト
点
ま
で
詳
細
に
両
者
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
後
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
身
延
本
に
は

全
編
朱
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
第
十
四
の
補
写
部
分
に
は
こ
れ
が
な
い
。
静
嘉
堂
文
庫
本
は
、
本
文
を
転
写
す
る

際
に
ヲ
コ
ト
点
の
移
点
も
同
時
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
身
延
本
の
補
写
部
分
に
相
当
す
る
箇
所
に
限
っ
て
は
、
朱
点
が
ま
っ

た
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
が
、
破
損
す
る
以
前
の
建
治
書
写
本
文
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

》
《
》
。

身
延
本
「
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

(麺2）



は
有
り
得
な
い
。
室
町
時
代
末
期
に
静
嘉
堂
文
庫
本
の
転
写
が
な
さ
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
身
延
本
の
本
文
は
修
補
さ
れ
て
お
り
、
書
写

者
は
建
治
書
写
部
分
も
補
臺
郡
分
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
身
延
本
の
破
損
箇
所
を
ど
の
様
な
本
文
に
よ
っ
て
修
復
し
た
の
か
、
身
延
本
の
回
糸
本
文
に
よ
る
補
写
で
あ
る
の
か
ど

う
か
は
、
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
文
の
校
訂
作
業
を
進
め
る
場
合
、
底
本
と
な
る
テ
キ
ス
ト
は
な
る
べ
く
一
貫
し
た
本
文
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
点
で
身
延
本
は
や
や
疑
問
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
身
延
本
巻
第
十
四
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
破
損
し
て
お
り
、
そ
の
後
補
写
さ
れ
た
。
室

町
末
期
に
陽
明
文
庫
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
る
が
、
こ
の
補
写
部
分
の
扱
い
か
た
は
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
が
素
性
の
分
ら
な

い
補
写
本
文
を
嫌
っ
て
、
巻
第
十
四
に
限
り
別
系
統
の
写
本
（
弘
安
九
年
奥
書
本
）
を
底
本
と
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
補
写
さ
れ
た
部

分
も
そ
の
ま
ま
忠
実
に
転
写
し
て
い
る
。
補
写
に
用
い
ら
れ
た
本
文
が
身
延
本
系
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
明
と

身
延
本
は
、
中
世
の
あ
る
時
期
に
巻
子
本
か
ら
旋
風
装
へ
改
装
さ
れ
た
。
料
紙
に
残
る
折
目
か
ら
、
冊
子
本
で
あ
っ
た
時
の
サ
イ
ズ
は

縦
記
・
５
セ
ン
チ
、
幅
肥
・
４
セ
ン
チ
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
改
装
が
行
わ
れ
た
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前

節
で
述
べ
て
き
た
本
文
破
損
と
の
前
後
関
係
は
あ
る
程
麿
罹
河
で
き
る
の
で
、
次
に
考
察
を
加
え
る
。

い
う
ほ
か
は
な
い
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

４
改
装
が
行
わ
れ
た
時
期

(麹3）



ｃ
巻
第
十
四
の
破
損
と
補
修

巻
第
十
四
は
巻
首
と
後
半
部
分
が
破
損
し
て
お
り
、
後
に
補
修
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
破
損
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
他
の
巻
の
巻
首
に

み
ら
れ
る
「
身
延
山
久
遠
寺
公
用
」
・
「
身
延
山
久
遠
寺
常
住
」
の
書
入
れ
が
参
考
に
な
る
。
巻
第
十
四
の
み
は
、
こ
の
書
入
れ
が
巻
末

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
、
書
入
れ
が
行
わ
れ
る
以
前
に
巻
首
は
破
損
し
て
い
た
。
ま
た
、
巻
第
五
・
十
・
十
一

は
改
装
さ
れ
る
以
前
に
巻
首
が
破
損
し
て
お
り
、
同
時
に
書
入
れ
も
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
書
入
れ
が
な
さ
れ
た
の
は
、
改
装
前
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
改
装
さ
れ
る
以
前
に
巻
第
十
四
は
破
損
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ｂ
巻
第
十
二
の
虫
損

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
折
目
を
境
に
左
右
対
称
の
形
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
で
、
改
装
後
に
受
け
た
傷
で
あ
る
。

室
町
末
期
の
転
写
本
も
、
こ
の
部
分
は
欠
字
に
し
て
い
る
の
で
、
改
装
は
そ
れ
ら
の
転
写
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ａ
巻
第
五
・
十
・
十
一
巻
首
の
破
損

巻
第
五
・
十
は
巻
首
の
一
行
分
が
失
わ
れ
て
お
り
、
巻
第
十
一
は
第
一
紙
が
失
わ
れ
て
第
二
紙
の
目
録
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
改
装
後
の
破
損
で
あ
れ
ば
、
料
紙
の
折
目
は
中
途
半
端
な
位
置
に
付
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
巻
第
五
の
場
合
巾
把
。

４
セ
ン
チ
の
冊
子
に
な
っ
た
後
に
第
一
行
目
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
巻
端
か
ら
始
め
の
折
目
ま
で
の
長
さ
は
そ
の
分
短
く
な
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
巻
端
か
ら
肥
・
４
セ
ン
チ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
折
目
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
改
装
さ
れ
た
時
に

は
既
に
破
損
を
受
け
、
現
在
と
同
じ
形
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
伝
来
の
過
程
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
様
に
な
る
。

①
一
二
五
○
年
代
ご
ろ
、
北
条
時
頼
が
清
原
教
隆
に
命
じ
て
所
蔵
本
（
相
州
御
本
）
に
加
点
さ
せ
る
。

②
又
氷
六
年
か
ら
八
年
（
一
二
六
九
～
一
二
七
一
）
に
か
け
て
相
州
御
本
が
転
写
さ
れ
る
。
（
金
沢
実
時
に
よ
る
転
写
か
）

③
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
、
鎌
倉
二
階
堂
に
お
い
て
文
永
本
が
転
写
さ
れ
る
。
（
身
延
本
の
成
立
）

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

し
か
し
、
ま
た
一
方
で
、
破
損
し
た
ま
ま
冊
子
本
に
改
装
し
、
後
か
ら
巻
首
に
紙
を
つ
ぎ
た
し
て
補
修
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
第
一

紙
と
第
二
紙
が
後
補
な
の
で
建
治
書
写
部
分
は
第
三
紙
以
降
で
あ
る
が
、
補
修
す
る
前
に
改
装
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
紙
が
第
一
ペ
ー

ジ
目
と
な
り
、
右
端
か
ら
肥
・
４
セ
ン
チ
（
一
ペ
ー
ジ
分
の
幅
）
の
位
置
に
折
目
が
つ
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
抵
白
は
岨
。

５
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
は
第
一
紙
の
端
か
ら
一
ペ
ー
ジ
分
毎
に
つ
い
て
い
る
折
目
の
、
丁
度
五
番
目
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
改
装
さ
れ
た
時
に
は
既
に
補
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
改
装
時
期
を
確

定
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
身
延
本
を
巻
子
本
か
ら
旋
風
装
へ
改
装
す
る
時
に
、
同
時
に
巻
第
十
四
の
補
修
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
補
修
の
時
期
が
問
題
と
な
る
が
、
巻
首
の
補
修
部
分
を
見
る
と
、
内
題
の
前
に
か
な
り
広
く
白
紙
部
分
が
と
っ
て
あ
る
。
巻
端
か

ら
内
題
ま
で
蛆
セ
ン
チ
ほ
ど
の
幅
が
あ
り
、
端
か
ら
旭
・
４
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
、
内
題
の
直
前
部
分
に
折
目
が
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

白
紙
部
分
は
、
冊
子
本
に
し
た
と
き
丁
度
一
ペ
ー
ジ
分
と
な
り
、
第
二
ペ
ー
ジ
目
か
ら
内
題
・
目
録
が
始
ま
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
も
し
巻
子
装
の
時
に
補
修
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
余
白
を
設
け
る
の
は
不
自
然
な
の
で
、
修
復
は
改
装
以
後
と
い
う
こ

る
。
も
し
率

と
に
な
る
。

し
か
し
、

５
総
括

(2I5)



⑫
慶
長
二
十
年
四
月
二
日
、
江
戸
幕
府
へ
貸
出
す
。
幕
府
で
は
、
五
山
僧
に
二
部
転
写
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
林
羅
山
は
京
都
に
お
い
て
巻

第
一
を
入
手
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
身
延
本
本
文
の
欠
損
を
補
っ
た
。
身
延
本
は
、
六
月
四
日
に
日
下
部
五
郎
八
を
通
し
て
返
却
さ
れ
る
。

⑬
昭
和
三
十
三
年
、
修
理
の
際
に
巻
子
本
に
改
装
さ
れ
る
。

以
上
『
本
朝
文
粋
』
の
古
写
本
中
、
最
善
本
と
目
さ
れ
る
身
延
本
の
伝
来
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
論
中
、
巻
第
十
四
の
補
写
本
文

は
系
統
を
確
定
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
『
本
朝
文
粋
』
の
本
文
価
値
を
論
ず
る
と
き
、
こ
の
点
を
常
に
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が

⑪
巻
第
一
が
散
快
す
る
。

⑧
巻
第
十
二
の
後
半
部
分
が
虫
損
に
よ
り
大
幅
に
損
傷
す
る
。

⑨
室
町
時
代
末
期
に
陽
明
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
巻
第
十
四
だ
け
は
他
系
統
で
あ
る
弘
安
九
年
奥
書
本
を
底
本
に
用
い
た
。

⑩
室
町
時
代
末
期
に
静
嘉
堂
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
巻
第
十
四
の
補
写
部
分
も
忠
実
に
写
し
た
。
（
⑨
と
⑩
の
前
後
関
係
は

⑥
巻
第
五
・
十
・
十
一
の
巻
首
が
破
損
し
、
⑤
の
書
入
れ
が
失
わ
れ
る
。

■

⑦
巻
第
十
四
の
破
損
部
分
を
補
修
し
た
上
で
、
旋
風
装
に
改
装
さ
れ
る
。
こ
の
時
補
写
の
底
本
に
ど
の
よ
う
な
本
文
を
用
い
た
か
は
不
明

⑤
各
巻
の
巻
首
に
「
身
延
山
久
圭

た
た
め
、
巻
末
に
記
さ
れ
た
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

④
巻
第
十
四
の
巻
首
が
破
損
す
る
。
（
こ
の
頃
同
時
に
巻
の
後
半
部
分
も
破
損
し
た
か
）

⑤
各
巻
の
巻
首
に
「
身
延
山
久
遠
寺
公
用
」
「
身
延
山
久
遠
寺
常
住
」
と
書
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
巻
第
十
四
は
巻
首
が
破
損
し
て
い

不
明
）

で
あ
る
。
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あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
ａ
大
曽
根
章
介
氏
「
本
朝
文
粋
の
原
形
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
）

ｂ
拙
論
「
中
世
に
お
け
る
『
本
朝
文
粋
』
書
写
事
憎
の
一
側
面
１
１
未
紹
介
資
料
金
剛
寺
本
巻
八
・
大
谷
本
巻
六
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

（
「
和
漢
比
較
文
学
』
第
九
号
・
平
成
四
年
七
月
）
参
照
。

（
２
）
身
延
本
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
注
記
は
．
『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
（
汲
古
書
院
昭
和
五
十
五
年
九
月
）
の
三
四
九
頁
に
翻
刻
さ
れ
て

『
新
訂
本
光
国
師
日
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
昭
和
四
十
三
年
）
『
駿
府
記
』
資
料
雑
纂
二
所
収
。

（
７
）
『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
・
解
題
三
六
六
頁
。

（
８
）
愛
知
県
真
福
寺
に
は
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
巻
第
十
二
の
巻
子
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
墨
筆
に
よ
る
声
点
・
返
点
・
仮
名
点
、
朱
筆
に
よ

る
ヲ
コ
ト
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
・
解
題
三
六
七
頁
。

へへへへ

6 5 4 3
ｰーｰー

引
用
文
献
。

『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
・
解
題
三
六
五
頁
。

巻
第
五
の
巻
首
は
第
一
紙
第
二
行
の
内
題
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
紙
端
に
第
一
行
目
の
書
入
れ
の
一
部
と
見
ら
れ
る
墨
跡
が
残
っ
て
い
る
。

「
平
々
他
々
…
」
と
い
う
記
述
に
関
し
て
は
註
１
ｂ
論
文
参
照
。

い
る
。

身
延
本
「
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）
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本
学
園
図
書
館
で
は
、
一
人
一
冊
献
本
運
動
を
展
開
し
て
十
一
年
目
を

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
お
蔭
様
に
て
同
窓
の
各
聖
・
各
位
・
有
縁
の
皆
様

方
の
献
本
運
動
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
献
本
運
動
の
成
果
も
上
っ
て
お
り

ま
す
。
平
素
よ
り
仁
心
の
ご
高
配
。
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
館
員
一
同

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
四
年
度
図
書
寄
贈
者
ご
芳
名

１
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
殿
「
禅
研
叢
書
禅
の
世
界
第
二
輯
」

一
冊

２
池
原
錬
昌
殿
「
春
雷
」
五
・
六
・
九
・
十
一
・
一
月
号
五
冊

３
イ
ン
ナ
ー
ト
リ
ッ
プ
青
少
年
セ
ン
タ
ー
殿
「
Ｍ
回
全
国
高
校
生
の

主
張
（
じ
ぶ
ん
さ
が
し
の
旅
）
」
一
冊

４
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
殿
「
大
倉
邦
彦
傳
」
一
冊

５
猪
俣
日
康
殿
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
全
三
十
二
冊

６
岡
崎
嘉
平
太
伝
刊
行
会
殿
「
岡
崎
嘉
平
太
伝
ｌ
信
は
た
て
糸
愛

は
よ
こ
糸
ｌ
」
一
冊

７
伊
藤
信
殿
「
学
園
創
立
帥
周
年
記
念
誌
」
一
冊

８
新
井
慧
誉
殿
「
イ
ン
ド
見
聞
録
４
」
南
イ
ン
ド
の
仏
蹟
と
ヒ
ン
ズ
ー

教
文
化
を
訪
ね
る
旅
一
冊

◇
図
書
館
だ
よ
り

◇
学
園
彙
報
金
成
五
年
度
）

20191817 151413 12 11 1091627262524232221

岩
間
日
勇
現
下
墨
罐
鶴
両
院
僧
列
名
帳
照
合
本
」
他
五
冊

木
立
随
学
殿
「
固
の
畠
の
陣
○
旨
鳥
。
◎
屋
の
盟
」

児
島
錬
戒
殿
「
北
方
領
土
と
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
」
一
冊

光
華
会
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
内
事
部
内
）
殿
「
親
驚
と
人
間
ｌ

光
華
会
宗
教
研
究
論
文
集
第
二
巻
」

小
松
邦
彰
殿
「
日
蓮
聖
人
全
集
第
一
巻
定
義
１
」
一
冊

権
藤
泰
隆
殿
「
求
道
の
旅
路
」
六
冊
他
五
冊

広
報
室
長
木
下
昭
道
殿
「
そ
ご
う
さ
ら
に
壮
大
な
る
未
来
へ
」

二
冊
島
原
市
福
祉
事
務
所
次
長
兼
福
祉
係
長
森
本
辨
修
殿
「
鳴
動

普
賢
岳
１
９
９
１
」
他
一
冊

浅
草
寺
教
化
部
殿
「
佛
教
文
化
講
座
第
鏥
集
」
二
冊

視
聴
覚
資
料
研
究
分
科
会
殿
「
視
聴
覚
資
料
研
究
」
一
冊

志
摩
坊
殿
「
水
文
学
と
水
文
地
質
学
へ
の
貢
献
」

財
団
法
人
三
康
文
化
研
究
所
殿
「
財
団
法
人
三
康
文
化
研
究

所
所
報
第
二
十
七
号
」
一
冊

志
村
義
雄
殿
「
日
本
の
イ
ノ
デ
属
（
シ
ダ
植
物
）
」
一
冊

薩
青
会
事
務
局
殿
「
歎
徳
集
」
一
冊

杉
野
一
俊
殿
「
法
華
経
の
数
の
研
究
」
一
冊

戸
田
浩
暁
殿
「
支
那
佛
教
精
史
」
他
二
二
一
冊

田
中
慈
妙
殿
「
私
の
気
く
ば
り
の
す
す
め
」
他
全
四
○
冊

大
本
山
誕
生
寺
殿
「
誕
生
寺
文
集
」
一
冊

高
杉
良
殿
「
小
説
会
社
再
建
ｌ
太
陽
を
つ
か
む
男
ｌ
」
二
冊

(2I9)
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谷
川
寛
徳
殿
「
日
本
名
刹
名
僧
録
」
｜
冊

中
央
学
術
研
究
所
殿
「
平
和
の
課
題
と
宗
教
」
一
冊

日
蓮
宗
新
聞
社
殿
「
い
の
ち
を
問
う
ｌ
生
・
老
・
病
・
死
ｌ
」

他
一
冊

日
蓮
宗
北
関
東
教
化
セ
ン
タ
ー
殿
「
佛
事
の
し
お
り
」
一
冊

日
蓮
宗
神
奈
川
県
第
一
部
布
教
師
会
殿
「
高
座
説
教
次
第
」
他

一
冊
中
井
健
之
殿
瀧
帝
国
連
合
艦
隊
」
他
二
五
冊

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
支
部
長
天
野
建
「
赤
十
字
山
梨

百
年
の
あ
ゆ
み
」
一
冊

財
団
法
人
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
殿
「
改
訂
版
プ
ラ
ト

ニ
ウ
ム
物
語
」
一
冊

成
田
山
新
勝
寺
殿
「
佛
教
文
化
史
論
集
Ｉ
。
Ⅱ
」
他
二
冊

納
税
協
会
連
合
会
殿
「
○
国
ｚ
固
罰
シ
Ｆ
弓
委
洪
の
弓
ロ
ロ
冒
巴

（
総
合
税
制
研
究
）
一
冊

財
団
法
人
日
本
語
教
育
振
興
協
会
殿
「
一
九
九
二
年
度
版
日
本

語
教
育
施
設
要
覧
（
日
本
語
版
・
英
語
版
・
中
国
語
版
）
」

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
広
報
部
「
電
気
通
信
発
展
外
史
」
編
集
担

当
殿
「
電
気
通
信
発
展
外
史
」
一
冊

本
門
社
殿
「
説
教
（
ク
リ
弁
）
全
集
第
五
巻
」
一
冊

法
華
寺
銅
子
龍
賢
殿
「
妙
喜
山
法
華
寺
」
一
冊

福
代
幸
子
殿
「
世
紀
の
遺
書
」
一
冊

藤
原
肇
殿
「
山
岳
誌
」
一
冊

“
日
蓮
宗
布
教
院
院
報
編
集
事
務
局
殿
「
布
教
院
々
報
平
成
三
年

度
第
四
十
五
回
」
一
冊

妬
平
沢
実
殿
「
邪
馬
台
国
の
民
族
・
地
理
構
造
」
一
冊

妬
「
は
ま
な
し
」
文
化
の
会
山
下
総
業
株
式
会
社
殿
「
は
ま
な
し
」

第
二
号
一
冊

釘
望
月
海
淑
殿
「
釈
尊
伝
」
三
冊
他
三
五
三
冊

妃
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
殿
「
松
下
幸
之
助
嚢
昌
集
二
五
～
四
四
」

二
○
冊

鱒
松
本
光
華
殿
「
民
話
風
法
華
経
童
話
」
そ
の
十
九
．
そ
の
二
一
．

そ
の
二
二
．
そ
の
二
三
．
そ
の
二
四
・
各
十
冊
計
五
○
冊

釦
町
田
是
正
殿
「
日
薩
和
上
百
遠
忌
記
念
集
」
他
二
一
五
冊
ｊ

副
三
智
石
材
殿
「
心
の
た
か
ら
」
一
冊

麹

艶
明
治
製
菓
株
式
会
社
殿
「
微
生
物
」
二
冊
く

闘
妙
徳
寺
殿
「
広
布
山
妙
徳
寺
三
百
年
史
」
一
冊

別
身
延
山
久
遠
寺
殿
「
古
文
書
時
代
鑑
」
上
・
下
。
解
説
本
他
二
冊

弱
山
梨
中
央
銀
行
殿
「
地
域
と
と
も
に
」
一
冊

弱
八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
河
相
全
次
郎
殿
「
マ
ス
コ
ミ
記
事
で
つ

づ
る
異
色
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
続
々
日
本
一
の
マ
ン
モ
ス
書
店
」
一
冊

釘
山
梨
県
町
村
会
殿
「
山
梨
県
町
村
会
七
十
年
史
」
一
冊

記
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨
放
送
殿
「
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
創
業

１
２
０
年
史
１
９
９
２
」
二
冊

弱
山
梨
大
学
教
育
学
部
殿
「
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
四

十
二
号
」
二
冊



帥
要
法
寺
殿
「
要
法
寺
年
表
」
一
冊

印
山
梨
県
立
美
術
館
殿
「
呉
団
良
展
」
他
二
冊

舵
山
梨
県
立
文
学
館
殿
「
飯
田
蛇
笏
展
没
後
３
０
年
」
図
録
一
冊

侭
依
田
幸
雄
殿
「
日
本
百
科
大
事
典
」
八
冊
他
十
五
冊

“
学
校
法
人
立
正
大
学
学
園
殿
「
立
正
大
学
の
１
２
０
年
」
一
冊

開
立
正
安
国
会
片
岡
善
蔵
殿
「
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
上
」

他
一
冊

髄
渡
辺
信
勝
殿
「
蓮
華
草
」
第
８
．
９
号
他
一
冊

碗
若
狭
哲
六
殿
「
女
王
国
邪
馬
台
国
の
謎
に
迫
る
」
一
冊

鎚
若
野
和
弘
・
美
苗
子
殿
「
日
本
現
代
文
学
全
集
犯
冊
」
他
十

二
冊

的
林
は
る
み
殿
「
身
延
山
久
遠
寺
研
究
」
一
冊

、
川
島
本
領
（
本
良
改
め
）
殿
十
万
円
相
当
の
献
本

別
栗
原
登
殿
（
妙
光
寺
川
島
本
領
師
信
徒
）
八
五
○
○
○
円
相
当

の
献
本

犯
野
崎
俊
彦
殿
（
妙
光
寺
信
徒
）
三
万
円
相
当
の
献
本

今
後
と
も
、
広
く
皆
々
様
方
の
「
一
人
一
冊
献
本
運
動
」
の
御
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
園
図
書
館
に
は
、
外
国
書
（
原
書
）

の
本
が
少
な
い
の
で
、
外
国
書
の
献
本
を
多
い
に
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
手
元
に
あ
る
本
で
、
こ
ん
な
本
で
は
必
要
な
か
ろ
う
と
い
う
場

合
で
も
献
本
賜
わ
り
ま
す
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
同
窓
生
諸
兄
・
有
縁
関
係
者
・
図
書
館
建
設
資
金
御
寄

付
者
・
献
本
協
力
者
・
研
究
者
等
の
利
用
の
便
を
計
る
た
め
に
閲
覧
証

（
一
年
間
有
効
）
を
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

御
来
館
の
際
に
は
館
員
に
ど
う
か
お
尋
ね
下
さ
い
。
（
桑
名
貫
正
）

◇
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
大
会
の
開
催

平
成
四
年
度
、
同
窓
会
全
国
支
部
長
会
議
（
役
員
会
）
並
び
に
同
窓
会

大
会
（
総
会
）
が
平
成
四
年
十
月
二
十
九
日
、
身
延
山
短
期
大
学
学
園
を

会
潟
と
し
て
左
記
の
式
次
第
に
て
盛
大
裡
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
支
部
長
会
蟻
（
役
員
会
）
次
第
十
一
時
～
十
二
時

司
会
桑
名
貫
正

⑩
玄
題
三
唱
（
藤
井
教
雄
理
事
長
）
ｊ

②
開
会
の
言
葉
（
小
崎
龍
雄
副
会
長
）

趣

③
会
長
挨
拶
（
松
井
大
周
会
長
）
。
．
く

側
理
事
長
挨
拶
（
藤
井
教
雄
理
事
長
）

⑤
学
長
挨
拶
（
宮
崎
英
修
学
長
）

⑥
校
長
挨
拶
（
秋
山
智
孝
校
長
）

、
学
園
担
当
理
事
報
告
（
功
刀
貞
如
理
事
）

⑧
そ
の
他
（
座
長
小
崎
龍
雄
会
長
を
選
出
し
、
４
年
制
改
組
転
換
に

つ
い
て
質
疑
応
答
す
る
）

⑨
玄
題
三
唱
（
松
井
大
周
会
長
）

支
部
長
会
議
（
役
員
会
）
議
事
録

１
、
役
員
会
で
は
身
延
山
短
期
大
学
３
年
制
を
４
年
制
に
改
組
転
換
す

る
に
当
り
、
物
心
両
面
に
亘
っ
て
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
申
し



出
、
同
窓
会
支
部
長
会
議
の
名
の
も
と
に
別
紙
の
よ
う
な
決
議
文
を

つ
く
り
、
同
窓
会
総
会
に
議
案
提
出
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

２
、
松
井
大
周
会
長
は
多
年
会
長
を
務
め
ら
れ
た
の
で
、
後
進
に
そ
の

任
を
譲
る
意
向
を
示
さ
れ
会
長
辞
任
を
申
し
出
ら
れ
た
。

物
故
者
追
悼
法
要
（
仏
殿
）
十
三
時
～
十
四
時

大
導
師
岩
間
日
勇
狼
下

脇
導
師
藤
井
教
雄
理
事
長
・
松
井
大
周
会
長
・
岩
田
日
成
副
会
長
・

宮
崎
英
修
学
長

法
要
終
了
後
仏
殿
前
に
て
記
念
撮
影

同
窓
会
大
会
（
総
会
）
次
第
十
四
時
～
十
五
時
半
司
会
望
月
海
英

⑩
玄
題
三
唱
（
松
井
大
周
会
長
）

②
開
会
の
辞
（
岩
田
日
成
副
会
長
）

⑧
会
長
挨
拶
（
松
井
大
周
会
長
）

側
理
事
長
挨
拶
（
藤
井
教
雄
理
事
長
）

⑤
学
長
挨
拶
（
宮
崎
英
修
学
長
）

⑥
校
長
挨
拶
（
秋
山
智
孝
校
長
）

の
永
年
勤
続
職
員
表
彰
（
宮
崎
英
修
学
長
よ
り
次
の
各
教
職
員
が
表

彰
さ
れ
た
。
一
宮
嘉
孝
先
生
「
加
年
」
・
渡
辺
寛
勝
先
生
「
訓
年
」
・

中
里
悠
光
先
生
「
加
年
」
・
今
村
良
枝
主
任
「
加
年
」
・
佐
野
や
よ

ひ
主
事
「
加
年
」
）

⑧
協
蟻
事
項

１
、
座
長
選
出
（
小
崎
龍
雄
副
会
長
）

２
、
庶
務
報
告
（
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
）

（
イ
）
学
園
同
窓
会
旅
費
交
通
規
定
と
学
園
同
窓
会
慶
弔
・
表
彰
規

定
が
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
す
。

（
ロ
）
同
窓
会
役
員
の
欠
員
及
び
辞
任
の
申
し
出
に
関
し
て
、
平
成

３
年
度
の
支
部
長
・
役
員
会
議
に
て
中
屋
教
海
副
会
長
遷
化
に

つ
き
、
そ
の
後
任
に
谷
川
寛
徳
師
を
推
挙
、
大
石
要
英
副
会
長

は
病
気
に
よ
り
再
々
辞
任
の
願
い
が
あ
り
、
そ
の
後
任
に
永
田

寿
昶
師
を
推
挙
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
す
。

（
ハ
）
同
窓
会
の
永
年
役
員
を
さ
れ
た
方
に
退
任
御
慰
労
の
感
謝
状

を
贈
呈
す
る
旨
を
報
告
す
。

（
二
）
事
務
局
費
の
計
上
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
す
。

（
ホ
）
支
部
総
会
開
催
の
報
告
。

ｊ

（
へ
）
同
窓
会
本
部
に
各
支
部
か
ら
の
講
師
派
遣
依
頼
の
現
況
報
告
。
露

（
卜
）
同
窓
会
の
慶
弔
に
つ
き
、
本
部
へ
連
絡
が
あ
る
場
合
、
同
窓
く

会
本
部
・
同
窓
会
会
長
名
で
祝
電
・
弔
電
を
お
送
り
す
る
こ
と

を
報
告
す
。

３
、
会
計
報
告
（
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
）

別
紙
記
戦
の
と
お
り
に
承
認
さ
れ
た
。

４
、
監
査
報
告
（
平
原
要
俊
監
事
）

異
議
な
し
と
の
報
告
、
ま
た
本
部
未
納
の
支
部
に
対
し
て
請
求
す

べ
き
こ
と
を
提
案
さ
れ
る
。
本
年
度
収
入
と
支
出
の
明
細
に
つ
い

て
工
夫
す
る
こ
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

５
、
役
員
選
出

永
田
寿
昶
副
会
長
よ
り
、
松
井
大
周
会
長
辞
任
表
明
に
つ
き
、
副



会
長
（
岩
田
日
成
・
小
崎
龍
雄
・
谷
川
寛
徳
・
永
田
寿
昶
）
各
聖

の
関
係
各
位
と
の
協
議
の
結
果
、
小
崎
龍
雄
師
を
会
長
に
推
挙
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
そ
の
旨
を
報
告
し
、
総
会
に
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
松
井
大
周
師
と
大
石
要
英
師
は
顧
問
に

推
挙
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

６
、
学
園
理
事
報
告
（
功
刀
貞
如
学
園
担
当
理
事
）

身
延
山
で
は
開
宗
七
五
○
年
の
大
事
業
の
一
つ
と
し
て
身
延
山
短

期
大
学
を
４
年
制
に
改
組
転
換
し
、
平
成
７
年
開
校
を
目
標
に
し

て
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
計
画
を
進
め
て
い
る
報
告
が
あ
り
、

学
園
充
実
の
た
め
同
窓
会
に
物
心
両
面
の
協
力
要
請
が
出
さ
れ

た
。

７
、
各
支
部
長
現
況
報
告
に
つ
い
て
は
、
懇
親
会
の
席
上
で
報
告
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

８
、
そ
の
他

（
イ
）
学
園
充
実
の
要
請
に
つ
い
て
の
討
議
が
持
た
れ
た
。
役
員
会

に
て
草
案
さ
れ
た
決
議
文
（
案
）
が
提
出
さ
れ
、
座
長
が
そ
れ

を
朗
読
し
、
一
部
の
字
句
の
訂
正
の
後
、
満
場
一
致
に
て
別
紙

の
と
お
り
に
決
議
文
が
採
択
さ
れ
、
全
国
同
窓
生
に
呼
び
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
ロ
）
同
窓
会
本
部
会
計
中
よ
り
、
学
園
に
二
百
万
円
を
寄
付
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

（
ハ
）
和
身
会
よ
り
現
金
に
て
二
百
万
円
の
寄
付
が
藤
井
教
雄
理
事

長
に
手
渡
さ
れ
た
。

（
一
ご
爪
田
栄
運
理
事
よ
り
静
岡
県
は
現
行
の
１
支
部
か
ら
伊
豆

（
小
野
歓
祥
支
部
長
）
・
駿
河
（
永
田
寿
昶
支
部
長
）
・
遠
州

（
平
岡
日
静
支
部
長
）
の
３
支
部
制
に
す
る
提
案
が
な
さ
れ
了

承
さ
れ
た
。
以
上

支
部
長
・
総
会
で
の
勧
募
の
方
法
に
つ
い
て
の
討
議
内
容
の
報
告

功
刀
学
園
担
当
理
事
よ
り
、
短
期
大
学
を
４
年
制
へ
改
組
転
換
す
る
に

つ
い
て
の
資
金
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
同
窓
会
の
方
へ
割
り
当
て
等

の
心
づ
も
り
を
座
長
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
本
山
で
も
部
長
会
で
相
談
の
結

果
、
図
書
館
の
時
に
１
億
円
近
く
の
お
金
が
集
ま
っ
た
経
過
か
ら
２
億
円

く
ら
い
の
寄
付
金
を
希
望
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

小
崎
座
長
が
各
支
部
長
・
役
員
に
勧
募
方
法
に
つ
い
て
討
議
を
計
っ
た
』

と
こ
ろ
、
下
記
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

露

１
、
ま
ず
、
本
部
会
計
に
あ
る
余
裕
資
金
一
宮
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
く

だ
き
、
そ
れ
を
も
っ
て
全
国
役
員
の
寄
付
行
動
の
先
鞭
と
し
た
ら
い

か
が
か
。
（
新
潟
・
円
山
支
部
長
）

２
、
山
梨
支
部
は
平
成
４
年
６
月
定
期
総
会
の
席
に
功
刀
貞
如
布
教
部

長
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、
開
宗
芸
一
年
に
関
し
詳
細
の
報
告
を
受
け
、

地
元
で
応
分
の
協
力
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
７
年

開
校
に
む
け
て
平
成
５
年
に
な
っ
た
ら
会
員
各
位
に
協
力
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
各
支
部
も
山
梨
支
部
の
よ
う
に
ガ

ン
パ
ッ
テ
ほ
し
い
。
（
山
梨
・
望
月
支
部
長
）

３
、
勧
募
の
件
は
大
変
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
坊
さ
ん
の
勧
募
の
仕
方

は
お
う
お
う
に
し
て
細
か
い
勧
募
が
出
来
て
い
な
い
。
確
実
に
２
億



円
の
目
標
が
達
成
出
来
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
兵
庫
・
大

塚
支
部
長
）

４
、
学
園
の
し
か
る
べ
き
人
が
歩
か
れ
て
下
さ
る
よ
う
な
ら
盛
り
上
が

る
の
で
是
非
歩
い
て
ほ
し
い
。
地
元
（
京
都
）
で
も
セ
ッ
ト
を
す
る

の
で
来
て
も
ら
い
た
い
（
京
都
・
奥
田
支
部
長
代
理
）

そ
れ
に
対
し
、
学
園
・
本
山
は
積
極
的
に
出
か
け
た
い
と
の
、
学
園

関
係
者
の
返
答
が
あ
っ
た
。

５
、
平
成
７
年
に
開
校
を
予
定
し
て
い
る
が
、
宗
門
か
ら
の
助
成
も
早

め
に
お
願
い
し
た
ら
ど
う
か
。
（
青
森
・
佐
藤
支
部
長
）

６
、
身
延
で
私
も
育
っ
た
人
間
で
あ
る
。
勧
募
は
２
億
円
と
い
う
数
字

で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
っ
と
集
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
本
日
の

決
議
文
を
全
国
に
回
し
た
ら
効
果
的
で
あ
る
。
（
永
田
副
会
長
）

決
議
文

我
が
身
延
山
短
期
大
学
々
園
同
窓
会
は
、

今
般
の
身
延
山
短
期
大
学
を
四
年
制
に
改
組
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宗
祖

の
行
学
二
道
の
祖
訓
に
叶
う
も
の
と
し
て
、
賛
意
を
表
す
る

一
、
当
同
窓
会
は
、
四
年
制
身
延
山
大
学
の
実
現
の
た
め
、
物
心
両
面

に
亘
っ
て
協
力
す
る
。

一
、
同
窓
会
と
し
て
は
、
金
二
億
円
以
上
を
目
標
額
と
し
て
、
勧
募
す

る

同
窓
会
諸
君
、
有
縁
の
各
聖
・
各
位
、
浄
業
円
成
の
た
め
、
協
力
を
願
い
、

右
、
決
議
す
る

平
成
四
年
十
月
二
十
九
日

側
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
三
回
学
術
大
会
は
、
六
月
二
十
日
（
土
）
、
二
十
一
日
（
日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
愛
知
学
院
大
学
（
愛
知
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

僧
院
か
ら
仏
塔
信
仰
へ

ｌ
未
発
表
の
新
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
１

Ｊ

高
橋
尭
昭
惣

金
綱
集
の
一
考
察
中
條
暁
秀
く

②
日
本
宗
教
学
会

第
五
十
一
回
学
術
大
会
は
、
九
月
十
二
日
（
土
）
～
十
四
日
（
月
）
に

わ
た
り
、
淑
徳
短
期
大
学
（
埼
玉
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

仏
教
と
福
祉
ｌ
「
能
滅
衆
生
闇
」
考
渡
辺
寛
勝

③
日
本
仏
教
学
会

平
成
四
年
度
学
術
大
会
は
十
月
三
日
（
土
）
、
四
日
（
日
）
の
両
日
に

わ
た
り
、
種
智
院
大
学
（
京
都
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

身
延
山
短
期
大
学
々
園
同
窓
会
全
国
大
会

（
文
賀
桑
名
貫
正
）

研
究
活
動
報
告



本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
蓮
の
仏
土
観
中
條
暁
秀

側
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
五
回
学
術
大
会
は
、
十
一
月
十
六
日
（
月
）
、
十
七
日
（
火
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
立
正
大
学
（
東
京
）
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

タ
キ
シ
ラ
の
二
仏
並
座
像
に
つ
い
て
高
橋
尭
昭

身
延
山
か
ら
弟
子
に
与
え
ら
れ
た
宗
祖
の
遺
文
に
つ
い
て上
田
本
昌

⑤
日
本
仏
教
教
育
学
会

第
一
回
学
術
大
会
は
、
十
二
月
十
二
日
（
土
）
に
大
正
大
学
を
会
場
と

し
て
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

身
延
山
史
に
み
る
仏
教
教
育
渡
辺
寛
勝

⑥
仏
教
文
化
講
座

本
年
度
の
「
仏
教
文
化
講
座
」
（
公
開
）
は
、
平
成
五
年
一
月
二
十
三

日
（
土
）
に
、
本
学
園
図
書
館
五
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
講
師
宮
田
律
先
生
。

テ
ー
マ
は
「
イ
ス
ラ
ム
の
世
界
」
で
あ
っ
た
。

平
成
四
年
度
卒
業
論
文
一
覧

日
蓮
聖
人
の
人
間
観
小
寺

叡
山
学
僧
の
鎌
倉
仏
教
へ
の
展
開
上
島

法
華
経
に
お
け
る
地
涌
の
菩
薩
の
一
考
察
海
野

新
居
日
薩
上
人
に
つ
い
て
Ｉ
近
代
日
蓮
宗
の
動
向
ｌ

小
林

日
蓮
宗
の
守
護
神
’
三
十
番
神
信
仰
１
坂
本

南
部
氏
と
実
長
の
信
仰
清
水

日
親
上
人
の
布
教
活
動
と
そ
の
展
開
野
口

日
蓮
聖
人
の
身
延
で
の
子
弟
育
成
に
つ
い
て
藤
本

法
華
七
職
の
一
考
察
吉
村

石
原
完
爾
の
日
蓮
聖
人
観
小
向

日
蓮
宗
の
守
護
神
ｌ
鬼
子
母
神
信
仰
１
太
田

備
前
に
お
け
る
不
受
不
施
の
事
件
に
つ
い
て
大
野

身
延
対
論
の
一
考
察
小
野
瀬

日
蓮
聖
人
の
身
延
期
の
生
活
の
一
考
察
田
辺

日
蓮
聖
人
の
女
性
観
中
田

日
蓮
聖
人
の
神
天
上
法
門
に
つ
い
て
の
一
孝
察
長
坂

我
々
と
三
国
四
師
の
正
道
永
森

不
変
の
真
実
ｌ
平
成
の
日
蓮
聖
人
１
野
中

日
蓮
聖
人
の
本
仏
観
皆
川

龍
永
圭
洋
義
和
雅
孝潤
ｊ

是
修
獅く

裕
次
法
広
彰
正清

学
成

亜
由
美

直
道仁

章
照
尚
人

義英崇

明嗣友



法
華
経
と
日
蓮
聖
人
Ｉ
上
行
菩
薩
と
不
軽
菩
薩
に
つ
い
て
ｌ

持
田

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
華
経
行
者
の
自
覚
深
谷

善
治
幸
信

(認6）
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KaieMochizuki

rgyagarskaddu/sntrasamuccayalamkarabhaSyamratnaloka-nama/

bodskaddu/mdokunlasbtuspa' ibshadparinpochesnang

ba' irgyancesbyaba/

'phagspa'jamdpal laphyag'tshal lo//

OIntroduction

（1）

0.ODedicatoryVerses

yontanrinchenribo!rabbrtanzhing//

mtshandangdpebyadbzangpo'i 'od 'barba//

nyerrten 'byungpo' idbulba 'dormdzadpa//

mishesmunbcomthubpa' idbangporgyal//

rgyalbasgsungspa' imdodonrabzabcing//

bdagnyidchenpornamskyi 'angdebzhinpa//

1)Dngo.

(1）
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dmuslongnyibzhinmthongbarminuskyang//

yidcheslunggi tshadmasbshadparbya//

gangphyirzabmo' idonlartoggeyi//

nus(P、 253b)pamnyamphyirbdagnyidche 'ga' zhig/

klusgrubthogsmer》tshul las' nyamsde' iphyir//

mgonpo' ithugsrjesbshad2paklankamed//

O.1Title

（3）

rtogpadangldanparnams (D.215b)dgospH'lasogspamedna

'jugparmi 'gyurba:j/bdagnyidchenposranggibstanbcoskyidgos

'brel3gsungspani/mdosdes"αtshOgsjas6tus‘pα／蛾egpach“

pori"pocbe'jgtambsﾉiadparbya秘hesgsungste/gal te'di'i 'brel

p"hangbrjodparbyabM)masmrasna'brelpamedpa'am/donmedp鋤angbrjodparbyabamasmrasna'brelpamedpa'a､／donmed

padagsridpas'di lagzhansu'ang 'jugparmi 'gyurba' iphyir/de

bzhindu 'brelpadangbrjodparbyabayodduzinkyangbyaba' ilas

rdzogspa' ikhyadparmabrjodpani sgrubparbyedpamayinno6

zhesbyabaskyangsgrubpa'itshullasnyamspakhona'ozhesbyaba

'di 'thadpasso//bstanbcosgzhanlamedpa' i 'jugpa'i yan lag

thunmongmayinpa'idgospamedna(C.218b)mdosdebsduba 'di

ladadpas7rjessu 'brangbayangmnyanpatsamduyanggusparmi

gyurbasbyaba'i 'brasbukhyadparcanderrtogspa'idgospabrjodpar

bya'o//gzhandurtogspamayinte/'brelpamedpa'iphyirro//

1)Pomitslas. 2)Dsabshad、 3)Pdgongs 'gre1. 4)Pbtung.

5)P//. 6)P//. 7)C,Dbas.

（2）
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gzhan'jugparbyaba'iphyirdgospayodpa'itshig'dangderrtogs

pakhonabrjodparbya'i/demedpadanggzhandurtogspasnima

yintergyurmagyurba' i2phyirro//deyanga khyadparcangyi

donstonpa'itshiglabya'ibrjodparbyabatsammam4sgratsamdon

stonpa' inuspamayinpasbrjodparbyabalasogspadekhonar

rtogsparbrjodparbya'o//byaba'ingobonyiddgospamayin

namzhena/mayintengagthamscadkyangranggidonbrjodpar

byaba'istonparbyedpa'imtshannyidkyibyabanithunmongma

yinpasthamscadlagragspa'iphyirdgospargzungbarmibyaste/

denibstanbcoslasgzhandu 'gyurbamedpa' i phyirro//brjod

(P.254a)byamedpardgospaspangspa'iphyirbstanpamayinte/

brjodparbyababstanpanyespadedangbralba'iphyirro//de' i

khyadparbstanpa'iphyiryangmayinte/brjodparbyaba'ikhyad

parbstanpanyidkyisdebstanpa'iphyirro//byaba'i 'brasbu

de'ang 'brasbu'idgospabstanparbyabayinte/demedparbyaba'i

'brasbutsamgyis 'jugparmi 'gyurro//de'angmngonparthobpar

(D. 216a)byaba'ang'dodpa'i 'brasbu'imchogdondugnyerba'i shes

rabcanrnamsni/de'ithabs la 'jugpana/rgyumedpar'brasbu

grubpamedpasthabsshespalabslabsnathabslas5byungba'i'bras

bu'byungba'iphyirthabsrtogsparbyabamdo'i6donbsdubala'jug

go//de'iphyir 'jugpa'iyanlaggigtsoboyinpasdgospa' iyang

dgospM)bstanparbya'o//de' iyangthabssugyurpa 'brelpala
sogspastonpa'i gzhunggisdebstanparminuspasde'idgospa'i

1)Dtsheg. 2)Ppa' i. 3)p 'ang. 4)P'am5)Pomitslas

6)Dmdro' i.

（3）
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yangdgospali thabsyangdagpakhonarbstanpa'iphyir/ 'brelpa

lasogspabshaddo//de'iphyir/

'brelparjessumthunpa'ithabs//

skyesbU'idonnirjod'byed2pa//

yongsbrtagsdbangdubyaspa'ingag/
（9）

delasgzhanpadbangbyasmin//

zhesbyabas 'brelpadangrjessu(C､219a)mthunpa'ithabsbstanpar

bya'o//de'angbsgrub.parminuspamayinte/ sngarabsdag3

dmigspa' iphyirdang/ thabsnuspar 'thadpa'iphyir/ thugpa

medpa'angmayinte/'ditsamgyisdonsgrubpa'iphyirlabyaba'i

'brasburdzogspar4yangmtharthugpayinpa'iphyirro// 'dod

parbyabamayinpa'angmayinte/'brasbu'idamparnampathams

cadmkhyenpanyidlasogspani 'dodparbyabakhona'o//tshig

tsamnimibzlogspamayinno//zheskyangbrjodparbyabamayin

te/gegssmamthongba' iphyir(P.254b)dang/don'grubpabstan

pa' iphyircistenaphradpasridpa'isgonaskyangngo//de lta

mayinnanithamscadkyang6byabala 'jugparmi 'gyurte/gegs

sridpa' iphyirro//

rnamgrangsgzhanyang'phagspaklusgrubnilungbstanpathob

palaskyangyidchespa'i lungnyidpa#di la'jugpayangrigs7pakho

na'o// 'brelpani logsshigtu.bstanparmibyaste/'brasbumed

pasgaltegangbrjodpasrtogspamayinte/ deni logssubstan

parbyaba8zhignadgospabrjodpas 'brelpamabrjodpanimedpa'i

1)Drjed. 2)Pbyid. 3)Cngag. 4)C,Dpa.

6)Pomitskyang. 7)Crig. 8)Pla.

（4）

5)Pbgegs.
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phyirro//deyang 'diltarbstanbcosdangdgospadagni thabs

dangthabslasbyungba'ingoborbsta;0)gyigzhanduyangmayinpas

'dinidgospabrjodpa' laslogs (D.216b) shig tu brjodparmibya

ste/'di ltar 'dini 'di'idgospazhesbstanpa2na/'dini 'di'i sgrub

pa'ozhesbstante/gzhandugangzhiggangsgrubparmibyedpa

dede'idgospayinpar 'gyurnashintuthalchespa'iphyirro//

delabrjodparbyabani 'dirtshulkhrimsdangldanpargnas pala

sogspachosrnampabzhi'ingobonyidrnampathamscadmkhyenpa

nyidthobparbyedpa'i lammdosdemtha'daglasbcomldan'daskyis

gsungspa･yinno//dgospani 'dirbcomldan 'daskyi lungmtha'

dagnasdampa'ichoslabrnyaspaspangspa3dang/blamalarag

lusparbyaba'iphyirthorburgsungsparnams 'phagspaklusgrub

gsungrabkyidonlamarmongsshing/4gzhanrjessu'dzinpa' ithugs

rjedangldanpasgsalbarbstanpa(C.219b)yinno//dgospa' iyang

dgospani 'dirjiskadbshadpabzhinsgrubpadangldanpalasgnas

skabsdangmtharthugpadagtu 'brasbu'imchogrimgyis 'grubpa

yinno//de' iphyirlungsngamalaskyang

brjod(P､255a)parbyabanidonstonpa'o//dgospanidon

shespa'o//dgospa'i5yangdgospani dongrubpa' o//
（11）

'brelpanithabsdangthabslas6byungba'o7

zhesgsungspayinno//

deltabasna"I"zjnsbtuspazhesbyabasnidgospabstante/theg

pQchenpozhesbyabasnidgospa'iyangdgospabstanto//mdO

I)P"ospa血晤bryOdpd. 2)Pomits. 3)Pspα昭6α、

4)Com"s/. 5)Ppc. 6)PomitsZaS. 7)P//.

（5）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(1)(Mochizuki)

sdermpoc"'igt@mzhesbyabasnibrjodparbyababstanto//

delamdosdernamslasgsungspa'i donbsdus tebstannassadang

lamgyirimpadang 'brasbu'idonminggisyul candushespana'

dgospanidonshespa' o//

'dirsmraspa/bcomldan 'dasnyidkyisgsungspa'idon'chadnani

dezlospar 'gyurla/ 'ontemayinnozhenani ji ltarlung'chadpar

gyurzhena/mayintegsunggidonshintuzabcingrtogge' iyul
D

mayinladgospadangtShigdanglungsnatshogsshingsnatshogspar

bstanpadang/sngarbshadpaltabudangldanparnamsshintu

gsalzhingzurphyinlangespa' i dondugangzagciggis2nyamssu

blangbarbyabargtanla'bebspasnanyespagnyigargyangbsrings

payinno//

rnamgrangsgzhan(D､217a)yangbsduspazhesbstanpalaskyang

lushacangrgyasparnamstshignyungngurbstanpa' iphyirdang/

rabtubyedparnamsbstanbcossubyaspalaskyangdon 'grel3pas

bstanbcosbsduspa' iphyirdang/lungnyidlasmagtogspagzhan

skabskyis 'byedpaskyangnyespagnyisspangspayinno//

debasnamdosdezhesbyabasnirangbzomayinparbstante/

phungpolasogspa'idonmdorstonpa'iphyirmdosdezhesbya'o//

yangnatingnge 'dzingtsoborstonpa'iphyiryangngo//

s"αtshOgszhesbyabasninges.pa'idondubstante/'ognas'chad

par 'gyurro//

6tuspqzhesbyabasnizlospa' iskyon(P.255b)spangspayinno//

thegpuchenpozhesbyabala/thegpa'isgranibzhonpalabya

1)C,Dni. 2)Pgi. 3)P'brel.

(6）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(1)(Mochizuki)

ste/gzhandukhyerparbyedpa'iphyirro//chenpozhesbyaba

nichoschenpodangldanpa'o//choschenpogangzhe(C.220a)

na/ 'phagspaklusgrubkyizhalsnganas

sbyinpadang' tshulkhrimsdangbzodpadangbrtson 'grusdang

bsamgtandangshesrabdangsnyingrjenithegpachenpo'6

zhesgsungsso//'dir 'phagspathogsmedkyi zhabskyisni

choschenpolasshinturgyaspa'i sdedang/semsbskyedchen

podang/choschenpolamospachenpodang/lhagpa'ibsam

pachenpodang/tshogschenpodang/2duschenpodang/yang

dagsgrubpapochenpodang/rnampabdunnithegpachenpo'o3(I3)

zhesgsungspa'iphyir/dongyiskabs'dirtshulkhrimsdangldanpa

lasogschosrnampalngar 'phagspaklusgrubkyisgsungstethams

cadkyangrig4parbya' o//ji ltarzhena/ 'phagspaklusgrub

dang'phagspathogsmedkyisgsungspadagnimthunpanyidkyis

chosdedagnyamssublangspa 'digzhi tshulkhrimsphunsumtshogs

padangldanpasthosshingbsamste/5 bsgom6pas 'brasbu' idam

pa 'grubpadebstante/ 'phagspathogsmedkyistshul bzhindu

nyanpadang/semspasngondu 'groba'i bsgom7 pa'i rnam

pas 'jugpar 'gyurlasgompadangldanpas'brasbuyongssu'grub
（14）

pasnangespar 'byinpa'6

zhesgsungspa' iphyirro//nyanthoskyithegpadaggispyodpa'i

(D.217b)minggisbrtsadsparmibyastedongyikhyadparshintuche
《15）

ba'i phyir ro//khyadpai;~'ganggis'shena/nyanthosdaggis

1)P/. 2)Pomits/、 3)P/. 4)Prigs、 5)C,Domit/.

6)Psgom. 7)Psgom. 8)Pbcad. 9)Pomitsgis.

（7）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayab"yamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

gzhanlagnodpaspongbarzadkyithegpachenposniphan'dogspar

zhugspadagkyangyinno//dedagniphungpolamkhaspalasogs

payingyi/thegpachenposnirig(P.256a)pa'ignasmtha' dagla

mkhaspayangyinno//nyanthospadagnimyanganlas 'daspa

mgobcadpaltaburltabalaslobpayinpasthegpachenpopani

mignaspa'imyanganlas 'daspalaslobpo//nyanthosdagni

thegpasnatshogssultabalathegpachenponithegpagcigtuslob

po//nyanthosdagni ranggi thegpalabrtsonparbyedkyi/

thegpachenpopani thegpamtha' daglamkhasparbyeddo//

nyanthosdagnibdagmedpa'ba' zhigbsgomgyithegpachenpopa

ni(C.220b)thabsdangshesrabzungdu'brelparsgom'parbyeddo//

de'i 'brasbumtharthugpa'angmi thobste/ langkar2gshegspa'i

mdolas/

blogroschenponyanthosdangrangsangsrgyaslatharpamed
（16）

do3

zhesgsungste/rezhigpa'di'ignastsamduzaddo//de ltar lam

dang'brasbudagnignasskabsdangmtharthugpardgospa'i yang

dgospabstantedon 'grubpa'iphyirro//

thegpachenpo'idpegangzhena/rmpochezhessmras4 te/rin

pochenichosrnampabzhidangldante/gnodpanyebarzhibar5

byedpadang/munpa'inangdu'od'byinpadang/dbulba'dorba

dang/dga' bargyasparbyedpa'o//debzhinduthegpachenpo

yangyontanbzhidangldante/sdompa'itshulkhrims dang/dge
（17）

ba'ichossdudpadang/semscangyidonbyedpa'itshulkhrimsdag

1)Pbsgom. 2)Plangkar. 3)P/. 4)Dspras. 5)Pomitszhibar.

（8）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabagyamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

niyiddga' bargyasparbyedpa'irgyuyinpa'iphyirdang/ji skad

bshadpaﾘithospa'irnampadagni 'phagspa'inorbdunbskyedpa'i

rgyuyinpasdbulba'dorbarbyedpadang/mingdangdongyiyul

cangyibsampa'i shesrabrnampabzhinimarigparnampagsum

selba'irgyuyinpasmunpa'inangdu 'od 'byinpadang/dongyi

yulcanbsgompa' ishesrabrnampagsumnimthongbadangbsgom'

passpangbarbyaba'isgribpa'jomspa'irgyuyin(P.256b)passpang

(D､218a)barbyaba'ignodpanyebarzhibarbyedpaste/ 'didag

nirgyasparbshadpani 'ognas 'chaddo//

gtqmzhesbyabanithamscaddusbyarbarbyaste/ 'khor 'dus

palagsungsshingbshadpa'o//bshcdparbyq'ozhesbyabanidam

bca' ba' o// 'brelpanishugskyisgobas2nathabsdangthabs las

byungba'imtshannyidkyisbrjoddo//

O.30utlineoftheSntrasamuccaya

da3nimdo' idonbshadparbyaste/bcomldan 'daskyisshesrab

kyipharoltuphyinpachenmolasjiskaddu/

grogspodagsangsrgyas 'byungbani dkonno//mirskyeba

'thobpanidkonno//dalbaphunsumtshogspanidkonno//
（18）

'khorbalastharbanidkonno4

zhesgsungspanimdo' idon 'phagspaklusgrubkyis 'chadparbzhed

nasrnyedpardka' babcugcigtugsungs (C､221a)臘ン sangsrgyas

'byungbashindurnyedpardka' banasbzungste/thamacheba

1)Psgom. 2)Pba. 3)Pde. 4)P//.

（9）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

rgyachenpolamosparnyedpar'dka'ba'ibardu'o//delarnyedpar
（”

dka' badangpogsuIfr'gyisni/sgrubpa'irtendal 'byordangldanpa

bstanto//dadpadangbyangchubtusemsbskyedpadang2snying
《21）

rjernyedpardka' bagsumgyisnibyangchubtusemsbskyedpabrtan

pabstanto//byangchubsemsdpa' larma 'byinpa'i laskyi sgrib
（Z）

paspangbalasogspa3 ni tshulkhrimsrnampardagpa4bstanto//
（23》

dmigspalaspyodpalasgribpameddezhesbyabalasogspaSnithos

pa' irnampabstanto//myangan'daslaspa'irangbzhinlamkhas
（24）

parbyabalasogspag~.nibsampa'ishesrabbstanto// 'jamdpal
（25） （諾）

rnampar 'phrulpa'ile'Unasbstanpalasogspanibsgompa'ishes

rabbstanto//sangsrgyasdangbyagchubsemsdpa'i chebargya
（”）

chenp5'bstanspaste/rnyedpardka' bathamasni 'brasbu'i don

bstanto//deltarnachos 'dibzhidangldanna'brasbu' imchog

'grubpasmdo' itshig 'dibzhisskyesbu'idon 'grub (P.257a)pas 'di

lasgzhandumabstanpayinno//

1Chapterl:TheUtmostRarenessofaBuddha'sAppeanance

1.0Introduction

delartendal 'byorgyimtshannyidbstanpa' iphyirsqFIgsF意yas

'hy'"Ig6@shiFatumyedpurdﾙα'stezhesdambca' ba6yinn紗/de

lamikhompabrgya『)laslogpasnadalba， :ﾂ/／ ，byorpanibcu

1)Ppa. 2)P/. 3)Pomitspa、 4)Ppas. 5)Pomitspa.

6)Pbcaspa.

（10）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayab"yamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

ste/｢ang(D.218b)gi 'byorpalngadan:ｿ/ gzhangyi 'byorpa
（漣》

lnga'o//delagzhangyi'byorpalngani'diltaste~Sangsrgyasrnams

'byungbadang/dampa'ichosstonpadang'/chosbstanparnams

gnaspadang/chosgnasparnamsrjessu 'jugpadang/gzhangyi

phyirrjessusnyingbrtse2barbyedpa'oa//

delasangsrgyasrnams 'byungbagangzhena/'di ltar'dinalala

semscanthamscadladgelegsdang/phanpa'ibsampabskyednas/4

dka'bastongphragmangpodang/bsodnamsdangyesheskyitshogs

chenposbskalpagrangsmedpagsumgyisthama'i lusphyimathob

nasbyang･chubkyisnyingpola'dugste/sgribpalngaspangsnasdran

panyebargzhagpabzhi lasemslegs (C.221b)pargnaste/byang

chubkyiphyogskyiChossumcurtsabdunbsgomsnasblanamedpa

yangdagparrdzogspa'ibyangchubmngonparrdzogspar'tshangrgya

bayinte/denisangsrgyas 'byungbazhesbya'o//'daspadang/

ma 'ongspadang/daltarbyungba'idusrnamssuyangsangsrgyas

bcomldan 'dasthamscaddekhonabzhindu 'byungbayinno//

dampa'ichosstonpagangzhena/sangsrgyasbcomldan 'dasde

dagnyiddang/dedagnyidkyi5nyanthosrnams 'jigrtendubyung

nas/ 'jigrtenlarjessuthugsbrtseba' iphyir 'phagspa'i bdenpa

rnam:"lasbrtsamsnas 'di ltastegsungrabyanglagbcugnyi:)strnamslasbrtsamsnas 'di ltastegsungrabyanglagbcugnyi:)ston

parmdzadpayinte/denidampa' ichosstonpa6 zhesbya' o//

dampa'i7 chosde8 nidampa9sangsrgyasrnamsdang/sangsrgyas

1)Pomitsdang. 2)Dbrtsa、 3)pdo. 4)Pomits/. 5)Pkyis.

6)Pbyaba. 7)SBhomitsdampa' i. 8)SBh'di. 9)SBhdampa

yang･

(11）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabagyamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

kyinyanthoskyis!gdams2shingbstanpa'ambsngagspayinpasde' i

phyirdampa'i (P.257b)choste/debshadpagangyinpadenisdam

pa'ichosstonpazhesbya'o//

chosstonparnamsgnaspagangzhena/sangsrgyasbcomldan

'das 'tshozhinggzheslachoskyi 'khor lobskorte/dampa'i chos

bstanpanassangsrgyasbcomldan 'dasyongssumyanganlas4 'das

pa'ibargyisdusjisridparbsgrubpaminyamspadang/dampa'i

chosminubpayinte/denidampa'i chosgnaspazhesbya'o//

gnaspadeyangdondampa'i chosmngonsumdubyaba'i tshul

(D.219a)gyisyinparrigparbya'o//

chosgnasparnamsrjessu 'jugpagangzhena/dampa'ichosrtogs

pagangyinpadenyidkyisskyebornams ladampa'i chosmngon6

dubyaba'iskalbadang/mthujodparrignas/ji ltarrtogspa

khonadangrjessumthunpa'igdamsshingrjessubstanpalarjessu

'jugparbyedpayinte/denichosgnasparnamsrjessu'jugpazhes

bya'o//

gzhangyiphyirrjessusnyingbrtsebarbyedpagangzhena/gzhan

zhesbyabani7sbyinpapodangasbyinbdagrnamste</>'dedaggis!o

'tshoba'iyobyadrkyendu 'babpa'di ltaste/chosgosdangbsod

snyomsdang/malchadang/standang/nadkyigsos'ismandang/

yobyadgangyangrungba'zdedaggiphyirrjessu(C.222a)snyingbrtse

barbyedpayinte/denigzhangyi'a phyir rjessusnyingbrtsebar

1)Cgyis. 2)SBhbrtags: 3)P/. 4)Pomitslas. 5)Pomitsgyi.

6)SBhmngonsum. 7)Cna、 8)Pomitssbyinpapodang. 9)SBh

Tib．/10)C.Dgi. 11)Pgso. 12)Ppa、 13)Pgis.

（12）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(1)(Mochizuki)

byedpazhesbyaste/deltargzhangyi'byorpalngamtshonpa'idon

dusangsrgyas 'byungbasmosso// 'dirdangpogZhangyisbyorba

smospas/gorim' las 'gal ba'i rgyumtshangangzhena/sangs

rgyas 'jigrtendubyungbalasogspaniranggi 'byorpathobpa'irgyu

yinpa'i2phyirro//

sqFWsF卸ﾉaszhesbyabanispangspadangyesheskyi donte/ji

skaddu/3

sgribpakungyi4drimedpas//

rnampathamscadmkhyennyidthob//

rinchensnodniphyebaltar//
（藷）

sangsrgyasnyidniyangdagston//5

ce'o//'hyI"Ig6(zZhesbyabani 'ogmingyignassu/chosdang

longsspyodrdzogspa'i(P.258a)skurmngonparsangsrgyaspa'imod

las/ 'dzambu'i6glinglasogsparshakyathubpa'iskumngonpar

'byungstejiskaddu/

rinchensnatshogsmdzespayi//
D

ogmingnasninyamsdga' bar//

yangdagsangsrgyasdersangsrgyas//
“》

sprulpaponi 'dir 'tshangrgya//7

zheJbyungba'iphyirro//sh""zhesbyabanimchogtuzhesbya

ba'idonte/mospasspyod8pa'isalagnaspadag<gi>spyodyul

yinpa'iphyirte/jiskaddu/'

1)C,Drims、 2)Pomitsrgyuyinpa' i. 3)P. omits/. 4)Pgyis.

5)Pomits//. 6)P'dzambu'i. 7)P/. 8)Pomitspasspyod.

9)Pomits

(13）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayab"yamRatnalokalamkara(1)(Mochizuki)

detshechoskyirgyunlani//

sangsrgyasrnamslazhignasdang//

yesheSyangs!pathobbya'iphyir//

gdamsngagrgyachenthobpar 'gyur//2(37)
zheJbyungbasmospasspyodpa'isalagnaspama (D.219b) gtogs

padaggissprul pa'i skunimi3mthongba'i phyir4 rmyedpard虎α，

zhessmospayinno// 'onamdolas

gangdagbdebacandusmon lam'debspadedagni tshedpag

tumedpamthongbar 'gyurro//debzhinduyangdagparrdzogs
（記》

pa' isangsrgyasmtshanlegsparyongssubsgragspa

zhesbyabadang/

shintuyongsrdzogsdpaldang/rnampathamscadduchermchod
（39》

pa'idpal

zhesbyabadang/

yangbcomldan 'dasshakyathubpa' imtshan 'dzinpadedag

, ")
kyangphyirmi ldogcingsangsrgyasdangphradpar 'gyUr

zhe;byungbadang/ 'galbasci"mgo"zhe"azhesrgolbala/lan

ni 'galbamedde/dedagnisabonrgyudlabskyedpasdusgzhan

ladgongsspayinla/ 'onatshogskyisalasangsrgyasdangphrad

par 'gyurbabstanpasdedang(C､222b) 'gallozhenamayinte/sangs

rgyasdangphradpa'idgospani chosthospayinla/de'angmos

passpyodpa'isachenpola 'byungba'iphyirdang/chosmathos

parni spangbyalasogspa6 shesparmi 'gyurbas7 nadonmedpar

1)C,Dspangs. 2)Pomits//、 3)Pma. 4)C,Dphyirde'iphyir

5)Pdgos. 6)Cpar. 7)Pba.

（14）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

gyurro//deltamayinnathamalpadaglaskyangchosthospa

'byungbassangsrgyasdangphradpacidgosshena/dedagkyang

sangs(P.258b)rgyaskyimthusgdulbyargyuddang/sadaglasnang,

basnasangsrgyaskyisbyingyisbrlabs2khonar 'dodde/dperna/

sangsrgyas 'jigrtenphanpadrangsrongche//

bskalpabyebabrgyalam'byungbar 'gyur//

daltadalbadamparnyedpalas//

galtethar 'dodbagmedspangbargyis/>')

zhesbstanpaltabu'o//debasnadedagkyangchoskyirgyunthob

pala'doddo//gzhandagnisabonrgyud labskyedpa'i rgyuyin

pas 'galbameddo3zhesbyabani lunggi rigspa'o//lungdngos

bstanpanimdos止血mqtshcdmm･gyurpalUsshestezhesbstan

te/rangbzomayinpasmdosdezhesbya' o//ngespa' idondu

bstanpasna血汀lqzhessmoste/ lunggi donrigspasbrtagspa

dang/lungbstanpasnang4byanbyaspadang/lunggidon lung

gisbshadpadang/lunggidonlungdangmi 'galbarbstanpaste/

mtshannyid 'dibzhisnangesdondushesparbyaladebzhinmtshon

pa'i (D､220a) phyirlunggidonlungdangmi 'galbadang/lunggi
（42）

donlunggisbshadpasmosso//denyidkyismibslu5ba' iphyif

tsbqdmqzhesbyaste/yangdagparrdzogspa'isangsrgyaskyigsung

yinpa'iphyirjiskaddu/

dgeslongdagsaninammkha' 1a 'phagskyangsrid/nyimadang

zlabanisalalhungyangsrid/chuklungnirgyunnasldogkyang

1)Pgnang.

4)C,Dna

2)C,Dsangsrgyaskyibyingyirlabs. 3)P//.

5)Dbsru.

（15）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

（43）

srid'/debzhingshegspa'ibka' nigzhandu 'gyurmisriddo2

zhesgsungspaltabu'o//

1.1 Saddharmapundarikasntr:4)(P.172b4,D.148b2,T.49c20,

BP.1.12)

ji skaddugsungsshena/teslo"g"gcessmos te/nyon

mongspabcompa'iphyirdang/gsolbadangbzhi'i laskyisbsnyen

parrdzogspa' iphyirdgeslongdagcesgsungsso//de laphyinci

malogpagsungspasnadebzb加gshegspqzhesbya'o//thobparbya

ba'idonthamscadbrnyesspadang/bsodnamskyizhingblanamed

payinpa'iphyirmchod(C.223a)par 'ospayinpasdgmbcomPq(P.

259a)zhesbya'o//chosrnamsji ltababzhindudondampar4thugs

suchudpasyα昭dngpqrFqdzOgspq'isα昭s屯yaszhesbya'o//sku

tshedang/mtshandang/skudangrigsmagtogspathadadpa
（45）

medpa5'F･Jzamszhesbya' o//bs"Jp(zzhesbyabanibargyi bskal

pabrgyadcuste/bskalpachenpowﾝ/denyidgcignasgnyissu

bgrangspanistoﾉzgphmgmα昭Po'o//de labrgyastongphrag

brgyanabyeba'o//byebaranggi 'gyurnasgnasbzhipani5たん『て"

"hriggo/6 'jigrtennistonggsumdu'o//

1.2 Nirpayarajasntg'(P.172b6,D.148b3,T.49c23,BP.1.19)

dpesgrubpanihl"z唯α'bozhessmoste/khadogcesbyabani

1)Psridkyi、 2)P//. 3)Pbrnyed. 4)Ppas、 5)Pomitsni.

6)D//.

（16）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

bstanpa'i tshiggo/' gsfzI6Qnirangbzhingyimdoggo/2 'od 'byin

pasna'odbzangpo'o//伽agtshadcesbyabani/

lcagschuribonglugdangglang//

nyizerrduldangsromadang//

delasbyungba3debzhindu//

sorni1nyishubzhi lakhru//

khrubzhi lanigzhu 'domgangS//

gzhu 'dom6lngabrgyarnamslani//

rgyanggragsdeladgonpar 'dod//
（縄）

debrgyaddpagtshadcesbya'o//

de' iyontangzhanbstanpanimiggirq6J･jbsel7badang/yidkyi

"･α〃pcgsalbarbyedpadang/luskyi"dselbadang/sna'idbang

polaphan(D､220b)'dogspasmetogdenirabribmedparbyedpala

sogspatshigbzhismosso//gOngdu'odbzangposmospanis"α昭

bal･yanghyedcesbyabastegzugsmthongba'iphyirro//de la

sna'i dbangpo'imimthunpaspongbasnaselb(z' o//mthunpa

bskyedpasna'by"pq'o//o'nasna'idbangporzaddamzhena/

〃“ms6zhicmngb(zrbyedpdsteluskyidbangpodang/ lcedang/

migdang/rnaba'idbangpodagnisa'ikhamsdang/chudang/

medang/rlunggikhamsyinla/dedaglaphan'dogspasdangbar

gyurba'o// 'ona'khorlossgyurba'irgyalponimtshanbzangpo

sumcudangldanpasde'itshe 'byungngamzhena'MorlosSgyl"･bq'j

『召yqjpothqms(P.259b)cad"ycngzhesbyabalasogspagsungste/

1)D//. 2)D//、 3)C,Dpa,AKKdang. 4)AKKmo.

5)AKKgangngo. 6)AKKdedag. 7)Dsal.
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'khorlossgyurbazhesbyabani/

gserdngulzangslcags 'khorlocan//

dedegglinggcigglinggnyisdang//

(C.223b)gsumdangbzhi lamasrimbzhin//

phassurang'grog-yulbshamsdang//

mtshonbrtsams las!rgyalgnodpamed/'
cesbyaba'o//tshujhhrims 'c加jpanirnampagnyiste/mathob

pa'i nyamspadang/thobpa'i nyamspa'o//yangtshul khrims

'chalbani bzhi ste/rtsaba'i ltungbalhagparspyadpadang/

sosorltabadang/yongssumadagpa'ichos'chadpadang/nyan

thosdangrangrgyalba' ibsampabskyedpasnyamspa' o//dus

mnyampanyidnimtshI"zgspa'o//

1.3Avadang.)(P.173al,D.148b5,T.50a5,BP.2.11)

de' iyontannibshadmodkyi/'onkyangdbyibsdang/khadog

dang/gnasdang/dusmabrjodpaJdribani/metOg"ci 'dm

gα"gdu〃αm' shyessheJDazhesbya' o//de lagangduskyeba

bstanpanimtshoche"pomqdj･ospazhesbyabalasogspaste/

'dinasbyangdurinagpo//

dgu 'dasgangsri'o3denasni//

sposngadldanpa' itshurolna//
（51）

chuzheng4lngabcuyodpa' imtsho//

zhesbyabaste/dmyalba'imeskyangdrobarminuspasmadros

1)AKKpas. 2)Chana. 3)RAi,AKKo. 4)Pmchuzhing.

（18）



RatnakaraS且nti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(I) (Mochizuki)

pa'o//yangrgyalpobrtsamskyi! 'brasbu'izdonyinpasnadron
《唾）

poblugspagrangs3pargyurpasmadl･osp"zhesbya'o//yangna

klu'i rgyal pomadrospazhesbyabagnaspas4mqdrospuzhes

bya'o//namskyebabstanpani〃amsα"gs(D､221a) Igyasbcom

jmm'dns"gcesbyabalasogapaste/s(mgsFgyqszhesbyaba'i

donnibshadzinto//yangnadondangldanpa'i choskyi tshogs

dang/dondangsmi ldanpa'ichoskyi tshogsdang/dondangldan

payangmayindondangmi ldanpayangmayinpa'ichoskyitshogs

mtha' dagrnampathamscaddumngonparrdzogsparthugssuchud

pasnasα"gsrgy[zszhesbya' o//bduddpungdangbcaspathams

cadkyig-yulchenpo(P､260a)bcompasnabcomjt此z〃"szhesbya'o//

yangna/

dbangphyugdangnigzugsbzangdang/

dpaldanggragsdangyeshesdang/

brtson'grusphunsumtshogspayi//
（調）

drugpodaglaldanzhesbshad//

cespa'i tshulgyiskyangbcomldan 'dasso//sprulpa'i skurnams

mtshungspasna"gcesbya' o//"a'j血兄zhesbyabahi 'dodpa'i

lharigsbzhipastlgzigspamtha'yas.lagzigsnas'dzambu'i'gling
dubyonpa' itshe/

glangchenthalkar(C.224a)mchebadrugldanpa//

rkanggnyismchogdangldanpaszhalbzhesnas//

drangsronggnaszhespani jibzhindu/

1)Ptsamgyi. 2)Cknu' i. 3)Cdrangs. 4)C,Dpasna.

5)Pomitsdang.P6)C,Ddag. 7)P'dzambu' i.
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〔弱）

yumgyi lhumssu 'jugpanyiddubstan//!

zhes2byaba'itshulgyiszhugspa'o//'phagspabyamspachoskyirgyal

tshabtudbangbskurbasnabqbspq'o// lha'i 'khordumasbskor

nasbyonpasnaｿ･iszhesbya'o//mgolcogspani灼加'伽ba'o//

lumpa' itshaldW&hingplaksha' i'yalg-yuW)gyisbzungste/glog-yas
（58）

padralba'itsh:@)yangtshangspadangbrgyabyingyisblangspa'itsh:i)padralba'i tsheyangtshangspadangbrgyabyingyisblangspa，itsh:i）

ha'ibuskhrusbyasshingmabrtenpargompabdunbor$b:')nibltcmzs'

pq' o//metoggyesPanihha'bye' o// rdorje'igdandurdo

rje'i skyilmokrunggisrdorje ltabu'i tingnge 'dzin labrtennas

rangnyidkyisslobdponmedparchosthamscadrnam6pa7thamscad

dumngonparrdzogsparsangsrgyaspani〃αmb〃〃α〃zedpuzhesbya

balasogspaste/nyanthosdang8rangsangsrgyaskyi rtogspalas

khyadzhugspasnab血兀amedpa'o//phyincimalogpa'i don'

khongduchudpasnayα喀血gpq'o//spangspadangyeshesmthar

thugpasnaｸ江zOgspc'o//zadpadagmiskyebashes(D.221b)pa'i

yeshesnihyα昭chudcesbyaste/

drimazaddangmiskyeba' i//

yeshebyangchubcesbrjodde//

zadmedskyemedphyirdedag/

gorim'｡bzhindushesparbya/"'

zhespa'o//denyidmngonsumdumdzadpas (P.260b)"mgonpur

『てZzOgsp"sungsFgyaspqzhesbya'o//rabturdzogsparsmin'!pas

1)P/. 2)Pces、 3)C,Dplagsha' i. 4)Pbong. 5)Pbltam.

6)Csnyam、 7)Pomitsthamscadrnampa. 8)Pomitsdang.

9)Pomitsdon. 10)C,Drims. 11)Psmon.
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nargy(zsp@'o//gdulbya'igangzagmagzigspasgzhanskyoba

bskyed!pa'iphyirsprulpa'isku'isnangbanubparbyedpasna 'dzam

bu'i2glingdudgunglobrgyadcurtsagciglabyonpanitshe'i 'dubyed

gtongbasnaborbaste/ rnampar nyamspasnatshalmyings

pq'o//namthama'igsolbapa'idongrubnasgyad kyinye 'khor
（画）

kusha'igrongdirglog-yaspaphab'pa'i tsh:.)'jigrtenducho 'phrul

chenpomabyungbadang/nyidkyithubpa'ibka'imesbzhenzhing4

'dzambu'i5glinggirgyannubpaniyongSsumyqnga凡"s'"spaste/

sa'istengdulhungbasnametoglasogs(C.224b)palhagsp(z'o//

mdzadpadagnibcugnyissubstanpamayinnam/ci'iphyirbzhi

smosshe6na/bdenmodkyi/'onkyang'dirmdzadpabzhinisangs

rgyasthamscadkyithunmongmayinte/bltams7padang/mngon

parrdzogspar'tshangrgyabadang/Choskyi 'khorlobskorbadang/

myanganlas 'da' bamedpagangduyangmisridla/dka'baspyod

palasogspanithamscaddungespameddegbulbyargyuddagpa

daglamdzadpabzhisdon 'grubpa'iphyirdang/khacigsrod la

mngonparrdzogsparsangsrgyasnas/denyidkyi thorangsyongs

sumyanganlas 'daspadagla8mdzadpabcugnyissurigspamayin

no//ci 'draba'zhesbyabachekhyadnish伽gF．"'j 'んhorlotsam

zhesbya'o//hhadOg血昭Z故z"zhinggs@Jtezhesbyabalanijiltarkha

dogdangldanzhinggsalzhena/ル"dOgdhaI･rqq6"4gy!"･rozhesbya

bani Jgy@Jr聯妙j〃α"gd"'hy'"agbq' j tShe'o//dﾙarpoJ･gy'"･

r･ozhesbyabani bmmze'i"聯句j〃α昭〃α 'by'"Zg6q'itS"e' o//

1)Pskyed. 2)P'dzambu' i. 3)Ppab. 4)Pcing、 5)P'dzambu' i.

6)Pzhe. 7)Pbltam. 8)Pomitsla. 9)Pomitsba.

（21）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkara(I)(Mochizuki)

ci'iphyirrigsgnyiskhonasmosshe'na/'jigrtennamthunpadang/

dbangchebargrags(P､261a)pa'irigsnignyiste/mdunna'donpa2

dang/rgyalrigsso//delagaltergyalrigsmchogtubyasnani

rgyal rigssuskyebabzheslamdun(D.222a)na'donmchogtubyaba

ni/bramze'irigssuskyebar'gyurte/ci'iphyirzhena/desgzhan

'dulba' iphyirro//

1.4Bodhisattvapitak:｡'(P.173a6,D.149a2,T.-,BP.3.9)

padmadkarpo'imdoni3drangba'idonyinnozhena/gnyispa

ngespa'idondubstanpa'i lun:'ni hy!mgch"bsemscm.' ;sdes"od'

ms妙α奮'zhesbya'o//hyezhesbyabani brgyadpa'i sgra'"/'

『召yal6q'ismszhesbyabanirig"tshoba'iphyirbyangchubsems

dpa'iminggikhyadparte/

byangcubsemsdpa' semsdpa' che//

blodangldanpasgsalba'imchog//

rgyalsrasrgyalpa'igzhidangni//

rgyalba'imyugurnamrgyalbyed//

rtsaldangldanpa 'phagspa'imchog/

deddpongragspachenposte//

snyingrjecandangbsod.namsche//
値9）

dbangphyugdebzhinchosdangldan//6

zhesbyabaltabu'o//rimorbyaspa lasogspamthongbayang

1)Pzhe、 2)Pomitspa. 3)C,Dna、 4)C,Dsned. 5)Pomits//.

6)P/.
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tshogsbsagspala(C､225a)ragluspasnarmyedpQrdha'stezhesbya'o//

bskalpagrangsmedpadangpolamthongbX｡iamchogt"smosso//

1.5BhagavajjhanavaipulyasUtr:')(P.173a7,D.149a3,T.50al4,

BP.3.12)

mosparspyodpa'i salasangsrgyasmthongbamayinpatshogs

kyi'sala 'dodpadgagpa2nig7･Wspo血ごcespalasogspaste/

sangsrgyas 'byungba'i dgospa'i chosbstanpayin/bagyodpa'i

chosstonpazhesbyabaste/Ochosthos5palabrtennasnyespama

byunggisngarol lasogspa' ibagyodpa6rnampalngayinpani/

bagyodpanimyanganlas 'daspa7thobparbyedpa'iphyirte/

bagyod'chimedgnasyinte//8

bagmedpani 'chiba'ignas//9

bagyod'chibarmi 'gyurte//

bagmedpanirtagtu 'chi//io(72)

zhesgsungspadang/bagyodpa'ilegspalngastllongsspyodrgya

chenpothobcingdelasminyamspadang/phyogsmtshamssugrags

pachenpo 'byungba(P.261b)dang/'khorthamscadduzhumpamed

padang/ 'chiba'i tshe 'gyodpamedpadang/shiba'i 'ogtu lha'i

'jigrtenduskye'ozhesbyabalasogspabstanpasbagyodpanichos

thamscadkyirtsabayinpa'iphyirro//

1)Pkyis、 2)Pdga' ba. 3)PandN,PofSSgang. 4)Pbya'o//.

5)Pthob、 6)Pomitspa. 7)P'daspalas. 8)P/. 9)C,D/.

10)P/.
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1.6Candragarbhaparivart;､)(P.173bl,D.149a4,T.-,BP.3.18)

（75）

gongduudumbam'j'metog6z賊凡凡ozhes 'byungbani drang

dondedpemibyedpassozhena/zlaba' ismymgpo'jJe'ulaskyα"g

6s""tezhesbyaste/dperbrjodpani (D､222b)mdo2gzhandaglas

so//

1.7GaPjavynhasntrg､'(P.173bl,D.149a4,T.50al7,BP.3.22)

onasangsrgyasdangphradpalayontanciyodcena/yontan
D

gyi sgonasbstanpani/gImg"gmthongzhjJzgt加spa血ngs zhes

byabalasogspaste/doJzyodp@zhesbyabani thamscadlasbyar

barbya' o//

gangphyirrgyalbadbangpodag/
（77〕

mthongnayeshesmthongphyirro//

zhesbyabalasogspasnimthongbadonyodpabstanto//rinchen

gtsugtorgyimtshan langsumthospassumcurtsagsumgyi lhar
（祠）

skyess6.'zhesbyabalasogspadenithospadonyodpa'o//bsmye"

6hurhy(zsp(zdo"yodpanikhye'uglangposkyongltabu'o//mthar

myanganlas 'daspathobparbyedpasna 'drenpa' o//khacigna

remthongbadangthospadangbsnyenbkurbyabaji ltardonyod

ces(C.225b)ｿ増F･te"'dj．e〃pq'o'zhesbya'ozhes 'chaddo//byedpa

nimtshonpa'idonto//

1)C,DandC,DofSSudumvara' i. 2)Dmde. 3)C,D//.

4)P//.
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1.8BhadrakalpikasUtrg''(P.173b2,D.149a5,T.50a18,BP.4.6)

gongdudebzhingshegspamthongyangsridmimthongyangsrid

cesbyabadeltabuzhena/bshalpa6z(mgpo' imdOltzs妙α"gzhes

gsungste/bs"ZpqdrUgcudang/brgyadルルridangsumb『召yarni

mimthongbar 'gyurro//bskalpa'dW･hang/bshaJpqshurmα〃α

budang/yontα凡6"odpqrnamslanimthongyangsridpa' o//

sangsrgyas 'byungbarnyeddka' babshadzinto//

l.9Colophon

mdosdekunlasbtuspa'ibshadpalunggi tshadmarsbyarbalas/

sangsrgyas 'byungbarnyeddka' ba'igtamstedangpo'o//

Notes

(1)Therearemanyopenquestionsasregardsthequotationsinthe

Sntrasamuccaya(SS) . InodertofindoutwhichSSquotationsare

referrestobyRatnakaraSanti inhisSScommentaryandhowthey

arecommenteduponbyhim, itisfOrthesakeofconveniencethat l

havepreparedthiscriticaleditionofthefirstchapteroftheSntrasa-

muccayabhaSya(RA) .

(2) InthistextNagarjunaandAsangaaretreatedequally.ButRatna-

karaSantidoesnotemphasizeNagarjuna'sMadhyamakathought,and

heonlysitsitinwithhisYogacaraleadingsconveniently.Thusitis

clearthatthistextwaswrittenfromaYogacara'spointofview.Cf.

SeyfortRuegg(1981) ,p.124,Umino(1985) ,pp.55-56

(3)Skt.: prayojana; cf.NVT(D),Stcherbatsky(1927-8) ． IchigO(1

985,pp.1-11)treatsthefunctionoftheterms､恥purpose" (prayojana),

、､relation"(sambandha) , ､､object"(abhidheya)and ，､purposeofthe

（25）
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" (prayojanasyaprayojana)asemployedbyVinItadeva,purpose

DharmottaraandKamalaSlla.Asforthistopic, seethebeginning

ofthePramana-vidhvamsana-$ippilaka-vrtti(=PVTV,D.3904,P.5300.

Theauthorisunknown) ; cf.Kajiyama(1989),p.361.

(4)PVTV,D.,293b3:

gangzhigdgospalasogspamabrjodnartogpadangldan

parnams 'jugparmi 'gyurte/

NBT(V),P.,she2a4-5,laVall6ePoussin(184)p.31.12-15,Gango-

padhyaya(1971) ,p.3.14-16,80.6-9,

'di ltar 'brelpamedpadang/dgospamedpadangbrjodpar

byabamedpa'ibstanbcossamrabtubyedpanirtogpasngon

dugtongbarnamskhasmi lente/

(5)ThoughintheTibetantitleoftheSntrasamuccayaismDo虎凹〃Ias

b"spqandit isoftenusedinthiscommentary, thecorrectonemight

bemDosdes刀atshogsJasbtuspqth"pache"por･i"pocﾉze'i

gtam.NotonlyisthislongerversionoftheSStitleprovidedwith

glosses,butitisalsothelatterwhichisrenderedinChinese・ Inorder

tomaketheSS'ssentencesclear,Iwritetheminitalicletters.

(6)Skt.:sambandha・Seenote(3) .

(7)Skt.:abhidheya.Seenote(3) .

(8)Skt.:prayojanasyaprayojana.Seenote(3) ．Dharmottaradidnot

refertothisterm.

(9)PVK1.214,Miyasaka(1971-2),pp､146-7,Gnoli(1960)p､108.9-17,

Yaita(1987) ,p.7.5-8,

sambaddhanugup6payampuru5arthabhidhayakam/

parlkSadhikrtamvakyamato'nadhikrtamparam//

Tib.: 'brelpadangnirjesmthunthabs//

skyesbu' idonnirjodbyeddang//

yongsbrtagsdbangdubyasyingyi//

delasgzhanpa'idbangbyasmin//

(10)Skt.: upay6peyabhavah.NBT(D),Stcherbatsky(1918) ,p､2.15,

Stcherbatsky(1932) , p.3.9-10,

upay6peyabhavahprakaraPa-prayojanayohsambandhah.

NBT(V),P.,she2b5-6,laValleePoussin(1984),p.32.11-12,Gango-

padhyaya(1971) ,p.3.14-16,80.6-9(butGangopadhyayareadthabs

(26）
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kyisforthabsdangthabskyis.) :

deltabasnarabtubyedpadang/dgosparthabsdangthabs

kyisbsgrubparbyaba' imtshannyidkyis 'brelpayinte/

andPVTV,D・ ,294al-2

dgospanidelasbyungbani/'diryangthabsdangthabslas

byungbadang/rgyudang 'brasbu'i tshulgyis 'brelpayin

no//

(11)Thisisnotidentifiedyet,butitisdifferentfromthosedefinitionsin

Dharmottara,VinitadevaandPVTV.

(12)Ratnavali4.80,M.Hahn(1982)p､122, 123andl80

dana-SIla-k5ama-virya-dhyana-prajna-krpatmakam/

mahayana-matamtasminkasmaddur-bhaSitamvacah//

Tib.,Sbyindangtshulkhrimsbzodbrtson'grus//

bsamgtanshesrabsnyingrje'ibdag//

thegchenyinnadeyiphyir//

'di lanyeSbshadcizhigyod//

(13)BBhWogihara(1971),p.297.7-298.2:

saptemanimahattvaniyairyuktambodhisattvanamyanammaha=

yanamityucyate.katamanisapta.dharma-mahattvam. ． .citt6t=

pada-mahattvam. . . adhimukti-mahattvam． ． 、adhyaSaya-maha=

ttVam． ． . sambharamahattvam． ． 、 kala-mahattvam． ． .samud=

agama-mahattvam． ． 、

Tib;P. shil77bl-6,Chi ;T.p.548cl3-22:

(14)Thisisnotidentifiedyet.

(15)Itisnotclearonwhichtextualauthoritythesesevencharacteristics

arebased.

(16)LA,Nanjio(1918) ,p.63.3-4,17-64.1.

yad-utaSravaka-yan且bhisamaya-gotrampratyeka-buddha-yana-

abhisamayagotram. ． 、dharma-nair且tmya-darSanabhavan nasti

mokSomahamate/

(17)Skt.:samvara-SIla,kuSala-dharma-samgrahakam-SIlaandsattvartha-

kriya-Sna.SeeMSA;Levi (1907) , p.108.14,L6vi(1907) , p.191.4-5,

Bagchi(1970) ,p､106.3,BBh;Wogihara(1971) ,p､138.22-23,Tib;P.shi

85b8,Chi ;T.p､511al4-15.

(18)Thisisnotidentifiedyet.
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(19)Chr.Lindtner(1982,pp.172-175)dividedtheSntrasamuccayainto

thirteensections.DIpamkaraSrijnnnaanalyzedtheseelevenchapters,

butheclassifiedthemintosevenparts.SeeMochizuki(1991) .

(20)ThechaptersofSSareentitledasfollows;Sangsrgyas 'byungba

rnyedpardka'ba(chap､1),milusthobparnyedpardka'ba(chap.

2)anddalba'byorparnyedpardka' ba(chap.3) ． SeePasadika

（1989） ，Ⅸ－X.

(21)Dadparnyedpardka'ba(chap.4),byangchubtusemsbskyedpa

rnyeddka'ba(chap.5)andsnyingrjesrnyedpardka'ba(chap.6) .

(22)Bardugcodpa' iChosspangbarnyedpardka'ba(chap.7).

(23)sGrudparnyedpardka'ba(chap.8) .

(24)Myanganlas 'daspalamosparnyedpardka'ba(chap.9) .

(25)MaiijuSrivikriditasmtra.ThissntraisquotedthreetimesinSS.

(26)sPyodpa'ikhyadparrnyedpardka' ba(chap.10,Thegpagcig

lamospa'isemscaninSS) .

(27)Rgyachenpolamosparnyeddka'ba(chap.11) .

(28)DipamkaraSrijifanasubsumesthefirstthreeSSchaptersunderthis

topics.SeeMochizuki (1991) .

(29)Theseeightinopportuneconditionsare(1)naraka,(2) tiryak,

(3)preta, (4)dirghajivadeva, (5)pratyantajanapada, (6) indri-

yavaikalya,(7)mithyadarSanaand(8)tathagatanamanutpada.See

Rigzin(1986)pp.312-313.

(30)SeeRigzin(1986)p､190.

(31)ThistermistreatedinthenextchapteraccordingtoSravakabhnmi.

(32)Thefollowingtallieswiththeexplanationgiven in theSravaka-

bhnmi.Soitmustbeaquatationfromthattext.SBh,Shukla(1973),

p.7-8,ShOmonjiKenkyn-kai(1981),pp.18-23,

para-sampatkatama/tad-yathabuddhanamutpadah,sad-dharma-

deSana,deSitanamdharmanamavasthanam,avasthitanamcanupra=

vartanam,parataScapratyanukampa//

tatrabuddhanamutpadahkatamah/yathapihaikatyahsarvam

[Tib.om.] sarva-sattve5ukalyaPam [Tib. Pa) hitadhyaSayam

utpadyaprabhntairdu5kara-sahasrairmahatacapuPya-jnana-sam=

bharepa・ ・ ・atma-bhava-pratilambhebodhimandeni5adya,panca

nivaraPaniprahaya,catur5usmrrty-upasthaneSusnpasthita-cittah,
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sapta-trimSadbodhi-pakSyandharmanbhavayitvanuttar且msamyak-

sambodhimabhisambudhyate/ayamucyatebuddhanamutpadah/

atltanugata-pratyutpanne5vadhvasuevameva・ ・ ・

<saddharma-deSanakatama/>taevabuddhabhagavanto loka

utpadyatasyaivacaSravaka lokanukampamupadayacatvary

arya-satyanyarabhyaduhkha・ ・ ・ sadbhirayancadharmonir-

yatodeSitahpraSastobuddhaiScabuddha-SravakaiSca・ ・ ・//

deSitanamdharmanamavasthanamkatamat/deSitesad-dharme,

pravartitedharma-cakre,yavaCcabuddhobhagavanjivatitiSthati

ca, parinirvrtecabuddhe-bhagavatiyavatakalenapratipattirna

hlyate, sad-dharmaScanantardhiyate/idamucyatesad-dharma=

syavasthanam/yava- (vasthanam・ ・ ・veditavyam)//

aVasthitanamdharmanamanupravartanamkatamat/yattaeva-

adhigantarahsad-dharmasya, sad-dharma-sak5at-kriayayai

bhavyam pratibalatam janatam viditva yath且dhigatam

evanulomiklm avavadanuSasanim anupravartyantidamucyate

avasthitanamdharmaPamanupravartanam//

paratahpratyanukampakatama/paraucyantedayaka-danapata=

yah, teyanitasyanulomikanijlvitopakaraPani,taihpratyanukam=

pante,yad-utacivara-pindapata-Sayanasana-glana-pratyaya.bha5aj=

ya-pari5karair, iyamucyateparatahpratyanukampa//

Tib;P.wi4b5-5b4,Chi ;T､p.396c9-397a7.

(33)SBh,Tib. : sdugbsngalbadang/kun'byungbadang/'gogpa
dang/lamrnams.SeeShOmonjiKenkyn-kai (1981) ,p.20.5-6.

(34)SBh,Tib. :mdo'isdedang/dbyangkyisbsnyadpa'isdedang/
lungdubstanpa'i sdedang/tshigssubcadpa'i sdedang/ched

dubrjodpa' isdedang/glenggzhi'isdedang/rtogspabrjodpa'i

sdedang/de ltabu'ibyungba'i sdedang/skyesparabskyisde

dang/shinturgyaspa'i sdedang/rmaddubyungba'ichoskyi

sdedang/gtanlaphabparbstanpa'i sde'i chos・ SeeShOmonji

Kenkyu-kai (1981) ,p.20.7-12.

(35)MSA9.2,Levi(1907) ,p.33.16.-17,L6vi(1911) ,p.68.8-10,Bagchi
(1970) ,p.37.5-6,

sarvakara-jnatavaPtihsarvavaraPa-nirmala/

vivrtaratna-petevabuddhatvamsamudahrtam//
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(36)Thisverseisnotidentifiedyet.

(37)MSA14.3,L6vi(1907) ,p.90.14-15,L6vi (1911) , p.161.17-19,Bagchi
(1970) ,p､88.10-11,

dharma-srotasibuddhebhyo'vavadamlabhatetada/

vipulamSamatha-jnana-vaipulya-gamanayahi//

(38)Thisisnotidentifiedyet.

(39)Thisisnot identifiedyet, either.

(40)Thisisnotidentifiedyet, either.

(41)Thisverseisnotidentified, either.

(42)ThisexplanationmaybeaquatationfromapramaPatext.

(43)Thisisnotidentifiedyet.

(44)SDP,Kern(1908-12) ,p.319.11-13(chap.15)

tathahite5amsattvanambahubhihkalpakoti-nayuta-Sata-mahasrair

apitathagata-darSanambhavativanava/tatahkhalvahamkula-

putrastadarambaPamkrtaivamvadami/durlabha-pradurbhava

hibhik5avastathagataiti/

andibid.,p.39.8(chap.2)

tad-yathapi namaSariputr6dumbara-puSpamkada-cit karhi-cit

samdrSyate,evam-evaSariputratathagato'pikada-citkarhi-cid

evam-rmpamdharma-deSanamkathayati/

Tib.P.chul38a8-138b2

rigskyibudagdebzhinbshegspathabsmkhaspasdgeslong

dagdebzhingshegspadag'byungbanishinturnyedpardka'o

zhestshigdeskadgsungngo//deci'iphyirzhena/ 'di ltar

semscandedaggisbskalpabyebakhragkhrigbrgyastong

mangpos/debzhingshegspamthongbar 'gyuryangsridmi

'gyuryangsridde/

ibid・P.chul8b6-7

'di ltastedperna/udumbara'i tshal lametognibrgyala

res 'ga' 'byungngo//shari'ibudebzhingshegspayangbrgya

lares 'ga' zhigchosbstanpa'di ltabugsungngo//

(45)Cf.AKK7.34cd,Pradhan(1967),p.415.13, laValleePoussin(1971),

tome5,p.79.23-24,

samatasarvam-buddhanamnayur-jati-pramaPatah//34

Tib. ;mnyampanyiddeskutshedang//
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rigsdangskubongtshadkyismin//

(46)Cf.AKK3.93cd,Pradhan(1967),p.180.22-181.3,laValleePoussin

(1971), tome2,p.187.22, 188.5(Seenotel inp.188),Yamaguchi(1955),
pp.461.15-463.15,

tehyaSItirmaha-kalpahtad-asamkhya-trayodbhavam//93
buddhatvan

Tib.; dedagbrgyadculabskalchen//

degrangsmedgsumlasangsrgyas//

(47)Becausethistexthasnotyetbeenidentified,theSanskrit titleis

tentativelyrestoredaccordingtoPasadika(1989); itsTibetanversion

isrnampargtanladbabpa'irgyalpo'imdo.

(48)AKK3.86-88a,Pradhan(1967),pp.176.16-177.6, laValleePoussin

(1971),tome2,pp.178.3-179.7,Yamaguchi(1955),pp.444.6-445.11,
lohap-SaSavi-go-cchidra-rajoplik5astadudbhavah/

yavastathaiguli-parvajneyamsapta-guP6ttaram//86

catur-vimSatiraigulyohastohasta-catu5tayam/

dhanuhpanca-SatanyeSamkroSoraPyamcatanmatam//87

te 'Stauyojanamityahuh

(49)AKK3.95cd-96,Pradhan(1967),pp.184.5-186.6,laVall6ePoussin

(1971),tome2,pp.196.23-197.4,Yamaguchi(1955),pp.479.11.480.1,
483.14-484.8,

suvarna-rnpya-tamrayaS-cakrinaste 'dhara-kramat//95

eka-dvi-tri-catur-dvipahnacadvausahabuddhavat/

pratyudyana-svayamyana-kalahastra-jito 'vadhah//96

(50)KSemedra'sAvadanakalpalata,80.29ab,33,34,Das(1910),pp.648-
551.SeePasadika(1979),note5.

kalenodumbaravaneramyahkusumasamcayah/29ab・ ・ ・

pu5paPyetanijayantesugatasyaivajanmani/

anuttara-jnana-labhevikasantisamantatah//33

asanneparinirvanemlayantinipatantica/

IhateparinirvanamkuSipuryamtathagatah//34

Tib, ;metognyamspademthongnas/

rabbzangmyanganrgyayisthebs/29ab

bdegshegsnyidni 'khrungspana/

metog'didag'byung'gyurte/
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blamedyeshesbrnyespana/

kunnasrabturnamparrgyas/33

myangan 'daslanyebani/

nyamspadangni lhungbar 'gyur/

kusha'igrongnadebzhingshegs/

yongssumyangan 'dasparbzhed/34

(51)AKK3.56,Pradhan(1967) ,p.162.14-18, laValleePoussin(1971) ,

tome.2, p,147.8-10,Yamaguchi(1955),pp.379.11-380.3,

ihottarePakiladrinavakaddhimavantatah/

pancaSadvistrtayamamsaro 'rvaggandha-m且danat//

(52)SeeEncyclopaediaofBuddhism, vol､1,pp.580-581.

(53)Thisversehasnotyet been identified, but it isquoted in the

Buddhabhmmivyakhyana.SeeNishio(1982) ,p､29;

rangdbangshintusbyangspadang//

gzugsbzangbadanggragspadang//

dpaldangbdagnyidchesogspa//

druglaskalbashesbshaddo//

(54)AccordingtoBuddhist tradition,GautamalivedinTu5itaHeaven

beforehewasborn.SeeLV,Lefman(1902),p.14,Saigabhedavastu,

Gnoli (1977),pp.39-40.

(55)Cf・AKBh3､1,Pradhan(1967),p.111.5-8, laValldePoussin(1971),

tome2, p.1.7-13,Yamaguchi(1955) , p.3.11-15,

naraka-preta-tiryaficomanu5yah5addivaukasah/
kama-dhatuh/labc

catasrogatayah Sajcadeva-nikayas tad-yathacatur-maha-raja

kayikas trayastrimSayamastuSitanirmaPa-ratayahpara-nirmita-

vaSavarttinaScetyeSakama-dhatuhsahabhajana-lokena/

(56)Dharmasubhntivibha5ya・ But lhavenotyetbeenabletoidentify

thistext.ThisverseisquotedintheAbhidharmakoSabhaSya, chapter

4,henceRatnakarSaantimighthavetakenthisquotation.Cf.Pasadika

(1989b)p.54andAKBh,Pradhan(1967),p.124,9-10, laValleePoussin

(1971) , tome2, p､44.14-17,Yamaguchi (1955) ,p､114.11-15,

varanatvamupagamyapaPdaramSadvi5aParuciramcatuSkramam/
matrgarbhaSayanamviveSasamprajananr5iraSramamyatheti//

(57)Lumbini,wheretheBuddhawasborn.SeeLVchap.7.
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(58)LVchap､7,Skt.,Lefman(1902),p.83.5;plakSaSakham.Tib.,Foucaux

(1847),p.77.1-2;plagsha'iyalgalasbzungste.

(59)LV,Skt.,Lefman(1902),p.83.10;matur-dakSina-parSvan-ni5kramati.

Tib.,Foucaux(1847),p.77.7;glog-yaspanasdranzhingshesbzhin
du.

(60)LV,Skt.Lefman(1902),p.83.12-14; Sakrodevanam-indrobrahma

casadvampatih・ ・ ・ pratigrhPitahsma.Tib.,Foucaux(1847),p､77.

9-12;de' itshelha' idbangpobrgyabyindang/mimjedkyi bdag

potshangspagnyis・ ・ ・degnyiskyis ・ ・ ・blangsso.

(61)LV,Skt.,Lefman(1902),pp.84.19-85.3; sapta-padaniprakrantah.

Tib.,Foucaux(1847),p78.17-80.2.InLVhetooksevenstepsforward
inalldirections.

(62)AAK5.18,Obermiller(1924), p.29,Conze(1954),p､85.20-24,

k5ayanutpadayorjnanammalanambodhirucyate/

k5ayabhavadanutpadattehi jneyeyathakramam//

(63)KuSinagarI,wheretheBuddhadied.

(64)Cf.MPS,V,1,DN,vol.2,p.137.

(65)P.760.12,T.310.12．Unfortunatelylhavenotyetbeenabletoidentify
thispassage.

(66)RatnakaraSanti thinksofSPSasanitarthasUtra・Thisinterpretation

canbeseeninhisPrajhaparamit6padeSa,too.SeePPU,D.hil35b7.

(67)Ihavenotbeenabletoidentifythispassage intheBodhisattvapi-
taka.

(68)Abhyankar(1986), p.49,explainsthe 'aStama'asatermusedby

ancientgrammariansforthevocativecase.

(69)BBh,Skt.,Wogihara(1971),p.299.16-20,

tad-yatha. bodhisattvomaha-sattvahdhIman uttamadyutih jina-

putrahjin'adharahvijetajinamkurahvikramtahparam'aryahsartha-

vahomahayaSahkrpalurmahapupyahiSvarodharmikaSceti.Tib;P.

shi l78b6-7,Chi.;T､p.549a26-bl.

(70)Cf.MSA14.lab,L6vi(1907),p.90.7,L6vi(1911),p.161.4-5,Bagchi
(1970),p.88.3,

kalpasamkhyeya-niryatOhyadhimuktimvivardhayan/

(71)P.No.767.Butlhavenotyetbeenabletoidentifiedthispassage.

(72)Udanavarga4.1,Bernhard(1965),p.126,Dietz(1990),p.60.This
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verseisquotatedintheYogacarabhnmi (Tib・dzi279b8,Chi.379a23),

too.SeeSchmithausen(1970),p.50.

apramadohyamrtapadaIIupramadomrtyunahpadam/

apramattanamriyanteyepramattahsadamrtah//

Dhammapada2.1

appamadoamatapadan,pamadomaccunopadan/

appamattanamiyanti,yepamattayathamata//

(73)IdonotknowwhichtextistheauthorityfOrthisfivefoldclassifi-

cation.Thereisanexplanationofapramadabymeansofafivefold

classificationinBBh,which,however,differsfromRatnakaraSanti's.

Cf.BBh,Wogihara(1971),p.142.-143.4,T.p.512a20-23.

(74)T.No.397.But lhavenotyetbeenabletoidentifythispassage.

Thissntrahasnotyetbeen identifiedeither.RatnakaraSanti does

notmakeanycomment.

(75)ThissentenceisaquotationfromSPSandappearsinthebeginning

ofthischapter.Seenote(44)andPasadika(1989)p.1.17.

(76)GV37-25,Vaidya(1960)p.212.21-22

durlabhahkalpakolibhirlokelokavinayakaP/

amoghamSravaPamdarSanamparyupasanam//

Tib.P.ed., hi l4al-2

mthongzhingbsnyenbkurbyaspadang//

thospadonyodgyurpayin//

'jigrtenmgonpo 'jigrtendu//

'byungbabskalpabyedbardkon//

(77)Thisversehasnotbeenidentifiedyet.

(78)Thispassagehasnotbeenidentified.

(79)P・No.762,i374al-375a2,

bskalpabzangpopa' idebzhingshegspadedagnide'i tshe

de'idusnasrasstongdugyurto・ ・ ・ (374b6)bskalpadrugbcu

rtsalnga'ibardu 'tshangrgyabarmi 'gyurro/de'i 'ogtubskal

pagragspachenpozhesbyabazhigbyungbargyurtebskalpa

gcigpodeladedagbyangchubmngonparrdzogspar tshang

rgyabar 'gyurrogangdagblongpobrgyadkhri podedagni

bskalpagragspachenpo'dasnasbskalpabrgyadbcu'ibardu

'tshangrgyabarmi 'gyurro/de'i 'ogtubskalpaskarmalta
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buzhesbyabazhing 'byungbar 'gyurte/delablonpobrgyad

khripodedagbyangchubmngonparrdzogspar 'tshangrgya

bar 'gyurrobskalpaskarmaltabu'dasnasbskalpasumbrgya

nasangsrgyaJbyungbar 'gyurro/de' i 'ogtubskalpayontan

bkodpazhesbyabazhing 'byungbar 'gyurte/de labtsunmo

brgyakhribzhistongpodedagbyangchubmngonparrdzogs

par 'tshangrgyabar 'gyurro/

Chi: T.p.65a25-65b3

(80)AccordingtothecontextofSSitmeansmahayaSaskalpa(bskal

pasnyanpachenpo).

Abbreviations

Coneedition(fromthemicroficheed.publishedbythelnstitute

forAdvancedStudiesofWorldReligions,NewYork).

sDedgeedition(TibetanTripitaka,sDedgeedition,bstan'gyur,

dBuma,Semstsam,Tshadma,Univ.ofTokyo,Tokyo).

Pekingedition,TheTibetanTripitaka,ed・ bySuzuki,D.T.,168

vols,1955-61,Tokyo-Kyoto.

Pasadika(1989) .

TaishOShinshnDaizOkyO.

C.

，

P

Ｓ
・
Ｐ
Ｔ

AbbreviationsandOriginalSources

AAK Abhisamayalamkarakarika

Skt.: Stcherbatsky(1929).

Tib.: Stcherbatsky(1929).

AbhidharmakoSakarika

Skt.: Pradhan(1967)withAKBh.

Tib. :D.4089,p､5590.

Chi. : T.1560.

AKK
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AKBh AbhidharmakoSabha5ya

Skt.: Pradhan(1967).

Tib.: D.4090,P.5591.

Chi.: T､1558, 1559.

BBh Bodhisattvabhnmi

Skt. :Wogihara(1971) .

Tib. :D､4037,P.5538.

Chi. : T.1579.

GV Gapdavymhasmtra

Skt. :Vaidya(1960) .

Tib. : P､761.

Chi. : T.278, 279.

LA Laikavatarasntra

Skt. :Nanjio(1923) .

Tib. : P.775.

Chi. ; T.670,671,672.

LV Lalitavistara

Skt. : Lefman(1902) .

Tib. : Foucaux(1847) .

Chi. : T.186, 187.

MSA Mahayanasatralamkarabha5ya

Skt. : L6vi(1907),Bagchi(1970).

Tib. :D.4026,P､5527.

Chi. : T､1604.

NBT(D)Nyayabindu$IkabyDharmottara

Skt.: Stcherbatsky(1918).

Tib.: Stcherbatsky(1904).

Index. : Stcherbatsky(1927,1928)

NBT(V)NyayabindutikabyVinItadeva

Tib. : delaValleePoussin(1908-13)

PPU PrajnaparamitopadeSa

Tib. :D.4079,P.5579.

PV Pramapavarttikakarika

Skt. :Miyasaka(1971-2).

Tib. :Miyasaka(1971-2).
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RA SntrasamuccayabhaSyamRatnalokalamkara

Tib.: D.3935,P"5331.

SBh Sravakabhnmi

Skt.: Shukla(1974),ShOmonjiKenkym-kai (1981-).
Tib.: P､5537.

Chi. : T.1579.

SDP SaddharmapuPdarikasntra

Skt. : Kern(1908-12)

Tib. : P.781

Chi. : T､262, 263,264.

SS SUtrasamuccaya

Tib. : Pasadika(1989),D.3934,P､5330.

､Chi. : T.1635

SeeBechert(1990)also.
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Pradhan,P.
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1929 Abhisamayalankara-prajmparamita-upadeSa-Sastra,BBu23,
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本
学
に
永
年
お
勤
め
に
な
ら
れ
た
秋
山
智
孝
先
生
が
、
古
稀
を
文
部
省
が
示
し
た
新
大
学
設
置
基
準
を
照
合
し
、
問
題
点
を
一
づ

お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
本
号
は
、
先
生
の
多
年
に
亘
る
業
績
っ
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
小
規
模
校
に
と
っ
て
多
大
な

と
学
恩
を
報
ず
る
記
念
号
と
し
て
、
学
内
外
諸
先
生
の
御
賛
同
を
時
間
的
・
人
為
的
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

得
て
多
数
の
玉
稿
を
賜
り
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
有
為
な
人
材
を
育
成
し
、
法
器
養
成
を
至
上

本
学
の
前
身
で
あ
る
祖
山
中
学
・
身
延
山
専
門
学
校
の
頃
よ
り
と
し
つ
つ
、
一
般
に
も
開
か
れ
た
学
際
的
な
教
育
を
施
せ
る
よ
う

約
半
世
紀
を
伴
と
し
て
歩
ま
れ
た
先
生
の
御
苦
労
に
は
、
戦
後
の
な
体
制
の
構
築
を
模
索
し
、
現
在
、
全
学
を
挙
げ
て
邇
進
し
て
お

動
乱
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
筆
舌
り
ま
す
。

に
は
語
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
っ
て
お
り
、
本
学
の
現
同
窓
・
会
員
諸
兄
に
は
、
意
を
充
分
に
お
汲
み
い
た
だ
き
益
々

在
の
陣
容
が
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
教
職
員
一
同
深
甚
よ
り
感
謝
の
御
理
解
・
御
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
（
池
上
記
）

ま
た
、
大
学
教
育
は
転
換
期
を
迎
え
、
本
学
も
社
会
の
様
々
な

◇
編
集
後
記
◇

を
改
組
し
、
四
年
制
大
学
へ
と
転
換
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
得
る
よ
う
に
、
新
た
に
組
織
体
制
そ
の
も
の



望中渡中町高望中冠宮庵上浅

月尾辺山田橋月尾 崎谷田井執

筆
者
（
目
次
順
）

円
道
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
）

本
昌
（
身
延
山
短
期
大
学
教
授
）

行
亨
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
）

英
修
（
身
延
山
短
期
大
学
教
授
）

賢
一
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
）

堯
（
立
正
大
学
文
学
部
教
授
）

海
淑
（
身
延
山
短
期
大
学
教
授
）

堯
昭
（
身
延
山
短
期
大
学
教
授
）

是
正
（
身
延
山
短
期
大
学
教
授
）

勝
（
身
延
山
短
期
大
学
講
師
）

寛
勝
（
身
延
山
短
期
大
学
助
教
授
）

真
樹
（
学
習
院
大
学
大
学
院
生
）

海
慧
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
客
員
研
究
員
）

山
梨
県
身
延
山
東
谷

（
壷
四
○
九
’
二
五
）

発
行
所
身
延
山
短
期
大
学
学
会

振
替
（
甲
府
）
五
’
一
二
七
五
番

電
話
（
室
美
さ
二
’
○
一
○
七

「
棲
神
」
六
十
五
号

平
成
五
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
五
年
三
月
三
十
日
発
行

辮
癖
鐸
宮
崎
英
修

印
刷
者
宮
田
如
龍

甲
府
市
中
央
一
丁
目
十
二
’
三
十
一

印
刷
所
大
宣
堂
印
刷

電
話
（
霊
至
）
三
五
’
三
六
○
二
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